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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　光崎瑠衣
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　その者、大たい志しを抱いだき、万ばん事じに備そなうる計を持つ。


　憤いきどおらず、非ひ違いを行わず、己おのれの利を求めず、人の悪を念おもわず。





　その者、森と麦むぎ穂ほの国に生まれし稀き代だいの王女。


　その美は大陸一にして、その勇もまた大陸一を謳うたわれり。





　その目に宿るは白く正しき義ぎの光。


　境きよう涯がいをわきまえ、私し心しんを滅めつし、常つねに持たざる者のために在あり。


　その体は小なるもその心はすでに大たい器き。


　すべてを偲しのび、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐たえる。












　序章










「……本気ですか、クラウディアさま」


　小さな宿の一室で王女の提てい案あんを聞き終えたアレスは、半ば呆ぼう然ぜん自失としていた。それほどに、思いもよらぬ提案だったのだ。


「何をとぼけたことを。わたしが冗じよう談だんを言いにわざわざ王都を抜ぬけ出してきたと思うのか？」


　当たり前のようにクラウディアは答える。


「…………」


　おまえの命をわたしにくれぬか──王女はそう言った。その意味がようやく分かる。確たしかに彼女の提案は、命をも失うことになりかねないからだ。


　まあそれは大した問題ではないかもしれない。クラウディアのために死ねるというのならむしろ本ほん望もうだ。それに、クラウディアの提案は確かにこの争いを早さつ急きゆうに終わらせることのできる可か能のう性せいを秘ひめているように思える。クラウディアの今の立場、そして王国軍と反はん乱らん軍ぐんの関係、考えれば考えるほどよくできたものだと感心したくなる。


　だが、それでも素す直なおに首を縦たてに振ふれない理り由ゆうがあった。自分だけならばいいが、クラウディアの身に何も起こらないという保証はどこにもないからだ。


「クラウディアさま。もし反乱軍──いや、ジェレイドに、クラウディアさまを害そこなおうという考えが少しでもあったらどうなさるのです？」


「ジェレイドがそんな短たん絡らく的てきな思考しかできぬ相手ならば、これほど争いが長引くこともなかっただろう。それに、考えてもみよ。そのような形でわたしが害されることがあれば、むしろ願ったり叶ったりではないか。王女とはいえ十三の子こ供どもを傷きずつけるような者など、早々に人望も失うであろうからな」


「……クラウディアさま。たとえ仮かりの話であっても、そのような不ふ吉きつなことは仰おつしやらないでください」


「そうだな。詮せん無ないことを言った、忘わすれてくれ」


　それでも、クラウディアの言っていることはよく分かる。つくづく、よく考えていると思う。あの計算高いジェレイドのことだ、クラウディアの命を損そこなうことがどれだけ不ふ利り益えきとなるかはすぐ分かるだろう。


　しかし、逆ぎやくも考えられる。たとえばクラウディアの身を害することによって、何らかの利益を得られる方法をジェレイドが思いつく可能性だってあるだろう。


　自分が命を預あずけることでクラウディアの身を守れるならばいい。しかし万が一ジェレイドが後先考えない行動に出たとすれば、果たしてその身を守りきれるのか。アレスの懸け念ねんは尽つきなかった。


「お考えを変えて頂いただくことはできないのでしょうか」


「くどいぞ。それにアレス、おまえも分かっているはずだ。この方法がうまくいけば、血の一いつ滴てきすら流すことなく争いを鎮しずめられるとな」


「…………」


　分かる。そのことはよく分かっている。


　だからこそ、アレスは戸と惑まどっていたのだ。


「アレスよ」


　心しん境きようを察したのか、諭さとすようにクラウディアは言った。


「……は。なんでしょう」


「わたしは民たみの血と汗あせによって生かされてきた。着る物も食べる物も、住む所すらなんら苦労することなく得ることができたのだ。これまでがそうだったし、そしてこれからもそうだろう。わたしはその代だい償しようを払はらわねばならぬ。それが今なのだ。今こそわたしは彼らのためにできることをしたい。それこそが我われら王家の義ぎ務むなのだろう。しかし父上には国を治める大切な仕事があるし、兄上は父上の跡あとを継つぐという大たい任にんがある。今動けるのはわたしだけなのだ。わたしはただの王女に過すぎぬが、だからこそできることもある。いや、しなければならぬのだ」


「…………」


　アレスは常つね々づね、クラウディアがあることで悩なやんでいることを知っていた。


　商あきないをすることもなく、畑を耕たがやすこともなく日々の糧かてを得ることができるという自分の立場を、クラウディアはいつも悩んでいたのだ。


　もちろん、他ほかの貴き族ぞくや騎き士しも労せずして衣食住を得られるという点では同じだ。もっとも、貴族には領りよう地ちを治め領りよう民みんを導みちびく義ぎ務むがあり、騎士にも危き急きゆう存そん亡ぼうの折には命をかけて剣けんを振ふるう義務がある。


　では、クラウディアは──王女はどうなのか。何も義務などないのに、いかなる贅ぜい沢たくも許ゆるされている王女とは？


　無む論ろん、今のクラウディアがそうであるように、意に添そわぬ婚こん姻いんを強きよう制せいされ、それによって他国、あるいは他家との友好の架かけ橋となる責せき任にんはある。しかし、それでも衣食住に困こまることがないのは確かだろう。一方でたとえば貧まずしい農村では、半ば口くち減べらしのため十歳さいほどの少女が意に添わぬ婚こん姻いんを強制されることも珍めずらしくないのだ。彼女たちのその後の人生が、楽なものだという保ほ証しようはもちろんどこにもない。


　クラウディアは王女として生まれたというだけの理由で、そんな運命から逃のがれることができる。その代償はなんなのかと、クラウディアはいつも悩んでいた。


　ここに至ってアレスはようやく理り解かいした。その答えが今回の行動なのだろうと。自らの立場を利用し、自らの命をかけて、流れる血の量を一滴でも減らす。それが彼女の決けつ断だんなのだと。


　かつてアレスはジェレイドと会談の場を持った折に、かたくなにこう主しゆ張ちようしたことがある。機会を作るから王家の人間と会って話をしろ、そうすればきっとすべてうまくいくと。それは、クラウディアが今回のような思いもよらぬ方法を考え出し、そして実行するだけの行動力があることを知っていたからこそではないか。


　そこまで考えれば、彼女に忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎士として、もはやなすべきことは一つだけだった。


　彼女に向かって頭こうべを垂たれる。


「承しよう知ちいたしました。我がファノヴァールの名にかけて、必ずやクラウディアさまのご期待に応こたえてみせます」


「そうか。助かる。おまえならそう言ってくれると思っていたぞ」


　気が緩ゆるんだのだろうか、クラウディアの顔に笑えみが浮うかんだ。


　安心しきった、花が咲さくような笑顔だ。


　その顔を見ると、自然とアレスは昔のことを思い出す。クラウディアと初めて出会った遠い日のことを。


　あの頃の自分は、自分でもよく分からない何かに囚とらわれていた。そこに道を示しめしてくれたのがクラウディアだった。


　それから六年。あのときとは何もかもが違ちがう。今の自分になら、そのクラウディアに恩おんを返すこともできるはずなのだ。


　アレスの意い識しきは自然遠いあの日へと飛んでいた。あのときのことを思い出すことで、今抱いだいている決意をより強固なものにするように。
















　第一章　少年と王女のはじまりの出会い
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　王国暦れき七十七年冬。


　一人の若わかき騎士が、その名を世に知らしめる六年ほど前のことである。





「クラウディアさま!?　クラウディアさまはいずこ!?」


「捜さがせ捜せ！　きっとまたどこかにお隠かくれになられているに違いない！」


「この馬ば鹿かどもめ！　護ご衛えいの騎士が主あるじを見失ってどうする!?」


　騎士たちの怒ど号ごうを背はい後ごに聞きながら、少女はほくそえんだ。


　そのまま茂しげみの中の細い道を這はって進む。大おお柄がらな騎士が通るには困こん難なんな道だが、少女にとっては何の支し障しようもない。


　やがて茂みの外に出ると、少女は服についた埃ほこりを払った。


「やれやれ、まったく学習しないやつらだ」


　悪いた戯ずらっぽく笑う。それは七歳という年ねん齢れいに相ふ応さわしい、見る者すべてを朗ほがらかにさせるような笑みだった。


　少女は、名をクラウディアといった。


　わずか七歳だが、国内でただ一人しか名乗ることの許ゆるされていない敬けい称しようを持っている。すなわち、王女殿でん下か。


　だが、その敬称は彼女に少なからぬ窮きゆう屈くつを強しいるものでもあった。常つね日ひ頃ごろから行動は制せい限げんされ、どこへ行くにも何人もの大柄な近この衛え騎き士しが付いてくる。そんな有様だ。


　それゆえに、何かの用事で城しろを出た際さいには、子こ供どもしか通ることのできない秘ひ密みつの道を通って護衛の目を欺あざむき、一人の時間を手に入れる──それが彼女の数少ない楽しみだった。


　もっとも、現げん在ざいベールセールは北国レアニール連合との三度ど目になる戦せん争そうの最中である。それゆえクラウディアも騎士たちに迷めい惑わくはかけられないと、最近はこの楽しみも自重していたのだが、今日だけはどうしても我わが儘ままを通したい理由があったのだ。


「さて、では早さつ速そく見に行ってみるとするか」


　護衛の騎士たちは馬鹿ではなく、見つかってしまうのは時間の問題だろう。早々に目的を果たすため、クラウディアは王城の近くにある闘とう技ぎ場じようへと向かった。


　それは円えん形けい状じようの大きな建けん築ちく物ぶつで、祝日などには騎士たちの馬ば上じよう槍やり試合が開かれ、暇ひまを持て余あましたたくさんの貴き族ぞくたちが見学にやってくる。父に伴ともなわれ、クラウディアも何度か足を踏ふみ入れたことがある。


　しかし、北との戦争が始まってからというもの、華はな々ばなしい馬上槍試合が行われることはなく、今では近衛騎士同士の訓練、あるいは剣けん術じゆつの心得のある貴族が時折利用する程てい度どで、闘技場ではなく訓練場と表ひよう現げんすべき有様となっていた。もちろん入場を監かん視しする者もおらず、クラウディアは人気のない入り口から堂々と入り、客席へと向かった。


「……まさか、本当だとは思わなかったな」


　だだっ広い闘技場の中央では、今まさに試合が始められようとしていた。


　それも、大人の騎士と、木ぼつ剣けんを手にした少年との試合だ。そして、一歩下がった位置からそんな二人を見つめる貴族と思おぼしき男がもう一人。


　クラウディアはある噂うわさを聞いたのだ。いわく、大人の騎士に試合を挑いどみ、連勝しているとんでもない子供がいると。


　やがてクラウディアの視し界かいの中で、少年と騎士は互たがいに剣を交え始めた。


　戦たたかいの趨すう勢せいは明らかだった。信じがたいことに、相手を圧あつ倒とうしていたのは少年の方だった。





　　　　　◆





「ま……まいった」


　少年に木剣を突つきつけられた騎士は、呻うめくように声を絞しぼり出した。


　試合は終わったのだ。少年は剣を下ろすと、後ろに下がって一礼する。


「ありがとうございました」


「う……うむ。話には聞いていたが、ここまでとはな。ファノヴァール伯はく、素す晴ばらしいご子息をお持ちですな」


　騎士は、後ろで試合を見ていた貴族に向かって言った。


「そうか。卿けいほどの騎士にそう言って頂いただけたとあれば、私としても鼻が高い」


　ファノヴァール伯と呼よばれた男は、嬉うれしさを隠かくそうともしなかった。


　無理からぬことだった。弱じやつ冠かん十二歳の息むす子こが、木剣を使った試合とはいえ大人の騎士を相手に勝ったのだから。


「よくやったぞ、アレス。今日はもう休んでいいから、家に戻ってなさい」


「はい、父上」


　アレスと呼ばれた少年は、父と騎士に向かって見事な礼をしてみせると、静かにその場を去った。


　二人の大人は知らない。そのとき少年が、どんな考えを抱いだいていたかを。





「……はあ」


　闘技場内にある控ひかえ室しつに戻もどったところで、少年──アレスはため息を吐ついた。


　武ぶ門もんの名家ファノヴァール家の跡あと取とり息子として生を受け、将しよう来らいは騎士となることを宿命付けられてきた。それゆえ幼おさないころから剣を握にぎらされてきたのだが、アレスからしてみれば別にその宿命は苦ではなかった。やはり武門の血が流れていたというべきか、アレスにとって剣の道を歩むことは純じゆん粋すいに面おも白しろかったのだ。


　たとえば剣の試合。一対一で相手と戦い、自分のすべてを懸かけて戦う。勝ったときの嬉しさはどんなものにも代えがたかったし、鍛たん錬れんによって自分が強くなっていくことの快かい感かんは、どんな遊ゆう戯ぎにも勝まさった。


　特に、アレスは負まけず嫌ぎらいだった。父や大人の騎士を相手にしたときでさえ、負けることには我が慢まんならず、その悔くやしさが一いつ層そう少年を鍛錬に駆かり立たてた。


　生まれ持った才さい能のうもあったのだろう。十二の誕たん生じよう日びを迎むかえた頃ころには、父を相手に勝ちを拾うことさえあった。父ファノヴァール伯ジェラルドもまた、ファノヴァールの騎き士しとして王国にその名を轟とどろかせている。その父を相手に勝ちを拾えることが、どれほど凄すさまじいことなのかをアレスは知らない。


　だが、アレスの口からため息が漏もれることが多くなってきたのもその頃からだった。


「どうした、少年。子こ供どもらしからぬため息など吐きおって」


　突とつ然ぜん、控え室に声が響ひびいた。それも、闘とう技ぎ場じようという場にそぐわない幼おさない声だ。


　声のした方を振ふり返ったところで、アレスは思わず息を呑のむこととなる。


　見たこともないような可か憐れんな姿すがたをした少女がそこにいたためである。


　今この闘技場にいるということは、今日戦たたかった騎士の娘むすめなのかもしれない。最初はそう考えてもみたが、ただの騎士の娘にしては、あまりにも彼女の持つ風ふう格かくや威い厳げんは強かった。どこかで見かけたことがあるような気もするのだが、どうにもはっきりしない。


「き、君は……？」


「わたしのことなどどうでもよい、それよりおまえのことだ。一体何を悩なやんでおる？　あれほど見事な勝利を飾かざったのだ、もう少し嬉しそうにしてはどうだ？」


「……どうだっていいだろ、そんなこと」


　自分でも何が不満なのか分からないのだ。自然と吐はき捨すてる形になってしまう。


　乱らん暴ぼうな口調のせいか、少しだけ少女が身をすくませた。


　その少女の怯おびえた仕草が、冷や水を浴びせるようにアレスに冷静さを取とり戻もどさせることとなる。相手は自分よりはるかに年下の女の子なのだ。そんな子に、感かん情じようをぶつけるようなマネをしてしまってはあまりに情なさけない。


「ごめん。気にしないで。ちょっと疲つかれてるんだ」


　今の自分の心しん境きようではまたこの見知らぬ少女を怯えさせてしまうことになりかねない。それにアレス自身、今は誰だれとも会話はしたくない気分だった。


　こうしてアレスは、急いで身み支じ度たくを整えると、逃にげるようにその場を去ることとなる。


　後に残された少女が次のように呟つぶやいたことを、当然アレスは知らない。


「ふむ。あやつ、分かっておるのか？　子供が騎士を相手に勝利することが、どれほどのことなのか。まあよい、噂うわさが真実だということは分かった。あれほどの逸いつ材ざいだ、なんとかして手元に置けぬものかな──」





　　　　　１





「なに？　おまえの息子と手合わせだと？」


　イザーレ・フェルドスティンは、齢よわい五十にもなる熟じゆく練れんの近この衛え騎士である。


　三十年を超こえる戦せん歴れきを持ち、いくつもの戦争、いくつもの戦いを潜くぐり抜ぬけたその剣けん技ぎと経けい験けんは、国王でさえ一目置くという。将しよう軍ぐんの椅い子すに空きが生じれば、すぐさま後あと釜がまに任にんじられるのではと周囲の評ひよう判ばんも高い。


　顔にはさすがに年と齢し相そう応おうの皺しわと白しら髪がが目立ち始めており、当人も老いというものを意い識しきし始めていたが、幸さいわいなことにその体自体は未いまだ衰おとろえるということを知らなかった。体力は旺おう盛せいだが実じつ戦せん経験の少ない若わかい騎士との勝負なら、未だ負け知らずだという事実はイザーレの密ひそかな自じ慢まんでもあった。


　そのイザーレに、手合わせを望もうというのだ。それも、まだ子供がだ。自分の腕うでに多少なりとも自負を抱くイザーレからすれば、戯ざれ言ごとだとしか思えない。


「うむ。親おや馬ば鹿かと思うだろうが、正直あれはなかなかのものだ。つい先日もリカール卿きようといい勝負をしてな。卿とも手合わせできればいい経けい験けんになると思ったのだが、今度の国こく防ぼう会議の前にでも少し時間を取ってはくれぬか？　この戦時に何をのんきなことを、と思うかもしれぬが」


　しかしそう応こたえたファノヴァール伯はくには、冗じよう談だんを言っている様子は微み塵じんも見られない。


　ファノヴァール伯ジェラルド。王国でその名を知らぬ者はいない、武ぶ門もんの名家ファノヴァール家の三代目当主である。今でこそ伯はく爵しやくの地位にあるが、元は近衛騎士でイザーレと肩かたを並ならべて戦場を我わが物もの顔がおで闊かつ歩ぽしたこともある。イザーレより十歳さい以上も若いが、真の戦友と呼よぶに相ふ応さわしい相手だ。ファノヴァール伯の方もまた、今や伯爵というイザーレよりも高い地位にあるにもかかわらず、昔と同じように接せつしてくれている。


「確たしか名をアレスと言ったな。今いくつになった？」


「十二だ。というか、去年にも一度会ったではないか」


「…………」


　記き憶おくになかった。しかし咄とつ嗟さに思い出せなかったのが高こう齢れいに起き因いんすることだとは思われたくなく、ごまかそうと試みる。


「お、おお、そうだったかな？　とにかく分かった、天下に名高き〝ファノヴァールの騎士〟にそこまで言わせるとは、断ことわるわけにはいかぬ。このような戦時だからこそ、若者には教えが必要だからな。是ぜ非ひ手合わせさせてもらうとしよう」


　イザーレの口調はどこか軽いところがあった。


　無理もない。武門の名家に生まれた跡あと取とり息むす子こに剣けん術じゆつの才さい能のうが皆かい無むとは思わないが、子供ではおのずと限げん界かいがある。手合わせというよりは、会議の前の時間潰つぶしにしかならないだろう。


「そうか、引き受けてくれるか。最近は私でさえ一本取るのが難むずかしくなってきてな。卿もくれぐれも本気でかかってもらいたい」


「はっはっは、さすがはおぬしの息子だな。そんな話を聞かされては、恐おそろしくて手を抜ぬくことなどできんよ」


「それを聞いて安心したぞ。もし卿が負けた後で本気ではなかったなどと言われては息子も不本意だろうからな」


「む」


　イザーレはわずかに眉まゆをひそめた。


　──たかが十二の子こ供どもに私が負けると思っているのか？


　ファノヴァール伯は決して人を軽かろんじるような人物ではない。恐らく今の一言にも悪意があるわけではないのだろう。だが、だからこそ聞き流せる言葉ではなかった。


「もちろん手など抜かぬよ。そうだ、いっそこうしようではないか。もしおまえの息子が勝ったら、私の従じゆう者しやとして迎むかえるというのは？」


「本当か!?　それはありがたい、私もできれば卿にこそと思っていたのだ。しかし卿は従者を取らぬ主しゆ義ぎと聞いているからな、言い憚はばかっていたところだ」


「確かに従者を取るつもりはないのだがな。しかし、もし私に勝てるほどの剣の才に溢あふれた子であるならば、喜んで育てる気にもなるというものだ」


「そうか。卿の元でならアレスも立りつ派ぱな騎き士しとなるだろう。これは手合わせの日が楽しみだな」


　ファノヴァール伯の口調は、もうアレスを従者として受け入れることが決定しているかのようだった。イザーレは再さい度ど眉をひそめたが、これも親馬鹿というものなのだろうと口に出しては何も言わなかった。


　騎士という肩書きは、親の財ざい産さんを相続できない貴き族ぞくの次男坊ぼうや三男坊に高い人気がある。そして騎士になるには、まず騎士の従者となって剣術や騎士道を学ばなければならない。優ゆう秀しゆうな騎士の従者になれば優秀な騎士になれるとは限かぎらないが、それでも無む能のうな騎士の従者になるよりはマシに見えるのだろう。イザーレほどの戦歴を持つ騎士ともなれば、それこそ腐くさるほど従者の申し込こみがある。


　イザーレはそのすべてを断ことわってきた。別に深い理由はない。ただ、飯の種を得るためだけに騎士を目指そうとする者になど、一寸の興きよう味みも抱いだけなかったというだけの話だ。


　しかし、もしファノヴァール伯の言葉が親馬鹿ではなく真実であるならば、将しよう来らいの名騎士として育ててみる気にもなるというものだった。


　──本当に私に勝てるような子供がいればの話だが、な。


　だが、この数日後に行われた手合わせの結果、イザーレはいともあっさりと前言を翻ひるがえし、ファノヴァール伯との約束を違たがえることとなる。
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「…………は？」


　イザーレの口からかろうじて出てきたのは、そんな言葉だった。


　目の前で起きたことが信じられない。まばたきする間に握にぎっていたはずの木ぼつ剣けんが消え去り、そして少年の持つ木剣が自分の首くび筋すじにぴたりと向けられているなど、出来の悪い悪あく夢む以外の何物でもなかった。


「そ、そんな馬ば鹿かな……」


　敗北。完全なる敗北であった。


　イザーレの放った牽けん制せいや見せかけの一いち撃げきはことごとくかわされ、子供の力では受けきれるはずのない全力の一撃も簡かん単たんにいなされた。そして、イザーレがアレスの技ぎ量りようにわずかな戸と惑まどいを見せた瞬しゆん間かん。握っていたはずの木剣が消えていたのである。
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　──ありえん。噓うそだ。何かの間ま違ちがいだ。


　今起こった事実を否ひ定ていする言葉がいくつも浮うかんでくるが、即そく座ざに消し去る。この現げん実じつから目を逸そらすことは、自分の半生を否定することになるからだ。


　三十年もの戦歴。それは伊だ達てや酔すい狂きようで達成できるものではない。戦場ではわずかな油ゆ断だんが原げん因いんとなって簡単に命を落とすのだ。相手を甘あまく見るなどという心の隙すきは、とうの昔に消し去ったはずである。相手が誰であろうと、兎うさぎを狩かる獅し子しのごとく全力を尽つくす。それを実じつ践せんしてきたがゆえに生き残ってこれたのだ。


　もちろん、この手合わせも例外ではない。だからこそ認みとめるしかなかった。今、自分は全力で戦い、そして敗れたのだ。たった十二歳さいの少年に。


　その少年──アレスには、確たしかに人目を惹ひく何かがあるように感じられた。


　いささか個こ性せいに欠けるが整った顔立ち。このまま成長すれば、ファノヴァールの騎士の名に相ふ応さわしい、凜り々りしく勇ゆう壮そうな武ぶ人じんになることは間違いない。


　だがなぜだろう。互たがいに剣を振ふるっているときも、そして勝負がついた今でも、何かがこの少年には足りないような気がしてならない。


「ありがとうございました」


　勝ったことに喜びもせず、アレスが見事な礼をしてみせる。


　それがまた気にかかった。子供が大人の、それも歴戦の騎士に勝ったのだ。ここはもう少し派は手でに喜んで然しかるべきではないかと。


「どうだったかな、イザーレ卿きよう。我が息むす子この剣は」


　誇るべき息子を持ったせいか、ファノヴァール伯はくの口調はどことなく軽い。


「う……うむ。見事なものだ。そうとしか言えん」


「はっはっは。アレスと手合わせした騎き士しは皆そう口にするな」


　無理もないと思った。子こ供どもを相手に手も足も出ず敗北を喫きつしたとなれば、文字通りぐうの音も出なくなる。自じ尊そん心しんを傷きずつけないようにして少年を称たたえるには、差さし障さわりのない言葉で褒ほめるしかない。


「と、とにかくファノヴァール伯。そろそろ会議の時間だ、ひとまず王おう城じようへ向かうとしよう」


「うむ、そうだな。アレス、よくやった。今日はもう戻もどって休んでなさい」


「はい」


　アレスは素す直なおに頷うなずくと、やはり表ひよう情じようを変えぬままその場を去った。


　去っていく少年の小さな背せ中なかを見ながら、イザーレは感かん慨がい深げに口を開く。


「……正直、驚おどろかされたぞ。あれがまだ十二歳とは信じられぬ」


「なに、それでも子供には違いない。木の剣でならばともかく、鉄の剣ではまだ誰にも勝てぬよ」


「それは仕方なかろう、あの未み成せい熟じゆくな体ではな。だがもし剣がまともに振れるほどに成長すれば、想そう像ぞうするだけで心躍おどるような騎士となるだろうな。ただ──ふと感じたのだがあのアレスという少年、どうもこう……なんと言えばいいのか分からぬが、どこか意い欲よくに欠けるところがあるように見受けられるのだが」


　ファノヴァール伯は驚いたように目をむいた。


「そう、そうなのだ。実のところそれで私も悩なやんでいてな。我わが息むす子こながら、アレスは強くなった。卿の他にも何人もの騎士に手合わせを頼たのんだのだが、そのすべてに勝ってみせたほどだからな。だがその頃ころからなのだ、剣というものにとんと意欲を失ってしまったようでな。実は卿に手合わせを頼んだのもそのためだったのだ。歴戦の卿と戦えば、アレスも何か感じることがあるのではと思ったのだが……」


「そうか」


　それですべてを悟さとる。


　あの少年は、確かに人目を惹く何かがあるように感じられた。


　しかし、一つ足りないことがあるとすれば、それは目の輝かがやきだろう。あの少年の目には、覇は気きというものが感じられなかった。まるでこの世のすべてに飽あきてしまったかのような、そんな印象を受けるのだ。


　あるいは、無理からぬことなのかもしれない。あの若わかさで大人の騎士にさえ打ち勝つほどの剣の才さい能のうに恵めぐまれていては、向上心など失うせてしまうだろう。


　とはいえ、アレスはまだ子供なのだ。これからいくらでも道を正す機会はある。周りの大人たちが選せん択たく肢しを誤あやまらなければ、ファノヴァールの騎士に相応しい武ぶ人じんに成長するだろう。


　イザーレが人生を懸かけたある決けつ断だんを下したのはこのときである。


「……ファノヴァール伯。私は一つ決心したぞ。おまえの息子を私の従じゆう者しやとする話だがな、すまぬがあれは断ことわらせてくれ。今続いている北との戦争のカタがつき次し第だい、私は騎士を引いん退たいすることにした」


「な、なんだと!?」よほど意外だったのか、冷静沈ちん着ちやくで知られるはずのファノヴァール伯は舌したをもつらせた。「待て、さっぱり分からんぞ、どういうことだ？　騎士の鑑かがみたる卿が約束を違たがえるとは思えぬ。ましてや騎士を引退するなど、国家の損そん失しつだぞ！　まさか息子に負けたことを気にしているのか？　そんなことを気にする必要はない、ここ最近アレスに勝てた者は私を含ふくめて誰もいないのだからな」


「違ちがう、そうではない。よいか、ファノヴァール伯。騎士道など、私でなくとも教えられる者はいくらでもいる。それにアレスの剣けん術じゆつはすでに私を上回っているのだ。仮かりに私がアレスを預あずかったところで、その成長に寄き与よできるとは思えぬ。もし私にできることがあるとすれば、ただ長いだけの人生で私が得た教訓を助言することだけだろう。ファノヴァール伯、おまえはいい息むす子こを持ったな。アレスが成人し、騎士になった暁あかつきには私が家臣となりアレスを主あるじと仰あおぎたいのだ。そのためには、一時的であっても私が師しの立場になるわけにはいかぬ」


「…………」


　ファノヴァール伯は押おし黙だまった。一人の熟じゆく練れんの騎士が、十二の子供に人生を預けようというのだ。それは決して簡かん単たんにできる決けつ断だんではない。


「そうか。卿けいにそこまで言わせるとは光栄の極きわみだな、感かん謝しやの言葉も出てこぬ。卿が付いてくれるならば、私も安心して息子に家か督とくを譲ゆずれるというものだ」


「おいおい、私の年と齢しを考えろ。おまえが引退する頃には、私もくたばっておるだろうよ」


　二人の戦友の間に交かわされた約束。


　それは後に誕たん生じようする一人の騎士の人生に、大きな影えい響きようを与あたえることとなる。
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「陛へい下か、政せい務むの最中に申し訳わけありませんが、少しよろしいでしょうか」


　その男は、近きん侍じにそう言われて政務の手を止めた。


　ベールセール王国において、陛下の尊そん称しようで呼よばれる者は一人しかいない。国王ベルセルム四世その人である。


「ああ、何用だ？」


「実は……クラウディアさまが面会を希望しておられるのですが」


「なに、クラウディアが？　分かった、通してくれ」


　たった一人の愛まな娘むすめに会いたいと言われれば、仕事の最中とはいえ断ことわる気にはなれない。


　すぐさま部屋へ通されたクラウディアは、挨あい拶さつもそこそこに言った。


「お父さま。今日はお願いがあって参りました」


「ほう、珍めずらしいな。言ってみなさい。我わが儘ままは子こ供どもの特とつ権けんだというのに、おまえはどうも無む欲よくにすぎるからな」


「あのですね、お父さま。わたしには今、ちょっと外へ出るだけでも必ず十人もの近この衛え騎き士しが護ご衛えいとして付いて参ります。でも、今は大きな戦争で国中が大変なときと伺うかがってます。わたし一人のために大事な騎士を十人もこの王都へ留めておくのは、あまりにももったいないと思うんです」


「ふむ。もっともだな」


「はい。最近は山さん賊ぞくの類たぐいが民たみを苦しめているとも聞きます。騎士とはそういった困こまってる人たちのために剣を振ふるうべきなのでしょう？」


　つまり、自分の護衛を減へらしてでも、そういった人々のためにできることをしたいというわけだ。七歳さいの少女の言葉とは思えない。いい娘に育ってくれたものだと、ベルセルム四世は目を細めた。


「そうかそうか、よく言ってくれた。それでこそ我わが娘だ。では早さつ速そく検けん討とうしてみるとしよう」


「はい、是ぜ非ひお願いしますわ、お父さま」


　その後、ベルセルム四世はお茶を共にしてからクラウディアを見送ると、椅い子すに深く腰こしを落ち着かせて頭を悩なやませることとなる。


「ふーむ、どうしたものか」


　即そく位いして現げん在ざいに至いたるまで、あらゆる人の悪意を目にしてきた一国の王である。たとえ愛する娘の要望であっても、容よう易いに叶かなえてやることはできなかった。


　娘の護衛の騎士を減らし、その騎士を他の部ぶ署しよに回すことは、確たしかに国のためにはなる。だが、もしその結果クラウディアの命を奪うばわれるようなことがあれば、父として平静を保たもっていられる自信はない。かといって無下に断ことわるのも気が引けた。せっかく七歳の娘が、国家のことを考えて自分にできることを提てい案あんしてきたのだから。


　できることなら希望通りにしてやりたいとは思う。だが、事が娘の命だけに容易に判はん断だんは下せなかった。


　ベルセルム四世の思し索さくは、近侍が申し訳わけなさそうに声をかけてくるまで続くこととなる。


「陛下。そろそろ諸しよ将しようとの国こく防ぼう会議のお時間ですが……」


「ああ、そうであったな」


　まさか娘のことを国家の重要な会議に優ゆう先せんさせるわけにはいかない。また後で考えることにして、席を立つ。


「……そういえば、今日の会議の出席者にはイザーレ卿がいたな？」


「はい、確かにご出席の予定ですが」


「そうか」


　娘のことを国家の重じゆう鎮ちんに相談する気にはなれない。しかし老練にして忠ちゆう実じつな近衛騎士イザーレなら、このような些さ細さいなことであっても適てき切せつな回答を示しめしてくれるかもしれない。


　何気ないそんな考えが、ベールセール王国の未来に大きな影響を与えることになろうとは、もちろん神ならぬ身のベルセルム四世も知る由よしはなかった。
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　王国暦れき七十七年のこのとき、ベールセール王国は戦争の最さ中なかにあった。それは昨年の秋、北の隣りん国こくレアニール連合王国が侵しん攻こうしてきたことに端たんを発する。


〝氷と鉄の国〟と称しようされるレアニールは、〝森と麦穂の国〟ベールセールの肥ひ沃よくにして温おん暖だんな大地を喉のどから手が出るほどに欲ほしがっており、過か去こ二度の大規き模ぼな侵しん略りやく戦争を仕し掛かけてきた。そして、彼らは懲こりることなく三度目の戦いを挑いどんできたのである。


　さすがに三度目ともなれば、ベールセールの側にもそれなりの備そなえはあった。だが、二度続けて勝利を得た側より、二度続けて敗北を喫きつした側の方が、より充じゆう分ぶんな備えをしていた。


　まずレアニールは、多数の間者を送り込こむことによってベールセール北部の治安を乱みだし、内ない乱らんを誘ゆう発はつした。そして両国の国くに境ざかいにあるシエゴラス山脈を貫つらぬく山道と、山脈の西にある海岸沿ぞいの街かい道どうという二つの道から、二つの軍ぐん勢ぜいを同時に侵攻させたのである。


　レアニールの目的の一つは略りやく奪だつである。二つの軍勢が二方向からベールセールに攻せめ入り、略奪を繰くり返しながら南下。そしてベールセールの主力との決戦になった場合には、二つの軍勢が東西から挟きよう撃げき、あるいは合流した後に叩たたくことを企き図としたのである。


　すでに過去の因いん習しゆうから第三次シエゴラス戦せん役えきの名で呼よばれつつあるこの戦いは、当初西側から侵攻してきたレアニール軍の勢いきおいに抗こうすることができず、ベールセールはその国土の奥おく深くまで侵攻を許ゆるすこととなった。


　だが、思わぬことからレアニールの目もく論ろ見みは頓とん挫ざする。


　シエゴラス山脈にあるベールセール王国の国こつ境きよう防ぼう衛えいの要かなめ、ダルム城じよう砦さいにおいて奇き跡せき的てきな防衛戦が行われ、レアニールは軍勢の半分を完全に足止めさせられてしまったのである。その隙すきに王国は戦力を整え決戦を挑み、レアニール軍に大きな損そん害がいを与えることに成功したのだった。


「その後、戦いはどうなっておるのだ？」


　ベルセルム四世の問いに答えたのは、このとき近衛騎士団第三軍の副ふく将しようを務つとめていたブライアンであった。大おお柄がらで勇ゆう猛もう、かつ老練な武ぶ人じんで、ゆくゆくは副将から将しよう軍ぐんに昇しよう格かくすることは間ま違ちがいないとも言われている。


「は。北西より侵攻してきた敵軍は主力を失い、戦局は我が軍に有利な形で進しん展てんしております。レアニールは現げん在ざい残ざん存ぞん兵力を我が王国北部に分散させ、援えん軍ぐんを待っているようです」


「つまり、もしダルム城砦が陥かん落らくするようなことがあれば、戦局はどう転ぶか分からぬということだな」


「御ぎよ意い」と、別の将が答える。「それゆえ我らもダルム城砦に援軍を送らねばならぬのですが、北部一帯に散らばったレアニール軍の妨ぼう害がいにより、それもままならぬ状じよう態たいです。彼奴きやつらは元々少数での戦いに慣なれた連中ですからな」


「そうか。それにしてもダルム城砦はよく持ちこたえておるな」


「は。こういってはなんですが、我らも不思議に思っております。確たしかにダルム城砦は堅けん城じようと呼ぶに相ふ応さわしい防衛の要ですが、五倍もの敵軍を相手に半年も持ちこたえるとは……」


「彼らの労に報むくいるためにも、なんとしても早々に援軍を送らねばなるまい。さて、どうしたものか……」


「陛へい下か」


　このとき、列席者の一人が声を上げた。ファノヴァール伯はくジェラルドである。


「どうか私めに援軍に赴おもむく許きよ可かを頂いただけませぬか。さすれば必ずやレアニールの妨ぼう害がいを潜くぐり抜ぬけ、ダルム城砦まで援軍を届とどけてご覧らんにいれます」


「む……」


　ベルセルム四世としては、即そく座ざにその申し出を許可したいところだった。


　ファノヴァール伯は先のレアニール軍との決戦においても大きな戦果を上げたという。能のう力りよく・忠ちゆう誠せい・実じつ績せきのいずれも申し分なく、これほどの適てき任にん者はいないというべきだろう。


　だが、それでも申し出を認みとめられない事じ情じようがあった。


　ファノヴァール伯は、いや、ファノヴァール家は功こう績せきを上げ過すぎたのだ。その一方で、恩おん賞しようを求めない。あまりにも無む欲よくに過ぎる家か系けいなのだ。


　ゆえに、これ以上ファノヴァール家に功績を立てさせれば、他の騎き士しや貴き族ぞくたちの立つ瀬せがなくなってしまう。彼らは恩賞を求めて戦争に参加するのだから。


「いや、ファノヴァール伯には新兵の訓練というより重要な仕事があるのだ。援軍は他の者に行かせるとしよう」


「……は。承しよう知ちいたしました」


　ファノヴァール伯も自分の立場をわきまえているのか、それ以上抗こう弁べんしようとはしなかった。


　それからの会議は淡たん々たんと進んだ。


　ファノヴァール伯と比くらべれば実績はないが、堅けん実じつで勇ゆう壮そうな騎士の名が挙がり、いつ、どの程てい度どの援軍を送り込むかを議ぎ論ろんする。また、その援軍がダルム城砦に辿たどり着くことに失敗した場合に備え、予よ備びの援軍を編へん制せいしておくことも決まった。もしその予備をも動員しなければならないような事じ態たいに陥おちいれば、今度こそファノヴァール伯の出番となるだろう。


　やがて議題も尽つき、解かい散さんとなったところで、ベルセルム四世は居い並ならぶ面々のうち、一人の老練な騎士の方を向いてこう付け加えた。


「イザーレ卿、卿は少し残ってくれぬか。相談したいことがある」


「は？　あ、いえ、承知しました」


　突とつ然ぜんの申し出にいささか面食らった様子だったが、イザーレは即そく座ざに頷うなずいた。


「陛下。相談事でしたら私も残った方がよろしいのではないでしょうか」


　一人の文官が口を挟はさんだ。国こく務む大臣カルレーン侯こうである。


　他の大臣や将軍でさえ席を立とうとしているのに、近衛騎士一人を残していくことに抵てい抗こうがあったのだろう。


「誤ご解かいするな、決してわが国の誇ほこる国務大臣を軽かろんじておるわけではない。ただ、これは身内の問題でな。こんなことで一国の大臣の手を煩わずらわせては物笑いの種になると思ったのだ」


「……分かりました。それでは失礼いたします」


　祖そ国こくに忠ちゆう実じつであることで有名な国務大臣は、これまでも二度以上国王の言葉に逆さからったことはない。それはこのときも同じだった。


「この老いぼれめにご相談とは、一体いかなる御ご用よう向きでしょう、陛下」


　二人きりになったところで、イザーレはそう切り出した。


「いやそれがだな。本当に大したことではないのだが、我わが娘むすめのことなのだ」


「一国の王女のことなれば小事では済みますまい。どうぞご遠えん慮りよなさらず」


「うむ……」


　ベルセルム四世は、護ご衛えいの数を減へらして欲ほしいという娘の提てい案あんをイザーレに説明した。


「考えてみれば娘もそろそろ年とし頃ごろなのかも知れぬ。どこへ行くにも大おお柄がらな騎士がぞろぞろと付いてくることは、余よでさえ辟へき易えきすることもあるからな」


「王女殿でん下かの聡そう明めいぶりは音に聞いております。それは邪じや推すいというものでございましょう。王女殿下はあくまで人々のために自分にできることを提案したのではないかと」


「であれば良いのだがな。それに、確かにクラウディアの提案も間ま違ちがってはおらぬ。この戦時だ、我が国の治安は至いたるところで綻ほころびが生じておる。娘の護衛とはいえ、貴き重ちような近衛騎士を十人もあてがっておっては他に示しめしがつくまい」


「御意に。ただでさえ、この戦時にかかわらず毎日のように酒池肉林の宴うたげを開いている貴族もおりますからな」


　貴族がどのような生活を送ろうと、それは彼らの権けん利りであって国王といえど生活を改めるよう命令する権けん限げんはない。


　だが、今はどこの貴族も戦費という出費を強しいられている。その状じよう態たいでの浪ろう費ひはすべて重じゆう税ぜいとなって領りよう民みんに圧のし掛かかることになるのだ。


　この戦時には、たとえ王女であっても例外なく身を慎つつしまなければならない。そんな規き範はんの一つも示しめすことができれば、あるいは彼らにいい影えい響きようを与あたえることもできるかもしれない。それがベルセルム四世の意図するところだった。


「しかし護衛を減らすことで万が一娘の身に何かあれば、余も平静ではいられまい。イザーレ卿きよう。何かこう、八方うまく収おさまるようなよい手立てはないものかな」


「なるほど、お察しいたします」


　イザーレは将軍の地位についてもおかしくはないほどの戦せん績せきの持ち主である。だが、様々な要よう因いんが重なり、今も近衛騎士という地位に留とどまっている。


　とはいえ、なまじ高い地位に着いていないからこそベルセルム四世としても些さ細さいなことで相談を持ち掛けることができた。イザーレもまた、その長い人生で知り得た教訓を元に、ベルセルム四世の期待を裏うら切ぎることなくその信しん頼らいに応こたえてきたのだ。


　それはこのときも例外ではなかった。


「陛へい下か。一つご提案がございます」


「おお、その言葉を待っておったぞ。聞かせてもらおう」


「ファノヴァール伯のご子息、アレスという少年のことはご存ぞんじでしょうか？」


「うむ。ゆくゆくは四代目のファノヴァールの騎き士しとなる子だ、名だけは聞いておるが」


「実はこの会議に来る前に、そのアレスと手合わせをいたしましてな。ところが、恥はずかしながらこの私が一本取られることとなりまして」


「なんだと、卿がか！　相手は子こ供どもなのだろう!?」


「はい。まったく末恐おそろしいとはあの少年のためにあるような言葉でございます。私も若わかい者にだけはまだまだ負けぬつもりでおりましたが」


「そうか。確たしかに大器のようだな、卿ほどの騎士にそこまで言わしめるとは」


「そこで──いかがでしょう陛下、いっそその少年を王女殿下の従じゆう者しやにでも任にんじられては？　いかに剣けんの腕うでが立つといえど、子供を戦地に送るわけにはいきませぬ。しかしあの剣けん術じゆつならばいかなる害悪からも王女殿下をお守りすることができましょう。無む論ろん、少年一人に十人の騎士と同じ働きを期待するのは酷こくというものですが、多少護衛の数を減らすことはかないましょう。王女殿下も、大男の騎士に囲まれるよりかは同じ子供を相手にする方が気も休まるかと」


　得心がいったとばかり、ベルセルム四世は破は顔がんした。


「見事だイザーレ。それならば他に規範を示すことともなろう。ファノヴァール家の子息ならば、娘の従者を任じるに足る資し格かくもあろうからな」


　ファノヴァール家の忠ちゆう義ぎぶりは有名だ。なにしろ初代国王をして『もしファノヴァール家が王位を望めば甘あまんじて貸かし与えよ。我が王家にはそれだけの借りがある』といわしめたほどである。王族の護衛を任じたとしても、誰だれも文もん句くは挟はさめないだろう。


「決まりましたな。ではファノヴァール伯には私から話を通しておきましょう」


「うむ。助かったぞイザーレ、また卿のおかげで一つ胸むねのつかえが取れたわ」


「恐れ入ります。付け加えますと陛下、これからはなにとぞそのアレスにもお引き立てのほどを。必ずや将しよう来らい、この国を支ささえる偉い大だいな武ぶ人じんとなりましょう」


「分かった。その言葉、しかと覚えておくとしよう」





　　　　　５





　その日。アレスは、父に伴ともなわれ王おう城じようへと向かうこととなる。


「父上。一体王城で何があるというのですか？」


　それは家を出てからというもの、アレスが何度も口にした疑ぎ問もんだった。しかし、父の返答は変わらない。


「なに、すぐに分かる」


　どこか嬉うれしそうにそう答えるだけだった。


　やがて二人は城内へと入った。


　王城へ来ること自体は決して珍めずらしいことではない。代々王家に多大な貢こう献けんをしてきたファノヴァール家は、新年の祝しゆく賀が会かいなど、年に二度ぐらいは家族ともども王城へ招まねかれる機会がある。


　だがこの日アレスが連れていかれたのは、謁えつ見けんの間でもなく、式典の会場でもなかった。とある個こ人じんの一室だったのだ。


　父がドアをコンコンと叩たたく。


「どちら様ですか？」


　返ってきたのは、中年の女じよ性せいの声だった。


「ファノヴァール伯ジェラルドにございます。息むす子こを連れて参りました」


「あ、お待ちしておりました。どうぞお入りください」


　戸が開き、先ほどの声の主だろう、中年の侍じ女じよが出てきて二人を招き入れる。


「え……」


　アレスは無む意い識しきのうちに胸むねの鼓こ動どうを速くすることとなる。


　その部屋には、見覚えのある少女がいたためだった。つい数日前、闘とう技ぎ場じようの控ひかえ室で声をかけてきたあの少女だ。


　──あのときの子が、なんで王城に……？


　王城に住む少女。連想される人物は一人しかいない。すなわち、クラウディア王女殿下その人である。


「こらアレス、もっと背せ筋すじを伸のばしなさい」


「は、はいっ」


　父の声に胸を張はる。そして緊きん張ちようのあまり右手と右足を同時に動かしながら、アレスは父に倣ならって少女の前で臣下の礼を取った。


「あの闘技場以来だな」


　幼おさないが凜とした声がした。


　無意識のうちにアレスの体がビクリと動いた。闘技場で自分のしたことを思い出す。王女さまに対し、なんて失礼なことをしてしまったのだろう──子こ供どもながらにそう悟さとったのだ。


「は？　殿下、ひょっとして息子とどこかでお会いに……？」


「いや、気にするな。それよりもアレス。構かまわぬから立ってみよ」


「は、はいっ」


　これ以上礼を失することはできない。立ち上がり、虚きよ勢せいを張るように背筋を伸ばし、無意味に大きな声で返事をする。


　その様を見て、父親は思わず頭を抱かかえることになる。軍に入ったばかりの新兵、あるいは借りてきた猫ねこであってももう少しマシな挨あい拶さつをするだろうと。


「ファノヴァール伯。今ひとつ頼たよりなく見えるが……本当に大丈夫なのか？」


　クラウディアは、自分より五つも年上だがいかにも頼りなさげな少年を指差した。


　その白く細い手足は日の光を浴びてうっすらと輝かがやきを放ち、アレスは王女が一つの動作をするたびに光の精しよう霊りようが舞まい踊おどっているのではないかという錯さつ覚かくに囚とらわれることとなる。


「はっ。父としても情なさけなく思うときはしばしばございますが、しかしその分、殿下にも扱あつかいやすかろうと存ぞんじます。これでも剣けんの腕うでだけはそれなりですので」


「うむ、まさしくそれを期待しておったのだ」


　実の父からも散々な言われ様であったが、このときのアレスには自分の悪口を言われているということに気付く余よ裕ゆうさえなかった。


　それゆえに、父親の口から飛び出した次の言葉に、アレスはとんでもない返事をしてしまうことになる。
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「アレス。おまえはこれから王女殿下にお仕えするんだ」


「え？　ええぇ──────っ!?」


　それは十二歳さいの少年であることを差し引いても、あまりにも不作法な態たい度どであった。アレスにしてみれば予想を超こえた命令への無理からぬ反はん応のうであったというべきかもしれないが、幼いクラウディアはアレスの態度に別の解かい釈しやくをした。


「なんだ、その反応は？　アレスよ、おまえはわたしの護衛をするのがそんなに嫌いやなのか？」


「いっ、いえ！　そんなことはありません！」


　直立不動になり、真顔になって応こたえる。


　その態度の豹ひよう変へんぶりが面おも白しろく、クラウディアは笑った。それは花が咲さくような──という表現がぴったりな笑顔で、思わず頰ほおを朱しゆに染そめながら魅み入いってしまうこととなる。


「そうか。確たしかに大男を相手にするよりはおまえの方が面おも白しろそうだ。ではよろしく頼むぞ、アレスよ」





　一人の少年が、一人の少女のために剣を振ふるうことを決心するのは、もうしばらく後のことである。
















　第二章　指し導どう者しやたちの憂ゆう愁しゆう
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　王国暦れき八十三年第七の月初しよ旬じゆん。


　トゥールスレン城じよう砦さいはそのほぼすべてが石いし造づくりである。木もく造ぞうと違ちがい、空気は淀よどみやすく、夏の日差しが照りつけるこの頃ころの居きよ住じゆう性せいは特に最悪となる。


　だが、いつ王国軍の奇き襲しゆうがあってもおかしくはないこの状じよう況きようでは、城砦の外に天てん幕まくを張はってそこに籠こもるというわけにもいかず、このときジェレイドは城砦の一室で暑さにうなだれていた。


　もっとも、このときジェレイドを悩なやませていた要よう因いんは、暑さだけではなかった。


「あのジェレイドさま。少しいいでしょうか」


　同どう郷きようの少女の声に、顔を上げる。


「どうしました、ソフィア」


「あの、新しくできた二つの砦とりでの名前を募集してるって聞いたんですけど」


「ええ。ひょっとして、ソフィアも何か考えてくれたんですか？」


「はい。あの、お役にたつか分かりませんけど聞いて頂いただけますか？」


「喜んで拝はい聴ちようしますよ。あまりいい案が集まらなくて困こまってたところです。こういうときはむしろあなたのような子こ供どもの意見の方が面白いものが出やすいものですしね。それで、どんな案なんでしょう？」


「えっと、あの……『さくらんぼ砦』に、『りんご砦』というのはどうでしょうか？」


「…………」


　ジェレイドは必死で自分に言い聞かせた。これは呆あきれるようなことではない、怒おこるようなことでもないのだと。ソフィアはソフィアなりに、ここで苦く悩のうしている自分の姿すがたを見て、いつものように少しでも手助けになればと、そんな気持ちで提てい案あんしてくれたに違いないのだ。感かん謝しやこそすれ、他の感かん情じようを持ってはいけない。


　とはいえ、あなたのご子息はさくらんぼ砦で戦死しました──などと遺い族ぞくに告げるのはあまりにもなんというか、様にならない。


「……あの、ジェレイドさま？」


「あ、いえ、なんでもありません。『さくらんぼ砦』ですか、なんというかその、可か愛わいらしくていい名前ですね。ええ、候こう補ほの一つとして検けん討とうさせてもらいますよ。ただ……その、候補案は他にも集まってますので、この案が通るかはまったく分かりませんが」


「はい、もちろん分かってます。ただ、参考になればと思って」


　微み塵じんの邪じや気きも見せずそう口にするソフィアを見て、ジェレイドは自分の腹はら黒ぐろさを呪のろった。





　……トゥールスレン城砦の東西に建けん築ちく中だった砦は、ほぼ完成の目め処どが立っていた。この短期間にそれができたのは、元農民の兵士たちが迅じん速そくに作業を進めてくれたこと、兵へい站たんの責せき任にん者であるオリビアの準じゆん備びがよかったこと、砦といっても必要なのは堀ほりと土ど塁るいと防ぼう壁へきだけだったといった要よう素そが挙げられる。


　もっとも、何千本という丸太を地面に突つき刺さして作った防壁は、その多くが森から調達した木材を使用しているため、ところどころ曲がっていたり隙すき間まがあったりと見み栄ばえは悪い。それでも敵てきの侵しん入にゆうは防ふせげるし、隙間も矢や狭はざ間まとして使える。今後は時間の許ゆるす限かぎり堀を深くしていく予定で、王国軍の攻こう撃げきをしのぐにはそれで充分だろう。他にも居住性の追求のため、中に風雨と矢をしのげる程てい度どの掘っ立て小屋を作っていかなければならないが、とにかくこれで解かい放ほう軍の寿じゆ命みようはかなり延のびたはずだった。


　同じ砦でも、たとえば自分たちが名前を付けた砦の方が多少なりとも愛着がわくというものである。それで兵士たちの砦を守り抜ぬこうという士気が高まるなら安いものだと、名前を公募したのが間ま違ちがいだった。


　たとえば同郷の狩かり人うどマシューの提てい案あんは、次のようなものだった。


　いわく──『焼き鳥砦』に『茹ゆで豚ぶた砦』。それはただ好物を並ならべただけなのではないかと問い詰つめたい衝しよう動どうに何度駆かられたか知れない。


　だが恐おそろしいことに、この案は兵卒たちの間では一番好こう評ひようらしいのだ。つまり自分の好きなものを守るという意味で、むしろ受け入れやすいということなのだろう。


　しかし兵卒たちには好評であってもジェレイドからすると非ひ常じように微び妙みようだった。「至し急きゆう、焼き鳥砦の防ぼう備びを固めるように」などと指し示じする自分の姿はいささか滑こつ稽けいに過すぎる。


　とはいえ、これについてはおかしいのは自分の方なのだとも思う。


　ジェレイドは農民の身でありながら、字が読めるのをいいことに、野の良ら仕事もそこそこに書物を読よみ漁あさる日々を送り、そこから得た知ち識しきを仲間の農民たちに還かん元げんすることで生活することが許された身だった。


　つまり、この解放軍の中では自分の方が少しよう数すう派は、異い端たんなのだ。そう考えると、自分の意い思しなど切り捨すてて彼らが求める通りにすべきではという気もしてくる。しかしそれでもやっぱり『焼き鳥砦』に『茹で豚砦』はないですよね──という抵てい抗こう感もまた絶たえなかった。


「ジェレイド、少しいいか」


　再ふたたび執しつ務む室に入ってくる者の姿があった。


　すらりと高い身長に、尖とがった耳──エルフの客きやく将しようリーエンノールである。


「ええ。構かまいませんが、何のご用でしょうか？」


「砦とりでの名前を公こう募ぼしていると聞いてな。一つ提案してみようと思ったのだが」


　思わず期待を抱いだいた。


　誰よりも長い時を生きてきたエルフの彼ならば、誰もが納なつ得とくするような名をつけてくれるかもしれない。


「喜んで拝聴いたしましょう。どんなものですか？」


「ああ。ジェシカ砦とメアリー砦というのはどうだ？」


「……へえ。つまり、女じよ性せいの名前というわけですか？」


「ああ、そうだ。女性を守るために戦うというのは一番分かりやすい理由だろう？」


　もっともな話である。少なくとも焼き鳥砦やさくらんぼ砦に比くらべれば遥はるかにいいような気がする。


「なるほど、わりといいかもしれません。しかし、なんでジェシカとメアリーなんですか？」


「ああ。ジェシカは私が人の世に出て最初にモノにした女で、メアリーは二人目だ」


「…………」


　ジェレイドは思わず言葉を失った。


　モノにした──というのは、多分そのままの意味なのだろう。


　このエルフはそういう性せい格かくだったのかと、ジェレイドは初めて知ることになる。確かに耳の形などに少々人間との差さ異いはあるが、リーエンノールが際きわ立だった美び貌ぼうの持ち主であることは間違いない。その気になれば女を口説くことはたやすいのだろう。


　気を取り直すように、眼め鏡がねをかけ直す。


「……リーエンノール。あなた人の世に出て来て何してるんですか」


「何を分かりきったことを。言っただろう、私は刺し激げきを求めてエルフの世を飛び出たのだと」


　刺激って戦いという意味ではなく、文字通り刺激だったらなんでもよかったんですね──と妙みように納得するジェレイドだった。


「それよりどうだ、その名は。なんなら、他にも幾いくつか候こう補ほがあるが」


「い、いえ！　とりあえずあなたが言わんとしていることは分かりました、参考にさせて頂いただきますので……」





　……結局、リーエンノールの提案は人知れず却きやつ下かされることとなる。女の名前という着想はいいが、もし意図せずして将の誰だれかが過か去こにもめた女性の名を使ってしまうようなことになれば、あまりにも縁えん起ぎが悪いからだ。三つの砦が仲なか違たがいするようなことがあっては洒しや落れにもならない。


　最終的にジェレイドが命名した名は、次のようなものだった。


　トゥールスレン城じよう砦さい西側に建けん設せつされた砦をロムルース砦、東側のそれをレムース砦。


　表向き、それは兵士たちから公募された名の中から選ばれたということになっていたが、実のところ古いにしえの時代に実じつ在ざいした双ふた子ごの王子の名から取ってきたものだということを、多くの兵士たちは知らない。


「……はあ」


　結局ジェレイドは、指し揮き官かんとしての権けん限げんを悪用したのだった。なんとなく自分が情なさけなくなってため息が出る。


「今ごろは王国軍のお偉えらいさんも、同じような悪わる巧だくみをしてるんでしょうかねえ」


　慰なぐさめにもならないことを、ジェレイドは口にした。
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「失礼いたします、陛へい下か」


　その日、ベルセルム四世は忠ちゆう実じつなる家臣カルレーン国こく務む大臣の訪ほう問もんを受けることとなる。


「どうした、何かあったか？」


　そう問いかけるベルセルム四世には、いつもの覇は気きが感じられない。


　カルレーンはそのことに気づいてはいたものの、今ばかりは小言を口にする気にもなれず、早々に用よう件けんを切り出した。


「北の件で朗ろう報ほうです。ついにディレニアがミレスデンに対し宣せん戦せんを布ふ告こくいたしました。すでに両軍は首都を出立、半月後には両国の国こつ境きよう付近において戦せん端たんが開かれることになるかと思われます」


「……そうか。他国の乱らんを望むというのも罪つみ深ぶかいが、今は朗報として受け取っておくとしよう。して、我が軍の戦せん況きようはどうなっているのだ？」


「は。近この衛え騎き士し団だん第三軍はフィリップ将しよう軍ぐんの下で再さい編へん制せいを完かん了りようし、進軍を開始したとのこと。間もなくトゥールスレン平原に到とう着ちやくし、陣じん地ちを構こう築ちくする予定です」


「そうか」


　やはり今ひとつ気のない返事をして、ベルセルム四世は豪ごう奢しやな椅い子すに腰こし深く座すわり直した。


　そして、強い日差しの照りつける窓まどの外を見やった。


「我わが娘むすめの……クラウディアの行ゆく方えは、分かったか？」


　それこそが、ベルセルム四世の覇気が失われていた原げん因いんだった。


「……は。あらゆる手立てを尽つくしておりますが、ようとして行方は分かっておりません。ただ、どれだけ調ちよう査さしても誘ゆう拐かいや暗殺されたといった痕こん跡せきはなく、どうやら王女殿でん下かが側近の目をくらましてどこかへお逃げあそばれたのではないかと思われます。未いまだご存ぞん命めいであられることは間ま違ちがいないでしょう、どうかあまりお気を落とされませぬよう」


「そうか。構かまわぬ、この戦時に王女とはいえ、たった一人を探さがすために国費を浪ろう費ひするわけにはいかぬ。できる範はん囲いで探してくれ」


「は。どのみち、大おお掛がかりな捜そう索さくはかえって王女殿下の不ふ在ざいを公おおやけにすることにもなりかねませぬ。仰おおせの通りにいたします」


　前線の兵士や、戦火に見み舞まわれた人々の助けとなりたい──先日、クラウディアはそんな提てい案あんを申し出た。村々や軍事拠きよ点てんを回って、人々を慰い撫ぶしたいと。


　無む論ろん、ベルセルム四世としては反対だった。たとえば六年ほど前、第三次ヴォルグレン戦せん役えきの際さいにも、似にたような状じよう況きようでクラウディアを慰撫のため各地へ向かわせたことがあったのだ。


　だがその際にクラウディアは暗殺者の一団に襲おそわれ、危あやうく命を落とすところだったのだ。ましてクラウディアはもうすぐ隣りん国ごくエディンバラ皇おう国こくに嫁とつぐことになっている大事な身だ。危き険けんなことなどさせられるわけがない。


　だが、だからこそとクラウディアは強く言ったのだ。間もなく他国へ嫁ぐ今だからこそ、最後に自分にできることをさせて欲ほしいと。


　その上、クラウディアの兄ハインツも同調するように言ったのだ。「滅めつ多たに我わが儘ままを口にしなかったクラウディアの最後の我儘として、今は好きにさせるべきではありませんか」と。


　そういわれては無下に断ことわることもできず、結局、ベルセルム四世はその申し出を受け入れ、充じゆう分ぶんな護ご衛えいをつけた上で安全な近きん隣りんへ出立させたのだ。


　にもかかわらず──クラウディアの行方は、不明となったのだ。一人の侍じ女じよと共に。


　──クラウディアよ。おまえは一体どこで何をしておるのだ……？


　もちろん、ベルセルム四世は知らない。


　このとき自分の娘が、一人の騎士と共に危険であるはずの王国北部へ向かっていることを。
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　深い緑に染そまった木々の間を、アレスの操あやつる馬がゆっくりと進んでいた。


　ただし、今は赤いマントも赤い甲かつ冑ちゆうもつけておらず、腰こしに二本の剣けんを帯びただけの若わかい剣士といった風ふ情ぜいである。しかし油ゆ断だん無く周囲を警けい戒かいしつつ馬を操るその様は、ただの傭よう兵へいや旅人だとするにはいささか物々し過すぎる雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　アレスの後ろには、一台の馬車が続く。


　乗り手は二人。手た綱づなを操るのはクラウディアの侍女シオーネである。アレスと同じように今はただの旅人の恰かつ好こうをしていたが、身み奇ぎ麗れいで物静かな態たい度どまでは隠かくせず、ただの町娘とは言いがたい雰囲気をまとっている。


　そしてもう一人の同乗者はクラウディアであるが、今の彼女を王女だと思う者はいないだろう。なぜなら、人目を忍しのぶように頭まで覆おおわれるローブを身にまとっていたためである。ローブから覗のぞく細い手足から、どうにか年とし端はもいかぬ少女だということが分かる程てい度どだろう。


「あとどれぐらいだ、アレス？」


「もうすぐです。あの山を越こえれば町があるはずですから」


　クラウディアの問いに、先頭を行くアレスが答えた。


「お疲つかれですか、クラウディアさま」


　御ぎよ者しやを務つとめるシオーネが気遣うように尋たずねる。


　クラウディアは小さく首を横に振ふった。


「まだ大だい丈じよう夫ぶだ。しかしまた一つ山を越えねばならんと聞くと……正直気が重くなるな」


「大丈夫ですよ、それほど急な山ではありませんから。それにこの時期なら頂ちよう上じようまで行けばきっと素す晴ばらしい眺ながめが待ってますよ」


「そうか。では期待しておこう」


　いささか奇き妙みような組み合わせの三人は、時折そんな他た愛あいのない会話をしながら道を進んでいた。


「しかしクラウディアさま。本当にいいのでしょうか、こんなことをして」


「またそれか。そろそろ腹を決めろ、アレス」


　アレスの問いかけに、クラウディアは表ひよう情じようを曇くもらせた。


　なぜならその問いは、この旅路の間に何度となく行われたものだったからである。


「もうその話は終わったはずだ。おまえも納なつ得とくしたではないか、この争いを終わらせるにはこれが最さい適てきなのだと」


「確たしかに……それは、その通りですが……」


　もし納得できていなければ、この旅路へ出る前に、あの小さな宿の一室でクラウディアを止めていただろう。だが、一度は納得したとはいえ、決して短くない旅路は、考える時間をアレスに与あたえ過すぎた。考えれば考えるほどに、打ち消したはずの懸け念ねんが蘇よみがえってくるのだった。


「ですが、やはり私はクラウディアさまのお体が心配なのです。もし万が一のことがあればと思うと……」


「そのためにおまえを連れてきたのではないか。そもそも、それは侮ぶ辱じよくだぞ。わたしは少なくとも危き険けんだからという理由で、王女たる責せき務むから逃のがれようとは思わぬ。もうそれ以上は言うな」


「……は」


　やむなくアレスは引き下がった。


　主あるじが熟じゆつ考こうの上で下した決けつ断だんならば、臣としてはもはや制せい止しすべきではないのだ。しかしそう理り解かいしているつもりでも、クラウディアの命と引ひき換かえにできることなのかと自問すると、悩なやみはやはり尽つきないのだった。





　道は緩ゆるい傾けい斜しやになっていった。


　山道に入ったのだ。道には障しよう害がい物ぶつが多くなり、馬車がガタガタと揺ゆれだす。


　王国を南北に走る中央街道が使えればもっと整せい備びされた道を行くことができたのだが、今そこは王国軍の軍用道路となっているため、使うことはできなかった。この道も一いち応おうは馬車が通れるだけの整備がされているだけマシというべきだった。


「クラウディアさま、大丈夫ですか？　ご気分は？」


　御者のシオーネの問いに、いささか青い顔をしながらクラウディアは答えた。


「ま……まだなんとかなる。おまえこそ大丈夫か、シオーネ」


「はい。わたしは慣なれてますから」


「それは羨うらやましいな」


　しばらく言葉少なげに三人は山道を進んだ。しかし馬車は相変わらず揺れ続け、クラウディアの顔色はよくなる傾けい向こうがない。


　ただでさえこの暑さである。酔よいがひどくなれば、脱だつ水すい症しよう状じようを起こしかねない。少し休きゆう憩けいすべきだろうかとシオーネは考えたが、クラウディアは争いを鎮しずめるため、とにかく旅路を急ごうとしている。そう何度も休憩を挟はさむことはできないだろう。


　と、すぐにもっと別のいい方法があることに気付く。


「アレスさま。少しいいでしょうか」


　声をかけると、アレスが馬を寄よせてくる。


「なんでしょう？」


「やはりこのまま山道を馬車で進むのは、クラウディアさまのお体に障さわるようです」


「わたしは……まだ大丈夫だぞ、シオーネ」


「青い顔をして仰おつしやられても説得力がありませんわ。ですのでアレスさま、申し訳わけありませんが──」


　そしてシオーネは、一国の王女と最強を謳うたわれた騎き士しとを両方いっぺんに驚きよう愕がくさせるとんでもない提てい案あんをすることになる。





「──アレスさまの後ろにクラウディアさまを乗せて上げてください」





「えええええええええええ!?」


　アレスとクラウディア、二人の口から同時に素すっ頓とん狂きような声が上がった。


「ななな何を言い出すのだシオーネ!?」


　クラウディアが赤い顔で抗こう議ぎする。しかしシオーネは涼すずしい顔だった。


「あら、わたしそんなに変な提案しましたか？　こんな道を行くのでしたら馬車より馬の方が揺れも少ないのは道理ではありませんか」


「でででですが、一いつ介かいの騎士に過ぎない私がクラウディアさまを後ろに乗せるなどと、そんな大それたマネはとても──」


　やはり顔を赤くしたアレスが声を上げるが、相変わらずシオーネの態たい度どは変わらない。


「なにを仰るのですか、もともと人目を憚はばかるためにこの道を選んだのですよ？　まして今のアレスさまの恰かつ好こうならば騎士には見えませんし、クラウディアさまもそのローブを着込こんでいれば誰も王女などとは思いませんわ。身分や立場を気にする必要などまったくないではないですか」


　合理的だった。少なくともアレスには反はん論ろんの余よ地ちが見つからなかった。


　しかしまだクラウディアには迷まよいが残っているらしく、「でも……それは……うーん……」などと呟つぶやいている。


　それは、王女という自分の立場をわきまえているという点では褒ほめられた態度と言える。だが、シオーネに言わせれば、人目がないときぐらいは王女という立場のことは忘わすれてしまうべき──ということになる。


　シオーネはトドメとばかり、穏おだやかだが反論を許ゆるさぬ口調で続けた。


「あーもう、ぐだぐだ言わないでください。今は旅路を急がなければならないと仰ったのはクラウディアさまでしょう。だからといって無理をして体を壊こわすようなことがあっては元も子もありませんし、こうしてる間にも戦いは続いているのでしょう？」


「む……」


　目もく論ろ見みどおり、それが最後の一押おしとなった。


「し、仕方あるまい、確たしかにシオーネの言う通りだ。ア……アレス。馬を寄せろ」


「は、はい」


　いささか躊ちゆう躇ちよしつつも、お互たがい手を取り合い、そしてアレスの後ろにクラウディアが乗り込んだ。





　アレスは、自分の身から体だが凍こおりついたような気分を味わうこととなる。


「しっかり摑つかまっててくださいね、クラウディアさま。落馬するようなことがあっては大変ですから」


「わ、分かっておる」


　シオーネの声に、クラウディアが腕うでに力を入れる。


　──う、うわああああ！


　背せ中なかに小こ柄がらなクラウディアの体温が一いつ杯ぱいに感じられ、思わず全身が熱くなるのを感じた。


　こんなことをしていいのだろうか、一介の騎士がこんなことをしていいのだろうか、いくら理由があるとはいえ、クラウディアさまと同じ馬を共にするなんてことをしていいのだろうかと何度も何度も自問する。その一方で、できることならこのままの状じよう態たいを続けていられれば、などという小さな思いもあった。


　もはや何も考えることができなくなり、ただただ馬を歩ませ続ける。


　もしその状態が続けば、クラウディアが疲つかれてしまうよりも先にアレスの方が精せい神しん的な疲ひ労ろうで倒たおれていたかもしれない。


　だが、思わぬことからアレスはわずかな休息のときを得ることになる。


「あ……」


　クラウディアが小さな声を上げた。


「ど、どうかなさいましたか？」


　慌あわてて馬の足を止め、後ろを振ふり返る。


　クラウディアはじっと地面を見ていた。視し線せんを追う。その先にあったのは、小さな耳みみ飾かざりだった。


　山道を行く馬車ほどではないが、馬の背も少なからず揺ゆれる。そのせいで落としたのだろう。


「お待ちください」


　馬の背は意外に高く、補ほ助じよなしで乗り降おりするのは危き険けんが伴ともなう。アレスはクラウディアが動こうとするよりも先に素す早ばやく馬を降りると、その小さな耳飾りを拾い上げた。


「す、すまぬな」


「いえ、このぐらいなんとも──」


　と、クラウディアに耳飾りを返しかけたところであることに気付く。


　耳飾りの形に見覚えがあったためだった。


　銀ぎん製せい、それも長期間手入れがされなかったのだろうか、ずいぶんと古い物のように見える。しかし鳥を象かたどったような精せい緻ちな彫ちよう刻こくがなされているその小さな耳飾りには、確たしかに見覚えがあった。


「どうかしたか？」


「あ、いえ。どこかで見たことのある耳飾りだと思いまして」


「そうか。うむ、確かにおまえは以前これを目にしているはずだ。もっとも、六年も前の話だからな、はっきりしないのも無理はなかろう」


「六年前、ですか」


　アレスは耳飾りを手のひらに転がすと、もう一度よく見てからクラウディアに返した。


　耳飾りについて何か知っていることがあるのなら、思い出してみたかった。思い出せないのはクラウディアに申し訳わけない気がしたし、どうせならクラウディアと同じ思いを共有したいとも思ったからだ。


　六年前と言えば、初めてクラウディアと出会った年である。何があったのかと頭をひねりながら、馬に乗る。


「では、出発します」


「うむ」


　再ふたたびクラウディアが腰こしに手を回してきた。


　自然と密みつ着ちやくしている面積が増ふえる。アレスは思わず身を強こわ張ばらせつつも、気を紛まぎらわすように意い識しきを過か去こへと飛ばしていた。


　六年前のこと。クラウディア王女と初めて出会った、その翌よく日じつ。初めてクラウディアの護ご衛えいの任にんについた日へと──。
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　いつの間にか、窓まどから光が差し込んでいた。


　朝が来たのだ。アレスはゆっくりとベッドから身を起こした。


　朝方が特に冷え込むこの季節、ベッドの温ぬくもりには離はなれがたい誘ゆう惑わくがあったが、この日ばかりは今日という日への期待感の方が勝った。進んでベッドを降おり、身み支じ度たくを整える。


　昨日までは、ただ日々剣けんを振ふるい己おのれを鍛きたえることだけがアレスの日課だった。


　それが面おも白しろくないとは言わないが、目標である父との勝負にも勝ちを拾えるようになり、多少飽あきがきていたことは確かである。しかし、今日からは誰だれかを守るために剣を振るうことができるのだ。


　それに、立りつ派ぱな騎き士しになることだけを目指してきたアレスにとって、身近な場所に異い性せいの存そん在ざいがあったことなどほとんどない。だが、今日からはクラウディアという少女と毎日のように会うことができる。その事実だけでも、アレス本人にさえよく分からない期待感のようなものを抱いだかせるには充じゆう分ぶんだった。


　食堂へ行くと、父ジェラルドがすでに出立の準じゆん備びを終えて待っていた。伯はく爵しやくであると同時に熟じゆく練れんの騎士でもあるジェラルドは、兵を鍛たん錬れんし北へ送り出すことが現げん在ざいの任にん務むだと聞いている。その任務もやろうと思えば伯爵という地位を利用して他の騎士に押し付けることもできるのだろうが、ファノヴァールの名を受け継つぐ当主は絶ぜつ対たいにそのようなことはしない。


「アレス、よく眠ねむれたか？」


　父の温あたたかみのこもった声に、アレスは首を振って返した。


「いえ、あんまり」


「そうか」と、小さくジェラルドは笑った。「初仕事の日なんてものは誰でもそんなものだ。むしろそれぐらいの緊きん張ちよう感があった方がいい。まあそんなことよりもだ、アレス、ちょっとこっちへ来い」


「はい？」


　なんだろうと思いつつ、父の傍そばへ行く。


「おまえにこれを渡わたしておく」


　そう言って父が差し出したものを見て驚おどろく。


　鞘さやに収おさめられた剣だ。普ふ通つうの剣よりいくぶん細い造つくりだが、受け取るとずっしりとした重さが感じられる。


　まさかと思い、少しだけ鞘から剣を抜ぬいてみる。それはアレスが普段使い慣なれた木の剣ではない、鉄の剣だった。


「父上、これは……！」


「見れば分かるだろう、剣だ。王女殿でん下かの護ご衛えいが腰こしに提さげるのが木剣では様にならんからな。おまえにはまだ早いとも思うが、これぐらいの細さなら扱あつかえるだろう。ほら、試ためしに抜いてみろ」


「は、はい」


　鞘と金きん属ぞくがこすれるシャランという乾かわいた音が響ひびき、アレスの右手に一振りの剣が現あらわれる。


「うわぁ……」


　これからはこの剣を持ち歩くことができるのだ。思わず感かん嘆たんの声が洩もれる。


　剣は騎士の証あかしでもある。それゆえアレスも以前から剣を持ちたがっていたのだが、父は訓練のとき以外、鉄の剣に触ふれることすら許ゆるしてくれなかった。


　だが、今日からは違ちがう。


　自分には王女さまを守るという立派な任務が与あたえられ、帯剣をも許されたのだ。


　何もかもが昨日までとは違うのだ。自分が一人前になったような気がして、寝ね不ぶ足そくだったことすら忘わすれて胸むねが高鳴るのを感じる。


「よいか、アレス。おまえには騎士として必要な剣けん術じゆつはもちろん、礼れい儀ぎ作法についてもしっかりと教えてきたつもりだ。今は北との戦争で国中が大変なときだ、おまえもファノヴァール家の男として立派に王女殿下を守り抜いてみせるのだぞ」


「分かりました！」


　元気よく返事をしてみせたアレスを見て、ジェラルドもまた嬉うれしく思っていた。


　このところ、息むす子こがこれほど元気のいい反はん応のうを示しめしたことなど記き憶おくにない。やはり老練な友人イザーレの言う通り、ただ鍛錬だけではなく誰かを守るという明白な目標を与えたことが良かったのだろうと思う。
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　城しろへ入ったアレスを待っていたのは、クラウディアではなく、侍じ従じゆう長ちようだという老ろう境きようにある婦ふ人じんだった。


　侍従長と言えば王族の身の回りの世話をする最高責せき任にん者しやである。ただ生活のための環かん境きようを整えるだけならば誰にでもできるが、相手が王族ともなればその周囲には常つねに危き険けんが潜ひそんでいる。


　侍従長ともなればそういった危険から王族を守るべく、常に気を配らなければならない。そんな仕事柄がらのせいだろう、侍従長の目つきは極きわめて冷れい厳げんで、アレスは忘わすれかけていた緊張を再ふたたび蘇よみがえらせることとなる。


「あなたがアレスですね？　なるほど、ファノヴァール家のご嫡ちやく男なんだけあっていい目をしていますね」


　こういうときなんと言えばいいのか、父から教わっていた通りの言葉を返す。


「きょ、きょうしゅくです」


　侍従長は少しだけ頰ほおを綻ほころばせた。


「あなたに護衛という大任が与えられた理由が少し分かりました。確たしかに、あなたのような子供の方がクラウディアさまにとっても気が休まりやすいのでしょう。クラウディアさまのこと、よろしくお願いしますよ」


「はい。がんばります」


「よろしい。ではあなたを紹しよう介かいしておきたい人たちがいます、付いてきなさい」


　侍従長に従したがい、城の中を歩く。


　まず案内されたのは、様々な城の部ぶ署しよであった。今後クラウディアの護衛としてその傍そばにいることになるのだからと、挨あい拶さつ回りをさせられることとなったのである。


　何人もの初対面の人々に挨拶をして回るのは、これまで剣の訓練のみに明け暮くれてきた少年に少なからぬ負ふ担たんを強しいるものだった。ただただ借りてきた猫ねこのように縮ちぢこまりながら、義ぎ務む的に挨拶をして回る。


　だがその苦く痛つうの時間もやがて終わり、ついに待ちに待ったときがやってきた。


「さて、では王女殿下の元へ参りましょうか」


　これからまたあの少女に会えるのだ。緊きん張ちようのせいかどくんと胸が高鳴る。


「そうそう。これからクラウディアさまの護衛を引き受けて頂いただくに当たって、一つ覚えておいて欲ほしいことがあります。……と、聞いてますか、アレス？」


　冷厳な侍従長の声に、我われに返る。


「は、はいっ、なんでしょう？」


　王女の近侍としてはいささか不適てき切せつな態たい度どに、侍従長はわずかに目を細めた。


「……ま、いいでしょう、今日は初日ですし。いいですか、アレス。実は、どういうわけかクラウディアさまには指輪や耳みみ飾かざりなどをよく落とす癖くせがあるんです。もし外へ出るときなどはできるだけ気を配ってください。クラウディアさまがお使いになられる装そう飾しよく品ひんには、高こう貴きな方から贈おくって頂いた貴き重ちような物が多いですから」


「分かりました」


　意外だった。クラウディアとは何度か会っただけだが、その度たびに自分よりしっかりしているのではないかという印象を受けたためである。





　昨日父に連れてこられたのと同じ部屋に着くと、侍従長が戸を叩たたいた。


「失礼いたします。アレスをお連れしました」


　ややあって、「どうぞ、入ってください」という声が返ってくる。


　ただし、それは若わかい男のものだった。


　アレスは不思議に思った。一国の王女であるクラウディアの部屋にいる若い男。一体誰なのだろうと。


　そんな疑ぎ問もんを抱いだきつつ、侍従長と共に中へ入る。


「待っておったぞ、アレス」


　一度耳にすれば忘れることのできない、幼おさないが威い厳げんのある声がした。


　昨日と同じく、まるでその身に光の精霊を宿したかのような少女が椅い子すに座すわって待っていた。


　そしてその隣となりには、クラウディアと同じように素す晴ばらしくいい身なりをした一人の青年がいた。アレスより四歳さいぐらいは年上だろうか、その顔には柔にゆう和わな笑えみが浮うかべられ、悪い印象は受けない。


　どういうわけかクラウディアは、その青年から何か宝ほう石せきのようなものを受け取ろうとしているところのようだった。


「ああ、これは王太子殿でん下か」


　侍じ従じゆう長が頭を下げ、アレスも慌あわててそれに倣ならった。


　王太子。その一言に納なつ得とくする。あの人は、クラウディアの兄であり、次期国王でもある人なのだと。


「ああ、そんなに畏かしこまらないで。君が今日から妹の護ご衛えいを務つとめてくれるアレスだね、話は聞いてるよ。こう見えて妹はやんちゃな性せい格かくだから何かと苦労をかけることになると思うけど、僕ぼくにとってはたった一人の大切な妹なんだ。妹のこと、よろしく頼たのんだよ」


「は……はい、お任まかせください！」


　一国の王子にそのように信しん頼らいされては、語気が強くなるのも当然だった。


「こら、兄上。わたしはやんちゃなどではないぞ」


　クラウディアが唇くちびるを尖とがらせたが、兄の表ひよう情じようは変わらなかった。


「ははは、いつも護衛の目を逃のがれて外を歩き回っては指輪や髪かみ飾かざりを落としてくるのは誰だい？　その耳飾りは無くさないようにね、せっかくの贈り物なんだから」


　そして王太子は「では後はお願いします」と頭を下げると、恐きよう縮しゆくするアレスと侍従長を後に部屋を出て行った。


「やれやれ……。まあせっかくだ、つけておくとするか」


　クラウディアの手には、兄からの贈り物であるらしい小さな耳飾りがあった。銀ぎん製せいなのか白い光を放つそれは、小さな宝石が埋うめ込こまれ、鳥を象かたどった精せい緻ちな彫ちよう刻こくがなされている。さすが王女が身に着ける品だけあって、高こう価かそうだということだけは分かった。


　どこか渋しぶい顔をしながら耳飾りを右耳につけると、アレスたちを振ふり返る。


「それにしてもやけに遅おそかったな。まさか初日から遅ち刻こくとも思えぬが」


「申し訳わけありません」と答えたのは侍従長だった。「今までお城しろの皆みなに挨あい拶さつをさせておりましたので」


「なるほど、では仕方ない」


　ここで侍従長は紹しよう介かいするようにアレスの肩かたを押おし出した。


「すでにお聞き及およびと思いますが、今日からはこの者がクラウディアさまの専せん属ぞくで護衛を務めることになりました」


「うむ。分かっておる。昨日も一度会ったからな」


「ではこれ以上のご説明も必要ありませんね。これまでのように廊ろう下かに控ひかえさせておきますので、何かありましたらいつでもお呼よびつけください」


　その言葉に少しだけがっかりする。


　護衛と言えど、ずっと付きっ切りでいられるわけではないらしい。むしろ当然の話というべきなのかもしれないが、クラウディアの傍そばを離はなれ、寒かん暖だんの差が激はげしい廊下でずっと待機するというのはいささか気が引けた。


　だが、アレスの落らく胆たんは間もなく驚おどろきに変わることとなる。クラウディアが次のように言い出したためである。


「いや、その必要はない。今後アレスはこの部屋で待機させることにする」


「またそのようなお戯たわむれを！」


　侍従長が悲鳴のような声を上げる。


「無む茶ちやを仰おつしやらないでくださいまし、一国の王女の部屋に四六時中男を置いておくなど、他の者が聞けばなんと思いましょう！」


「そう難むずかしく考えることはあるまい。アレスはわたしの護衛なのだ、ならば廊下ではなくこの部屋にいた方がいいに決まっておる」


「それは……そうかもしれませんが」


「それに、アレスはまだ十二の子供なのだぞ。それを寒い廊下に放ほうり出しておく方が外聞が悪いとは思わぬのか？」


　侍従長は少しだけ考え込む素そ振ぶりをした。


　そしてアレスとクラウディアの間で視し線せんを何往おう復ふくかさせると、ついには仕方ないと言いたげに息を吐く。


「……分かりました、ではそのように。アレス、聞きましたね？　わたしもあなたを信用しましょう、くれぐれも粗そ相そうのないように」


「は……はい」


　よく分からないが、より重い責せき任にんを負うことになったのは確たしかなようだった。上うわ擦ずり気味の声で答える。


　やがて用の終わった侍従長が部屋を出て行くと、あらためてクラウディアはアレスを真正面から見つめた。


　再ふたたび胸むねを突つかれたようにどきりと心しん臓ぞうが高鳴る。


「よく来たな、アレス。我われながらこうもうまくいくとは思ってなかったぞ」


「……はあ。ど、どういうことでしょうか」


「気にするな。さて、それよりアレス、少し部屋を出ていてくれ」


「……は？」


　思わず面食らう。さっきは部屋の中に待機させると言っておきながら、今度は出て行けとは一体どういうことだろうかと。


　アレスが戸と惑まどう様子を見せると、クラウディアの顔に悪いた戯ずらっぽい笑えみが浮うかんだ。


「そこは気を利きかせるところだぞ、アレス。わたしはこれから着き替がえをする。それともその間も護ご衛えいしてくれるというのか？」


　アレスは瞬しゆん時じに顔を赤くした。


「わ、分かりましたっ、終わりましたらお呼よびください！」


　護衛と言えどさすがにこのときばかりは傍にいるわけにはいかない。慌あわてて外へ出ると、部屋の前でただじっと待つ。扉とびらの一つ向こうで異い性せいが服を着替えているという状じよう態たいは、どこか居い心ごこ地ちの悪い時間だった。


「アレス、もう入ってよいぞ」


「は、はい」


　そして再び部屋の中へ入ったアレスは、まず驚くこととなる。


「あの……クラウディアさま？　その恰かつ好こうは一体……」


　クラウディアは、城しろのあちこちにいる侍じ女じよが着ていたのと同じような服を着ていたのだ。


「見れば分かるだろう、侍女の服だ」


「そ、それは分かりますが、そんな服を着て一体どうするんです？」


「決まっておる、外へ出るのだ。さあ行くぞ。この日のために色々と準じゆん備びしてきたのだからな」


「は──？」


　わけが分からなかった。


「外へ……一体何をしにいくのですか？」


「なに、少し見聞を広めにいくだけのことだ」


「……えーと。ではなぜ侍女の服に着替える必要があるのでしょう？」


「何を言っておるのだおまえは？　王女の恰好で外へ出ようとすれば止められるからに決まっておろう」


　それはもっともだ──と奇き妙みように納なつ得とくしつつも、新たに湧わき上がる当然の疑ぎ問もんを口にせずにはいられなかった。


「あの。ひょっとして外へ出ることって禁きん止しされているのではないでしょうか？」


「バレなければよい。なに、夕方までに帰ってくれば大だい丈じよう夫ぶだ」


　ここへ至いたって、ようやくアレスも悟さとった。


　クラウディアは外へ行こうとしている。それも、こっそりと。しかも自分を巻まき込んで。


「無む茶ちやを言わないでください！」思わず声が大きくなる。「城を抜ぬけ出すなんて危き険けん過すぎます！　外へ出るのでしたら、それなりに準備が必要でしょう！　他の騎き士しの方に声をかけて、ちゃんと護衛を──」


「何を馬ば鹿かげたことを言っている？　護衛ならおまえがいるではないか」


「え──」


　クラウディアはきょとんと首を傾かしげ、アレスは意表を突つかれたように息を呑のんだ。


　それほどクラウディアさまは自分を信しん頼らいしてくれているのだろうか──そんな風に思ってしまったためだ。それはとても嬉うれしいことのようにも思えたが、一方ですぐさま現げん実じつを思い出す。


「ぼ、僕一人でお守りするなんて無理ですよ！」


「問題ない、おまえは自分の剣けんの腕うでがどれだけのものか知らぬのだ。それに何も危険な場所へ行くわけではない、少しばかり街を歩きたいだけだからな。さあ行くぞ」


　手を振ふり上げ、元気よく歩を進めるクラウディア。


　どうみても止めようがなかった。せめて他に誰だれか大人でもいれば止められたかもしれないが、まるで計ったように周囲には誰もいない。あらかじめ侍女の服まで用意していたことから考えても、この日のために綿めん密みつな計画を立てていたとしか思えなかった。


　このまま放っておいてはクラウディアは一人で出て行きそうな勢いきおいだった。こうなればせめて自分だけでも付いていかなければと、ようやくアレスも覚かく悟ごを決める。


「ああもう！　分かりました、分かりましたから待ってください！」
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　信じられないことに、王国一警けい備びが厳げん重じゆうであるはずの王おう城じようを、クラウディアはいとも簡かん単たんに抜け出してみせた。


　クラウディアは場内を警備する兵士たちの場所を詳しよう細さいに知っていた。たとえ侍女の恰好をしていなかったとしても、誰の目にも留まることはなかったのではないか。そう思えるほどだった。


「クラウディアさま。ひょっとしてこういうことに手て慣なれてたりしません……？」


「まあ度たび々たびな。だが、さすがに案内も護ご衛えいもなしに城を抜け出すのは少し気が引けるからな。今日こんなことができるのも、おまえがいてくれるおかげなのだぞ、アレス」


「はあ」


　光栄に思うべきなのか、あるいは呆れるべきなのか、さっぱり分からない。


　自分がいるから──そう言われると嬉しいような気になってもくるのだが、同時に犯はん罪ざいの片かた棒ぼうを担かつがされているような、なんとも複ふく雑ざつな気分にもなってくる。ただ一つ確たしかなことは、とんでもない人の護衛になってしまったという事実だけである。


　やがて二人は使用人が使う勝手口を使い、とうとう王城の外に出た。


「それでクラウディアさま。一体どこへ行くんでしょう？」


「うむ。門の外へ行くぞ。以前から一度行ってみたかったのだ」


　当然のように答えるクラウディアに、アレスはため息を吐くことしかできなかった。


　王都ヴァンフィールは三層そうの城じよう壁へきによって仕切られている。王都の人口が増ふえ、街の規き模ぼが大きくなる度に新しく城壁を造つくった結果だ。もっとも、それすらも間に合わず、今や三層目の城壁の外にも多くの人々が暮くらしている。


　当然ながら一番内側がもっとも治安がいい。立ち並ならぶのは貴き族ぞくの住む館やかたばかりで、人相の悪い平民がその辺りを歩いているだけで衛えい兵へいが飛んでくるほどだ。なので、王城の周りを散歩するだけならばまだ問題はなくもない。


　しかし、クラウディアの行きたい場所は門を──城壁を一つ越こえた向こうだという。城壁を越えればその度に平民の住む区画が増え、賑にぎやかになっていくのだが、同時に治安は悪くなる。


　アレスとしては思いとどまって欲ほしいところだったが、期待に胸むねを躍おどらせているようにしか見えないクラウディアを見ると、とてもではないが「やめましょう」とは言い出せなかった。





　最後の難なん関かんである一層目の城壁を通るときも、やはり警備の衛兵が王女の存そん在ざいに気付くことはなかった。


　外部から王城へ続く道であるため、通行には検けん査さも必要なのだが、二人の子こ供どもをあえて詳くわしく取り調べようとする衛兵はいなかったためだ。


　貴族に仕える侍女が買出しのために城壁の外へ出入りすることは珍めずらしくないことだし、なにより侍女と一いつ緒しよにいるもう一人は身なりのいい子供で、しかも剣を提さげている。正体を知らぬ者が見れば、貴族の子し弟ていが侍女と散歩しているようにしか思えないだろう。衛兵たちに、貴族を敵てきに回しかねないようなことはできなかったのだ。





[image: ]





　難なんなく門を抜ぬけると、いよいよ周囲は賑やかになってくる。


　クラウディアは日差しに目を細めながら門の外に広がる光景を眺ながめた。


「うむ。相変わらず城下は賑やかだな。まるで祭りのようだ」


　当然と言うべきだった。この通りには国王に謁えつ見けんを求めて地方からたくさんの人々がやってくる。そういった人々を当て込こんで軽食やみやげを売り込もうと屋台が立ち並び、また、貴族と平民、双そう方ほうの腹はらを満たすための市場もある。アレスの知る限かぎり、王都で一番賑やかな場所だった。


「それでクラウディアさま。一体どこへ行きたいのですか？　僕ぼくもあまり詳しくはないですけど、少しぐらいでしたら案内できます」


「別にどこということはないな。ただ少し見て回りたい。それだけだ」


「はあ」


　やはり王女さまの考えることはよく分からない。しかしクラウディアがあまりにも楽しそうだったので、無ぶ粋すいなことを口にするのも躊ため躇らわれた。


　アレスにしてみればまるで大事な仕事をさぼって遊びに出ているようで気が気でなかったのだが、もはやここまでくれば腹を据すえるしかなかった。


「ではクラウディアさま。まず大通りを少し歩いてから市場の方へ行ってみませんか？」


「うむ、それはいいな」


「はい。では行きましょう」


　と、アレスが足を進めようとしたそのとき。


「ちょっと待て、アレス」


　クラウディアが服の裾すそを引ひっ張ぱった。


「なんでしょう？」


「手を出せ」


「はい？　手、ですか？」


　言われた通り、手を出す。


　すると、クラウディアはさっとその手を握にぎってしまった。


「え──」


　戸と惑まどう暇ひまもなかった。右手にクラウディアの手の感かん触しよくが拡ひろがる。なんと小さく、それでいて柔やわらかく、温あたたかい手だろうか。


　異い性せいの手など握ったことのない騎き士し志し願がんの少年である。たった手を繫つなぐというそれだけのことで、胸がどくんどくんと強く高鳴り始めた。


　一方で、クラウディアの方は平然としていた。


「この人の多さだ、はぐれてしまっては大変だからな。それにしても……おまえの手は硬かたいな」


「す、すいません。剣ばかり握ってたものですから……」


「別に謝あやまることなどない。むしろ護ご衛えいとして頼たのもしいではないか。さ、行くぞ」


「あ、はいっ」


　クラウディアに先せん導どうされるように引っ張られていく。


　初めて握る異性の手。それも、自分のことを頼もしいといってくれる少女の手だ。


　やはり、何もかもが昨日までとは違ちがう。王女さまとこんなところへ来ていていいのだろうかという罪ざい悪あく感かんは相変わらずあったが、これからどんなことがあるのだろうかという期待感の方が、より大きくアレスの胸きよう中ちゆうを満たしていた。





　　　　　◆





　クラウディアを連れ、色々なところを見て回る。


　屋台に並べられた色とりどりのみやげものを見物し、通りの片かた隅すみで演えんじられていた大道芸に拍はく手しゆし、市場をひやかす。


　貴き族ぞくの子弟らしき剣を持った少年と侍じ女じよの恰かつ好こうをした少女の組み合わせは稀け有うなものではあったが、たくさんの人々の中では特に目立つこともなく、それどころか仲良く手を繫いで歩く二人の子こ供どもの姿すがたに、誰もが顔をほころばせた。


　変化があったのは、市場の一角にある店の前にいたときのことだった。





「ふう、さすがに少し疲つかれたな」


　恐おそらくその店は夜から開店する酒場なのだろう、店にはまだ誰もいる気配がない。


　そのことを確かく認にんすると、クラウディアは店の前の階かい段だんに腰こしを下ろした。


　日はそろそろ傾き始める頃である。疲れるのも無理からぬことだった。


「じゃあ何か飲むものでも買ってきましょうか？　少しぐらいならお金もありますから」


「嬉うれしい申し出だがやめておこう。城しろを抜け出して城じよう下かで遊びまわり、その上買い食いまでしたとあってはさすがに気が引けるからな」


　妙みようなところで律りち儀ぎな少女だった。


「まあおまえも座すわれ、アレス。ここに座るだけなら金もかかるまい」


「は、はい」


　一国の王女と並んで座ることには、やはりまた少しだけ抵てい抗こうがあった。


　だが、さっきまで手を繫いで街を駆かけ巡めぐっていたのだ。今いま更さら隣となりに座ることぐらい躊ちゆう躇ちよしてもしょうがなかった。


「おまえのおかげで今日は楽しかったぞ。大おお柄がらな騎士どもを引き連れていたのではこうはいかぬからな」


「はあ、ありがとうございます。でも……やっぱり僕一人ではもし何かあったときにクラウディアさまを守りきれるか心配です。次からはもう少し……ええと、そうだ、ごじちょうください」


「分かっておる。もう城を抜ぬけ出したいなどとは──などとは、ときどきしか言うまい」


「…………」


「そう渋しぶい顔をするな、本当にたまにしか言わぬから」


　クラウディアは笑った。


　だが、その笑えみは野太い男の叫さけび声に凍こおりつく。





「泥どろ棒ぼうだ！」





　その声は、すぐ近くの屋台から聞こえた。


「クソガキがパンを盗ぬすみやがった！　誰か捕つかまえてくれ！」


　叫び声にアレスは振ふり返った。


　両手にパンを抱かかえ、こちらへ一目散に走ってくる子供の姿が目に入る。


　年と齢しは自分と同じぐらいだろう。ただ、服ふく装そうは薄うす汚よごれ、ところどころほつれている。アレスも聞いたことはあった。恐らく浮ふ浪ろう児じと呼ばれる子供だろう。


　アレスの体は自然と動いていた。騎士を志こころざす者として、目の前の不正を見み過すごすことはできなかったのだ。咄とつ嗟さに腰を上げ、子供の前に立ち塞ふさがろうとする。


　だが、子供を止めることはできなかった。


「待て、アレス」


「え──」


　クラウディアが袖そでを引ひっ張ぱったためだ。


　機を逸いつし、少年がすぐ傍そばを走り抜けていく。


　たとえ相手がクラウディアであろうと、これには憤いきどおりを隠かくせなかった。


「クラウディアさま、何をなさるんですか！　せっかく捕まえられたのに！」


　しかし、クラウディアは動じることなく正面からアレスを見み据すえて言った。


「おまえ、あの少年を捕まえるつもりだったのか？」


「当たり前です！　泥棒を見逃すなんて騎士の名折れじゃないですか！」


「……本気でそう思っているのだな？」


「もちろんです！」


　クラウディアは考え事をするように少しだけ黙だまり込むと、真ま面じ目めな表ひよう情じようで言った。


「分かった。それは済すまぬことをした。ではアレス、こうしよう。あの少年の跡を追うのだ。今ならまだ間に合うかもしれん」


「分かりました、それなら！」


　二人は連れ立って少年の跡を追いかけ始めた。





　少年はこの辺りの地理を知り尽つくしているようだった。


　子供にしか通れないような狭せまい裏うら道みちを通り、先ほどのパン屋の店主など、いとも簡かん単たんにまいてしまう。


　アレスも同様だった。少年を追おうと見知らぬ路地に入ったまではいいが、気が付けば少年の姿すがたはどこにも見えなくなっていた。辺りには人ひと影かげこそないが、無人らしき建物がたくさんある。恐おそらくはそのどこかに逃にげ込んだのだろう。


　そのとき、クラウディアの息が完全に上がっていることに気付く。


「クラウディアさま、少し休みましょう」


「はあ、はあっ。すまぬが、そうしてもらえると、助かるな」


　自分の軽けい率そつさを呪のろう。七歳さいの少女をああも走らせては疲つかれるのも当然だ。護ご衛えい失しつ格かくではないかと、思わず自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいる。


「クラウディアさま。あの子も見失ってしまいましたし、こんなところまで来てはさすがに危き険けんです。もう日も暮くれかかってますし、そろそろ王おう城じようへ戻もどりましょう」


「……いや、待て。何か聞こえないか？」


「え？」


　クラウディアに倣ならって耳を澄すます。


　辺りには人気がないにもかかわらず、どこかから子供の笑い声がした。それもごく近くから。


「アレス、そこだ」


　クラウディアが一いつ軒けんの家を指差した。


　かつて火事でもあったのだろう、二階部分が完全に焼け落ち、ところどころ炭化している家屋だ。しかし一階部分は燃もえずに済んだのかほとんどがそのまま残っている。


　人が住んでいるとは思えなかったが、確たしかにその中から子供の声がした。


　気配を消しながら戸口に近づき、そっと中を窺うかがう。


「……いました」


　五人ほどの子供が見えた。年ねん齢れいは様々だ。自分と同じぐらいの子がいる一方で、クラウディアよりも年下であろう幼よう児じの姿も見える。


　その中にはさっきパンを抱かかえて逃げていた少年の姿も見えた。子供たちの中では一番の年長格らしく、戦利品のパンを切り分けている。


　彼らに共通していることは、誰だれもが薄汚れ、瘦やせ気味であるということだった。


「身寄りのない子供たちが集まってここで暮らしているのだろう」


　クラウディアが言った。


「そのようですね。とにかく、ここなら向こうも逃げ切れません。捕まえて衛えい兵へいに突つき出しましょう」


　腰の剣けんに手をかける。子供を相手に剣を振るうつもりはなかったが、威い圧あつには充じゆう分ぶん使えると思ったのだ。


　だが、そんなアレスを再ふたたびクラウディアは制せい止しした。


「待てアレス。おまえは本当にあの子こ供どもたちを捕まえるつもりなのか？」


「当たり前じゃないですか。人のものを盗ぬすんだんですよ？　罰ばつを受けて然しかるべきです」


　即そく座ざにアレスは言い返したが、すぐに言葉を失うこととなる。


　クラウディアの真しん摯しな目に、正面からじっと見つめられたためだ。


　なぜか居い心ごこ地ちの悪いものを感じ、思わず目をそらしたくなる衝しよう動どうに駆かられる。


「アレス」クラウディアは諭さとすように言った。「おまえの言っていることは正しい。それはわたしも認みとめる。だが、もう少しだけ相手の立場も分かってやってはくれぬか？」


「ど……どういうことでしょう？」


「あの子供たちを見れば分かるだろう。なぜ彼らは隠かくれるようにしてこんな焼け跡あとのような場所にいるのだ？　なぜ彼らは薄うす汚よごれた恰かつ好こうをしている？　なぜ彼らの周りには親の姿がない？」


「それは……孤こ児じだからではないでしょうか」


「そうだろう。いや、間ま違ちがいなくそうだ。では聞くがアレス、なぜ彼らはパンを盗むなどということをしでかしたのだと思う？」


「……お腹なかが空いたからだと思います」


「まったくその通りだろうな。では、もし彼らがパンを盗まなかったとしたらどうなると思う？」


　それは簡かん単たんな問いかけだったが、なぜか答えるのは難むずかしかった。


「た、食べ物がなくなって……」


「そうだな、食べるものがなくなる。そうなると？」


「……死んでしまいます」


「その通りだ」


　クラウディアは怒おこるでも叱しかるでもなく、ただ淡たん々たんと頷うなずいた。


「アレス。一つたとえ話をしよう。たとえばだ、鷲わしが兎うさぎを食べることは罪つみだと思うか？」


「……いえ。それは罪でもなんでもないと思いますけど」


「そうだな、動物たちにとっては当然のことだ。ではこう考えることはできないか？　あの子らは、人から物を盗まなければ生きていけなかったのだと。生きるため、やむを得ずパンを盗んだのだと。それでも、おまえはあの子たちを罪に問えるのか？」


「…………」


　アレスは言葉を失ってしまった。


　ただ自分は将しよう来らいの騎き士しとして、正しいことをしようとしたに過すぎない。子供たちがなぜパンを盗んだのかということまでは考えられなかった。


「で、でも、だからといって人の物を盗むことは悪いことです。それを見み逃のがすなんて……」


「そうだな。それもまた事実だ。獣けものたちが自然の摂せつ理りに従したがって生きるように、人もまた人の作った理ことわりに従って生きるべきだ。だが、おまえにももう分かるだろう。ただ悪いことをしたという理由で人を罰しても仕方がないときもあるのだ」


　クラウディアは子供たちのいる建物の前に立った。


「行こう、アレス。わたしにはわたしのやり方がある。わたしの護ご衛えいとして、わたしのなすことを見ていて欲ほしい」





　　　　　◆





「誰!?」


　誰かが入ってきた気配を感じ取ったのだろう、先ほどパンを盗んだ年長格かくの少年が叫さけんだ。


　途と端たんに子供たちが怯おびえるようにその少年の背せに隠かくれる。


　だが少年たちは、侵しん入にゆう者が子供だと分かるとわずかに警けい戒かいを解といた様子だった。


「なんだ、子供じゃない。あたしたちの家に何か用？　その綺き麗れいな身なりを見る限かぎり、どうみてもあたしたちのお仲間とは思えないけど」


　声を聞いて分かった。意外なことに、男だと思っていたその子供は、実は女であるらしかった。


「実はさっき──」とクラウディアは切り出した。「おまえがパン屋からパンを盗むところを見てな」


　途端に少女は警戒したように表ひよう情じようをこわばらせた。


「ああそう！　それじゃなに？　あたしらをパン屋にでも突つき出そうってわけ!?　それとも分け前が欲しいの!?」


「そのいずれでもない。ただ一つだけ、聞いておきたいことがあったのだ。人の物を盗むことは悪いことだと知った上で盗んだのか、とな」


　たちまち少女の顔が怒いかりのせいか赤く染そまった。


「余よ計けいなお世話だよ、あたしらにはあたしらの生き方がある！　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわで、いちいちそんなことまで考えてられるかっての！」


　そして、アレスたちを見下すように胸むねを張はる。


「どうみてもあんたたち、食事に困こまってるようには見えないねえ。じゃああたしらが毎日どんな思いで暮くらしてるかも分からないだろ!?　だったら黙だまってな！」


　それはアレスでさえたじろぐほどの迫はく力りよくだった。しかし、クラウディアは一歩も引かなかった。


「確たしかにわたしにはおまえたちのことは分からぬ。もっとも、それはおまえたちも同様だ。他人がどのような悩なやみをもち、どのような生活を送っているかなど知らぬだろう？　いや、今はそんなことはどうでもよいな。ただ、おまえたちに悪いことをしているのだという自覚が少しでもあるならば、これを渡わたそうと思ったのだ」


「え……」


「え……？」


　驚おどろきの声が、アレスと少女双そう方ほうの口から同時にもれた。


　クラウディアが差し出したもの。鳥を象かたどった精せい緻ちな彫ちよう刻こくがなされた、見るからに高こう価かそうな耳みみ飾かざり。


　見覚えがあった。それが誰からの贈おくり物ものであったかを思い出すと、黙っていられずクラウディアの耳元で囁ささやく。


「それは王太──いえ、お兄さまからもらった物じゃないですか！　駄だ目めですよ、そんな大切なものをあげるなんて！」


「気にするな、別にわたしが働いて得たものではない。人からもらったものを人にあげて何が悪い？」


「そ、それは……そうかもしれませんが」


　クラウディアは少女に耳飾りを突きつけた。


「わたしが着けていても何の役にも立つまいが、おまえたちにとっては必要だろう。受け取れ。そして金にでもなんでも換かえて生活の足しにするがよい」


「何よそれ……！　情なさけのつもり!?　だったら余計なお世話ってものよ、いらないわ、そんなの！」


「なるほど、それがおまえの答えか。しかし仮かりに情けだったとして、なぜ余計なお世話になるのだ？　自じ己こ満足で腹はらが膨ふくれるというのなら何も言うまい。だが、見たところおまえには守るべき者もいる。ならば情けであろうが何であろうが、人の好意は無下にするものではないと思うがな」


　クラウディアの言葉に圧あつ倒とうされたように、少女は声を失った。


「……なんで？　わけわかんない。なんで見ず知らずのあたしたちに、そんなことしてくれるの？」


「いちいち理由がないと納なつ得とくできぬのか？　何度も言わせるな、これはわたしには必要ないがおまえたちには必要だ、それだけのことなのだ。ただ、もしできることならばこれを売って得た金であのパン屋にパンの代金を返してやってくれ。それでこそ八方すべて丸く収おさまるだろうからな」


　名も知らぬ少女とクラウディアは、しばし無言で見み詰つめ合った。


　だがやがて、根負けしたように少女はため息を吐つくと、素す早ばやくクラウディアの手から耳飾りを奪うばい取った。


「……分かった。こいつは受け取っとく。礼も言うよ。でも一つだけ、あんたの名前を教えてよ。いつかこの借りは絶ぜつ対たいに返すから！」


「いいだろう、わたしの名はクラウディアという。わたしは別に貸かしとも思わぬが、それでおまえの気が済すむというのなら、いつでも返しにくるがいい」





　　　　　◆





　王おう城じようへの帰り道。


　日は暮くれかかっているが、街にとってはこれからが本番だと言いたげに大通りの活かつ況きようは静まる気配を見せない。


　そんな中、クラウディアの手を引きながらアレスはただひたすらに城しろへの道を無言で急いでいた。


「アレス。おまえはいささか不満そうだな」


　クラウディアが声をかけたのは、門をくぐりようやく王城が見えてきたときのことだった。


「……いえ。そんなつもりは」


「ではなぜさっきからずっと黙だまり込こんでおるのだ？　やはり納得しておらぬのだろう？　わたしのしたことが」


「…………」


　実じつ際さい、その通りだった。


「構かまわぬ、言いたいことがあれば何なりと言ってみよ。おまえはわたしの護ご衛えいなのだからな、不要な遠えん慮りよこそ失礼に当たるというものだ」


「……分かりました。じゃあ言いますけど……あの子こ供どもたちは悪いことをしたんですよ？　それを咎とがめるどころか、王太子殿でん下かから頂いただいた貴き重ちような耳飾りまであげてしまうなんて……」


「構わんではないか、どうせ耳飾りなど兄上や貴き族ぞくどもからいくらでも送りつけられてくるのだ。わたしには不要だが、あの者たちには必要だ。それで充じゆう分ぶんではないのか？」


「それは……そうかもしれませんけど」


「それでも納得できぬというならこう考えてみよ。あの少女は必ずわたしに借りを返すと言った。今はあの少女もわたしたちと同じただの子供だが、なにしろあのたくましさだ。将しよう来らいは大物になるかも知れぬであろう？　そうなればあんな耳飾りよりもっといいものを返してくれるかもしれぬではないか。つまりこれは投とう資しというわけだ」


「仰おつしやることは、分からなくもないですが……」


　アレスは幼おさないころから騎士になるべく育てられた。曲がったことを認みとめてはいけないと、そう教え込まれてきたのだ。だからこそ、どれだけ理り屈くつの上では納得できても、クラウディアの取った行動はどこか認めがたいところがあった。


「とはいえ……実はな、アレス。わたしの取った行動はな、もっと根本的なところで間ま違ちがっているのだ」


「……どういうことですか？」


「こんな話がある。むかしむかし、あるところに王がいた。ある日、王が町を視し察さつしていると、腹はらを空すかせて死にそうになっている男を見つけた。王は涙なみだを流して自分の食事を分け与えたという。アレス、この話を聞いてどう思う？」


「素す晴ばらしいことだと思います。見ず知らずの人にそこまでするなんて」


「違うな。残念だがその認にん識しきは誤あやまりだ。たとえばこれが王ではなく、通りすがりの旅人がなしたことであるならば情なさけ深い行動だと評ひよう価かもできよう。だが王は、人の上に立つ者はそのようなことはしてはならない。王はすべての人々が腹を空かせることのないようにしなければならぬのだ。たかが一人や十人を助けたところで事じ態たいは何も解かい決けつせぬ。ただよいことをしたという自己満足が残るだけだ。王たる者は万の民たみを救うためにこそ知ち恵えを絞しぼるべきなのだ」


「…………」


　それは素晴らしい話のように思えた。


　だが同時に、別の疑ぎ問もんが浮うかぶ。とはいえ、それを口にするのは失礼に当たることではないかと思い、躊ちゆう躇ちよしてしまう。


「なんだ？　また何か言いたそうだな」


「い、いえ！　なんでもありません」


「遠慮するな、おまえが何を言いたいのかは分かっている。つまり、先ほどあの子らに耳飾りをやったわたしの行こう為いこそ、ただの自じ己こ満足ではないのかと、そう思ったのだろう？」


「……はい。その通りです」


「そうだな。まさしく自己満足だ。本来なら、孤こ児じたちが生きるために人の物を盗ぬすまねばならぬという状じよう況きようそのものをなくすことこそが我われら王族に与あたえられた使命なのだ。しかし、今のわたしにはこの程てい度どのことしかできぬ」


　不意に、クラウディアが足を止めた。


　必然的にアレスも足を止め、クラウディアを見る。


　クラウディアは真しん摯しな瞳ひとみでじっとアレスを見つめていた。


「いつかわたしにもっと大きなことができるようになったときには、腹をすかせる子供などいない世を作るべく努力しよう。だが、今はこれが精せい一いつ杯ぱいなのだ。たとえ自己満足であったとしても、目の前に救えるものがいるなら救う。それだけだ」


　初めてアレスはクラウディアに共感を覚えた。


　罪つみを犯おかした者は罰ばつせられなければならない──思えば、自分はそんなことばかり口にしていた気がする。


　だが、クラウディアはこういったのだ。


　パンが買えず泥どろ棒ぼうに走るような子供それ自体をなくすのだと。確たしかに、その方がずっといい。


　このとき、クラウディアは七歳さいという少女にはいささか似に合あわない自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべた。


「……などと言い繕つくろったところで結局は言い訳わけにしかならぬな。やはりこれもただの自己満足に過すぎぬのかもしれぬ」


「……いえ、そんなことはないと思います。僕ぼくにはまだクラウディアさまのしたことが本当に正しいことだったのかは分かりません。でも、そのお考えはとてもご立りつ派ぱなことだと思います」


「そうか。おまえにそう言ってもらえると嬉うれしい」


　クラウディアの顔に、ようやく七歳の少女に相ふ応さわしい笑みが戻もどった。
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　愛オル馬トスの手綱を操りながら、アレスはようやく思い至った。クラウディアのつけていた耳みみ飾かざりのことを。六年前の、大切な思い出の一つを。あのとき自分はクラウディアに落とし物が多い理由を知り、同時にいくつかの世の理ことわりを知ったのだ。


「アレス？　おい、アレス。どうした、聞いておるのか？」


　すぐ後ろから自分を呼よぶ声と、指で頰ほおを突つかれる感かん触しよくに、アレスは我に返った。


「あ……。いえ、別に。クラウディアさまこそ、どうかなさいましたか？」


「どうもこうもなかろう。呼んでも返事一つしなかったくせに、一体どうしたのだ？」


「あ。いえ、六年前のことを思い出しておりまして」


「ほう。ひょっとしてこの耳飾りのことを思い出したか？」


「はい。その耳飾りは、あのとき少女にあげたものだったんですね。それにしても、なぜ人にあげた耳飾りが今クラウディアさまの元に……？」


「うむ。あの少女は成長してから女だてらに商人になり、一稼かせぎしたそうだ。今では孤こ児じ院いんを運うん営えいする傍かたわら、律りち儀ぎにもこの耳飾りを取り戻し、わたしに返しにきたというわけだ」


「そうでしたか」


　つまり、やはりクラウディアのしたことは正しかったということだ。


　思えば、いつもそうだった。クラウディアはいつも様々なものの見方を教えてくれることで、自分を正しいと思える方向へと導みちびいてきてくれたのだ。


　そして今、クラウディアは新たな行動を取ろうとしている。子こ供どものころとは違ちがう、今のクラウディアだからこそできることを。持たざる者が犠ぎ牲せいになることを、少しでも減へらすために。


「……ようやく、分かりました」


　今こそ確かく信しんする。やはり自分は、クラウディアを止めるべきではないのだと。その大たい望もうをかなえるべく、その身に危き険けんがおよばぬよう自分の持てる力をすべて注ぐことこそが、自分のなすべきことなのだと。


「ん？　何か言ったか、アレス？」


「いえ、何も。さあ、そろそろ頂ちよう上じようですよ、クラウディアさま」
















　第三章　急転
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　フィリップ将しよう軍ぐんに率ひきいられた王国軍は、再ふたたびトゥールスレン平原に足を踏ふみ入れようとしていた。


　総そう兵力は実に一六〇〇〇にも達していた。前回の反はん乱らん軍ぐんとの戦いにおいて大きく兵力を失ったにもかかわらず、それだけの兵数を用意し、さらに補ほ給きゆうを確かく保ほできたのは、もちろん貴き族ぞくたちの積極的な協力があったからである。


「なるほど。あれが反乱軍が新たに築ちく城じようしたという砦とりでか」


　フィリップは苦々しげに、トゥールスレン城じよう砦さいの東西に出来上がっていた砦を見やった。堀ほりと土ど塁るいと木の防ぼう壁へきだけでできた砦だ。しかしその堀は深く、いささか見た目の悪い不ふ均きん衡こうな防壁も簡かん単たんに突とつ破ぱできそうにはない。


　ただでさえ東西の砦の中央にそびえるトゥールスレン城砦は、鉄てつ壁ぺきを謳うたわれる頑がん丈じようさだ。三つの拠きよ点てんに反乱軍が籠こもって徹てつ底てい抗こう戦せんすれば、一六〇〇〇の王国軍が全力で攻せめ立てても陥かん落らくさせるのは困こん難なんだろう。ジェレイドという男は、よほど王国軍への嫌いやがらせが得意らしい。


「間者の情じよう報ほうによれば、反乱軍は西側の砦をロムルース砦と、東側をレムース砦と呼こ称しようしているそうです」


　ギルマードが言った。


　かつてフィリップの教育役だったその騎き士しは、今はフィリップ将軍個こ人じんに仕える事実上の副官として常つねに傍そばに控ひかえている。


「ほう。反乱軍の付けた名などなんの価か値ちもないが、名無しというのも不便だ。しばらくはその名を使ってやるとしよう、どうせすぐに灰はいと化すであろうしな」


「しかしトゥールスレン城砦ほどではないにせよ、あんな砦を作られては攻め落とすにも多大なる労力が必要となりましょう。せめて築城作業をもう少し妨ぼう害がいできればよかったのですが」


　そう言ったのは、本来の副官的な立場にあるベルフェルド副将である。


「過すぎたことを言っても仕方あるまい。今は目の前の障しよう害がいについて考えるべきだ」


「は」


　築城の最中となれば、守りの備そなえは自然と疎おろそかになる。王国軍からしてみれば、敵てきの隙すきを見み逃のがしてやる義ぎ務むもない。その作業を少しでも遅おくらせてやろうと、小規き模ぼの部隊を送り込こんだことは何度もあった。


　しかし、無む駄だだった。ジェレイドはこちらの出方を正せい確かくに予見していたのだ。


　風の精霊を自じ在ざいに操あやつるという〈風の戦いくさ乙おと女め〉に率いられた弓ゆみ騎き兵へい隊たい。彼らは高速機動を旨むねとし、一気に彼ひ我がの距きよ離りを詰つめ、矢の雨を降ふらせては反はん撃げきを受ける前に走り去るという一いち撃げき離り脱だつの戦法に長たけている。しかも〈風の戦乙女〉の力により、彼らの放つ矢は追い風に乗って威い力りよくを高められる一方、こちらから放つ矢は逆ぎやく風ふうにさらされ簡単に吹ふき飛ばされる。その結果、行われるのは一方的な虐ぎやく殺さつだ。小規模の部隊では抵てい抗こうし得ず、築城作業の妨ぼう害がいどころではなかった。かといって大規模な部隊も兵へい站たんの問題で派は遣けんできず、結局大した嫌いやがらせはできなかったのだ。


「とにかくまずは当初の予定通り、我らもここに陣じんを構こう築ちくする。作業にかからせろ」


「は」


　軍を二つに分け、一軍を本陣と三つの城じよう砦さい群ぐんを包囲する封ふう鎖さ線の構築に当たらせ、もう一方の一軍に休息を取らせつつ反乱軍の攻こう撃げきに備そなえさせる。それがフィリップの選んだ基き本ほん的な戦せん略りやく方ほう針しんだった。


　前回のトゥールスレン平原での戦いでは、王国軍は充じゆう分ぶんな防ぼう備びを構かまえることなく攻こう勢せいに出た結果、背はい後ごを〈風の戦乙女〉に突つかれて退たい却きやくを余よ儀ぎなくされたのだ。その反省を活いかすためにも、今回は充分な時間をかけて準じゆん備びするのは当然だった。


　城攻めとなれば、策さくをもって城の内側から乱みだれさせるという手を除のぞけば、二つしか手しゆ段だんはない。すなわち、強きよう襲しゆうと攻こう囲いだ。


　強襲とは、兵の犠ぎ牲せいを厭いとわず絶たえ間ない攻撃を仕し掛かけ、力ずくで陥落させることである。


　他方攻囲とは、文字通り敵を囲むことだ。敵の補ほ給きゆうを断った上で、こちらも防備を固め、時間をかけて陥落させることを目的とする。あるいは兵ひよう糧ろう攻ぜめと言い換かえることもできるだろう。


　圧倒的な兵力差があるならば強襲。兵站が整い時間的余よ裕ゆうがあるならば攻囲。あるいはその二つを組み合わせ、まず攻囲を仕掛けて敵を消しよう耗もうさせた上で強襲に出るというのが城攻めの基本である。


　現在、反乱軍との兵力差はほぼ同等、あるいは優ゆう位いにあると見られるが、トゥールスレン城砦の防備は固い。強襲には守しゆ備び側の三倍の兵力が必要とされており、さすがにそれほどの余裕は王国軍にもないのだ。


　だが一方で反乱軍の補給能のう力りよくは王国軍とは比くらべ物にならず、間者の報ほう告こくによれば城内に蓄たくわえられた兵糧は二月もたないという。当たり前だ、王国軍でさえ全軍の三分の一近い兵力と貴き族ぞくからの積極的な支し援えんを得てもなおその兵力は二万に満たない。一方で反乱軍は王国軍ほどの強固な地じ盤ばんを持たないにもかかわらず、ほぼ同数の兵力を有しているのだ。どれだけ無理をしているのかなど想そう像ぞうに難かたくない。逆に兵站を気にする必要がなければ、王国軍だって今の何倍もの兵力を動員できたのだ。


　戦勝の名めい誉よを望むフィリップとしては早々に決着をつけたいところだが、だからといって力ずくで勝利できるような状じよう況きようではない。ゆえにフィリップは、ひとまずは攻囲の道を選び、自軍の犠牲を極力減へらす形での勝利を画かく策さくしたのだった。


　──しかし、解げせんな。


　反はん乱らん軍とて兵糧攻めにされれば長くはもたないということぐらい知っているはずである。まして王国を敵に回してここまで戦ってきたあのジェレイドならば、なんらかの対策を立てていても不思議ではない。


　ジェレイドは三つの城砦群が完全に包囲されたとしても、まだ勝てるだけの策を用意しているのではないか。その点だけが、フィリップの心しん胆たんをわずかに寒からしめていた。


　フィリップが知る由よしもないが、彼の洞どう察さつは非ひ常じように正しいものだった。


　実じつ際さいのところ、ジェレイドにとって攻囲という戦略はもっとも嫌なものだった。兵糧攻めにされれば、いつかは城砦から討って出ざるを得なくなる。しかしそのときまでには王国軍は三つの城砦群を囲む完かん璧ぺきな封ふう鎖さ線を構築しているだろう。三つすべての砦とりでを包囲すれば必然的に包ほう囲い網もうそのものは薄うすくはなるが、かといって突とつ破ぱは容よう易いではない。


　だが、もうしばらく後──フィリップの戦略は、思わぬことから頓とん挫ざすることになる。
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　季節は夏である。


　王国の緑は日に日に色濃こくなり、旅人は暑さに悩なやまされ始める時期でもある。しかしそれも山の中の道となれば、容よう赦しやなく照りつける暑い日ざしも葉の茂しげった木々に遮さえぎられ、道を行く旅人に心ここ地ちよい涼りようをもたらす。


　そんな木々に覆おおわれた山道を、アレスの操る馬はゆっくりと進んでいた。背せ中なかに一人の少女を乗せたまま。


「クラウディアさま。ご……ご気分はいかがでしょう？」


　一国の王女と同じ馬を共にすることの無礼さ。背中一いつ杯ぱいに感じられる小さな少女の体温。このような名めい誉よに与あずかれたことを喜ぶべきなのか、あるいはこんな大それたことをしていいのだろうかという胸きよう中ちゆうのせめぎあい。


　様々な要よう因いんが重なった結果、やや上ずってしまった声と共にアレスは後ろを振ふり返った。


　突とつ然ぜん声をかけたせいだろう、クラウディアは少し驚おどろいたようにアレスの顔を見た後、まるで目を合わせていられないと言わんばかりにぷいと顔を逸そらし、代わりに腰こしに回していた腕うでに力を込めた。


「う、うむ。問題ない。そう気き遣づかわずともよい。ただ……少し暑いな」


「……ど、同感です」


　そんな会話を真ま面じ目めに交かわす二人を見て、後続の馬車を操るシオーネが、不器用な妹を見守る姉のような穏おだやかな笑えみを浮うかべる。


　木々の間から涼すずやかな風が吹き込んでいるとはいえ、この季節にそうもお互たがい体を密みつ着ちやくさせていれば暑くなるのは当然だろう。しかし二人ともそれが分かっているはずにもかかわらず、体を離はなそうとはしないところを見ると、決して満まん更ざらではないということなのだろう。


　段だん々だんと、山道の傾けい斜しやが緩ゆるみ始めた。


　長い長い登り道が終わり、ようやく頂ちよう上じようにさしかかったのだ。


　森の切れ間から、山向こうの景色が眼がん前ぜん一杯に広がる。


「ほう。これはなかなかの展てん望ぼうだな」


　クラウディアは額ひたいに手をかざし、目を細めながら眼下の光景を眺ながめた。


　どこまでも続く一面の緑の大地。国土のほとんどが森林に覆われているベールセールならではの光景だ。また、山のふもとから少し行ったところには一つの町があり、その周囲を黄こ金がね色いろの穂ほを垂たれる麦畑が囲っている。


「クラウディアさま、今日はあの町で休みましょう」


　アレスの提案に、クラウディアはわずかに頰ほおを緩ませた。


「それはいいな、たまにはベッドで休みたいものだ。しかし……いいのだろうか。わたしの素す性じようが発覚してしまうかもしれないし、時間を浪ろう費ひすることにもなろう」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、クラウディアさま」と、シオーネが言った。「その恰かつ好こうでしたら絶ぜつ対たいに分かりませんし、どのみち夜になればどこかで休まなければなりません。なら少しでも体を休めやすい場所で宿を取るべきです。今疲つかれてしまっては後が大変ですし」


「……そうか。そうかもな」


　長年クラウディアのすぐ傍そばに控ひかえてきたシオーネである。この程てい度どのことを納なつ得とくさせるのはたやすかった。


　シオーネには、ある目的があった。


　それは、この旅を始めたときから考えていたあることである。この旅の間にどうしてもやっておきたいこと──それはクラウディアに、王女としてではなく十三歳さいの女の子としての時間を与あたえることである。


　これまでも、そしてこれからも、クラウディアには王女としての責せき務むが待っている。今回の旅もある意味ではその一いつ環かんのようなものだし、仮かりに全てがうまくいったとしても、クラウディアには友好のために隣りん国こくへ嫁とつがされるという未来が待っている。


　クラウディアは自分に課せられたその責務の意味をよく理り解かいし、それを決して回かい避ひしようとはしない。これまでも、そしてこれからもそうだろう。


　だが、この旅の間ぐらいは例外であって欲ほしかった。今このときだけは、王女としての威い厳げんを保たもって見せるべき相手などどこにもいないのだから。


　それゆえ、シオーネは次のように提てい案あんすることとなる。


「クラウディアさま。この暑さの中での強行軍です、そろそろお疲れではありませんか？　こんなにいい景色なんですし、この辺りで少し休んでいきましょう。これからまだ山を下らねばなりませんし」


　すると案の定、クラウディアは残念そうな顔をして首を振った。


「確たしかにそれは気持ちよさそうだが……。しかしシオーネ、今は道を急がねばならぬ時だ。残念だがまたの機会にしよう」


「もう、本当にそんなことばっかりなんですから。確かに急ぐことも必要ですけど──」シオーネは馬車の速度を上げると、クラウディアのすぐ隣となりに並ならび、その耳元でそっと囁ささやいた。「これは、人目を憚はばかってアレスさまとお話ができる数少ない機会なんですよ？」


「む……」


　その言葉に、クラウディアは思わず想そう像ぞうした。見晴らしのいい山頂。そこでさわやかな風を感じながら、アレスと時を共にする──。


　──まるで恋こい人びとのようではないか。


　頰ほおが紅こう潮ちようする。だがすぐにかすかな誘ゆう惑わくを振り切るように首を振った。


「い、いや駄だ目めだ駄目だ。こうしている間にも戦いくさは続いているのだ。我われらは道を急がねばならぬ。おまえも分かっているはずであろう」


「ですが、急ぐにしても限げん度どというものがありますわ。馬車は坂道を下る方が大変なのです。下山する前に少し馬を休ませて体力を回かい復ふくさせる必要もありますし」


「そ……そういうものか？」


「ええ、そういうものです」


　この旅の間、ずっとクラウディアを納得させる方法を考えていたシオーネにとって、その程度の説得は簡かん単たんだった。


　クラウディアもずいぶんと心が傾かたむいてきた様子だったが、それでもまだ迷まよいが残っているらしく、「でも……しかし……うーん……」などと呟つぶやいている。


　シオーネは外そと堀ぼりを埋うめてクラウディアの迷いを断たち切きるため、今度はアレスに向かって口を開いた。


「アレスさま、よろしいですね？　クラウディアさまもずいぶん長い間馬に揺ゆられてます。少し休きゆう憩けいしましょう」


「は。分かりました」


　長時間体を揺さぶられるというのは、それだけでかなり疲ひ労ろうがたまる。シオーネの目もく論ろ見み通り、クラウディアの体調に気を遣つかうべき立場にあるアレスは、迷わなかった。


「ちょうどいいですわ。ほら、あそこにいい木こ陰かげが」


　シオーネの指差した先。そこには、一本の木が生えた小高い丘おかがあった。





　　　　　◆





　アレスは空を見上げた。


　わずかな雲しかない、快かい晴せいである。


　新緑の草木が芽め吹ぶき、色とりどりの花が咲さき乱みだれる新春の光景も捨てがたいが、初夏の王国もまた美しい。空はどこまでも青く、大地はどこまでも濃こい緑一色に染そまる。そんな光景を眺ながめながら、木の下で腰こしを下ろせばクラウディアの身も心も休まるだろう──。


　最初、アレスはそんなのん気なことを考えていた。


　しかし、突とつ然ぜんシオーネが口にしたある提案によって、たちまち平静さを失うことになる。


「アレスさま、わたしは馬の世話をしてきます。水も飲ませなければいけませんし」


「……え？　いや、待ってくれシオーネ、そういうことなら私が──」


「とんでもありませんわ、アレスさまにはクラウディアさまの護ご衛えいという大切なお仕事があるのです。では、後はよろしくお願いしますね」


　と、アレスが止める間もなくシオーネは馬車の方へ行ってしまったのだ。
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　結果、アレスの傍そばにいるのはクラウディアだけという状じよう況きようになってしまう。


「……むう」


　アレスとしては、ただクラウディアとシオーネに体を休めてもらいたい──そんなことを考えていただけだというのに、それが突然クラウディアと二人きりになってしまったのだ。思いもよらぬことだった。


　女じよ性せいに仕事を押おし付けるべきではないとシオーネの後を追うべきなのか、護衛としてクラウディアの傍に留とどまるべきなのか、だがそもそも一いつ介かいの騎き士しが一国の王女と二人っきりになるようなことがあっていいのだろうかと、オロオロと判はん断だんに迷う。その様は誰だれが見ても〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と反はん乱らん軍に恐おそれられた一いつ騎き当千の騎士には見えなかっただろう。


「アレス、何をぼーっとしている？　おまえもこっちへ来て休め。休憩の意味がないではないか」


　クラウディアはシオーネが敷しいた敷しき物ものの上へ腰を下ろすと、遠えん慮りよせず座すわれとばかり、自分の隣となりを叩たたいて見せた。


「は……はあ」


　一介の騎士風ふ情ぜいが一国の王女の隣に腰を下ろすようなことをしていいのだろうか──例によって、アレスはそのような疑ぎ問もんに苛さいなまれることとなる。しかしクラウディアさまがああ仰おつしやっている以上、拒きよ否ひする方が失礼であり、そもそもどこか残念というか惜おしいような気もして、少なからぬ逡しゆん巡じゆんの末、素す直なおに従したがう道を選ぶ。


「いい天気だな」


　クラウディアはどことなく緊きん張ちようしている様子だったが、一方でいつになく穏おだやかな表ひよう情じようをしているようにも思えた。


「え、ええ。まったくです」


　対照的に、アレスの返事はすっかり上ずっていた。


　降ふってわいたこの状じよう況きように未だ動どう揺ようを隠かくせずにいたためである。


　すぐ隣に、それも肩かたが触ふれ合うような距きよ離りにクラウディアの小さな体があるのだ。そう考えるだけで心しん臓ぞうが高鳴る。


　どうにか心を落ち着かせるために、意味もなく晴れ渡わたった空を見上げたりしてみる。


「こら、何をきょろきょろしておる」


「あ。いえ、申し訳わけありません」


　言われて今度はまっすぐ前を向いてみるものの、そのまま何をすればいいのか分からず硬こう直ちよくしてしまう。


「…………」


「…………」


　会話が続かなかった。次に何と言えばいいのか分からず、ただ時間だけが過すぎていく。


「……アレス」


　クラウディアの静かな声。


「せっかく……珍めずらしく二人で話す機会ができたのだ。何かもっとするべき話でもないのか」


「は、はあ」


　極きわめて難むずかしい注文だった。


　まさかクラウディアに戦場の話や軍ぐん略りやくを語っても仕方がないだろう。ましてアレスは、雑ざつ談だんというものが得意ではない。ここでクラウディアを楽しませるより、万の敵てき軍ぐんに単身飛び込こんで旗を奪うばってくる方がはるかにたやすいとさえ思えるほどだ。


《どうした？　話が続かぬか？》


　それは、突然現われた。


　最近は身の危険も何もなかったためだろう、長らく耳にしていなかった声が脳のう裏りに響ひびく。


　パンドラである。


《ずいぶん居い心ごこ地ちが悪そうではないか。なんなら我わが助言をくれてやってもよいのだぞ？　我が主あるじの手を煩わずらわせることもない、ほれ、こういうときはとりあえず自分のことをどう思うかとでも聞いてみろ》


　クラウディアさえ隣にいなければ、うるさいと叫さけんでいただろう。確たしかに今は助言も欲ほしいところであったが、そんな分不相応なことが聞けるわけもない。


　結局、何か言い出せるわけでもなく時だけが無む常じように過ぎていく。


　すると心なしかクラウディアの表情が段だん々だん強こわ張ばってきたような気がして、なおさら恐きよう縮しゆくしてしまう。


　──な、何か！　何かしなければ！


　幸いなことにアレスは、一つだけこの気まずい状況を脱だつする方法があることに気付いた。


「ク……クラウディアさま」


「うん。なんだ？」


「その、女性のシオーネを一人働かせて騎士たる私がいつまでもこうして休んでいるわけにはいきません。私もシオーネを手伝ってこようと思います」


　そう言って立ち上がる。だが、そのままの姿し勢せいでアレスは身を強張らせることとなる。


「…………」


　なぜかは分からないが、クラウディアに無言で睨にらまれていたためであった。


　自分は何か怒おこらせるようなことをしただろうかと、本気で自問してみるが何も思いつかない。


《やれやれ。よりにもよってその道を選ぶか。つまらぬ男だ》


　興きよう味みを失ったように、パンドラが姿すがたを消した。


　一方クラウディアは、呆あきれたようにアレスから目をそらした。


「……アレス。そのままでいい、少しわたしの話を聞け」


「は。なんでしょうか」


「覚えておるか？　わたしとおまえは、六年ほど前にもこうやって二人でたくさんの時間を過ごしたことを」


「も……もちろんです」


　忘わすれられるわけもない。アレスは十二歳さいという年ねん齢れいながらクラウディアの護ご衛えいとなり、様々なことをして色々なことを学んだ。二人で城しろを抜ぬけ出し、城じよう下かの町を手を繫つないで駆かけ巡めぐるという、今考えると冷ひや汗あせが噴ふき出るようなことまでやった。


　なぜそのような話をするのだろうかとアレスがいぶかしんでいると、クラウディアは山さん頂ちようからの光景を眺ながめながら言った。


「おまえは知らぬだろうが、あの頃ころ、わたしには心惹ひかれる騎き士しがいてな」


「え──」


　あまりにも突とつ然ぜんで、あまりにも衝しよう撃げき的な言葉だった。


　騎士。一体誰のことか。


　ひょっとして自分のことではないかとも思ったが、すぐに思い上がりも甚はなはだしいと打ち消す。そんな考えを持つこと自体が分ぶん不ふ相そう応おうというものだし、そもそもアレスが騎士となったのは二年前だ。六年前はただの子こ供どもに過ぎなかった。自分であるはずがない。


「だ……誰のことなのでしょう、それは」


　動どう揺ようを隠かくせないでいるアレスとは対照的に、クラウディアは悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮かべた。


「誰が教えてやるか馬ば鹿か者もの。婦ふ女じよ子しの秘ひ密みつを問とい質ただすのが騎士のやることか？」


「それは……確たしかに、そうですが」


　言葉を失う。確かにその問いは騎士がすべきではないし、ましてクラウディアは王女であり、自分は一いつ介かいの騎士に過ぎないのだ。その間にあるものは主しゆ従じゆうの関係のみであるべきで、立ち入ったことに触ふれることなど許ゆるされるはずもない。


　だが、そう理り解かいしてはいても、クラウディアの心惹かれた相手と聞かされては、なぜか問い質さずにはいられなかった。


「そ、それにしてもなぜいきなりそんな話をなさるのです……？」


「知るか馬鹿者。自分の胸むねに手を当てて考えてみるがよい」


　言われた通り考えてみるが、さっぱり分からない。


　やがてアレスのそれ以上の追つい及きゆうを拒きよ否ひするかのように、クラウディアは勢いきおい良く立ち上がった。


「さて、いつまでも休んでいるわけにもいくまい。おまえの言う通りシオーネにばかり仕事をさせるわけにもいかぬし、こうしてる間にも争いは続いておるのだろうからな。ほら、おまえもいつまでそんな難むずかしい顔をしているつもりだ？」


「は……はあ」


　疑ぎ念ねんは絶たえることがなかった。


　──誰なのだろう、その騎士とは……？


　少なくとも自分でないことは確かである。王女であるクラウディアの周囲には昔から何人もの騎士がいたのだ。しかも、そのほぼすべてが優ゆう秀しゆうな騎士ばかりだった。その内の誰かにクラウディアが心惹かれるようなことがあったとしても、決して不思議ではないだろう。


「……そういえば」


　ふと思い出す。眉び目もく秀しゆう麗れいで、家いえ柄がらもいい若わかい騎士が一人、クラウディアの元へよく来ていたことを。


「確か、名は……駄だ目めだな、思い出せん」


　記き憶おくを呼よび覚ますため、アレスの意い識しきは再ふたたび過か去こへと飛んでいた。


　今から六年前。王国暦れき七十七年、クラウディアと初めて出会ってから間もないあのときへ──。
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　王国暦七十七年初頭。


　クラウディアの近きん侍じ兼けん護ご衛えいになった翌よく日じつのことである。


　アレスは城しろへ出仕するなり、侍じ従じゆう長ちようを務つとめる老婦ふ人じんよりお叱しかりを受けるハメに陥おちいっていた。


「まったく……！　クラウディアさまをお守りする立場にあるあなたが、クラウディアさまと一いつ緒しよに城を抜ぬけ出すとは何事ですか！　幸い何もなかったからいいようなものの……！」


　それは叱られるに値あたいするもっともな理由だった。アレスとしては、神しん妙みような顔をしてうなだれる他ほかなかった。


「申し訳わけありませんでした。クラウディアさまにすっかり言いくるめられてしまって……」


　そんなアレスを見て反省していると思ったのか、侍従長は少しだけ語気を弱めた。


「……クラウディアさまに悪い癖くせがあることは、もっと注意を喚かん起きしておくべきでしたね。わたしの手落ちだったかもしれません。ですが、今後はくれぐれもこのようなことがないように。今度クラウディアさまが城を抜け出そうとすれば、あなたが止めるのですよ」


「分かりました、気をつけます。でも……いいんでしょうか？」


「……何がですか？」


「あの、クラウディアさまはこれまでも護衛の騎士の目を盗ぬすんで城を抜け出していたんですよね？」


「ええ。残念ながら」


「じゃあ……いえ、では、もし僕ぼくがクラウディアさまの行動に反対するようなことをすれば、クラウディアさまはお一人で外に行ってしまうのではないでしょうか。そうなるよりは僕だけでもずっとクラウディアさまのお傍そばにいた方が……」


「む……」


　アレスの言葉に一理あることを認みとめざるを得ず、侍従長は渋しぶい顔をした。


　もっとも、それはアレスが考え付いた言い分ではなかった。当のクラウディアから「もし城を抜け出したことで叱られたらこう言え」と指し示じされていたのだ。


「……なるほど、そういう見方もあるのかもしれません。アレス、あなたは思っていた以上に聡そう明めいな子なのかもしれませんね」


「きょ、きょうしゅくです」


　侍従長を騙だましているような気がして、申し訳なく思う。


「確たしかに、クラウディアさまの悪い癖がすぐになくなるとは思えませんし、それならば一人でも護衛がいた方がいいのかもしれません。もっとも、だからといってあなたにクラウディアさまが城を抜け出す手助けをしろとは言えませんが」


「はい、分かります。僕もできる限かぎりお止めするつもりですけど……」


　侍従長は諦あきらめたように一度だけため息を吐ついた。


「アレス、いい機会です。一つだけあなたに教えておくことがあります。クラウディアさまは一年前、護衛の近この衛え騎士に見み捨すてられたことがあるのです」


「え……？」


　聞き捨てならない話だった。


「な……何があったのですか？」


「この王おう城じようの宝物庫を狙ねらって、数人の賊ぞくが忍しのび込こむという事じ件けんがあったのです。賊たちは夜の城を徘はい徊かいし、運悪くクラウディアさまの部屋にたどり着いてしまいました。不意を突つかれたこともあり、そのときは護衛の騎き士しがたった一人でクラウディアさまをお守りすることになったのです。ところが、その騎士はクラウディアさまを部屋の物もの陰かげに隠かくれさせ──自身はそのまま部屋から逃にげ去ってしまったのです」


「そんな……」


　騎士、それも近衛騎士といえば忠ちゆう誠せいや勇気、実力を認められた者にのみなることが許ゆるされた至し高こうの存そん在ざいである。男子ならば誰だれもが一度は憧あこがれる、それが近衛騎士なのだ。アレスも例外ではなく、近衛騎士と聞くだけで心が躍おどるほどだった。


　そんな近衛騎士が、王女さまを放って逃げ出したという。想そう像ぞうもできないことだった。


「いえ、誤ご解かいしないでください。結果的に近衛騎士の行動は正しいものだったのです。もし彼が一人で賊を迎むかえ撃うっていれば、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいで無む駄だに命を落としていたでしょう。そうなれば守る者のいなくなったクラウディアさまも危き険けんにさらされたに違ちがいありません。しかし彼は自ら逃げることで賊の注意を引き、さらに応おう援えんを呼よぶことで見事賊を撃げき退たいすることができたのです。ですが、まだ幼おさないクラウディアさまにはそう考えることはできなかったようなのです」


　ずっと抱いだいていた近衛騎士への信しん頼らいが裏うら切ぎられなかったことに安あん堵どしつつも、クラウディアの心しん情じようがアレスにはよく分かった。


　すぐ近くに賊がいる状じよう態たいで、唯ゆい一いつ頼たのみとしていた護ご衛えいに逃げ去られ、クラウディアはただ一人物陰に隠れていたという。さぞかし怖こわかったことだろう。クラウディアがどれだけ聡明であっても、まだ十にも満たない子こ供どもなのだ。護衛の騎士にどれだけ正当な事情があったとしても、こう思わずにはいられなかったのだろう。自分は見捨てられたのだと。


「それからです。クラウディアさまが護衛の目を盗んで城を抜け出すようになったのは。近衛騎士が信用できなくなってしまったのでしょうね。ですが、そんなクラウディアさまが進んで護衛を傍に置くようになりました。それも、あなたがきてからです、アレス」


「…………」


「クラウディアさまは大人の騎士とは違う、もっと身近で、常つねに自分を守ってくれる護衛が欲ほしかったのかもしれません。ですからアレス。どうかこれだけは覚えておいてください。あなたはクラウディアさまに信頼されているのです。どうかその信頼だけは絶ぜつ対たいに裏切らないでください」


「……分かりました。命に代えても」


「いい返事です。クラウディアさまの件は、こちらでも早そう急きゆうに何か対たい策さくを考えます。あなたはいついかなる時でも、あなたの任にん務むを忠ちゆう実じつに果たすように」


　それはアレスがクラウディアの悪い癖に付き合うことを、消極的ながら黙もく認にんする言葉だった。
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　一方、その頃ころ。


　一人の若わかい騎士が悠ゆう然ぜんとした足取りで王おう城じようの中を進んでいた。


　名をフィリップという。家いえ柄がらもよく、眉び目もく秀しゆう麗れいで将しよう来らいを期待されている騎士である。


　といっても歳としは十六となったばかりで、背せが高いせいか大人に混まじってもそれほど遜そん色しよくはないものの、腕うでや足の太さはいくぶん劣おとる。剣けんを振ふればその重さに振り回される有様で、それゆえ身に着けている甲かつ冑ちゆうも特とく別べつ製せいで、金きん属ぞくを極きよく限げんまで削けずって見た目を損そこなわないよう軽量化したものだった。


　もちろん、そんなことをすれば甲冑の防ぼう御ぎよ力は損なわれる。本来ならば、そのような未み熟じゆくな者が騎士を名乗ることは許されない。


　だが例外はある。たとえばフィリップのように、ディルヴィレン侯こう爵しやくという大貴き族ぞくを父に持っていた場合だ。


　もっとも、大貴族の息むす子こといえど、フィリップは次男だった。貴族の爵しやく位いは一子相伝であり、爵位も財ざい産さんのほとんども通つう常じようは長男に引き継つがれる。家の力が分散するのを防ふせぎ、子々孫々まで家名を残すための当然の措そ置ちだ。


　それゆえ多くの貴族がそうするように、父ディルヴィレン侯は次男のフィリップを騎士にしようとした。騎士になれば少なくとも食うことに困こまりはしないし、フィリップには幼おさないころから武ぶの才があるように思えたからだ。生来、誰かに負けるということに我が慢まんならない性せい格かくをしていたためか、剣の訓練にも余よ念ねんがなく、いつの間にかそれなりに剣を扱あつかえるようになっていたのだ。あとは騎士として戦功の一つも挙げればディルヴィレン家に新たな名めい誉よをもたらすことにもなる。ディルヴィレン侯はそう考えたのだ。


　騎士になるには、まず経験豊かな騎士の下で従じゆう者しやとして修しゆ行ぎようを積み、任にん命めい権けんを持つ貴族から騎士叙じよ勲くんを受けなければならない。ただ、自分の子供に対して騎士叙勲を行うことは禁止されているわけではないが、身内びいきと見られやすいことから、あまり外聞のいいことではない。それゆえディルヴィレン侯は知り合いの騎士と貴族に頼たのみ、十六という最年少でフィリップに騎士の身分を与あたえ、成長しきっていない体でも使いこなせる特別製の甲冑まで与えたのだった。


　こうして、少なくとも表向きは将来を嘱しよく望ぼうされる騎士が生まれた。このまま成長し、戦功を立てれば近この衛え騎士への道はもちろん爵位が授じゆ与よされることもあるだろう。ましてディルヴィレン家の名は、それを後あと押おしできるだけの影えい響きよう力を充じゆう分ぶんに持っていた。


　しかし他人が見ればうらやむであろう何の不安もない将来に、フィリップ本人は大いに不満を抱いだいていた。


「親に作られた道をただ黙だまって歩んでいくなどまっぴらだ。俺おれは俺なりの野望を実じつ現げんし、父さえも超こえてみせるぞ！」


　フィリップは幼いころより衣食住に困ることはなく、また自分の思い通りにならないこともなく、それゆえ貴族の子し弟ていによくあるように、やや我わがままに育ってきた。


　だが、そんな彼にも唯ゆい一いつ思い通りにならないことがあった。自分が次男だということである。


　次男というだけで兄よりも下の扱いを受け、次男というだけで家か督とくも財産も満足に相続できない。兄よりも自分の方が優ゆう秀しゆうだという自負があっただけに、その不満は日々増ぞう大だいしていった。こうしてフィリップは、兄や父さえも超えるべく、ある野望を抱くようになっていたのである。





「これはこれは、フィリップ卿きようではありませんか」


　そのとき、たまたま通りがかった貴族の一人がフィリップの姿すがたに気付き、声をかけた。


「ああ。ご無沙汰しております、ロナルディア伯はく」


　フィリップは出来る限かぎり柔にゆう和わな笑えみを浮うかべて言った。フィリップは眉目秀麗と評ひよう判ばんが高いが、一方で抱いている野望のせいかその表ひよう情じようにはいつもどこか不ふ敵てきなところがあった。だが、普ふ段だん不敵な表情をしている分、少しばかり微ほほ笑えんで見せるだけで、人を安心させる効こう果かもあったのだ。


「このような場所でお会いするとは奇き遇ぐうですな。今日は何か王おう城じようにご用事が？」


　本来、騎き士しよりも伯はく爵しやくの地位の方がはるかに高い。それでもロナルディア伯の方がへりくだったような態たい度どを取っているのは、当然ながらフィリップの父を気にしたためである。


「いえ。たまたま近くに寄よったものですから、王女殿でん下かにご挨あい拶さつをと思いまして」


「なるほど、それはよい心がけです。では、お父上によろしく」


「ええ。それでは」


　苦々しく思う感かん情じようを胸むねの奥おくに押し込め、平静を装よそおってその場を後にする。


　誰も彼もがフィリップの父のことを気にする。それほどにディルヴィレン侯爵家の影えい響きよう力とは強いのだ。


　しかしフィリップにはそのことが我が慢まんならなかった。父の力ではなく、自分の力ですべてをひれ伏ふさせたかった。


　それゆえフィリップは、ある異い性せいの存そん在ざいに目を付け、特別な感情を抱くようになっていた。もっとも、七歳さいの少女に抱いているその感情は、恋こい心ごころと呼よぶ類たぐいのものではなかったが。


　その異性は、王城の中でも一番警けい備びの厚あつい場所にいる。並なみの地位の者では近づくことすらできない。しかしディルヴィレン侯を父に持つフィリップは例外であり、護ご衛えいの近衛騎士たちも軽く会え釈しやくするだけで黙って通す。


「……変だな。護衛の数がずいぶんと減へったようだが」


　そんな疑ぎ問もんを抱くが、気にしたところで答えは分からない。すぐさま思考を切きり替かえ、目的地へ着くと、いつも通り扉とびらを叩たたく。


「はい？　まあまあ、これはフィリップさま」


　顔見知りの中年の女性が顔を出す。この部屋の主に仕えている侍じ女じよだ。


「近くに来る用事がありましたので、ご挨拶に上がりました。クラウディアさまは？」


「ええ、いらっしゃいますよ。クラウディアさま、フィリップさまがいらっしゃいました」


　フィリップの意中の相手──その名を、クラウディア王女殿下という。


　もしクラウディアの心を射い止とめることでもできれば、侯爵どころか今の王国には一人も存在しない公爵の地位、あるいは次期国王の地位とて夢ゆめではなくなる。その野望が、ある意味では恋心と同じようにフィリップの身を焦こがしていたのだ。


　それに、七歳の少女に恋れん愛あい感情を抱くというのはいささか無理な話ではあるが、クラウディアが可か憐れんであるという点については異い論ろんを差し挟はさむ余よ地ちはない。将しよう来らいはさぞかし自分の伴はん侶りよに相ふ応さわしい美び姫きとなるだろう。長い年月をかけ、いたいけな少女を自分好みに育て上げるというのも悪くはなかった。


　そうした事じ情じようがあったゆえに、これまでもフィリップは何かと理由をつけては王都に赴おもむき、そして事あるごとにクラウディアに接せつ近きんしようと試こころみてきたのだ。


「構かまわん。通せ」


　部屋の奥からクラウディアの声がした。


「分かりました。さあ、どうぞお入りください」


「は。失礼します」


　部屋へ足を踏ふみ入れる。


　いつものように、可憐な王女は机つくえに向かって何か本を読んでいたようだった。


「フィリップか。久ひさしぶりだな」


「これはひどい。前にお会いしてからまだ半月と経たっていないではないですか」


　心外だと言わんばかり、大げさに肩かたをすくめて見せる。


「そうだったか？　他意はない、気にするな。それで今日は何の用だ？」


「これはまたひどい。私とクラウディアさまの仲ではありませんか、用がなければ来てはいけないということはないでしょう？」


「なるほど、それもそうか。詮せんの無いことを言ってしまったな」


　クラウディアがそう言うと、すぐさまフィリップは大げさに思えるほどの優ゆう雅がな礼をしてみせた。その態たい度どにクラウディアがややうんざりしていることも知らず。


「いえいえ、私もいささか言葉が過すぎました。実は今日は一つ用向きがございまして。クラウディアさま、聞きましたよ。前回お会いした際さいに私がお贈おくりした首くび飾かざりを、外出の際に紛ふん失しつされてしまったとか」


「ん？　ああ、うむ、そんなこともあったか？　すまぬな、せっかくのおまえの贈り物を」


「いえいえ、お気になさらず。一度でもクラウディアさまに着けて頂いただけたのでしたら充じゆう分ぶんです。今日は別の首飾りを持ってまいりましたゆえ、どうかお納おさめください」


　そう言ってフィリップは懐ふところから用意してあった木箱を取り出した。蓋ふたを外すと、綺き麗れいな宝ほう石せきを五つもちりばめた見事な首飾りが姿すがたを現あらわす。


「これはまた高こう価かそうな品だな」


「当然です。これはかの有名なダグラッドというドワーフの工こう匠しようによって作られた、この世に二つとない名品です。クラウディアさまに献けん上じようするとあればクラウディアさまに相応しい価か値ちを持つ物でなければなりませんから」


「そうか。では、有ゆう効こうに使わせてもらうとしよう」


　と、そのときであった。


　フィリップの背はい後ごで、扉が開いて誰かが入ってくる気配があった。


「クラウディアさま、ただいま戻もどりました」


「……なに？」


　背後を振ふり返ったフィリップは、驚おどろきを隠かくせなかった。


　クラウディアも子こ供どもとはいえ女じよ性せいであり、その上一国の王女でもある。ゆえに、その部屋に入れる男子はごく限かぎられる。護衛の近衛騎き士しでさえ、軽々しく足を踏ふみ入れることはできない。それこそ由ゆい緒しよある家か系けいに育ち、幼おさないころからクラウディアと親交があるフィリップのような者にしか入室は許ゆるされないはずなのだ。


　にもかかわらず、このとき部屋に入ってきたのは少年だった。身なりを見ればいずこかの貴き族ぞくの子し弟ていであることは疑うたがいないが、それにしてもこの部屋への入室を許されるとは一体何者だろうか。


「ご苦労だったな、アレス。どうだったか？」


「はあ。たっぷりとお叱しかりを受けました」


　するとクラウディアは愉ゆ快かいそうに笑い出した。


「そうか、それはすまぬことをしたな」


　アレスと呼よばれた少年は少しだけ憮ぶ然ぜんとなった。


「笑いながら謝あやまらないでください、クラウディアさま。侍じ従じゆう長ちようも心配してましたよ、どうかこれからは自重してください」


「うむ、そうだな。考えておこう」


「…………」


　自分を蚊か帳やの外に置いて会話されることに、フィリップは慣なれていなかった。


　多少強ごう引いんに口を挟はさむ。


「ク、クラウディアさま。その者は……？」


「ん？　ああ、そなたは知らなかったか。こやつはアレスといってな、わたしの近侍として新しく雇やとったのだ。アレス、この者はディルヴィレン家のフィリップ卿きようだ」


「初めまして、フィリップさま。アレス・ファノヴァールと申します」


　そのアレスという名の少年は、子供とは思えぬほどの綺麗な礼をして見せた。


「ファ、ファノヴァール家の……!?」


　対照的に、フィリップは顔をしかめたくなる衝しよう動どうを必死で堪こらえなければならなかった。


　ファノヴァール。その家名を耳にした貴族やその子弟の多くは、複ふく雑ざつな感かん情じように悩なやまされることを余よ儀ぎなくされる。


　三代に亘わたって王家に忠ちゆうを尽つくし功を積み上げてきた、右に並ならぶ者なき武ぶ人じんの名家。それがファノヴァール家だ。


　だがそのせいで、どれほどの武人であっても「ファノヴァール家に比くらべれば」という一言で過か小しよう評ひよう価かされてしまう。


　また、ファノヴァール家は功こう績せきに見合った褒ほう賞しようを受け取らず、今も伯爵として極きわめて小さな領りよう地ちを与あたえられただけで満足している。それを平民や一部の貴族は謙けん虚きよだと評価するが、他の貴族からすれば迷めい惑わく極まりない。


「ファノヴァール家ほどの功績も立てていないのに、あれほどの恩おん賞しように与あずかるとはなんと欲よく深いことか」


　その一言ですべてが嘲ちよう笑しようの対象とされてしまうためだ。


　そしてそのファノヴァール家の四代目が、今ここに王女と共にいる。しかも、王女の近侍として！


　確たしかに忠ちゆう義ぎや家いえ柄がらという点では、アレスに王女の近侍に任にんじられる資し格かくは充じゆう分ぶんにあるだろう。だが、フィリップからすれば邪じや魔ま以外の何者でもなかった。近侍ともなれば自分よりはるかに長い時間をクラウディアと過すごすのだろう。その間に万が一クラウディアがアレスに対して恋こい心ごころの一つも抱いだくようなことがあれば、フィリップの野望は潰ついえかねない。


　フィリップは気力を振ふり絞しぼって冷静を装よそおった。


「ほ……ほう。それは存ぞんじませんでした。しかしクラウディアさまもお人が悪い。近侍をお探さがしならば、まず私めにご相談頂いただければもっと素す晴ばらしい人材をいくらでもご紹しよう介かいできたものを」


　皮肉のつもりだった。アレスのような子供に、クラウディアの近侍を務つとめる資格などない──暗にそう言ったのだ。


　しかし子供ゆえかアレスは皮肉だと気付けなかったらしく表ひよう情じよう一つ変えず、フィリップを落らく胆たんさせた。


　一方、クラウディアもまたフィリップの皮肉を知ってか知らずか平然と言い返した。


「それはすまなかったな。しかし生あい憎にくだが、アレスが選ばれたのは何も近侍としての能のう力りよくが評価されたからではない。これはここだけの話だが、アレスにはわたしの護ご衛えいとしての役目もあってな。何しろこの戦時だ、わたし一人のために何人もの近衛騎士を護衛に張はりつけておいては民たみに申し訳わけが立たぬであろう？　それゆえ、護衛の騎士を減へらす代わりにアレスを新たに雇ったというわけだ」


「こ……これはまた、突とつ拍ぴよう子しもないことを。ファノヴァール家の武名は私もよく存ぞんじておりますが、たかが子こ供どもに王女殿でん下かの護衛が務まるとは思えませんが」


　さすがに今度ばかりはアレスもカチンときたのか、ムっと唇くちびるを尖とがらせる。


「なに、その点を案ずる必要はない。アレスの剣けんの腕うではすでに大人の騎士をも凌りよう駕がしておる。わたしの護衛にはむしろ適てき任にんというべきだろう」


「さ、左様でしたか」


　にわかには信じがたい言葉だった。


　ファノヴァール家の息むす子ことなれば、確かに多少は腕に覚えもあるのだろう。だが、十歳さい少々にしか見えぬ子供が、騎士に勝てる道理などあるわけがない。


　それはフィリップ自身、覚えがあることだった。子供という未み成せい熟じゆくな体では、甲かつ冑ちゆうも剣も満足に扱あつかうことができない。力、技わざ、経けい験けん──そういったものを子供が身に付けるには、時間も体力も何もかもが不足している。自分より年下のガキとなればなおさらだ、大人の騎士になどかなうはずがない。


　それゆえに、フィリップはある提てい案あんをすることとなる。


「……確かに、かのファノヴァール家のご子息とあれば剣の腕も立つのでしょう。しかしそのような話を耳にしては、同じ騎士の道を志こころざす者として私も腕がうずくのを止められません。いかがでしょう、アレスどの。よろしければ私と一度手合わせしていただけませんかな」


「え……」


　予想外の提案だったのか、アレスは目を白黒させた。


　そして返事をする代わりに、クラウディアの方をうかがう。


「……あの、どうしましょう？」


「面おも白しろいではないかやってやれ、アレス」


「はあ。分かりました、クラウディアさまがそう仰おつしやるのでしたら」


　そのやりとりは、クラウディアとアレスの間にすでに主しゆ従じゆうの関係があることを示しめすようで、またもフィリップを不ふ快かいにさせた。もしこのまま二人の関係がもっと異い質しつのものに変化するようなことがあれば、フィリップの野望にとって大きな障しよう害がいとなるだろう。


　だが、手合わせが許きよ可かされたことは歓かん迎げいすべきだった。


　後はクラウディアの前でアレスを叩たたきのめしてみせればいい。そうすればクラウディアもきっとアレスに失望するだろう。


　いっそのこと、この勝負で勝った者がクラウディアの護衛を務つとめることにしてはどうかと提案してみようか──と、そんなことさえ思う。


　だが、その必要はなかった。ここでクラウディアは小悪あく魔まのような笑えみを浮うかべてこう言ったのだ。


「分かっておるな、アレス。おまえはわたしが選んだわたしの護衛だ。もし他の者に負けるようなことがあれば、それはわたしの顔に泥どろを塗ぬるのと同じことなのだからな」


「え……」


　アレスの顔が強こわ張ばった。


　その反はん応のうを楽しむように、さらにクラウディアは言った。


「そうだ。いっそこうしようではないか。フィリップ、もしそなたが勝利すればアレスの代わりにそなたをわたしの護衛にするというのは？」


「ク、クラウディアさま！　そんな！」


　アレスの動どう揺ようは、傍はたから見ていて気の毒に思うほどだった。


　一方で、フィリップは思い通りに事が進んだことにほくそえんだ。


「よろしいのですか、クラウディアさま？　試合を提案したのは私なのです。後からそのような条じよう件けんをつけてしまっては、アレスどのに申し訳わけがありませんよ」


「いや。わたしも王女だ、一度口にしたことをそう簡かん単たんにひるがえすつもりはないぞ。アレス、おまえも何を動揺しておるのだ？　ようは勝てばよいというだけの話だ。考えてもみよ、護ご衛えいが敗北するようなことがあればわたしは死ぬしかない。ゆえにアレス、いつ何時であっても、おまえに負けは許ゆるされぬ。それだけのことではないか」


「あ……」


　その言葉に、アレスの顔つきが変わった。


「……分かりました。全力を尽つくします」


　動揺を隠かくせないでいた先ほどの態たい度どとは打って変わった、子供とは思えない真しん剣けんな表ひよう情じようをする。





　　　　　２





　王おう城じようの中には二つの訓練場がある。


　一つは城しろに詰つめる騎き士しや腕に覚えのある貴き族ぞくが、鍛たん錬れんや簡単な試合を行うときのためのもの。


　もう一つは王族専せん用ようだ。主に王や王太子が武ぶ術じゆつの訓練を受けるときに使われる。


　しかし人目にさらされることがないよう城の奥おくまった場所に作られたその訓練場は、今日は例外的に王家とは関係ない者が二人も立ち入っていた。


　もっとも、うち一人は大貴族の息子であり、そしてもう一人は王国にその名を轟とどろかせたファノヴァール家の嫡ちやく男なんである。その上、立会人がクラウディア王女殿でん下かとなれば、その入場を拒こばめる者など誰だれもいなかった。


「さてと。では勝ち負けはどう決めるのだ？」


　訓練場の中央でにらみ合うアレスとフィリップを前に、クラウディアは腕うで組ぐみしながらそう尋たずねた。


「お言葉ながらクラウディアさま」と、フィリップは訓練用の木ぼつ剣けんを肩かたに担かつぎながら言った。「このような試合ではやり方は決まっております。すなわちこの唯ゆい一いつの武ぶ器きを落とすか、自らの敗北を認みとめるか。あるいは──」


　肩の木剣を前に、アレスに向かって突つきつける。


　その表情が、アレスにのみ見えるように愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ。


「──怪け我がを負って戦えなくなるか。この三つのみです」


「そうか。では二人とも、くれぐれも怪我のないようにな」


「ご安心ください。これでも私は騎士の身、手て加か減げんには慣なれておりますので」


　フィリップにとっては挑ちよう発はつのつもりだったが、残念なことにアレスが理り解かいした様子はなかった。


　それどころか、アレスはただ真剣な眼まな差ざしをして木剣を構かまえると、フィリップが思ってもみなかった言葉を口にしたのだ。


「フィリップさまはどうかお気をつけください。僕ぼくはあまり寸止めがうまくありませんので」


「……そうか。ではせいぜい気をつけるとしよう」


　──私に一ひと太た刀ちでも浴びせられると本気で考えているのか！


　相手は子こ供どもである。フィリップとしては大人気ないところを見せるわけにもいかず、それなりに加減してやるつもりだった。


　しかし気が変わった。


　さすがにクラウディアの前だということを考えると血を流すことは遠えん慮りよすべきだが、骨ほねの一本ぐらいはへし折ってやるべきだろう。


「クラウディアさま。開始の合図をお願いできますか」


「うむ。では二人とも、構えるがよい」


　クラウディアの言葉に、フィリップとアレスはそれぞれ木剣を正せい眼がんに構えた。


「……始めぇっ」


　戦いが始まる。


　しかし、二人の体たい勢せいは変わらなかった。


　フィリップがアレスの出方を待とうとしたのと同じく、アレスも動かなかったのだ。ただ剣を構え、フィリップの動きをじっと見つめている。


　──ガキのくせに！　こちらの出方を見み極きわめようとでもいうのか！


　フィリップは思わず舌した打うちした。


　攻こう撃げきこそ最大の防ぼう御ぎよなのだ。自分より上手の相手と戦うときに自ら守しゆ勢せいに回ろうとするなど、剣けん術じゆつの初歩も分かっていない証しよう拠こである。


　所しよ詮せん、ファノヴァールの家名を継つぐ者と言えど、この程てい度どということらしい。


　──ならばこのまま私に手も足も出せないまま負けてしまえ！


「はあああああ！」


　気合一いつ閃せん、フィリップは上じよう段だんに木剣を構えると、一気に距きよ離りを詰つめて振ふり下ろした。


　未み成せい熟じゆくな子供の体ではその一いち撃げきは受け切れるはずがない。アレスが体勢を崩くずせば、そのまま一気に畳たたみ掛かけるつもりだった。


　だが、フィリップの予想は大きくはずれた。


　アレスは襲おそい来きたるフィリップの一撃を斜ななめに構えた剣で受け止めた瞬しゆん間かん、絶ぜつ妙みような力加減でそれを受け流したのだ。


「なにっ!?」


　気付いたとき、フィリップの剣はアレスにではなく床ゆかに叩たたきつけられていた。


「くっ！」


　大きな隙すきを見せてしまったことになる。


　慌あわてて剣を引き戻もどし、後ろに飛んでアレスからの追つい撃げきに備そなえる。


　だがアレスは、動く様子はなかった。


　ただじっとフィリップの動きを見つめている。


「す、少しはやるではないか」


「……僕が子供だからって、大上段の一撃はやめておいた方がいいですよ？　僕と試合をする大人って、みんなその技わざを使うからいい加減対たい策さくを覚えてしまいました」


　フィリップの顔が赤くなった。


　確たしかに、大人が子供と剣の試合をするとなれば、身長差と力にものを言わせ、大上段からの一撃を喰くらわせようとするだろう。だからこそアレスは、その一撃を回かい避ひするための訓練を積んだのだろう。


　いずれにせよ、フィリップからすれば、自分よりはるかに年下の子供に剣術を教えられるなど、屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。


「……それはそれは、ご丁てい寧ねいにどうも。それより貴き様さまこそいつまで守勢に回っているつもりだ？　貴様はクラウディアさまの名めい誉よを背せ負おっているのだろう、守っているだけでは私には勝てんぞ？」


　このときである。アレスの表ひよう情じように、一段と険けわしさが増ましたようだった。


「……では僕も全力で行きます。クラウディアさまのためにも」


「ぬ？」


　アレスは左足を一歩前に踏ふみ出し、剣を持った右手をやや後ろに下げた。


　そしてまるでバネを縮ちぢめるがごとく、上半身を右にひねって剣を高く掲かかげる体勢を取る。


　明らかに切り込こむことを意図した体勢だった。


「そうこなくてはな」


　フィリップはそう呟つぶやくと剣を正眼に構かまえなおした。


　確かにアレスは剣の扱あつかいには慣なれているらしい。だがそれでもあの細い腕うででは大した力は込められない。


　切り込んでくるというならばこちらは切り払はらって見せよう。そしてアレスが体勢を崩したところに、今度こそ勝負を決める一撃を叩き込むのだ。


「……行きます」


　ご丁寧にもアレスがそんなことを口にした。


「ふん、来い」


　フィリップはアレスの動きを見極めるため、ほんの一度だけ目を閉とじた。視界をあえて閉ざすことで、目の前の動きに集中するためだ。


　正面から地を蹴ける音がした。


　直後、目を見開き、アレスを迎むかえ撃うとうとする。





「なっ──」





　だが、フィリップはまたも自分の見立てが誤あやまっていたことを知った。


　フィリップが目を閉じていたのはほんのごくわずかな時間だった。


　にもかかわらず、次に目を覚ましたそのとき。


　まるで悪あく夢むのように、アレスの持つ木剣がすぐ間近に迫せまっていたのだ。


　それは子供とは思えない、風のような動きだった。


「ば、馬ば鹿かなあああ！」





　　　　　３





　ディルヴィレン家の本ほん宅たくは、もちろん広大な所しよ領りようディルヴィレン領にある。しかし侯こう爵しやくともなれば王都に滞たい在ざいすることもよくあり、それゆえに王おう城じようのすぐ近くにディルヴィレン家の別宅がある。


　大貴き族ぞくディルヴィレン家の邸てい宅たくだ。その敷しき地ち内では治ち外がい法ほう権けんが認みとめられているといっても過か言ごんではない。一度その中に入ってしまえば、もはやその中で何が起ころうと国王以外に、いや、国王でさえも憚はばかって関知しようとはしない。その上、フィリップにとって幸いというべきか、彼より立場が上の存そん在ざいである父も兄も今は留る守すであった。


　ゆえに王城から帰宅したフィリップは、もはや憤いきどおりを押おし隠かくそうとはしなかった。乱らん暴ぼうに甲かつ冑ちゆうを投げ捨すて、喚わめき散らす。


「ええいアレスめ！　なんと忌いま々いましい小こ僧ぞうだ！」


　余よ計けいな怒いかりを買うまいと、侍じ女じよや召めし使つかいたちがフィリップの視し界かいに入らぬよう遠とお巻まきにして見守る。フィリップの行動を叱しかることができる者など誰一人としておらず、絢けん爛らん豪ごう華かな館やかたの装そう飾しよく品ひんは次々と八つ当たりの対象とされ、砕くだけ散った。


　彼らにとって幸いだったのは、フィリップを叱ることのできる立場にある者はいなかったが、その行動を掣せい肘ちゆうすることができる者が一人だけいたことである。


「これはこれは。どうなさったのですか、フィリップさま」


　そう諫いさめの言葉を口にしたのは、壮そう年ねんの騎き士しだった。甲冑こそ着けていないが、腰こしに剣を下げており、動作も堂々としたものだった。その冷静沈ちん着ちやくな声には冷や水を浴びせるような効こう果かがあり、フィリップはようやく怒りを静めた。


「……ギルマードか」


「騎士たる者が身を守る武ぶ具ぐをそのように粗そ雑ざつに扱うのはいささか感心できませんな。一体何があったのです？」


「俺おれの部屋まで来い。話がある」


「御ぎよ意いに」


　どうにか落ち着きを取り戻もどしたフィリップが二階へ上がり、ギルマードが後に続く。


　後に残された召使たちは安あん堵どのため息を吐つきつつ、惨さん憺たんたる有様となってしまった辺りを見回し、再ふたたびため息を吐くのだった。





　ギルマードは、ディルヴィレン侯こうが息むす子こフィリップの相談役として派は遣けんした騎士であった。


　もっとも、それは表向きの話で、実じつ際さいのところはフィリップがディルヴィレン家の名を汚けがさぬよう派遣されたお目付け役と言った方がいい。


　しかしフィリップが決して凡ぼん庸ようではないところは、その辺りの機き微びを即そく座ざに見み抜ぬき、懐かい柔じゆうするだけの才知があったということである。


　フィリップはギルマードにこう提てい案あんしたのだ。


「ギルマード。俺には野望がある。このまま一いつ介かいの騎士の相談役として一生を終えるのと、一国の王の相談役として一生を終えるのとではどちらがよいか？」


　ギルマードはもう四十に近い。これ以上の出世は難むずかしいと理り解かいしてはいたが、一方ですべての野望を捨すてるほどに枯かれ果ててもいなかった。


　それゆえにギルマードはフィリップの野望に賭かけることとなる。クラウディア王女殿でん下かを頂いただき国王になるというフィリップの野望に。





「では、お話を伺うかがいましょうか」


　部屋に入って二人きりになると、ギルマードはそう切り出した。


「クラウディアが新たな近きん侍じを雇やとったのだ。だが聞けば近侍というのは表向きの話で、実のところクラウディアの護ご衛えいらしい。しかも……しかもだ、その相手というのが、あのファノヴァール家の嫡ちやく男なんとくる！」


「はて、それはまた奇き妙みような話ですな。ファノヴァール家ならば王女殿下の護衛も務つとまるほどの家いえ柄がらですが、確たしかあそこの嫡男アレスはまだ子供だったはずでは……」


「おおそうだ、女も抱だいたことのないだろう小僧よ！　それゆえ私も言ってやったのだ、そんな子こ供どもよりもっと他に護衛に相ふ応さわしい者がいるとな。そうしたらあの王女め、こう提案したのだ！　アレスと勝負し、勝ったら私を護衛にするとな！」


「なるほど。それでお怒りの理由が分かりました。つまりフィリップさまは負けたのですな？」


　痛いたいところを突つかれたように、一いつ瞬しゆん黙だまり込む。


「ああ負けたとも！　一体なんなのだあの小僧は!?　まばたきする間に私の剣けんを弾はじき飛ばし、喉のど元もとに剣先を突きつけられのだ！　まばたきする間にだぞ！」


「……それは末恐おそろしい子供ですな」


　フィリップが激げつ昂こうするのも無理はない話だと、ギルマードは嘆たん息そくした。


　ディルヴィレン侯は厳げん格かくな人ひと柄がらだった。まだ子供だったフィリップが配下の騎士と試合をするときも、一いつ切さい手て加か減げんするなと厳げん命めいしたほどである。


　もっとも、もしフィリップが長男であったならば、騎き士したちは主あるじの意に反することになっても手加減しただろう。何せ次の自分の主となる相手なのだから。


　だがフィリップは次男であった。ゆえに騎士たちは手加減などしなかった。


　それでもフィリップには剣の才があったらしく、負けっ放しということはなかった。だが満足に勝利を収おさめたこともまた少なかった。


　それをフィリップは自分の体のせいにした。今はまだ未み成せい熟じゆくであるがゆえ、普ふ通つうの甲かつ冑ちゆうが着られない。だがもう少し成長すれば、剣も満足に振ふり回せるようになり、そこらの騎士になど負けることもなくなるだろうと。


　そう考えることは、決して悪いことではない。ギルマードもそう思っていた。子供が大人に勝てないのは道理なのだから。


　ところが、アレスはそのフィリップの唯ゆい一いつの拠より所どころを粉々に打ち砕くだいたのだ。年ねん齢れいや体の成熟など関係ない。強い者は強いのだと。


「事じ情じようは分かっただろう、ギルマード。私はクラウディアの前で大おお恥はじをかかされたし、このままアレスをクラウディアの傍そばに置いておけば私の野望の障しよう害がいとなりかねん。今のうちに何らかの手を打っておかねばならん」


　それはどちらかというと建前で、フィリップとしてはまずアレスを一度やりこめたいというのが本音なのだろう──そうギルマードは直感した。


　ただし、アレスが邪じや魔ま者であるということはギルマードにとっても同様だった。


　ギルマードはディルヴィレン侯よりフィリップのお目付け役に任じられた。報ほう酬しゆうこそいいが、これは一種の生いけ贄にえだ。もしフィリップが何かディルヴィレン家の名めい誉よを汚けがすようなことをすれば、すぐさま代わりに責せき任にんを問われることとなる。


　だが逆ぎやくに、フィリップが出世すれば話は別で、何らかの恩おん恵けいに与あずかることもできるだろう。そしてフィリップは貴き族ぞくの子し弟てい特有の鼻持ちならない部分はあるものの、家柄という点では申し分なく、ギルマードよりもはるかに出世の機会には恵めぐまれている。クラウディア王女に近づけるのも、フィリップだからこそだ。


　実のところ、クラウディアは現げん王家の一人娘むすめであり、その嫁とつぎ先は国内ではなく国外になるのではないかと言われている。現げん在ざい、ベールセール王国は北国の侵しん略りやくを受けている真っ最中だ。この状じよう況きようが続くようならば、たとえば東に国こつ境きようを接せつする友好国、エディンバラ辺りに嫁ぐ可か能のう性せいは極きわめて高い。


　だがそれも状況次し第だいだとギルマードは考えていた。隣りん国ごくとの誼よしみも大切だが、国内の地じ盤ばんを固めることもまた重要なのだ。たとえば、王家が国内で強大な勢せい力りよくを誇ほこるディルヴィレン家との強い結びつきを求めることで安定を得るということも充じゆう分ぶんに考えられるだろう。その際さいに、ディルヴィレン家の子息と王女が恋こい仲なかであったりすれば、可能性はさらに高まる。


　だからこそ、王女に近ちか寄よる異い性せいはすべて障害になり得るのだ。ましてそれが王家に忠ちゆう実じつで知られるファノヴァール家の嫡男で、その上子供の時分から名騎士の片へん鱗りんを見せているとなれば尚なお更さらだ。


「分かりました。早そう急きゆうに手を打ちましょう。多少剣けんの腕うでが立つといえど、所しよ詮せんは子供。貴き族ぞくの子弟とあれば殺すわけにはまいりませんが、現在の地位から排はい除じよする程てい度どならどうとでもなりましょう」


「うむ。頼たのんだぞ、ギルマード」


「御意に」


　共通の目的を達成するために労を惜おしまないという点で、ギルマードは極きわめてフィリップに忠実だった。そして次男といえど、ディルヴィレン家の血を引くフィリップの相談役として任にん命めいされた騎士が無む能のうであるはずもない。


　フィリップはそのことをよく知っていた。後は資し金きんと時間さえ与あたえれば、然しかるべき手しゆ段だんを講こうじてくれるだろう。





　果たしてこの三日後。ギルマードは必要な情じよう報ほうと策さくとを携たずさえ、再ふたたびフィリップの前に現あらわれることとなる。





　　　　　◆





「フィリップさま。私が聞いたところによれば、王女殿でん下かは王おう城じようを抜ぬけ出し、城下町へ視し察さつに参られるといったことが度たび々たびあるそうですな」


　ギルマードはまずそう切り出した。


　その話は、フィリップも耳にしたことがあった。


「私もその噂うわさは聞いたことがある。せっかくくれてやった高こう価かな装そう飾しよく品をああも簡かん単たんになくすあのおてんばぶりだからな、ありそうな話だと思ったものだ。しかし、城しろ仕えの者に訊たずねたときは皆みな口を揃そろえてそれはただの噂に過すぎないと否ひ定ていしたぞ？」


「それは当然です。彼らは噂が真実であろうと否定しなければならぬ立場にありますからな」


「……なるほど。確たしかに一国の王女がフラフラと外を出歩いているという話が知れ渡わたれば、どんな混こん乱らんが起こるか分かったものではないか」


「御意に。ですが私が調べたところ、これはどうやら真実の様子。これまでも度々、護ご衛えいの目を盗ぬすんで一人城を抜け出すということがあったとか。しかしそれではさすがに危き険けんだと王女殿下もお気付きになられたのでしょうな。そのためにアレスという子供を護衛に任にんじ、一いつ緒しよに城を抜け出すようになったとか」


「……本当か、それは」


「残念ながらと言うべきでしょうか。というのもつい三日前、アレスが侍じ従じゆう長ちようからひどく叱しつ責せきを受けているのを見た者が何人もおりまして。しかし王城でのアレスの勤きん務む態たい度どは決して悪いものではなく、あれほどの叱責を受ける理由は見当たらないと、皆、口を揃えております。つまり──」


「つまり、クラウディアと共に城を抜け出したことを叱しかられていたというわけか」


「御意に。そう考えると辻つじ褄つまも合います」


　いくら十二歳さいと七歳の子こ供ども同士とはいえ、男女が二人で街を出歩くなど逢おう瀬せも同然である。フィリップにとってはますますよくない兆候だった。


「いよいよ放っておくことはできなくなったな。それでギルマード。何かいい策はあるのだろうな？」


「はい、それほど難むずかしい話ではありません。そもそも、いかなる理由があろうと一いつ介かいの護衛が一国の王女と共に城下を出歩くなど言ごん語ご道どう断だん。この事実を国家の重じゆう鎮ちんたちの耳に入れれば、後は何もせずとも彼らがアレスを今の地位から追い出してくれましょう」


「しかしクラウディアの逃とう亡ぼう癖へきは今に始まったことではないというではないか。それを今いま更さらアレスにその罪つみをかぶせるというのもおかしな話だし、そもそもクラウディアには正せい規きの近衛騎士が何人も護衛に付いている。叱責を喰くらうとあれば、まず彼らとなるのが道理ではないのか？」


「その通りにございます。現げん時点ではアレス本人にそれほど非ひはありませんからな。ですが逆ぎやくに言えば、アレスの非によって王女殿下が危き険けんにさらされるような事じ態たいがあればよいということでもあるのです」


　フィリップの表ひよう情じように堪こらえ切きれない喜びの色が浮うかび上がった。


「おまえの言いたいことが分かってきたぞ。して、その段だん取どりは？」


「は。いささか汚きたない手ではございますが、このような手はいかがでしょうか──」
















　間章　三　騎士の誓い（後）







　　　　　１





　ノルトという名のその少年は、仲間のトーマスと共に懸けん命めいに走り続けた。


「こらあああ！　クソガキども、ま、待ちやがれぇ！」


　背はい後ごから追いかけてくる男の怒ど鳴なり声は途と切ぎれがちになり、段々と小さくなっていく。さすがに疲つかれてきたのだろう。


　しかし安全が確かく認にんできるまで立ち止まることはできない。自分たちは何の後ろ盾だてもない浮ふ浪ろう児じなのだ。捕つかまれば最後、止めてくれる人もなく死ぬまで殴なぐり続けられることになる。


「トーマス、そこの路地裏うらだ！」


「ああ、分かった！」


　建物の裏に滑すべり込こむようにして身を隠かくす。


「はあ、はあ！　くっそー、あのクソガキどもめ！　今度見つけたらただじゃおかねえぞ！」


　どうやらうまく自分たちを見失ってくれたらしい。男の悔くやしげな声が聞こえてくる。


「ふう。やったなノルト」


「ああ、どうにかな」


　トーマスと手を打ち合わせ、服の下に隠しておいた戦利品を取り出す。


　パンだ。大人の腕うでほどの大きさのパンが、トーマスの盗ぬすんだ分と合わせて二つ。


　二人分としては充じゆう分ぶん過すぎる量だが、彼らはこれを十人で分けねばならなかった。せいぜい腹はら六分目ぐらいにしかならないだろう。


「それにしても、今日も硬かたいパンだけか。たまには香こう辛しん料りようの利きいた肉でも食いたいよ」


　トーマスがため息混まじりに聞き飽あきた愚ぐ痴ちを口にする。


「まったくだ。せめて果くだ物ものぐらいはなんとかしたいんだけどな」


　ノルトは知っていた。パンだけを食べていた浮浪児が、口から血を滲にじませ歯もぼろぼろになって苦く痛つうにまみれながら死んでいったことを。


　人はパンだけでは生きられない。しかし最近は北で戦争が起こってるとかで物ぶつ価かも上がり、どの店も警けい戒かいが厳きびしくなっている。今日だってパンが盗めただけでも幸いと言うべきだった。


「まあいいや、戻もどろうぜ、ノルト。これで今日飢うえ死じにせずに済すむだけでもマシさ」


「ああ、そうだな」


　と、二人が立ち上がったとき。


「おまえたち、見事な手て際ぎわじゃないか」


　その男は、二人の前に唐とう突とつに現あらわれた。


　顔までも隠すようなローブで全身を覆おおった奇き妙みような男だ。


　二人は反はん射しや的に飛び上がった。この生活を送るようになって、目の前に立ち塞ふさがる大人というものが味方であった試ためしがない。


「に、逃にげるぞ！」


「ああ──うわ!?」


　駆かけ出そうとして失敗する。男が素す早ばやく手を伸のばし、二人の腕うでを摑つかんだためだ。


　もの凄すごい力だった。とてもではないが子こ供どもに振ふり払はらえるものではない。


「くっ！　放せ、なにすんだよ！」


「待て待て、そういきり立つな。何もおまえたちを突つき出そうというわけじゃない。それどころか割わりのいい仕事を持ってきてやったのだぞ」


「し、仕事だと？」


　ノルトの抵てい抗こうが止まる。


　稀まれにあるのだ。自分たちのような浮浪児に仕事を持ってくる輩やからというのは。


　大たい抵ていはロクなものではない。人の持ち物をスリ取ってこいとか、犯はん罪ざい者の逃げる手伝いをしろとか、そんなことばかりだ。だが、店の軒のき先さきから食べ物をかっぱらうことだって最近はかなりの危険を伴ともなうようになっている。食べ物にありつけるというのなら逃のがす手はない。


「……分かった。話だけは聞いてやる。だからその手を放はなせ」


「いいだろう。その代わり逃げるなよ？」


　ゆっくりと男が手を放す。


「おい、いいのかノルト？」


「仕方ないだろ。こんなご時世だ、飯が食える機会があるなら逃せねえだろ」


「……そうか。そうだな、仕方ないよな」


　トーマスは渋しぶ々しぶ肯こう定ていした。


　ノルトには、親も兄弟もいない。その代わり、同じ孤こ児じという境きよう遇ぐうにあるトーマスのような仲間たちがいる。


　未いまだ子供である彼らは、徒と党とうを組むことでしか生きる術すべを見み出いだすことができなかった。その中でもノルトは年長だったため、兄あに貴き分として頼たよられてもいた。彼には仲間を守る責せき任にんがあった。仲間を守ることは自分を守ることにも繫つながり、だからこそ仲間のためにできることはなんでもしなければならなかった。


「で、あんたは俺おれたちに何をして欲ほしいんだ？」








　……見知らぬ男の依い頼らい。


　それは予想通り、胸むな糞くその悪くなる依頼だった。


　しかし好悪の念を別にすれば、仕事そのものは決して難むずかしくないようにも思えた。


「……分かった。ようはその二人をちょいと脅おどしてやればいいんだな？」


「そうだ。相手は子供だ、おまえたちにも危き険けんはないだろう」


　フードの中から壮そう年ねんの男の声が漏もれる。それにしても、威い厳げんのある声だった。大きな体格といい、ひょっとしたら騎き士しか何かなのかもしれない。


「で、報ほう酬しゆうは？」


　一番肝かん心じんなことを訊たずねる。自分たちは何の後ろ盾だてもない浮ふ浪ろう児じだ。足元を見てふっかける、あるいは約束を反ほ故ごにしようとする不ふ届とどきな輩は多い。少なくともいくらかの手付金はもらっておかねばならなかった。


　だが、その心配は杞き憂ゆうに終わった。男はノルトに一握にぎりの硬こう貨かを差し出したのだ。


「こんなに……!?」


　銅どう貨かではない、銀貨だ。これだけあれば、仲間も当分の間飢死せずに済すむ。


「成功すれば今度は金貨をやろう」


「き、金貨を!?」


　トーマスの口から驚おどろきの声が上がる。トーマスが驚かなければノルトが驚いていただろう。


　金貨といえばノルトたち浮浪児はもちろん平民でさえ滅めつ多たに目にできるものではない。


　そんなものが軽々と払はらえるとなると、この怪あやしい男が平民でないことは確かく実じつだった。やはり騎士か貴き族ぞくか、あるいはそのどちらかの使いっ走りだろう。


　ノルトたち孤児がもっとも嫌きらう類たぐいの相手だ。今この国は戦時であり、食べ物の調達は日々難しくなっている。しかし貴族たちはそんなことなどおかまいなしに、酒池肉林の日々を送っているというのだから。


「どうする？　ノルト」


「……決まってるだろ。仕方ねえ」


　どんなに気に食わない仕事だとしても、金貨をもらえるという機会をフイにすることはできなかった。これまでも犯罪と呼よばれることは何度もしてきた。生きるために必要だったからだ。今度も同じことである。金貨が一枚でもあれば、どれほどの温かい安全な食事にありつけることか。たとえ相手が悪あく魔まであろうと、尻しつ尾ぽを振ふるしかなかった。


「分かった。やってやるよ」


「よし、いい返事だ」


「それで？　決行はいつだ？」


「それはこちらから追って連れん絡らくする。あと、くれぐれも言っておこう。少年の方はおまえより年下の子こ供どもだが剣けんの訓練を積んでいる。絶ぜつ対たいに剣を抜ぬかせるな。それから少女の方には絶対に手を出すな。傷きず一つでもつければ、報酬どころか命が飛ぶことになる。分かったな？」


「ああ、分かった」


　さすがに女の子を殴なぐるというのは気が引ける。どういう意図があるかは分からないが、殴らずに済むのならむしろ願ったりというものだった。








「まったく、金を持ってる連中ってのは何を考えてるんだろうな。子供を襲おそえなんてさ」


　男が去るなりトーマスはそうまくしたてたが、すぐに申し訳わけなさそうに声の調子を落とした。


「あ、すまん。悪かった。おまえだって好きでこんな仕事引き受けたわけじゃないのにな」


「……いや、気にするな。結局俺だって金貨に釣つられた小悪あく党とうなんだからな」


　トーマスは頭の後ろで腕うでを組むと、天を仰あおいだ。


「まったく、嫌いやな世の中になっちまったなあ。おまえだったらもう少しまともに生きてりゃ男だん爵しやくぐらいにはなれたと思うんだけどな。蒼そう神しんラクリナースも何を考えてやがんだか」


「ふん、貴族なんざ頼たのまれたってならねえよ。こんな汚きたない仕事でもしてる方がよっぽどお似に合あいってもんだ」


　あるいは、因いん果が応おう報ほうというものなのかもしれない。これまでにも数え切れないほど盗ぬすみをしたし、暴ぼう力りよくだって振るってきた。生き延びるため──そんな理由があろうと決して正当化できる行こう為いではない。


　だからそんな自分にお似合いの運命を、蒼神ラクリナースが用意しやがったのだろう。こうなったら、行き着くところまで行くしかなかった。
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　クラウディアという少女は、ベールセール王国の王女という肩かた書がきを持っている。


　同年代の少女たちが様々な少女らしい遊びに夢む中ちゆうになる中、衣食住に困こまることのない生活を保ほ障しようされる代わり、本を読み、礼れい儀ぎ作法を学び、どんな時であっても顔に微び笑しようを浮かべたまま国こく賓ひんと長時間過ごすことを強きよう制せいされる。それが王女の義ぎ務むである。


　もっとも、王女とはいえ十にも満たぬ年ねん齢れいでいる内は、まだ表舞ぶ台たいに出ずにいることが許ゆるされただろう。


　だが、クラウディアはわずか七歳さいという年齢で読み書きを学び、大人も顔負けの礼儀作法を身に付けることができた。


　なまじそんなことができてしまったゆえに、自然周囲の期待も大きくなる。一方で、クラウディアもまたそんな期待に応こたえ続けることができた。周囲の期待はますます高まり、クラウディアは七歳ながら国の表舞台に立つ王女としての役やく割わりを演じることが自然と多くなってきた。


　そんな生活を送ってきたためだろう。彼女は滅めつ多たに子供っぽい表ひよう情じようを見せることがなくなり、国王たる父を含ふくめた周囲の人々を心配させることになる。


　だが、最近になって彼女は年齢に見合ったあどけない表情を浮うかべることが多くなっていた。


　それは一人の少年──アレスが彼女の傍そばに控ひかえるようになってからだと言われている。


　もっとも、そのことはアレス本人にとっては頭ず痛つうの種でもあったが。





　その日、クラウディアは突とつ然ぜん次のように言い放つこととなる。


「アレス。やるぞ」


「…………」


　アレスと呼ばれた彼女の護ご衛えいの少年は、不満と呆あきれが入り混まじった表情を浮かべた。


「あの。やるって何をですか？」


　声に自然と警けい戒かい感が増ます。


「分かっておるくせに、とぼけおって。決まっているであろう？　愛すべき臣民たちの市し井せいを調ちよう査さに行くのだ」


「調査って……物は言いようですけど、ようするに散歩じゃないですか」


「ならなおのこと結けつ構こうではないか。わたしは散歩に行く。護衛のおまえは付いてくる。それだけのことだ」


「ご、誤ご魔ま化かしてもダメです。大体、何度目だと思ってるんです？　今度バレたら侍じ従じゆう長ちようになんて怒おこられるか……」


「なに、問題ない。バレて大目玉ならばバレないようにすればよいだけの話ではないか」


「…………」


　とんでもない理り屈くつではあったが、剣けんを振ふることにのみ人生を注ぎ続けてきた十二歳の少年にそれ以上の説得は不ふ可か能のうだった。


　それに、もしこのまま放っておけばクラウディアは一人ででも行ってしまうに違ちがいない。たとえ侍従長にまた雷かみなりを落とされようと、そんな事じ態たいだけは避さけるべきだった。


　何よりも──アレスはこの少女に嫌きらわれたくはなかった。


「でも、最近また警けい備びの兵士が増ふえたって聞いてます。一体どうやって城しろを抜ぬけ出すんですか？」


「心配するな、この日に備そなえてしっかり準じゆん備びしてある」


　クラウディアは机つくえの中から一本のペンを取り出した。どういうわけかペンには糸がぐるぐると巻まかれている。


「なんですか、それ？」


　不ふ審しんげに訊たずねるアレスとは対照的に、クラウディアの表情にはいかにも楽しそうな笑えみが浮かんでいた。悪いた戯ずらっ子が何かよからぬことを考え付いたような──とでも表ひよう現げんした方が適切かもしれない。


「見れば分かるだろう。糸をつけたペンだ」


　クラウディアは胸むねを張はって言った。


「はあ。確たしかにそう見えるんですけど、そんなの一体どうするんですか？」


「そうなんでもかんでも質しつ問もんするな。男ならどっしりと構かまえていればよい」


「はあ」


「よし。では行くぞ。アレス、おまえはこれを持て」


「…………」


　手て渡わたされたのは籠かごだった。布ぬのが被かぶせてあるため何が入っているかは分からないが、大きさの割わりに妙みように軽い。


　こうして結局クラウディアに振り回されるアレスだった。





　　　　　◆





「これはこれは王女殿でん下か。今日は一体どちらへ？」


　さすがに警戒されているのだろう。少しでも出入り口に近い場所へ行くと、途と端たんに警備の兵士たちが話しかけてくる。


「うむ。部屋にこもってばかりでは退たい屈くつだからな。少しばかり探たん検けんをな」


「左様でございましたか。ではどうかお気をつけて。あと、くれぐれも外には出ないようお願いします」


「うむ、分かっておる」


　少しも動どう揺ようを見せずにそう言い切るクラウディアは正直凄すごいと思える。ごめんなさい、と胸の中で呟つぶやいてクラウディアの後に続くアレスだった。


「で、どうするんですか、クラウディアさま。この分だと前回使った出口は警戒が厳きびしそうですよ」


「分かっておる。同じ道を二度使うなど愚ぐの骨こつ頂ちようというもの、今日は西門を使う」


「え！　あんなとこを……!?」


　それは城へ定期的に品物を納おさめる商人などが使うための門だ。正門ほど大きくはなく、また時間帯によっては人の出入りもほとんどないが、常つねに警備の兵がいて警戒は厳しい。


「一体どうやってあそこから外に出るんですか？」


「いいからアレス、ちょっとこっちへこい」


　クラウディアはアレスの腕うでを引ひっ張ぱると、人気のない物置の中へと連れ込こんだ。


「ほら、その籠をよこせ」


「こ、今度はなんです？」


　籠を渡すと、クラウディアが上にかかっていた布を取る。


　入っていたのは──侍じ女じよの服だった。


「さすがに部屋を出るときからこんな恰かつ好こうをしていては今度こそ止められかねんからな。というわけだ、アレス。わたしは着き替がえるので見み張はっていてくれ」


「え？　あ、はい！」


　慌あわててアレスは物置を出ると、戸を閉しめた。すぐにクラウディアが着替えを始めたのだろう、薄うすい戸を通して衣きぬ擦ずれの音がする。それはどこかアレスの居い心ごこ地ちを悪くする音だった。


「よし、これでいい。行くぞ、アレス」


　間もなく、侍女の恰好をしたクラウディアが姿すがたを現あらわす。


　王女の面おも影かげはなく、ただ城に大おお勢ぜいいる侍女の一人にしか見えない。少なくとも遠目に見る限かぎりでは。


「でも、あの警けい備びの人たちを一体どうするんですか？」


「なに、こうするのだ」


　クラウディアが向かったのは、西門から続く人気のない通路だった。物置同然になっており、樽たるや雑ざつ貨かの類たぐいが雑ざつ然ぜんと置かれている。


　クラウディアはそこに置いてあった樽の蓋ふたを外すと、持ってきた例の糸のついた奇き妙みようなペンを立て、その上に蓋を置いた。それは鳥を捕つかまえるためにパンくずをまいた地面の上に籠を置く、あの子供が作りそうな罠わなのようにも見える。


　そしてペンに付いている糸を伸のばしながら、物もの陰かげに隠かくれる。


「……あの、何してるんですかって聞いていいでしょうか」


「すぐに分かる。よいか。今日の門番はブランレーとデューゼの二人だ。両者共になかなか優ゆう秀しゆうでな。侍従長あたりに何か言い含ふくめられておるのか中々隙すきがない。特にデューゼは手を抜ぬくということを知らん男だ」


「はあ」


「つまり、たとえばこの程てい度どのことが起こっても確たしかめずにはいられん性せい格かくなのだ」


　クラウディアは紐ひもを引っ張った。


　当然のようにその先に結ゆわわれたペンが倒たおれ、載のせられていた樽の蓋がカランカランと音を立て転がる。同時に、二人の門番に変化が現れた。


「ん？　なんだ今のは」


「おいおい、いちいち気にすんなよ。誰だれかが物を落としただけだろ」


「いや。あっちにはこの時間、人はいないはずだ。少し見てくる」


　片方の兵士が持ち場を離はなれる。


　クラウディアは自じ慢まんげに胸むねを張った。


「どうだ」


「どうだ……といわれても、まだ一人残ってるじゃないですか」


「問題ない。残ったブランレーはヴェルダという侍女にご執しゆう心しんらしくてな」


「ご、ごしゅうしん……？」


　聞いたことのない単語だった。


「分からなければ気にするな。そしてヴェルダという侍女の仕事の一つは洗せん濯たくだ。侍従長があの性格だからな、この城の侍女たちは皆みな時間に正せい確かくだ。つまり──」


　通路の向こうから、籠かごに一いつ杯ぱいの布を載せた侍女が現れた。小こ柄がらな体たい格かくのせいだろう、山盛りの洗濯物で顔が隠かくれて見えないほどだ。


「ヴェルダ、今日も重そうですな。お持ちしましょう」


「あ、そんな……。毎日すいません」


「何を仰おつしやる、これも騎き士しの仕事というものですよ。それよりそうだ、今こん晩ばんよろしかったら食事でもいかがで──」


　こうして残った兵士も、侍女の籠を受け取ると会話しながらそのまま向こうへ行ってしまう。


　西門から一時的に人気がなくなった。


　呆あつ気けに取られるアレスとは対照的に、まるでこうなることが最初から分かりきっていたかのようにクラウディアはすました顔を崩くずさなかった。


「さ、行くぞ」


「…………」


　この城は大丈夫なのだろうかと、アレスとしては心配を隠せなかった。しかし「ここに王女殿でん下かがいます」などと叫さけぶことができない点で、すでにアレスも完全な共きよう犯はんであり、城の警備についてどうこう言える立場にはなかった。


　こうして二人は再ふたたび城を抜け出すこととなる。


　だが、二人は知らなかった。今日に限っては、人知れず自分たちを監かん視しするいくつもの目があったことを──。
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　ノルトには十人足らずの仲間たちがいる。


　上はノルトと同じ十五歳さいから、下は十歳ぐらいまで様々だ。


　普ふ段だんは廃はい屋おくや橋の下、あるいは家主が留る守すの家を拝はい借しやくして住んでいる。現げん在ざいの住まいは、廃業したらしい商人が所有していた倉庫だった。埃ほこりっぽいのは難なん点てんだが、風雨を凌しのぐには問題ない。


　その日、ノルトはいつものように腹はらを空すかせている仲間たちを前に、次のように宣せん言げんした。


「おまえら、聞いて驚おどろけ。今日は俺おれが昼飯をおごってやる」


　ノルトのその声に、彼の仲間たちは歓かん声せいを上げるより先にまず訊きき返した。


「おごる!?　盗ぬすむじゃなくて!?」


「どこにそんな金があるんだよ、ノルト!?」


　答える代わりにノルトはあるものを指に挟はさんで見せた。


　仲間たちは驚きを隠せなかった。


「ぎ、銀貨だ！　銀貨だぞ！」


「どうしたんだよそんなの！」


「運がよくてな。拾ったんだ」


　そのノルトの説明に疑うたがいを抱いだく者はおらず、今度こそ歓声が上がった。


　仲間たちを引き連れ、表通りから少し奥おくへ入る。そこには屋台が連なっている一角がある。他にも椅い子すやテーブルが置かれており、好きな物を買って食べられるようになっている。


　とはいえ、ゆっくりと店を選んではいられなかった。明らかに身なりのよくない自分たちが徒と党とうを組んで歩いていれば、万引きでも企たくらんでいるのかと難なん癖くせをつけてくる大人が必ず出てくるからだ。


　結局、この日の彼らの昼食は、手近な屋台で売っていたパンに肉と野菜を挟んだものと、果物を搾しぼった汁ジユ物ースだった。もっとも、一欠けらのパンも得られないこともある日を考えれば、余あまりにも豪ごう華かと言えるだろう。


　まして今日は危き険けんを冒おかさずに飯にありつけるのだ。仲間たちの喜びようは尋じん常じようではなかった。その様子を見ると、あらためてあの依い頼らいを引き受けた自分の判はん断だんは間ま違ちがっていないと思えてくる。


　ノルトのすぐ隣となりの椅子に大おお柄がらな男が座すわったのは、そんなときだった。


「大通りの方を見ろ。妙みようにいい身なりをした二人組の子こ供どもが見えるだろう」


「…………」


　すぐに分かった。


　やたら嬉うれしそうな小さな女の子と、彼女に手を引かれて困こん惑わく気味のようにさえ見える少年。表通りを通る通行人はかなりの数だが、その二人組のいる一角だけは周囲と違ちがった雰ふん囲い気きをかもし出しているようにさえ見える。


　特に女の子の方は侍じ女じよの恰かつ好こうこそしているが、よほどの大貴き族ぞくの子供か何かなのだろう。なんというか──自分たちのようなみすぼらしさがまったくなく、どこか後光が差しているようにさえ見えるのだ。こんな胸むな糞くその悪い陰いん謀ぼうに巻まき込まれるのも分かるような気がする。


　ノルトは隣に座っている男にだけ聞こえるように声を抑おさえて言った。


「分かった。後は任まかせてくれ」


「任せよう。くれぐれも忘わすれるな。あくまでおまえたちは、たまたま見つけた身なりのいいガキを恐きよう喝かつするだけだということをな」


「……分かってる。あんたのことなんて誰にも言わねえよ」


「ならいい」


　男はそう言って席を立った。恩おん着きせがましく、ノルトの手にさらに一枚まいの銀貨を押おし付けてから。


「……おい、ノルト。さっきの男って、この間のあいつだろ？　まさか、決行か？」


　仲間の中でただ一人事じ情じようを知るトーマスが顔を寄よせてくる。


「トーマス。おまえはガキどもを連れて先に戻もどっていてくれ」


「…………」


　トーマスの顔から表ひよう情じようが消えた。


　ガキどもを連れて先に戻れ──それは仲間たちの中でも、特に年少のガキたちを連れていてはできないことをするという合図だ。


「分かった、ガキどものことは任せろ。おまえも……無理はするなよ」


「無理するようなことなんて何もないだろ。ただ胸糞が悪くなるだけさ」


　ノルトは自じ嘲ちよう気味に笑った。
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　──なんて馬ば鹿かだ、僕ぼくは！


　アレスは自分の判断を心の底から悔くやんだ。


　油ゆ断だんしていた。甘あまく考えていた。ここは城しろの中ではないのだということを、完全に忘れていた。


　クラウディアと町を歩くことは、アレスにとっても楽しい時間だった。だからといって、どうして自分の護ご衛えいという任まで忘れて浮うかれてしまったのか。


　もう少しばかり色々な人々の暮くらしを見てみたい──クラウディアがそういったとき、なぜ止めなかったのか。


　前回出歩いたときは確たしかに何も起こらなかった。だが今回もまた何も起こらないだろうと、なぜ軽く考えてしまったのか。


　その結果──少しばかり人気のない路ろ地じ裏うらへ入った瞬しゆん間かん、アレスとクラウディアは見知らぬ六人の少年たちに取り囲まれてしまったのだ。


　恐おそらく、浮ふ浪ろう児じだろう。薄うす汚よごれた身なりがそれを証しよう明めいしている。


「俺たちと違っていい恰好してるじゃねえか、おまえら。その分だと金も持ってんだろ？　ちょっと俺たちに恵めぐんでくれねえかな」


　一番年長者らしい一人が、威い圧あつするようにアレスたちを見下ろす。


「ア、アレス……」


　クラウディアが不安そうに服の袖そでを握にぎってくる。


「大だい丈じよう夫ぶです、クラウディアさまのことは絶ぜつ対たいに守りますから」


　このような事じ態たいはアレスにとっても初めての経けい験けんだった。だが、すぐ傍そばに守らなければいけない少女の存そん在ざいがあることが、アレスに冷静さを保たもたせることとなった。


　クラウディアをかばうように自分の背せに控ひかえさせ、そのままじりじりと壁かべ際ぎわに寄っていく。


「おい、とっとと出すもの出せっつってんだ！　見ての通り俺たちゃおまえらと違って着る物にすら不自由してんだ。ちょっとぐらい恵んでくれたっていいだろ！　ああ!?」


　少年が声を張はり上げた。


　背はい後ごのクラウディアが怯おびえたように身をすくめる。


　一方で、アレスはそんな恫どう喝かつに臆おくすることはなかった。ずっと大人の騎き士しを相手に剣けんの訓練を積んできたのだ。大人たちの武ぶ器きは剣だけではなかった。子供のアレスを驚おどろかせようと、大声で威い嚇かくしてくることはしょっちゅうあった。それに比くらべれば、この程てい度どの恫喝に怯える道理はない。


　だが、判はん断だんには迷まよった。


　アレスもわずかだが金は持っている。それを渡わたして済すむのならそれでいいかもしれないが、騎士を志こころざす者として脅おどしに屈くつして金を渡すようなことには躊ちゆう躇ちよを抱いだかざるを得なかった。


　あるいはクラウディアなら、浮浪児であるらしい彼らに対し、また違ちがう考えを抱くのかもしれない。彼らも好き好んでこんな悪事をしているわけではない、ならば金ぐらいくれてやれ──と。その思いがアレスの判断を迷わせていた。


　しかしクラウディアは怯えを抑おさえつつ、アレスの迷いを打ち消すように叫さけんだ。


「な、何をいう！　おまえたちこそ自分より弱い者から金を巻まき上げようとするとはどういうつもりだ！　少なくともおまえたちのようなものにやる金などない！」


　それでこそクラウディアさまだ、と感心する。


　確かにこの子こ供どもたちの境きよう遇ぐうにはどこか同どう情じようすべきところもあるのかもしれない。しかし大人の目をかすめて必死で食べ物を得ようとするのならともかく、こんな方法を許ゆるすべきではないのだ。


「ほう。言ってくれるじゃねえか。まだ自分の立場ってものをわきまえてないんだな」


　だが少年たちにとっては意に添そわぬ言葉だったのだろう。彼らは怒ど気きを滲にじませアレスたちを包囲し始めた。


「……すまぬ、アレス。こんなことになってしまうとは」


「大丈夫です、こんなときのために僕がいるんですから」


　相手は六人とはいえ、全員が自分より少し年上なだけの子供なのだ。大人の騎士を相手にするよりよほど気楽だった。


　ましてアレスは素す手でで戦う術すべも、このような状じよう況きようでの戦い方も学んでいる。


　多数を相手にするときの絶対条じよう件けん。それは機先を制せいすことであり、真っ先に敵てきの頭を潰つぶすことだ。


「うわあああぁ！」


　アレスは地を蹴けり、目の前の少年に飛び掛かかった。


　少年たちにとってその行動は意表を突つかれるものだった。その上、アレスの動きは風のように速かった。


「くっ!?」


　拳こぶしが少年のあごに入る。


　だが、誤ご算さんがあった。


　もしもう少しばかりアレスの体が成長していれば、その一いち撃げきで少年は倒たおれていただろう。しかし、アレスの未み成せい熟じゆくな腕うでから繰くり出された一撃は軽すぎた。少年を昏こん倒とうさせるには至いたらなかったのだ。


「こ、この野や郎ろう！」


　反はん撃げきの拳が繰り出される。


　だが、アレスが何度も相手にしてきた大人の騎士に比べれば、勢いきおいもなく迫はく力りよくもない。


　身をかがめてその一撃をかわすと、そのまま無む防ぼう備びな相手の腹はらに拳を叩たたき込こむ。


「ぐっ……」


　子供の細腕とはいえ、急所に叩き込んだのだ。その少年は腹を押さえて膝ひざを突ついた。


「こ、この野郎！」


　仲間をやられて激げつ昂こうしたのか、残りの少年たちが身み構がまえた。


　──来る！


　冷静に父の言葉を思い出す。多数を相手にするとき、一番してはいけないことは敵てきを恐おそれて自分の動きを止めてしまうことだ。


　そして、重要なのは常つねに機先を制すること。六人どころか二人を同時に敵に回すだけでも、勝ち目は圧あつ倒とう的てきに小さくなる。だから敵が数の利を活いかす前にこちらから攻こう撃げきをしかけ、一対一で戦える状じよう況きようを作り出さなければならない。それが三代八十年に亘わたってファノヴァール家の歴代当主たちが学んだことであり、四代目となるアレスにはその集大成とも言える技ぎ術じゆつが叩き込まれてきたのだ。


　アレスの体は自然と動いていた。


　六人の敵を向こうに回して一歩も退しりぞくこともなく、子供の身軽さを生かして軽けい快かいに動き回り、そして次々と敵に拳を叩き込んでいく。


　この小さな戦いは、アレスにとって初めての実戦でもあった。だがアレスは気負うことなく戦い続けることができた。日ひ頃ごろの訓練の賜たま物ものであり、後ろに守らなければならない存そん在ざいがあったことも大きい。何より、相手が子供であり、これが刃やいばを持っての戦いではなかったことも幸いした。


　血を見ることがなかったからだ。


　子供にはいささか刺し激げきの強すぎる光景がなかったがゆえに、アレスは訓練のときと同じように戦い続けることができたのだ。


　だがそれでも、事じ態たいは決して好転しなかった。


　アレスがどれだけ拳や蹴けりを叩き込もうと、敵の数は一向に減へらなかったのだ。


　多数を敵に回して戦うときの鉄てつ則そく──その一つは、確かく実じつに敵の数を減らしていくことである。目の前で仲間が減っていくのを見せ付ければ、敵の動どう揺ようを誘さそうこともできる。そうして初めて勝機が見み出いだせるのだ。


　反対にそれができなければいつまでたっても戦いは終わらず、こちらは動き続けなければならない一方で敵には休養する時間を与あたえることになる。


「はあ、はあ、くそっ！」


　しかしアレスの未成熟な体では敵に確実にとどめを与える一撃を打ち込むことができず、少年たちは何度も殴なぐられつつも、倒れることはなかった。


「こ、こいつ！　つけあがりやがって！」


　それどころか、中ちゆう途と半はん端ぱな反撃は少年たちの怒いかりを買った。


　動揺するどころかこれまで以上に敵意をあらわにする。


「ア、アレス！　もうよい、剣けんを抜ぬけ！　子供相手に遠えん慮りよしているのは分かるがそのままでは……」


「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。これぐらい……」


　騎き士しの誇ほこりは──騎士の剣は、持たざる者のためにあるのだ。自分より年上とはいえ、武ぶ器きも持たない子供相手に剣を振ふるうことは絶ぜつ対たいに許ゆるされなかった。
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「……くそ！」


　ようやく腹ふく部ぶの痛いたみから解かい放ほうされつつあったノルトは、冷や汗あせをぬぐった。


　アレスという名らしいその少年は、子供とは思えない強さを持っていた。年下の子供相手に六人がかりで勝てないなど、どんな出で来きの悪い冗じよう談だんか。


　その正体を知ることはないだろうが、こんな陰いん謀ぼうの目標にされる理由はなんとなく分かったような気もした。


「いい気になってんじゃねえぞ！」


　ガキ一人思い通りにできないみじめさと悔くやしさ。この身なりのいいガキは、環かん境きようだけでなく才さい能のうまでも自分たちより優すぐれているというのだ。認みとめ難がたい事実だった。


　ノルトが激昂した声と共に手にしたのは、一振りのナイフだった。


「喰くらえ！」


　殺すつもりはない。だがせめて足に傷きずをつけるぐらいのことはしてもいいだろう。


「くっ！」


　だが、ノルトが突つき出したナイフにすら、少年は怯ひるむことはなかった。


　後ろに跳とんで突き出された刃を素す早ばやくかわす。目をみはるような俊しゆん敏びんさだった。


　それでもいつまでも逃にげ切れるものではない。さらに踏ふみ込んでナイフを振るう。


　アレスの行動は思いも寄よらぬものだった。


　さらに後こう退たいすると見せかけ──蹴けりを繰くり出したのだ。突き出したナイフ目め掛がけて。


「うわあああ！」


　悲鳴が上がった。


　いかなる偶ぐう然ぜんか、蹴り飛ばされたナイフが仲間の足に突き刺ささっていたのだ。


「だ、大丈夫か!?　血が出てるぞ！」


「あ、ああ。大丈夫だ、店の親おや父じに殴られる方がよっぽど痛いてえよ」


　ノルトは思わず狼ろう狽ばいしかけたが、仲間の傷は幸いにも皮ひ膚ふを軽く切っただけでそれほど大したことはない様子だった。あれだけ強がりが言えるなら大丈夫だろう。


　それにしても背せ筋すじが寒くなる。少年はどういうわけか腰こしの剣けんを抜かなかった。素す手ででこの強さならば、もし剣を手にしていれば自分たちは全員斬きり殺されていたかもしれない。


「……う」


　このとき、アレスに異い変へんが生じていた。


　血を流している仲間を見つめたまま、急に動かなくなったのだ。


　──さては、血を見み慣なれてないな。


　ノルトはすぐに悟さとった。あれだけ身なりのいい少年なのだ。人の体から流れる血を目にする機会などそうなかったに違ちがいない。


「そ、そこまでだ、それ以上動くんじゃねえ！」


　そのアレスの隙すきを、仲間たちは見み逃のがさなかった。ついに仲間の一人がもっとも適てき切せつな行動に出たのだ。


　少女を羽は交がい締じめにし、その首筋に刃やいばを突きつける。


　生きるためならどんなことでもやってきた仲間たちだ。何がこの少年にとって有ゆう効こうかをよく知っている。


「ひっ……！」


　先ほどまでどうにか気き丈じようを保たもっていた少女の顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。


「くっ、卑ひ怯きようだぞ！」


　知ってるさ──ノルトはそう自じ嘲ちようしつつ、声を張り上げた。


「うるせえ。そのガキが大事ならもう抵てい抗こうはやめるんだな。おら、動くなよ。とりあえず……その腰の剣をよこせ。さもないと可か愛わいいその子の顔に傷がつくぜ？」


　結局、アレスは唯ゆい一いつの武器であるその剣を使うことはなかった。しかし、奪うばっておくに越したことはないだろう。


「わ、分かった！　なんでもする！　だからそれだけはやめてくれ！」


　まったく躊ちゆう躇ちよすることなく剣を投げ捨すてる。


「ほら、これでいいんだろう。だから、その子にだけは手を出すな」


　アレスという少年にとって、あの少女はよほど大切な存そん在ざいなのだろう。唯一の自分の身を守る武ぶ器きをああも簡かん単たんに捨てられるほどに。


　自分たちなどと違ちがい、よほど真まっ直すぐな道を歩いているのだろう。つくづく自分が情なさけなくなる。とはいえ、ここまできて後には退ひけなかった。


　ノルトはその剣を拾い上げると、アレスの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。


「くっ……!?」


「いい覚かく悟ごだな。それにしても随ずい分ぶんなことやってくれたじゃねえか、え？　俺おれを殴った分の代だい償しようは払はらってもらう。おい、おまえら。たっぷり痛いためつけてやれ」


　少年の体を仲間たちに向かって突き飛ばす。すかさず二人の仲間がその両腕うでを受け止め、羽交い締めにする。


　そこからは一方的だった。


　仲間たちが無む防ぼう備びなアレスを殴なぐり続ける。


「うぐ……。くっ」


「や、やめろ！　やめてくれ！」


　少年と少女の悲鳴が響ひびき渡わたる。


　そう簡単にやめられるものなら最初からこんなことはしていないのだ。


　仲間の中には嬉き々きとしてアレスを殴りつけている者すらいた。自分たちはいつもは殴られる側だったが、今は殴る側に回ることができたからだろう。他者を踏ふみにじるというのは、分別さえ捨てれば快かい感かんには違いない。思わず情けなくなってくるが、これで飢うえ死じにの心配から逃のがれられるのならば甘あまんじて受け入れる他ほかない。


　それにしても、なんとしぶといガキだろうか。


　十かそこらのガキなど、三発も殴られれば途と端たんに泣き喚わめき、許ゆるしを請こうものだ。


　だがその少年は、体中ぼろぼろになりつつも涙なみだ一いつ滴てき流すことがなかった。


「やめろ！　金でもなんでも欲ほしいものがあればなんでもやる！　だからアレスを放してやってくれ！」


　少年の代わりに少女が泣き叫さけぶ。


「……無理な相談だな。そいつは俺たちを傷つけたんだ。その分の礼はしてやらねえとな」


　もともと依い頼らいはアレスという名らしいその少年を痛めつけることにあるのだ。少女が何を言おうと止める気などなかった。


「ぐっ！」


　アレスの顔が地面に叩たたきつけられた。鼻血が地面を汚よごす。


「アレス！　もういい、逃にげるのだ！　おまえならできるだろう！」


「ご、ご冗じよう談だんを……。クラウディアさまを置いて逃げるなんて、僕ぼくにはできません……！」


「……クラウディア？」


　どうやら少女はそんな名らしい。なんとなく聞き覚えのある名のような気がした。誰だれのことだっただろうかと首を傾かしげる。


　と、そのときだった。


「おまえたち！　そこで何をしている!?」


　雷かみなりでも落ちたかのような鋭するどい声が響き渡った。


　振り返ると、一人の騎き士しの姿すがたが見える。


　依頼を持ってきたあの男ではない。やけに若わかい騎士だ。甲かつ冑ちゆうを着込こみ、手には剣を持っている。
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　──話の通りだ。


　ノルトは悟さとった。ようやくこれで無抵てい抗こうな少年を殴り続けるという胸むな糞くその悪いことをやめることができるのだと。


「やべえ、引き上げるぞ！」


　動どう揺ようした風を装よそおって仲間たちに声をかける。


　武ぶ装そうした騎士が現あらわれたのだ。ノルトの言葉に従したがわない者はおらず、彼らは蜘く蛛もの子を散らすように裏うら町まちの中へと逃げていった。
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「くっ……」


　ようやく暴ぼう力りよくの嵐あらしから解かい放ほうされ、アレスは痛む体に鞭むちを打って立ち上がろうとした。


　しかしまるで巨きよ大だいな地じ震しんでも起きているかのように体が均きん衡こうを失い、膝ひざを突ついてしまう。


「アレス!?　しっかりしろ！」


「だ、大丈夫です、クラウディアさま。このぐらい、なんとも……」


「とてもそうは見えぬぞ！　早く手当てを……！」


「そこの子供たち！　大丈夫か!?」


　なぜか聞き覚えのある声がした。


　自分たちを助けてくれたらしい男が近づいてくる。甲冑を身にまとい、剣を提さげていることからどうやら騎士であるらしい。


　おかしなことに、見覚えがあるような気がした。


　誰だろうかといぶかしんでいると、突とつ如じよその騎士は驚おどろいたように声を上げた。


「あ……あなたは！　クラウディアさまではないですか！」


「え……？　あ、フィ、フィリップか……？」


　フィリップ。クラウディアが口にしたその言葉で、アレスも思い出した。


　何日か前のことだ。自分とクラウディアのところへやってきて、ひと悶もん着ちやくあった挙あげ句く、剣けんの勝負をして自分に負けたあの騎士だ。


「一体どういうことです!?　クラウディアさまともあろうお方が、なぜ護ご衛えいも連れずこのようなところにおられるのです！」


「そ、それは……」


　クラウディアが言いよどむ。


　ここでフィリップは何かに気付いたように手を伸のばし、アレスの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。


「貴き様さま……！　さては貴様のせいだな!?　貴様がクラウディアさまをこんな危き険けんなところに連れ出したのだろう！」


「そ、それは違ちがうぞフィリップ！　その手を放はなせ！」


　二人のやりとりを見て、アレスは悟さとった。


　明らかにクラウディアは自分をかばってくれている。


　だがもしクラウディアに責があることになってしまえば、彼女が叱しつ責せきを受けるだろう。今度こそ部屋に閉とじ込められることにでもなりかねない。


　そんなことは許きよ容ようできなかった。クラウディアは外へ出るのをいつもあんなに楽しみにしているのだ。


　そもそもこんな事じ態たいを引き起こした責せき任にんは、自分にある。自分がクラウディアをこんなところへ連れてこなければそれでよかったのだ。


　叱責を受けるべきは、自分なのだ。


　アレスは血の滲にじむ唇くちびるを動かし、言葉を紡つむいだ。


「そうだ……。僕が、クラウディアさまをお連れしたんだ……」


「アレス!?　何を言うのだ!?」


　フィリップの顔にしてやったりと言わんばかりの笑えみが浮うかんだ。


「そうか。やはりそうだったのだな」


「違ちがう！　違うぞフィリップ！　外へ出ようと言い出したのはわたしで──」


「クラウディアさまは黙だまっていてください！　それにしてもなんたる不ふ忠ちゆう義ぎ者だ！　一国の王女を城しろから連れ出した上にこのような危険な目に遭あわせるとはな！　やはり貴様のような子こ供どもをクラウディアさまの護衛にしたのが誤あやまりだったのだ！」


　一言も言い返すことはできず、アレスはうなだれるしかなかった。
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　アレスは、極きわめて複ふく雑ざつな立場に立たされることとなる。


　一国の王女を危き険けんにさらしたのだ。牢ろう屋やにぶち込まれていてもおかしくはない。


　だがまだ十二歳さいという子こ供どもに過すぎず、何より貴き族ぞくの嫡ちやく男なんであるという理由から、罪ざい人にんとして粗そ雑ざつな扱あつかいをすることができないでいたのだ。


　それもアレスは、ファノヴァール家という国家への功こう績せきは右に並ならぶ者もいないと言われるほどの名家の嫡男なのだ。そんな子供を軽々しく扱うことはできない。それゆえアレスは、白しろ魔ま術じゆつによる治ち療りようを受けた後、表向きは療養のためという理由で王おう城じようの客室の一つに軟なん禁きんされていた。


「……僕は、やっぱり間ま違ちがってたんだろうか」


　アレスはベッドの上で、ずっとそんな思いに駆かられ続けていた。


　王城を抜ぬけ出すのはクラウディアのためになると思っていた。それがどれだけ危険なことか分かっていたにもかかわらずだ。


　自分の力でクラウディアを守れるとも思ったし、危険なことなどそうそう起こらないとも思っていたのだ。


　だが、すべては甘あますぎた。


　あの少年たちはクラウディアの首くび筋すじに刃やいばを突つきつけることさえした。一歩間違えれば、命さえ落としていたかもしれない。


　自分はそれほどの危険にクラウディアをさらしたのだ。護ご衛えいの資し格かくなどない。この仕事に就つけてくれた父の期待をも裏うら切ぎってしまったのだ。


　もはや自分に出来ることといえば、すべての責せき任にんを自分で負うことぐらいだろう。そうすれば少なくとも父やクラウディアが咎とがめを受けることはなくなるかもしれない。


　と、一人の少年が悲ひ壮そうな決意をした、そのときだった。


　こんこんと窓まどが叩たたかれる音がした。


　なんだろうと顔を向けたところで、アレスの顔が硬こう直ちよくする。


「アレス。元気だったか？」


「……クラウディアさま」


　ベランダから回ってきたのだろう。またあの侍じ女じよの恰かつ好こうをしたクラウディアの姿すがたがあったのだ。


　信じられない思いだった。まったく、あの人はなぜああも軽やかなのだろう。クラウディアも自分ほどではないにせよ、今は大おお勢ぜいの兵士たちに堅かたく警けい護ごされているであろうことは想そう像ぞうに難かたくないというのに。


「む……。開かぬな」


　クラウディアは窓まどを開けようとしたが、軟禁に使われるような部屋である。窓には鍵かぎがかけられていた。


「まあ会話ができればよいか。どうやら大だい丈じよう夫ぶそうだな、体の方は」


　そう話しかけてくるクラウディアの表ひよう情じようには、いつも通りの笑えみが浮かんでいた。どうやら襲おそわれたという恐きよう怖ふはそれほど傷きずを残していないらしい。少しだけ安心する。


「……はい。ご迷めい惑わくをおかけしました。僕さえもう少ししっかりしていれば、こんなことには……」


「もう言うな。おまえは何も悪くない。父上にもそう言っておいたからな、決して悪いようにはなるまい。さすがにもう城しろを抜け出すのは難むずかしいが、おまえにはまだまだ教えてやらねばならぬこともたくさんあるのだ。早くこんな部屋から出てもらわねばならぬ」


「…………」


　何も答えられなかった。もはや合わす顔などないのだから。


　アレスは目を逸そらすようにうつむいた。


「……どうした、アレス？　わたしがもう気に病むなと言っているのだぞ。なのに……なぜそんな悲しそうな顔をしているのだ……？」


　アレスはゆっくりと言葉を紡つむいだ。


　自分の決心を伝えるために。


「クラウディアさま。お別れです」


「……なに？」


「いかなる理由があろうと、僕がクラウディアさまを危険にさらしたのは事実です。僕にクラウディアさまを護衛する資格なんて、もうありません。どうか、僕のことなんてもう忘わすれて──」


「そんなことを……そんなことを言うな、アレス！」


「……え」


　アレスは言葉を失い、そして次に自身の耳を疑うたがった。


　いつも快かい活かつだったクラウディアの声。それが、震ふるえているように聞こえたのだ。


　あるいは窓越ごしだったゆえに、そう聞こえただけかもしれない。


　しかし、常つねに前だけを見ていたクラウディアが、このときは顔を震わせながらそっぽを向いていたのだ。それはどうみても泣き顔を隠かくしているようにしか見えなかった。


「わたしは……おまえと出会えて、嬉うれしかったのだぞ。楽しかったのだぞ。おまえはいつもわたしの傍そばにいてくれた。何をしようと、どんな目に遭あおうとだ。それに、おまえはわたしのためにたった一人で戦ってくれたのだ。おまえのような者にこそ、わたしの傍にいて欲ほしい。わたしは何度も……何度も何度も、そう思ったのだぞ？」


「ク、クラウディアさま……」


「だというのに……。おまえはわたしから離はなれるというのか！　おまえまでわたしを置いていくというのか！」


　クラウディアは身を翻ひるがえした。


「もうよい、勝手にしろ！　おまえの顔など……もう見たくもないわ！」


　窓まどべりから離れ、その姿すがたが見えなくなる。


「あ──」


　アレスはその背せ中なかに声をかけようとして、留とどまった。


「……これで、いいんだ」


　自分にクラウディアの傍にいる資格はない。そのことはとうに理り解かいしている。


　クラウディアに嫌きらわれようがもう関係ないし、むしろ好都合というべきだった。


　すべて思い通りになったのだ。


　だというのに──無む性しように悲しかった。悔くやしかった。


　剣けんの試合で負けたときよりも、どんな怪け我がを負ったときよりも、心が痛いたんだ。


「うう……。くっ……」


　感情を抑おさえようとすると、呼こ吸きゆうが乱みだれた。胸むねがどくんどくんと高鳴り、ひっくとしゃくりあげる。


　そんな体の異い常じようを鎮しずめようと、アレスは赤ん坊ぼうのように膝ひざを抱かかえて丸くなった。


　だが、一滴てきの涙なみだが自然とこぼれるのを止めることはできなかった。


　そしてそれが、こらえていた何かが決けつ壊かいする合図となった。


「うわあああああああああああ！」


　声を押おし殺し、ただただ子こ供どもとして、アレスは泣き喚わめいた。
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「ははははは！　すべてうまくいったな、さすがギルマードだ！」


　フィリップは祝しゆく杯はいを飲み干ほしながら奸かん智ちに長たけた配下の騎き士しを褒ほめ称たたえた。


「は。恐きよう縮しゆくです」


　答えるギルマードの声には一いつ片ぺんの感情もこもっていない。


　フィリップにとって、それは褒めるべき態たい度どだった。彼らはアレスという子供を陥おとしいれた。だが、そんなことでいちいち罪ざい悪あく感でも抱いだくようなことがあっては、これからフィリップが駆かけ上がろうとする野望の道を共に歩むことなどできないからだ。


「それで？　今後あの生意気な小こ僧ぞうめはどうなる？」


「は。今回の一件けんは王女殿でん下かの名めい誉よのため緘かん口こう令れいが出されましたが、国こく務む大臣カルレーン侯こうはもちろん、お父上ディルヴィレン侯のお耳にもすでに入っております。なにせ一国の王女を危き険けんにさらしたのですからな。子供とはいえ、なんらかの罰ばつは逃のがれ得ないでしょう。少なくとも王おう城じようからの追放は間ま違ちがいないかと」


「そうか。それは楽しみだな」


　フィリップの父ディルヴィレン侯を始めとして、ファノヴァール家を快こころよく思っていない貴き族ぞくは大おお勢ぜいいる。ファノヴァール家は目立ち過すぎたのだ。父は嬉き々きとしてこの機会にファノヴァール家の発言力を貶おとしめるべく行動に出るだろう。


　一方で、アレスが引き起こしたことになっているクラウディアの危機に駆けつけたのはフィリップ自身なのだ。アレスの後こう任にんとしてクラウディアの護ご衛えいになる資し格かくは充じゆう分ぶんにできたと言えよう。


　つまり今回の一件でフィリップは父に恩おんを売り、将しよう来らい邪じや魔まとなりそうなアレスを排はい除じよし、さらにクラウディアに近づく機会を得ることまでもできたのだ。笑いがこぼれるのは当然だった。


「そういえば、例の浮ふ浪ろう児じどもはどうした？　きちんと口止めはしてあるのだろうな？」


「もちろんです。金貨を与あたえておきました。あのような子供は自分の立場をよくわきまえているもの、他言するとは思えませぬし、子供の戯ざれ言に耳を貸かす者もおりますまい。そもそも、我われらの素す性じようすら知らぬのですからな」


「ふん。おまえにしては甘あまい処しよ置ちだな」


　フィリップはそう断だんじた。


　ギルマードの表ひよう情じようにいささかの不ふ満まんが表れる。


「甘いとは……どういうことでしょうか？」


「秘ひ密みつなどというものは洩もれるためにあるのだ。もしアレスに味方する者がいるとすれば、真実を明らかにせんと必ずやそのガキどもを捜さがそうとするとは思わぬか？　つまりそのガキどもが生きて呼吸をしている限かぎり、この件けんが露ろ見けんする可か能のう性せいは決して皆かい無むとは言えまい」


「…………」


　ギルマードはフィリップの言わんとすることを悟さとった。だが、さすがにそこまでは──と、わずかに残った良心に駆かられて再さい考こうを促うながそうとする。


「しかしフィリップさま、今やこの王都には数え切れぬほどの浮ふ浪ろう児じがおります。その中から、しかもアレスの罪つみが裁さい決けつされるまでにあの子供らを捜し出すなど、森の中から小こ枝えだを捜すようなものだと思いますが」


「だが、可能性はあるだろう？」


　一言でそう切って捨すてる。


「……たしかに、皆無とは言い切れませんが」


「では話は決まりだ」


　フィリップの目には、まるで黒い光が宿っているようだった。


「浮浪児の十人や二十人、この世から消えても気に止めるような者はおらぬ。それで我らの身の安全が保たもてるというのならば躊ちゆう躇ちよする理由もなかろう。そうだとは思わぬか？」


　ギルマードのフィリップを見る目に、驚きとも恐怖ともつかぬ感情が混じった。
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「陛へい下か。一体どうなっているのですか、この度たびの王女殿でん下かの一件」


　その日の夕ゆう刻こく。


　ベールセール王国国王ベルセルム四世の元を訪おとずれたのは、いつも以上に渋しぶい表情をした忠ちゆう臣しんと名高き国務大臣だった。


「……カルレーンか。何か言いたそうだな」


「は。ファノヴァール家の嫡ちやく男なんが王女殿下を城しろの外へ連れ出したと伺うかがいました。こんなことを耳にしては到底黙ってはいられませぬ、もしクラウディアさまの身に何かあれば国家の根本にかかわるところだったのですぞ」


「…………」


　国務大臣カルレーン侯こう爵しやく。祖そ国こくのためなら自分の身さえ二の次だと考えている忠臣であり、ベルセルム四世にとっても忠実な片かた腕うでである。


　しかし祖国のためならどんなことでも躊ため躇らわないというその性せい格かくゆえ、誰だれであろうと憚はばかることなく苦言を呈ていする。たとえ相手が一国の王であってもだ。それは臣としては得え難がたい素そ質しつというべきだが、今のようなときはいささか疎うとましいと思わずにはいられない。


「陛下も陛下です。なにゆえ十二歳さいの子こ供どもを王女殿下の護衛になどなさったのです？　しかもそのような大それた人事、私は一言も聞いておりませぬぞ」


「……余よの娘むすめのことでいちいち国務大臣の手を煩わずらわすわけにもいくまい。それに、ファノヴァール家とあれば我わが娘の命を託たくすに申し分ないし、子供と言えど剣けんの腕も立つと聞いている。問題は何もないではないか」


「確たしかに王女殿下にとってはよき遊び相手にでもなるかもしれませぬ。ですがそれが同時に良き護衛になると考えるのはいささか短たん慮りよなのではと申し上げざるを得ませぬ。大体、陛下はファノヴァール家を優ゆう遇ぐうし過すぎです。確かにファノヴァール家の貢こう献けんは認みとめますが、だからといって行き過ぎた待遇は他の者たちにも悪い影えい響きようをおよぼすというもの。そのようなことがお分かりにならぬ陛下とは思えませぬが」


　相変わらず耳に痛いたい忠言だった。なまじ正せい論ろんであるため、反論のしようもないところがかえって腹はら立だたしい。ベルセルム四世はうんざりしたように眉まゆをひそめた。


「分かった分かった、おまえの言はよく覚えておくゆえ、今回はそれぐらいにしておいてくれ」


「は……」


　カルレーンは一いち応おうは納なつ得とくしたように一礼したものの、その場を動こうとはしなかった。


　つまり、まだ何か言いたいことがあるということである。


「……まだ何かあるのか？」


「は。このようなことが起こった以上、アレスにどのような罰ばつを負わせるかを裁決せねばなりませぬ」


　ベルセルム四世は思わず言葉を失った。


「そ、そこまですることもあるまい。確かにアレスの行動はいささか軽けい率そつであったやもしれぬ。が、所しよ詮せんは子供のやったことであろう。それに、結果的に娘は無事だったのだ。護ご衛えいの任にんからは外すとしても、それ以上の責せきを問う必要はなかろう」


「陛下！　アレスは王家を、王女殿下を危き険けんにさらしたのですぞ！　常つねならば死を持って償つぐなうことになっていてもおかしくはありませぬ。今回の一いつ件けんは王女殿下の名めい誉よのため緘かん口こう令れいを敷しいてはおりますが、ディルヴィレン侯を初めとしてこの件を耳にした国家の重じゆう鎮ちんたちもアレスやその父ファノヴァール伯はくへの罰を求めております。彼らの要求は当然です、クラウディア王女殿下はこの国の宝たからにございます。アレスの行動はその宝を害そこなうものだったのですから」


　カルレーンや他の貴き族ぞくたちこそ、ファノヴァールの名に過か敏びんに反はん応のうし過ぎているのではないか。ベルセルム四世としてはそう思わずにはいられなかった。


　もしファノヴァール家が王位を求めれば甘あまんじて貸かし与あたえよ──ベールセール王国初代国王はそう言い残した。それほどに、ファノヴァール家の立てた功こう績せきは他の追つい随ずいを許ゆるさぬものだったのだ。だがそれも、他の貴族たちにしてみれば目め障ざわりと映うつるのだろう。


　ゆえに、彼らは今回アレスが取った行動の責せき任にんを追つい及きゆうする形で、ファノヴァール家そのものに制せい裁さいを加えたがっているのだろう。


　ベルセルム四世が何と答えるべきかと躊躇していると、


「お待ちいただけますかな、カルレーン国こく務む大臣閣かつ下か」


　そんな声と共に、執しつ務む室しつの扉とびらが開いた。


　入ってきた老人を見て、カルレーン侯も驚おどろきを隠かくせないようだった。それはアレスをクラウディアの護衛とするよう提てい言げんした当人だったのだ。


「イザーレ卿きよう？　そんなところで何をやっていた!?　ここは陛下の執務室だ、盗ぬすみ聞きすら重じゆう罪ざいに当たるのだぞ！」


「盗み聞きとは人聞きの悪い、そんなつもりはありませぬ。ただ陛下に申し上げたき儀ぎがあるゆえやってきたところ、大臣閣下の大声がたまたま聞こえてきたというだけの話。そもそも大臣閣下、壁かべに耳ありと申します。他者に聞かれて困こまるような会話でしたら、もう少し小声でなさってはいかがでしょうか」


「べ、別に聞かれては困るような会話などしておらぬ！」


「ならばお怒いかりになられることは何もないでしょう。私は他た愛あいのない会話をたまたま耳にしただけということになりますゆえ」


「……ああ言えばこう言いおって」


　驚くべきことに、カルレーンが言い負かされていた。


　カルレーンが右に並ならぶもののない能のう吏りであることはベルセルム四世も異い存ぞんはない。しかし、このような皮肉混まじりの非ひ建けん設せつ的な応おう酬しゆうならばイザーレの方に分があるらしい。


　イザーレの言葉はなおも続いた。


「まあもっとも、いたいけな子こ供どもに必要以上の罰を与えるというのは決して人聞きの良いことだとは思えませぬ。大臣閣下がむきになられるのも無理からぬこと」


　さすがに聞き捨ずてならなかったのか、カルレーンは再さい度ど唇くちびるを尖とがらせた。


「何を言う、アレスが王女殿でん下かを危き険けんにさらしたという事実は明白なのだ。これは子供だからといって許ゆるされるような罪つみではない」


「さて、それはいささか短たん絡らく的ではないでしょうか」


　ここでイザーレは懐ふところから何かを取り出し、ベルセルム四世に恭うやうやしく差し出した。


　蠟ろうで封ふうをされた手紙だ。


「なんだこれは？」


　封を開きながらそう訊たずねる。


「は。クラウディア王女殿下のお世話をなされているフェリア侍じ従じゆう長ちようの宣せん誓せい供きよう述じゆつ書しよにございます。お目を通して頂いただければ分かりますが、今回の一件は侍従長自身を初めとした王女殿下の周囲の大人たちにこそ責せき任にんがあり、アレス一人に責を問うべきではないと述のべられております」


「ほう」


　内ない容ように目を通す。確たしかに、イザーレの言った通りのことが書いてある。


「陛下、差し支つかえなければ拝はい見けんさせて頂ければと存ぞんじますが」


「ああ」


　カルレーンはベルセルム四世から受け取ったその手紙に目を通すと、途と端たんに苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。


　対照的に、イザーレの表ひよう情じようには余よ裕ゆうさえ見て取れた。


「それに閣かつ下か。たとえば王女殿下などは今回の一件、アレスに罪はない、自分が勝手に外に連れ出したことだと申されておるそうではないですか。こういった状じよう況きようを無む視ししてまでアレスを罰することは、決して道理にかなったことだとは思えませぬ」


「ま、待てイザーレ卿」と、カルレーン。「王女殿下は現げん在ざい謹きん慎しん中で誰とも会話などしておらぬはずだ。にもかかわらず、なぜ王女殿下がアレスをかばっているなどと言えるのだ？」


　イザーレの顔に人の悪い笑えみが浮うかんだ。


「はて、なぜでございましょうな？　とはいえ、その証しよう明めいはたやすいこと。この場に王女殿下を呼よび出し、国こく務む大臣閣下自らご意い思しを確かく認にんなさればよいのです。此こ度たびの責任はアレスにあるのかと」


「…………」


　今度こそカルレーン侯は黙だまり込こんだ。


　謹慎の身となったクラウディアとは、父であるベルセルム四世ですら一度会ったきりである。その際さいに、クラウディアがアレスをかばう言動を取ったのは事実だ。しかしそのことを知るにはそれこそ壁に耳でもなければ不可能だろう。


　もっとも、これはその際の会話を聞いていなくても、クラウディアの性せい格かくを知っていれば容よう易いに想そう像ぞうできることだ。イザーレは見事にそれを利用してみせたということである。


　ベルセルム四世としても、これは利用すべき状況だった。畳たたみ掛かけるようにカルレーンに言う。


「どうだ、カルレーン。イザーレ卿の意見には聞くべき点もある。それに侍従長や我わが娘むすめの言も無視するわけにもいくまい。これ以上アレス個こ人じんの責を問う必要もないのではないか？」


「……しかし陛へい下か、このままただアレスを赦しや免めんしたとあっては、ディルヴィレン侯こうを始めとした重じゆう鎮ちんたちは納なつ得とくいたしますまい。せめて……いかがでしょう、アレスを査さ問もんにかけるというのは？　その場で非ひ難なんすべきは非難し、アレスが子供であるといった点も含ふくめ、弁べん護ごすべきは弁護した上で、適てき切せつな罪に問うのです。その結果罪なしとなれば、私はもちろんこの件でアレスを中ちゆう傷しようする者もいなくなるでしょう」


「……ふむ」


　特とつ権けんで守られた貴き族ぞくたちは、反はん逆ぎやく罪ざいといった大罪でも犯おかさない限かぎり、裁さい判ばんにかけられることはない。その代わりに行われるのが、非ひ公こう開かいの査問会である。


　査問会ではいかなる判決が出ようと大きな罰が与あたえられることはない。ただこの際さい問題なのは罰の大小ではなく、名めい誉よである。非公開の査問会とはいえ、その結果は少なくとも貴族の間では公然の秘ひ密みつとなる。たとえ小さな罰であっても、名誉を重んずる貴族にとっては何よりの罰となるのだ。


「イザーレ卿きよう、卿の意見はどうか？」


「国こく務む大臣閣下がそこまで仰おつしやられるのならば仕方ありませぬ。しかし、ならば私からも二点ほど提てい案あんしたいことがございます」


「ほう。何だ？」


「一つ、現げん時じ点てんでアレスに即そく座ざに申し渡わたすべき罪がない以上、その身み柄がらを釈しやく放ほうするべきです。そしてもう一つ、査問会となればアレスの弁護をすべき後見人が必要となります。どうかその任を私にお与え頂いただけますよう」


「それはいかがなものか」カルレーンは即座に口を挟はさんだ。「いかに罪が決していないとはいえ、王女殿でん下かを危き地ちに追いやった者を釈放せよというのか？」


「その通り、大臣閣下がお認みとめになっておられるように、罪は決していないのです。ゆえにアレスを釈放し、申し開きのための準じゆん備びをさせることは理にかなっていると存じますが。それとも国務大臣閣下は子こ供ども一人釈放することに何か恐おそれることでもあると仰られるので？」


「……イザーレ卿、ここは国王の御ご前ぜんであるぞ。そのような下げ衆すな言い回しはやめてもらおう」


「これは失礼を。さて、陛下。いずれにせよ、私も申し上げるべきは申し上げました。あとは陛下のご判はん断だんをお示しめしくださいますよう」


　そう言うと、イザーレは身を引いてベルセルム四世の言葉を待つ態たい勢せいとなった。カルレーンもまだ何か言いたげだったが、結局はイザーレに倣ならう。


　ベルセルム四世としては微び妙みような立場だった。


　アレスを査問会にまで問うのはいささか過か剰じようだとは思うが、国務大臣や他の貴族たちがそれを求めている以上、無下にはできない。これ以上、アレスに肩かた入いれすることも国王としてはできなかった。


　それに、イザーレがアレスの後見を務つとめてくれるという。カルレーン侯を相手にしてさえ一歩も退ひかぬイザーレが後ろについたのならば、アレスも決して悪いことにはならないだろう。


「分かった。よかろう、それで事を進めるがよい」


「ありがとうございます、陛下」


「では、早速査問会の準備を始めますので」


　イザーレとカルレーンは代わる代わるうやうやしい一礼をすると、その場を去った。


「ふう」


　重苦しい空気から解かい放ほうされ、ようやくベルセルム四世は息を吐ついた。


　つくづく、奇き妙みような状じよう況きようである。


　クラウディアの表ひよう情じようが最近よくなってきていることを、ベルセルム四世は知っていた。それもアレスを近きん侍じにつけてからのことだ。やはり歳としの近い子供が傍そばにいることは、クラウディアにとってもいい影えい響きようだったのだろう。


　今回のような一いつ件けんが起こったのは残念だが、クラウディアが傷一つ負ったわけでもない以上、むしろいい薬になったのではないかとさえ思える。ましてアレスはあのファノヴァール家の嫡ちやく男なんなのだ。ファノヴァール家に任まかせておいてうまくいかなかったことが今まで一度でもあっただろうか。


　もちろん両者が恋れん愛あい感情を抱いだくような年ねん齢れいにでもなれば引き離はなさなければならないだろうが、父としてはいっそ恋こいの一つもさせてやりたいとも思うほどだ。どうせ将しよう来らい、クラウディアは国内の有力貴族かあるいは他国の王族か、いずれにせよ本人の意い志しとは関係のない婚こん姻いんを強きよう制せいされることになるのだから。


　しかし今、そのアレスが罪つみに問われようとしている。もし懸け念ねんが現げん実じつのものとなれば、アレスを今の状じよう態たいに追いやったことに責せき任にんを感じているクラウディアの表情は、また曇くもるようになるだろう。


　父としてはなんとかしてやりたいが、国王としては他に範はんを示す必要もある。表立っては動き辛づらい。


　後はイザーレに任せる他なかった。





　　　　　８





　そのころ、謹きん慎しんの身にあったアレスは、王おう城じようの一室に軟なん禁きんの状態にあった。


　一度だけクラウディアが様子を見に来てくれたことがあったが、それ以外は誰だれも来ることもなく、ただじっとしている他ない。


　扉とびらの外から聞き覚えのある声がしたのは、そんなときだった。


「アレス、入るぞ」


　そして、鍵かぎのかかっていたはずの扉が開く。入ってきた初老の騎き士しには、見覚えがあった。


「あなたは……えーと、父の知り合いの……」


「イザーレだ。さすがに一度剣けんを交えただけでは覚えてくれぬか」


「も、もうしわけありません、イザーレさま」


「おまえも騎士を志こころざす者なのだ、イザーレ卿きようと呼よべ。それよりアレス、ここを出るぞ。準じゆん備びしろ」


「え？　で、でも僕ぼくはここから出ちゃいけないって……」


「もう許きよ可かは取った、釈しやく放ほうだ。でなければ、私がここへ入ることもできぬだろう。ほら、これも返しておく」


　そういってイザーレは何かを投げてよこした。


「こ、これは……」


　自分の剣だった。クラウディアの護ご衛えいになるにあたって、父から贈おくられた剣だ。こんな武ぶ器きを返してもらえたということは、本当に釈放ということらしい。


「早くしろ。さもないと色々な人々に迷めい惑わくをかけることになるぞ」


「え？　は、はい！」


　ただでさえ今の自分は、父やクラウディアにたくさんの迷惑をかけている。そう言われては従したがわないわけにはいかなかった。もとより、準備らしい準備もない。剣を腰こしに下げ、軽く身なりを整えてイザーレの前に立つ。


「よし。では行くぞ」


　二人並ならんで部屋を出る。部屋の外には警けい備びの兵がいたにもかかわらず、自分を見ても咎とがめもしない。


「あの。僕、なんで突然釈放になったんですか？」


　イザーレに付き従いつつ、当然の疑ぎ問もんを口にする。


「私が国王陛へい下かにそう頼たのんだからだ。だが釈放といっても、これで一いつ件けん落着というわけではない。よいか、アレスよ。後日、おまえのしでかしたことについて査さ問もん会かいが行われる」


「さもん……かい？」





　……イザーレの話した事情を、子こ供どもながらにアレスは理解した。


「つまり、僕はその場で自分の無実を証しよう明めいしなければならないということですか？」


「うむ、そういうことだ」


「でも……無理です、そんなこと。僕がクラウディアさまを連れ出して危き険けんにさらしたというのは事実なんですから」


「ふむ、それはそうだな」


　二人は王おう城じようの出入り口までやってきていた。しかしイザーレの足はなおも止まる気配がない。一体どこへ行くのだろうと思いつつも、ただ付いていくことしかできなかった。


「時にアレスよ。現げん在ざい、この王都には無数の浮ふ浪ろう児じがいる。千や二千ではきかぬだろう。彼らが犯はん罪ざいの温おん床しようになっていることは否ひ定ていせぬ。だが、彼らは大人たちを本気で怒おこらせることを何よりも恐おそれている。大人が本気で浮浪児狩がりにでも乗り出せば、かなわないことを知っているからな」


「はあ」


　イザーレが何を言わんとしているかが分からず、アレスは生返事を返した。


「さて、そこでだ。一つ聞いておきたいのだが……この王都が三層そうの城じよう壁へきによって仕切られているのは知っているだろう？　おまえと王女殿でん下かが浮浪児たちに襲おそわれたというのは、そのどこだ？」


「どこ……と言われても。城壁を一つ越こえた大きな市場のあるところです」


「そうだろうな。これが一番外側の区画だというのなら、まだ話は分かる。あの辺りは一番浮浪児も多く、治安も悪い。そんなところを身なりのいい子供が歩いていれば、犯罪に巻まき込こまれない方が不思議だ。しかしおまえたちが襲われたのは二層目だ。あそこは貴き族ぞくたちでさえ時折足を踏ふみ入れる区画だからな、治安は決して悪くないはずなのだ」


「でも、僕たちは……表通りから少し裏うらの方へ行ってしまったんです」


「同じことだ。無む論ろん、犯罪に巻き込まれる可か能のう性せいが皆かい無むとは言わぬが、それでも確かく率りつは低いはずだ。だが、実じつ際さい問題としておまえたちは襲われた。さて、アレス。私が何が言いたいか分かるか？」


「え？　えっと……。いえ、分かりません」


「つまりこういうことだ、あまりにも出来すぎておるのだよ。たまたま王女殿下が城しろを抜ぬけ出したその日に、決して治安の悪くない市街地で、たまたま浮浪児たちに襲われたなどと、あまりにも出来すぎている。覚えておけ、アレス。偶ぐう然ぜんが二つも三つも重なればそれは偶然と考えるな。何らかの意い思しが介かい入にゆうしていると思え」


　少し考えて、イザーレの言わんとしていることを悟さとる。


「つ、つまり、僕たちを襲ったのは……誰かが仕組んだことってことですか？」


「いいぞ、よくそこまで辿たどり着いたな。そうだ、そう考えたならば多少偶然が重なっても不思議ではない」


「そんな！　僕やクラウディアさまを襲って誰が得をするというんですか!?」


「まだ分からずともよい。今それを知ったところでどうにもならぬしな。それよりアレス、我われらにはやらねばならぬことがある。間もなくおまえは査問会にかけられることになる。もしそこでおまえが罪つみに問われるようなことがあれば、おまえだけではなく父にもその累るいは及およぶだろう。その前に我らは策さくを講こうじ、対たい抗こうする準じゆん備びを整えねばならぬ」


「は……はい」


　事じ情じようは未だよく分からない。


　だが自分だけではなく、父をも巻き込きこんでしまうことは避さけなければならない。それだけは分かる。いや、そもそも、クラウディア王女を危険にさらした者がいるならば、放っておくことなどできなかった。


「イザーレ卿きよう。僕は一体何をすればいいのでしょう？」


　真しん剣けんさが増ましたアレスの顔を覗のぞき見て、イザーレは小さく笑った。


「その気になったようだな、よい目だ。なに、我らのなすべきことはそれほど難むずかしくはない。ひとまずは、ある貴族の家を見み張はっておくだけでよいのだ──」
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　ノルトは決して清せい潔けつではない倉庫の床ゆかに寝ね転ころがっていた。


　仲間たちは、トーマスに引いん率そつされて食料の買出しに行っている。調ヽ達ヽではない、買ヽ出ヽしヽだ。


　さらにノルトの手の中には、一枚まいの金貨が握にぎられている。金貨。銅どう貨かでも銀貨でもない、金貨だ。これ一枚で、何日腹はらいっぱいうまいものが食えるか分からない。仲間の中には見たことがない者すらいるだろう。


　もっとも、この大金を得る代だい償しようは、今思い出してもけったくそ悪いものである。自分より小さな子こ供ども二人を襲うこと──それがノルトに依い頼らいされた仕事だった。


　少女の怯おびえきった表情。そして、その少女を守るために戦い続けた少年の姿すがたが今でも簡かん単たんに思い出せる。あの少年にとって、少女はよほど大切な存そん在ざいだったのだろう。


　それに比くらべて自分はどうだ。生き延のびるためという理由で年下の子供を集しゆう団だんで痛いためつけるなどと、自分は一体どれだけ浅ましい人間なのか。その思いが、ノルトをずっと戸と惑まどわせていたのだった。


「そんな大金手にしておきながら、景気のよくない顔してるじゃない、ノルト」


　意外な声がした。言葉遣いは男のようだが、声こわ色いろは少女のものだ。それが誰か、ノルトにはすぐ分かった。


「なんだよ、スージー。喧けん嘩かでも売りに来たのか」


　顔見知りの少女の名を呼よぶ。


　自分と同じ浮ふ浪ろう児じだ。その点では仲間と言えなくもないが、同じ境きよう遇ぐうにあるからこそむしろ敵てき対たいすることの方が多い相手だ。どこにだって縄なわ張ばりというものがある。食べ物の得やすい場所が争いの原げん因いんになるというのは、大人であろうと子供であろうと、あるいは動物であろうと変わりがない。スージーはノルトと同じような浮浪児たちのまとめ役であり、それゆえにノルトとは折り合いが悪かった。


「違ちがうよ。あんたが大金を手に入れたって聞いたから、ちょっと話がしたくてね」


　耳の早いことだと、思わず感心したくなる。


　浮浪児が大金を持っているなどと知られれば、余よ計けいな厄やつ介かいごとを招まねくだけだ。それゆえ決してこの金貨のことは外に漏もらさないようにしていたつもりだったが、こういうことは隠かくせないものらしい。


「で？　何の用だ？　早さつ速そく借金の相談か？　それとも奪うばいに来たってわけか？」


「違うよ、そんなことじゃない。まあ聞いてよ、あたしたち、最近家を借りたんだ。ボロ家同然だけど、風雨はしのげるし誰にもはばからなくていいあたしたちの家さ」


「へえ。そりゃ良かったな。どうりでその不細工なツラを最近見ることがなかったわけだ」


「……悪かったわね、不細工で」


　スージーは俯うつむき、寂さびしげな声を出した。


　そんな反はん応のうをされると、むしろ自分の方がどうしていいか分からなくなる。少しだけ言い過すぎたことを後こう悔かいするが、今いま更さら謝あやまる気にもなれなかった。


「それにしても、どこにそんな家を借りるような金があったんだ？　どんなにボロでも、家を借りるとなればそれなりに金がいるだろ」


「ある子供が高こう価かな宝ほう石せきをくれたんだ。だから、それを売って金にした」


　どこのおとぎ話かと思った。しかしスージーの顔は冗じよう談だんを言っているようには見えないし、そもそも冗談を言う性せい格かくでもないことを知っている。


　むしろ納なつ得とくすべきだった。それぐらい突とつ飛ぴなことがなければ、自分たち浮浪児が家を持つことなど不ふ可か能のうなのだから。


「そうか、よく分かった。つまりおまえはどこぞの金持ちの子供に尻しつ尾ぽ振ふって金を恵めぐんでもらったってわけか」


「……そういうことになるのかもしれないけどさ」スージーは居い心ごこ地ち悪そうに目を伏ふせた。「でも、あんただってそうなんでしょ？　でなきゃそんな金貨なんて手に入るはずないと思うけど」


「へっ、違いないな」


　胸むな糞くその悪い方法で手に入れた金貨である。スージーのことを笑う資し格かくなどあるはずもない。


「で？　結局何の用なんだ？」


「だから……ね。あたしたちの家、とにかく広さだけはあるんだ。ちょっと傾かたむいてるけど、修しゆう理りすれば風も雨も防ふせげるだろうし。だから……あんたたちも、どう？」


「どうって？　何がだ？」


　スージーは怒おこったように顔を赤くした。


「だから！　あたしたちと一いつ緒しよに住まないかって言ってるの！　今までみたいに家も食べるものもない生活を送ってたって何も変わらないだろ？　それどころか、いつかまた病気や餓うえで仲間を死なせるだけじゃない。でも今、あたしたちは家を手に入れた。あとはその金貨を元手にして何か商売でも始められれば、みんなで生きていけるかもしれないだろ！」


「……へえ」


　興きよう味み深い提てい案あんだった。


　家というのは、ノルトたち浮浪児にとっては憧あこがれの一つだ。今はこの倉庫を勝手に借りているが、これもいつ追い出されるか分からないのだ。日が沈しずみ、どんどん辺りが暗くなっていくにもかかわらず、その日の寝ね床どこすら決まっていないという状況は非ひ常じように心細いものだ。スージーの提案は、少なくともその不安の一つを解かい消しようできる。


　それに、商売。考えてもみなかったことだが、いいかもしれない。この金貨があればどうにか一ヶ月ぐらいは餓が死しせずに済すむかもしれないが、逆ぎやくに言えば一ヶ月が過すぎればまた同じ生活に戻もどるだけである。ならばこの金貨を元手にもっと別の道を模も索さくすべきなのかもしれない。


「なるほど、考えてみる価か値ちはありそうだ」


「で、でしょ？」


　スージーも人を引っ張ぱる何かがあるゆえに、自分と同じようにたくさんの仲間たちに慕したわれているのだ。そんなスージーと組めば、何かできることもあるかもしれない──。





「残念だが、貴き様さまらのようなガキどもにそんな夢ゆめを見ることなど許ゆるされるわけがなかろう」





　大きな声が、誰だれもいないはずの倉庫に響ひびき渡わたった。


　仲間ではない。仲間のなかに、あんな大人びた声を出す者などいない。


　声の方を振ふり返る。倉庫の入り口を塞ふさぐように、二人の大人が立っていた。


　一人は中年の男。もう一人はかなり若わかい。それも、ただの大人ではない。甲かつ冑ちゆうを着込み、剣けんを下げたその姿すがたは、騎き士しと呼よばれるものだった。


「あ、あいつら……！」


　見覚えがあった。中年の騎士は件くだんの少年を襲おそえという依い頼らいを持ってきた男で、そしてもう一人の若い方は依頼の最中──すなわち、あの少年に暴ぼう行こうを加えているときに現あらわれた騎士である。


　なぜ彼らが、二人揃そろって突とつ然ぜんこの場に現れたのか。


　それも疑ぎ問もんだったが、それ以上にノルトを戦せん慄りつさせることがあった。


　二人ともがそれぞれ剣を抜ぬき放ったのだ。


「な、なんだよ、なんでそんな物ぶつ騒そうなモン持ってんだよ……！」


「答える義ぎ務むはない。我わが野望の礎いしずえとなれるのだ、今はただそのことに感かん謝しやして──死ね」


「なっ──」


　あまりにも唐とう突とつ過ぎる展てん開かいだった。しかし剣を手にゆっくりと歩み寄よってくる二人を見て、ノルトも状じよう況きようを認にん識しきせざるを得なかった。


　あの二人は、自分を殺すためにここへ現れたのだと。なぜかは分からないし、考えている暇ひまもない。ただどうすればこの窮きゆう地ちを逃のがれられるのか、それだけを考える。


「ちょ、ちょっとノルト……！　これ、やばいんじゃ……」


「……みたいだな」


　不安そうな声を出すスージーを、ノルトは無意識の内に背せにかばった。


「やれ、ギルマード」


「は」


　中年の騎士が剣を振り上げ一気に距きよ離りを詰つめてくる。


　ノルトにできることは一つだけだった。足元にあった棒ぼう切きれを摑つかみ、わずかな時間を稼かせぐことだけだ。


「スージー！　逃にげろ！」


　仲間たちが留る守すだったのは幸いである。あとはせめて後ろの少女が逃げ出す隙すきだけでも作れればいい。ノルトは気合と共に棒切れを振り上げた。


　と、そのときだった。





「やめんか、この馬ば鹿か者ものどもめ！」





　稲いな妻ずまのような声が響いた。


　この場にいた四人全員の動作を止めてしまうほどの激はげしさを伴ともなった声だ。


「だ、誰だ!?」


　全員の視し線せんが倉庫の入り口に集まる。


　そこに立っていたのは、またもや二人組である。


　ただ、おかしいのはその組み合わせだ。一人は騎士の恰かつ好こうをした老人で、そしてもう一人に至いたっては、子こ供どもである。


「あのガキ、まさか……!?」


　驚おどろくべきことに、ノルトには見覚えがあった。見み間ま違ちがうはずもない。ついこの間、金貨の代だい償しように暴行を加えたあの少年だった。


「お、おまえたちは……！　馬鹿な、なぜここへ!?」


　襲ってきた二人の騎士は、彼らのことを知っているようだった。





　　　　　◆





　……王おう城じようを出る際さいに、イザーレはアレスにこう言った。


　アレスとクラウディア王女を襲った浮ふ浪ろう児じたちを、何者かが裏うらで操あやつっていたと仮か定ていした場合、その者たちがもっとも恐おそれる事じ態たいとは何か。


　浮浪児たちが裏うら切ぎってすべてを露ろ見けんさせることである。すなわち、自分たちは誰かに指し示じされて二人を襲ったのだと。


　その事態を防ふせぐもっとも有ゆう効こうな対たい処しよ法ほうは何か。浮浪児たちの口を封ふうじることである。


「ゆえに我われらはおまえを襲った浮浪児たちを早々に見つけ出し、保ほ護ごせねばならぬのだ」


　アレスからすれば複ふく雑ざつな話だった。自分だけならまだしも、クラウディアをあんなに怖こわがらせた少年たちを助けるなどと。


　だが、もしあの少年たちが誰かに命令されたがためにあんなことをしたのだとしたら、なんとしてもその黒くろ幕まくを突つき止めたいという思いもあった。


　でも、王都には浮浪児はたくさんいる。自分たちを襲った子供たちを探さがすなど、森で木を探すようなものではないのか──。


　そう疑問を呈ていするアレスに、イザーレはさらに答えた。


「今回の一いつ件けんは王女殿でん下かの名めい誉よのため、早々に緘かん口こう令れいが敷しかれたのだ。にもかかわらず、この件のことを知っており、おまえだけではなくおまえの父にまで罪つみを着せようと動いている者がいる。ディルヴィレン侯こうという大だい貴き族ぞくだ。つまり状況から考えれば、ディルヴィレン侯こそが事の黒幕である可か能のう性せいが高いと私は考えている」


「でも、ディルヴィレン侯ならそのことを知っていてもおかしくないはずです。僕ぼくたちが襲おそわれてるところへ助けに来てくれたのは、フィリップという騎き士しでしたから。ディルヴィレン侯の息むす子こなんですよね、フィリップ卿きようって。わざわざ助けにきてくれた人が僕を罠わなにはめるようなことをするとも思えないんですけど……」


　それを聞いたイザーレは、一いつ瞬しゆんだけ驚いたようだったが、すぐに笑い声を上げた。


「はっはっは、アレスよ。それこそが答えというものだ。おまえと王女殿下がたまたま街へ出かけたところをたまたま浮浪児に襲われ、しかもそこへたまたま大貴族の息子がやってくるなどあまりに出来すぎているというべきだ。もう間違いあるまい。この謀はかりごとの黒幕は、ディルヴィレン家だ」


　そう言われると、アレスにも思い当たることがあった。


　フィリップといえば、つい最近クラウディアさまの護ご衛えいの座ざを賭かけて剣けんの試合を行ったことがあると。


「なるほど、それですべて決まりだな。つまり今回の一件は、おまえを王女殿下の護衛から引き離はなすための策さく略りやくだったというわけだ」


　そう考えればすべての辻つじ褄つまが合い、そしてまたどう動くべきかも自然と分かる──。


　こうしてアレスとイザーレは、浮浪児たちをもっとも口封じしたがっているであろうディルヴィレン家の邸てい宅たくを見み張はり、そして中から出てきたフィリップら二人の騎士を尾び行こうし、ここへたどり着いたのだった。





　　　　　◆





　アレスはあらためて眼がん前ぜんの光景を見つめた。


　二人の騎士、それに少年と少女。


　中年の騎士は見覚えがなく、誰なのかは分からない。だがもう一人が誰であるかは明白だった。フィリップだ。


　一方、二人の子供の方にも見覚えはあった。自分を襲ったあの少年だ。もう一人の少女の方もどこかで会ったような覚えがある。


　自分をあれだけ痛いためつけ、さらにクラウディアの首くび筋すじに刃やいばを突つきつけることさえした相手である。だが、それでもなぜか怒いかりを覚える気にはなれなかった。なぜなら少年は、あのとき自分がしたのと同じ事をしていたからだ。少女を後ろにかばい、棒ぼう切きれを手に果か敢かんに戦おうとしていたのだ。


　悟さとる。憎にくむべきは、彼らを裏で操り、さらに用よう済ずみとなったからという理由で彼らを殺そうとしているフィリップなのだと。


「アレス」イザーレが小さな声で問う。「あの子供らが、そうなのだな？」


「はい、間違いありません」


「分かった。ならばやるとしよう」


　ここでイザーレは進み出ると、もう一度声を張り上げた。


「この馬ば鹿か者ものどもめ！　騎士たるものが子こ供どもに手をあげるとは何事だ！　いつからこの国の騎士道はそこまで落ちたのだ！」


　その迫はく力りよくに、明らかに二人の男は気け圧おされていた。


「くそっ！　やむをえん、この場を見られたからには放っておけぬ。やるぞ！」


「し、しかしフィリップさま。あれは武ぶ名めい高きイザーレ卿ですぞ。我われらがかなうかどうか……」


「あんな年とし寄よりどうとでもなる！　行くぞ！」


　剣を構かまえ直し、敵てき意いを向けてくる。応おうずるようにイザーレも剣を抜ぬき、アレスもそれに倣ならった。


　だが、不意にイザーレがアレスの腕うでに手を置いた。まるで、構えた剣を下ろさせるように。


「アレス。あの二人は私が相手をする。おまえは下がっていろ」


「そ、そんな！　僕も戦います、そのために付いてきたんですから！」


「おまえはまだ真剣で戦ったことはないのだろう？　ならば今はそこで実戦がどのようなものかを見ておくだけにしておけ。それもおまえにとっては糧かてとなろう」


「……分かりました」


　そう言われては引き下がらざるを得なかった。


「死ねえっ！」


　フィリップたちが切りかかり、イザーレはその場を動くことなくそれを迎むかえ撃うった。


　剣が交差し、火花が散る。


　アレスとの剣の試合で負けたこともあるイザーレである。その動作は、アレスほど速いわけでも、鋭するどいわけでもない。


　だがそれは、洗せん練れんされた動きだった。


「す、凄すごい」


　イザーレが見てるだけでも糧になると言った理由がよく分かる。


　その動きには無む駄だが無かった。斬ざん撃げきを受け、突つきを払はらい、強打は避よける。どんな型の攻こう撃げきが来ても動じることなく対たい処しよし、相手が少しでも体たい勢せいを崩くずせばすかさず距きよ離りを詰つめ、反撃を加える。相手を後ろに回らせる余よ裕ゆうすら与あたえない。一対二という絶ぜつ対たい的に不利な条じよう件けんにありながら、優ゆう位いに戦いを進められるのはそのためだった。それは何十年も騎士として生き抜いてきた経けい験けん豊ほう富ふなイザーレだからこそできる動きだった。


「ぐっ……！」


　鈍にぶい音がした。中年の騎士の腹はらに、イザーレの持つ剣の柄つかが埋うめ込こまれた音だ。その体ががっくりと崩れ落ちる。


「ギ、ギルマード！」


「この程度か？　私も老いたとはいえ、この程度では疲つかれもせんぞ。情なさけない、所しよ詮せんは親の威いを借りねば何もできぬ青二才か」


「なんだと！　言わせておけば！」


　もっとも痛いたいところを突かれ、フィリップがなおも切りかかる。しかしイザーレの挑ちよう発はつによって激げつ昂こうさせられた状じよう態たいでは、いよいよフィリップに勝ち目はなかった。


　必殺であるはずの一撃は簡かん単たんにいなされ、均きん衡こうを崩され無様に尻しり餅もちを着く。


「くっ、くそっ……！　おのれ、どいつもこいつも邪じや魔まばかりしおって……！」


　そこへすかさずイザーレが剣を突きつける。


「互たがいの実力差ぐらいは分かるだろう？　これ以上痛い目にあいたくなければ、早々に剣を捨すて降こう伏ふくするがいい」


　勝敗は誰の目にも明らかだった。


　もはやフィリップにできることと言えば、剣けんを捨て命いのち乞ごいをすることだけである。


　だが、フィリップという騎士はただ尻しつ尾ぽを巻まいて逃にげるようなことは絶対にできない性せい格かくだった。


「こいつさえ死ねば！」


　跳とび上がるようにして剣を構え、突き進む。


　ただし、イザーレに向けて──ではない。その切っ先は、二人の浮ふ浪ろう児じたちに向けられていた。


「うわああああ!?」


　少年が悲鳴を上げる。イザーレもアレスも間に合う距離にない。


「危あぶない！」


　それでも、アレスの体は自然と動いていた。無む我が夢む中ちゆうで自分に取りうる手しゆ段だんを実行する。


　ごき、という鈍い音が響ひびいた。


「がああああああああ!?」


　ガシャンという金きん属ぞく音おんと共に、フィリップの悲鳴が響き渡わたった。


　アレスが鞘さやごと投げつけた剣によって腕を打ち据すえられ、持っていた剣を落としたのだ。
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「くうっ！　この、クソガキ──」


　血走った目でにらみつけようとする。


　だが、そこでフィリップの言葉は途と絶だえた。


　すかさず距離を詰つめたイザーレが、剣の平をフィリップの後頭部に叩たたき込んだためだ。


　フィリップの体が、音も無く崩くずれ落ちる。


「ふう。よくやったぞ、アレス。それにしてもこの男、まさかここまで愚おろかな振ふる舞まいに出るとは思わなかったわ」


　イザーレはそう褒ほめたてたが、素す直なおには喜べなかった。


「……でも、父上からもらった剣を投げてしまうなんて……」


「何を言う。それで人の命が救えたというのなら、剣も本望だろう」


　もっともな理り屈くつである。鞘についてしまった傷きずを見るといささか残念な思いもあったものの、結果としてイザーレの役にも立つことができ、人の命も救えたというのなら満足すべきだった。





　　　　　◆





「ねえ、ノルト……。一体何が起こってんの……？」


「さあ……。お、俺おれにも分かんねえよ……」


　ノルトはどうにか状じよう況きようを理り解かいしようと必死だった。


　仕事を依い頼らいしにきたあの男がやってきて、なぜか自分たちを殺そうとした。しかしそこへ今度は自分が暴ぼう行こうを加えたあの子こ供どもが老騎士と共にやってきて、どういうわけか自分を助けたのだ。何がどうなっているのかさっぱり分からない。


　やがて、老人と少年という奇き妙みような二人組は、気き絶ぜつさせられたらしい二人の騎士を縄なわで縛しばると二人の前にやってきた。


「おぬし、名はなんと言う？」


　老人が尋たずねる。圧あつ倒とう的な剣けん技ぎを見せられた直後ということもあったのだろう、気け圧おされたようにノルトは答えた。


「ノ、ノルトだ」


「そうか、ではノルト。おまえがこの少年にしたことは忘わすれよう。我われらと一いつ緒しよに来てもらいたい」


「……なんでだよ!?」


「なんとなく理解してはいるのだろう？　おまえは貴き族ぞくたちのくだらぬ陰いん謀ぼうに足を踏ふみ入れ、口くち封ふうじのため殺されるところだったのだ。こうなった以上、今日は生き延のびたとしてもいつかまた刺し客かくがやってくるだろう。このままではいつか殺されることになるぞ」


「そんな、理り不ふ尽じんだ！」


　黙だまり込むノルトの代わりに叫さけんだのはスージーだった。


「ノルトがどんな汚きたない仕事をやったのかは知らないよ！　でもそれが生きるために必要だったってことは分かる！　なんでそれで殺されなきゃならないんだよ！」


「もっともな話だな。だが、だからこそ我らが来たとも言える。この世には面おも白しろい格かく言げんがある。すなわち、やられる前にやれ、あるいは捨すてる神あれば拾う神あり──とな。もう一度言う、我らと一緒に来るのだ。そうすれば、身を守る手助けをしてやろう」


　ノルトは一度だけスージーの表ひよう情じようをのぞき見た。


　自分の命だけならばまだいい。だがあの騎き士したちが、自分だけを殺して満足するとは思えない。生死を共にしてきた仲間たちや、そしてこのスージーも巻まき添ぞえになるだろう。


　まだ何が起こっているのかは分からない。この老人が本当に味方なのかも分からない。


　だがスージーのためにも、このまま手をこまねいていることなどできるわけがなかった。


「……分かった、あんたに協力する。何をすればいいんだ？」


「なに、簡かん単たんなことだ。少しばかり我らと口くち裏うらを合わせ、事実を脚きやく色しよくした話をしてくれればそれでよい。そうそう、忘わすれるところだった。アレス、フィリップとやらの剣を拾っておいてくれ」
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「それでは、これより査さ問もん会かいを始める」


　ベルセルム四世は、厳おごそかに査問会の開始を宣せん言げんした。


　査問会は国王の名によって行われ、多くの場合は国王自らが判はん事じの席に座すわることとなる。貴き族ぞくを裁さばけるのは国王だけだという建たて前まえのためである。


　被ひ告こく側の席にはアレスとイザーレが座り、他方原告はカルレーン侯こうである。


　非公開ゆえ傍ぼう聴ちようは原げん則そくとしてできないことになっているが、カルレーン侯と連名でアレスを告発したディルヴィレン侯らの傍聴は許ゆるされていた。


　また、傍聴席にはクラウディアの姿すがたもあった。彼女も当事者の一人である以上、自分のしでかしたことの結果を最後まで見み届とどけるべき──そうイザーレが主しゆ張ちようし、ベルセルム四世がそれを受け入れた結果である。


　もっとも、アレスの胸きよう中ちゆうは複ふく雑ざつである。クラウディアとは一度は別れさえ交かわしたのだ。このような形で再さい会かいすることになるなどとは思わず、それゆえ目を合わすことすらできないでいた。





　査問会はカルレーン侯が事のあらましを説明するところから始まった。


　アレスがクラウディア王女を連れ出したこと。しかもそれが一度や二度ではなく、その結果、浮ふ浪ろう児じに襲おそわれ、王女を危き険けんにさらしたということ。


「──アレスは護ご衛えいという立場にありながら、王女殿下をこのような無用の危険にさらしたのです。周囲の大人たちがこれを阻そ止しできなかったという点で、子こ供どもであるアレスにすべての責せき任にんを押おし付けるわけにはいかないとする主張がなされていることは事実です。ですが、事の本ほん質しつを見み誤あやまるべきではなく、率そつ先せんして王女殿でん下かを外へ連れ出したアレスには相そう応おうの罰ばつが下されて然しかるべきかと存ぞんじます」


　カルレーンは理路整然と主張すべきことを主張し、席に座った。


「ふむ。ではイザーレ卿きよう。何か反はん論ろんはあるか？」


「は」


　問われてイザーレが立ち上がる。


「まず第一に……王女殿下は公こう務むでもなければこの城しろから出ることはまったく許ゆるされなかったという事実を思い起こして頂いただきたいと思います。王女という公人の立場にあるとはいえ、殿下も未いまだ七歳さいの遊びたい盛さかりの少女なのです。それを籠かごの中の鳥のように扱あつかったとなれば、外の世界を知りたくなるのが道理というもの。籠の中の鳥が隙すきを見つけて外へ飛び出るのは必然だったのです。そのとき誰だれも護衛がいなければ今度こそ本当に王女殿下は危地に立たされることとなっていたでしょう。ですがアレスは王女殿下の傍そばを決して離はなれることなく護衛の任にんを続行し、我われら大人の至いたらぬ部分を補おぎなってくれたのです。これはなんら罰せられるようなことではないと考えます」


「馬ば鹿かげてる！」カルレーンは即そく座ざに声を荒あららげた。「屁へ理り屈くつ、こじ付けも甚はなはだしい。陛へい下か、イザーレ卿はアレスの行こう為いを正当化すべく後付けの理由をこじ付けているに過すぎませぬ」


「これは異いなことを。王女殿下がアレスを護衛とする以前から、何度も城を抜ぬけ出そうとしていたことがその何よりの証しよう拠こ。そもそも、私はカルレーン侯の主張に対し、必要な反論を行っただけのこと。それをどう判はん断だんするのかは陛下であって、貴き公こうに屁理屈だのこじ付けだのと言いがかりをつけられる筋すじ合あいはないはずですが」


「もうその辺にしておけ」


　二人の論争が泥どろ沼ぬま化かしかけたところへ助け舟ぶねを出すように、ベルセルム四世が口を挟はさんだ。


「二人の主張はよく分かった。だがイザーレ卿の言った通り、判断するのは余よなのだからな。さて、審しん理りを続けるとしよう。両者とも、他に主しゆ張ちようしたいことはあるか」


「陛下。僭せん越えつながら、私からも一つ申し上げさせて頂いただきたいのですが」


　そう口にしたのは、カルレーンではなかった。


　傍ぼう聴ちよう席せきにいたディルヴィレン侯こう爵しやくである。


「ディルヴィレン侯か……。確たしかに、貴公も告発者に名を連ねているが……」


「我われ々われとしては別に異い存ぞんもありませぬ。陛下の御ぎよ意いのままに」


　イザーレが口を挟んだ。


　被ひ告こく側であるイザーレがそう言うのならば、認みとめざるを得なかった。


「そうか。卿に異論がなければよかろう。ディルヴィレン侯、発言を許ゆるす」


「ありがとうございます、陛下」


　ディルヴィレン侯は一度咳せき払ばらいをすると、朗ろう々ろうと言った。


「現げん在ざい、北では戦争が起こり、民たみは嘆なげき兵は連日死者の山を出しております。だというのに、我らは現在このような審理に無用の労力を費ついやされております。それもすべてはアレスが今回の事じ件けんを引き起こしたことが原げん因いんなのです。このような時期であるからこそこれを無む罪ざい放ほう免めんとするようなことがあっては他の者に示しめしがつきませぬ。アレスに罪つみを科すのは、その点から言っても必要なことと存じますが」


「おや、ディルヴィレン侯爵閣かつ下か。貴公がそんなことを言ってはご子息どのが可か哀わい想そうではありませぬか」


　イザーレの言葉に、ディルヴィレン侯が目をむいた。


「なんだと？　今の私の発言と息むす子このどこに関係があるというのだ！」


「そもそもアレスは王女殿下の護衛を仰おおせつかったとはいえ、十二の子供に過すぎませぬ。本来ならまだ遊んでいることが許される年ねん齢れいであって、殿下の護衛などという公こう務むに就つくこと自体が異例なのです。しかも、少なくともアレスが護衛として王女殿下の傍を離れることなく任務を果たしたというのは揺ゆるぎのない事実。一方、ディルヴィレン侯のご次男などは成人して騎き士し資し格かくを得ておられるにもかかわらず、戦場にも出ずに王都でくすぶっておられるだけと伺うかがっております。戦場に出ない騎士など錆さび付ついた剣けんも同然、どちらがより罪深いかは明らかでしょう」


　到とう底てい、受け流せる挑ちよう発はつではない。ディルヴィレン侯は即座に怒ど鳴なり返した。


「な、なんだその言い方は！　それを言うならばイザーレ卿、卿とて騎士でありながらこうして王都にくすぶっているではないか！」


「左様、まことその通り。つまりそういうことです。今の状じよう況きようを作ったのは我ら大人たちであって、子供には関係がありませぬ。にもかかわらず、示しがつかぬからという理由で子供に不必要な責せき任にんまで押し付けるのはいささか理り不ふ尽じんと思いますが、いかがですかな」


「……くっ」


　とっさに反はん論ろんの余よ地ちを見出せなかったのか、ディルヴィレン侯は押し黙だまった。


　その光景を見せ付けられ、あらためてアレスは思った。よく舌したの回る人だと。


　なぜこんな凄すごい人が自分の味方をしてくれるのかは未いまだによく分からないが、一つだけ決心する。この人と口げんかだけはしないようにしようと。


「どうやら我々の主張もご理り解かい頂けたようですな。さて……陛下、一つよろしいでしょうか？」


　ここでイザーレはベルセルム四世に向き直って口を開いた。


「何だ、イザーレ卿？」


「そろそろ我々にも主張の機会を頂きたく存じます。実は我らはアレスに罪がないことを証しよう明めいする証人を見つけておりまして。彼の者に証言させることをお許し頂きたいのです」


「そのような証人がいるというのなら証言させぬわけにはいかんだろう。よかろう、許きよ可かする」





　やがて連れてこられた証人を見て、誰もが首を傾かしげることとなる。


　それは少年だったからだ。それも、見るからにみすぼらしい身なりである。


　そしてこのとき、アレスは視し界かいの隅すみで、クラウディアの顔が驚おどろきに染そまるのを見た。当然の反はん応のうだ。あのとき自分たちを襲おそった少年の一人なのだから。


「ちょっと待て、イザーレ卿！」と、ここでディルヴィレン侯が口を挟んだ。「いかに非ひ公こう開かいの査さ問もん会かいとはいえ、陛下の御ご前ぜんであるぞ。そのような身分の知れぬみすぼらしい者を連れてくるなど許されるはずがなかろう！」


　それはあまりにもひどい侮ぶ辱じよくだった。少年の──ノルトの顔が、屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。


「何を言うのだ、ディルヴィレン侯」


　だがこのとき、真っ向から反論する者がいた。


　クラウディアである。


「身なりが一体何だというのだ？　その少年も我わが王国の臣民ではないか。それとも何か、卿にとっては身なりさえよければ敵てき国こくの王であっても味方になるというのか？」


　場は静まり返った。


　今までずっと黙だまっていた七歳さいの少女が、ここぞとばかりに、それも大だい貴き族ぞくを相手に雄ゆう弁べんと語りだしたのだ。


「べ、別にそのようなことは──」


　クラウディアの何倍もの人生を生きてきたディルヴィレン侯でさえ、言葉に詰つまるほどだった。


「ならば黙っておれ。そもそも、一国の王が子こ供どもを恐おそれて遠ざけたなどと言われてはそれこそ他者に示しめしがつかぬというものであろう？」


「……はは」


　ディルヴィレン侯は屈辱に顔を赤らめながらも一礼して引き下がった。


　その光景に誰もが圧あつ倒とうされていた。たかが七歳の少女が侯こう爵しやくという大貴族を相手にやりこめたのである。


　アレスの驚きは尚なお更さらだった。あの少年は自分たちを襲った憎にくき相手のはずだ。にもかかわらず、なぜあんなに親身になって弁べん護ごできるのだろうかと。


　だが、すぐに違ちがうんだ──と思いなおす。あれこそがクラウディアさまなのだと。あんな考え方のできる王女さまだからこそ、自分も振ふり回されつつもその傍そばにいることが楽しいと思ったのだと。


「では懸け念ねんがなくなったところで、証言を始めさせて頂きましょう。よろしいですな、陛へい下か」


「あ……ああ、うむ」


「ありがとうございます。では、少年。まず名を名乗るように」


　イザーレに促うながされ、ノルトは緊きん張ちように上ずった声を出した。


「ノルトです」


「ではノルト。おまえの知っていることを話すのだ」


「……僕ぼくは数日前、ある人物から仕事を受けました。もうすぐ城じよう下か町まちにいい身なりをした少年と少女の二人組が現あらわれる。金をやるから、その少女の前で少年を痛いためつけろと」


「なんだとっ!?」


　驚きの声がベルセルム四世とカルレーン双そう方ほうの口から漏もれた。クラウディアも驚きを隠かくせない様子だったが、少なくとも声を上げることはなかった。


「ど、どういうことだ！　突とつ然ぜん何を言い出すのだ、その少年は！」


　勢いきおい込こんで訊たずねるカルレーンを無む視しする形で、イザーレはベルセルム四世に向き直って頭を下げた。


「陛下。真に申し訳わけございませぬ、実は我らには一つ謹つつしんで謝しや罪ざいしなければならぬことがございます。今回の一いつ件けんは、私とディルヴィレン侯とで示しめし合わせて仕組んだものなのです」


「なにっ!?」


　今度はカルレーンとディルヴィレン、二人の侯爵の口から戸と惑まどいの声が上がる。


「イザーレ卿、仕組んだとは一体どういうことだ？」


「陛下。我らはクラウディア王女殿でん下かに城しろを抜ぬけ出す悪い癖くせがあることを知っておりました。とはいえ、それを防ふせぐために部屋へ閉とじ込めるようなことをしたとしても、王女殿下の外へ出たいという欲よつ求きゆうは強まるだけでしょう。その悪い癖を直すには、城の外がどれほど危き険けんなのかを王女殿下ご本人にご理り解かい頂いただくことが肝かん要ようだと思い至ったのです。そこで我われ々われは街の子供たちを雇やとい、城を抜け出した王女殿下を襲おそわせようとしたのです。もちろん王女殿下には傷一つつけるわけには参りませんが、その代わりアレスを痛めつけることにしたのです。目の前で護衛が痛めつけられるところを見せられれば、王女殿下も目が覚めると思いましてな」


「そんな馬ば鹿かな！　知らんぞ、そんな話は！」


　いきなり共犯者扱いされ、いきり立って否ひ定ていの言葉を口にするディルヴィレン侯だったが、イザーレの態たい度どは変わらなかった。


「はて、おかしいですな。ディルヴィレン侯は何も聞いておられぬのですか？」


「あ、当たり前だ！　陛下、このような戯ざれ言を信じる必要はありませぬぞ！　こんな主しゆ張ちよう、イザーレ卿の妄もう想そうに過すぎませぬ！」


「ははあ、ひょっとすると連れん絡らくの行き違ちがいでもあったのかもしれませぬ。ですが、これは歴然たる事実なのです。証しよう明めいしてご覧らんに入れましょう。ノルト、一つ訊たずねよう。おまえにその依い頼らいをしたのは、一体誰だったのだ？」


「はい、フィリップという若わかい騎き士しでした」


「噓うそだッ！」


　間かん髪はつを入れずにディルヴィレン侯が叫さけぶ。


「でたらめだ！　私の息むす子こがそんなことをするか！」


「ではノルト。それを証明することはできるか？」


「はい。これを」


　ノルトが取り出したのは、布ぬので丁てい寧ねいに包まれた細長い何かだった。


　受け取ったイザーレが布を除のける。現あらわれたのは一振ふりの長ちよう剣けんだった。


「フィリップという騎士が、僕に預あずけてくれたのです。もしこの件で僕が不利になるようなことがあれば、これを見せろと。そうすればきっと悪いことにはならないだろうと」


「ディルヴィレン侯こう、ご覧らんください。この柄つかに彫ほられた紋もん章しようはディルヴィレン家の家紋にございましょう」


　イザーレから剣を受け取ったディルヴィレン侯は、衝しよう撃げきのせいか小こ刻きざみに体を震ふるわせた。


「ば、馬鹿な……！　これは確たしかにフィリップに授さずけた剣……！　なぜこれを……！」


「はて、本当に聞いておられなかったのですかな？　確かに私もこの提てい案あんはフィリップ卿きようから聞いたのですが……。ディルヴィレン侯、最近、フィリップ卿とはお会いになられましたか？」


「い、いや……。どういうわけかフィリップは昨日から帰っておらぬのだが……」


「そうでしたか。なるほど、それで分かりました。大方、貴き公こうに相談せず事を進めてしまったことに気が引けて顔が出せなかったのでしょうな」


「まさか、そんな、ことが……」


　ここでイザーレはベルセルム四世に向かって優ゆう雅がに一礼した。


「私の主しゆ張ちようは以上です。どうやらディルヴィレン侯はご存ぞんじなかったようですが、子の不始末を拭ぬぐうのは親の責せき任にん、今回のご騒そう動どう、責を問われるのは私とディルヴィレン侯であって、少なくともアレスにではありませぬ」


「ま、待て！　こんな道理の通らぬことがあるか！」と、カルレーン侯が叫んだ。「そもそもこんな重大な事実を、なぜ今まで隠かくしていたのだ!?　おかげで私や陛へい下かの貴重な時間を浪ろう費ひすることとなったのだぞ！」


「ええ、仰おつしやる通りです。それゆえ私もずっと黙だまっているつもりでおりました。まさか子こ供どものアレスに敢あえて重い罰ばつを科そうとする者などいないと思っておりましたゆえ」


「……くっ」


　皮肉のこもったイザーレの言葉に、さしものカルレーン侯も二の句くが継つげなかった。


「なるほど、話は分かった」


　議ぎ論ろんをしめくくるように、ベルセルム四世は威い厳げんのこもった声で告げた。


　そして、傍ぼう聴ちよう席せきの愛まな娘むすめに視し線せんを向ける。


「クラウディア、どうだ？　聞けばこれはおまえを戒いましめるための芝しば居いだったという。ならばおまえが求めるならばイザーレ卿とディルヴィレン侯に罰を与あたえるのもやぶさかではないが」


　クラウディアはゆっくりと首を振ふった。


「それにはおよびません、父上。元はといえばわたしの悪い癖が原げん因いんだったことは明白です。二人は自らが罰せられることも恐おそれずわたしに大きな教訓を与えてくれようとしたのです。この二人こそまさしく忠ちゆう臣しんというもの、感かん謝しやすることこそあれ責せめることなどできません」


「よく言った。さて、聞いての通りだ。娘がこう申しておる以上、余よに汝なんじらを責めることはできぬ。だが、これほどの騒ぎになった以上は他に示しめしはつけねばなるまい。両者とも少なからず国こく政せいにいらぬ停てい滞たいを招まねいた罰として、いくばくかの私し財ざいを国庫に献けん上じようせよ。また、このような結論が出た以上、アレスに罪つみはないものとする」


「はは。謹つつしんで従したがいまする」


　イザーレが率そつ先せんして頭を下げたためだろう。ディルヴィレン侯も渋しぶ々しぶこれに従い、また、カルレーン侯も国王が一度下した結論に異いを唱えるようなことはできなかった。
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「本当に、あれでよかったのでしょうか」


　査さ問もん会かいが終わり、部屋を退たい出しゆつしたところでアレスはイザーレに話しかけた。


　表向き、事は解かい決けつした。父に迷めい惑わくをかけることもなくなり、自分やクラウディアに罪はないとされたのだ。


　だがそれでも、アレスの胸むねの内が晴れることはなかった。


「おまえの言いたいことはよく分かるぞ。すべての黒くろ幕まくだったフィリップの罪が軽すぎることが不満なのだろう？」


「はい。あれほどのことをしたんですから、報むくいを受けるべきだと思います」


「うむ、そうだな。だがよいか、アレスよ。今回のことで一つだけ分かったはずだ。おまえはまだ子こ供どもで未み熟じゆくだということを」


「それは……その通りですけど」


　言われずとも理解していた。


　ノルトたちに襲おそわれたときも、自分一人でクラウディアを守ることはできなかったし、査問会を乗り切れたのもイザーレがいてくれたからこそだ。自分一人では何もできなかった。


「でも、それとフィリップのこととどういう関係があるんですか？」


「今回我われらに喧けん嘩かを売ったのは、ディルヴィレン侯こう爵しやく家けだ。彼の家の勢せい力りよくは極きわめて強大だ。ディルヴィレン家が動いたからこそ、事がこれだけ大きくなったと言ってもよい。今はそんな強大な者を敵てきに回すべきではないのだ。おまえだけではなく、おまえの父や関係のない子供たちまで巻まき込むことになる。だからこそ、私としてもフィリップやディルヴィレン侯を必要以上に追い詰つめることはできなかったのだ」


「…………」


「納なつ得とくはできぬだろうな。今はそれでよい。だがアレス、おまえはまだ子供だ。剣けんの腕うでは認みとめるが、それだけではどうにもならぬこともある。今回の件けんでそれはよく分かったはずだ。ゆえに、今は待つのだ。訓練に励はげみ力を蓄たくわえ、信しん頼らいできる仲間を得よ。その上で、再ふたたびフィリップのように騎き士し道どうに反する者を見つけたなら容よう赦しやなく剣を振るうがいい。分かったな」


「……はい」


　今度は頷うなずかざるを得なかった。


　すべてイザーレの言う通りである。自分は未熟だ。今回の一件はそれが原因で起こったことなのだ。


　もっともっと強くならなければならない。心も体も。


「しかし、真に恐おそれるべきはクラウディア王女殿でん下かかも知れぬな」独ひとり言のようにイザーレは言った。「今回の企たくらみごとは王女殿下には何も告げておらん。しかしまるで私の意図を見み抜ぬいていたかのように、殿下も話を合わせてくださった。ひょっとしたらすべて気付いていたのかもしれぬ」


「はあ。クラウディアさまなら有り得そうなお話ですけど」


「何を生返事しておるのだ。これがどれだけ素す晴ばららしいことなのか分かっておるのか？　騎士たるもの、聡そう明めいな君主に仕えられることこそが至し上じようの喜びというものだぞ」


「……はい。それはなんとなく分かります」


　クラウディアのためならば、自分が多少傷きずつくことなどどうでもいいと思える。イザーレは多分、そういうことを言いたいのだろう。


「ならばよい。さて、アレス。では行くぞ」


「え？　今度は一体どこへ……？」


「付いてくれば分かる」


　イザーレの顔に、人の悪い笑えみが浮うかんだ。
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「遅おそいぞ、アレス！　いつまでわたしを待たせるつもりだ！」


「ク、クラウディアさま!?」


　イザーレに連れて行かれた先で、アレスは腰こしを抜かすほど驚おどろくこととなる。


　そこで待っていたのが、クラウディアだったからだ。


「イザーレ卿、なぜここに僕を……？」


「おまえは殿下の護ご衛えいなのだ。別に不思議なことではないだろう」


「で、でも僕はもう護衛を外されたんじゃ……」


「ではいつ陛へい下かはおまえの任にんを解といたのだ？」


「……そ、そういえば」


　確たしかにもう護衛はクビだ──などと言われた覚えはまったくない。


「でも、僕にはもうクラウディアさまを護衛する資し格かくなんて……」


「ええい、おまえも男だろう、過すぎたことをうだうだと言うな！」クラウディアは腕うで組ぐみしてアレスを叱しかり飛ばした。「よいか、おまえをわたしの護衛に任じたのはわたしなのだ。これは一国の王女の命令なのだ、おまえに拒こばむ権けん利りなどない。嫌いやだと言ってもおまえはわたしの護衛なのだ。よいな」


　複ふく雑ざつな気持ちだった。


　またクラウディアの傍そばにいられる。それは嬉うれしいことだが、たとえ経けい緯いはどうあれ自分はクラウディアを危き険けんにさらし、そのことで非ひ難なんを受け、一度はクラウディア本人にも護衛をやめると言ったのだ。素す直なおには頷けなかった。


「ほ、本当にいいんでしょうか。僕がまだ護衛なんて続けてたら、誰だれかから非難されるんじゃ……」


「確かにこの城しろにおれば、今回の件けんでとやかく言う者もいるだろうな」と、クラウディアはすました顔で言った。「だがそれなら話は簡かん単たんだ、ここにいなければよい」


「……ど、どういうことでしょう？」


　ここでアレスの肩かたにイザーレが手を置いた。


「私が国王陛下に進言しておいたのだ。七歳さいの子こ供どもを王おう城じように閉とじこめておくというのは酷こくな話だし、聡明な王女殿下のためにもならぬ。かといって容よう易いに街を出歩かせるわけにもいかぬ、それでは町の者も迷めい惑わくするだろうからな。そこで公こう務むと称しようしてこの王国を巡じゆん礼れいさせてはどうかと提てい案あんしたのだ。北との戦争はまだ続いている。王女殿下の顔を見ることができれば、人々の励はげみにもなろうからな」


「そういうことだ。無む論ろん、充じゆう分ぶんな護衛は付けねばならぬが、旅の護衛とあれば仕方あるまい。それにアレス、わたしは今回のことで思い知ったのだ。我らは所しよ詮せん子供なのだと。未み熟じゆくな世間知らずだとな。わたしも少しばかり軽い気持ちで城を抜け出しただけで、おまえや色々な人に迷惑をかけた」


「そ、そんな。僕ぼくも同じ気持ちです。僕一人では、とてもあの査さ問もん会かいを乗り切ることもできませんでしたし」


「で、あろうな。なればこそ、我らはもっと色々なことを学ばねばならぬのだ。旅に出られるというのならその絶ぜつ好こうの機会だろう。だからこそ、アレスよ。おまえも付いてくるのだ。そして共に学び、二度とこんな馬ば鹿かげたことが起こらぬようにするのだ」


　それは素晴らしい提案のように思えた。


　思えば、クラウディアの護衛となってから、どれほど多くの学ぶことがあったか。そのクラウディアと旅に出られるなら、さらに多くのことを学ぶことができるだろう。


　そして何より、クラウディアの傍にいられる。そのこと自体が何よりも嬉しい。


「……どうした、アレス？　まさか嫌と言うのではあるまいな？」


「と、とんでもありません！　喜んで！」


　クラウディアの顔に、笑えみが浮かんだ。


「うむ、それでよいのだ」





　こうして、アレスとクラウディアが二人でいる時間はもう少し続くこととなる。


　だが、それがアレスと奇き妙みような精せい霊れいが出会うきっかけになるということは、もちろんこの時点では誰も知る由よしもなかったのである。
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　一方そのころ、ようやく屋や敷しきに帰き宅たくすることができたフィリップは、いつものように召めし使つかいや家の装そう飾しよく品ひんに当たり散らしながら、自室へと引き下がった。


　今までアレスたちに拘こう束そくされ、動けなかったのである。それがなぜ突とつ然ぜん解かい放ほうされたのかは分からないが、いずれにせよ自由の身になった以上はアレスたちを放っておくことなどできなかった。


「おのれ、あの小こ僧ぞうめ……！　私をこのような目に遭あわせてただで済すむとは思うなよ……！」


　乱らん暴ぼうに甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ捨すてる。


　アレスに剣けんをぶつけられた腕うでが痛いたい。籠こ手てを外すと、真っ黒な痣あざができていた。


　とりあえず水にひたした布ぬので冷やしてみるも、痛みは一向に引く気配がない。それどころか、すっかり痣になった痛々しいところを見てしまったせいか痛みがぶり返してくるようだった。


「くっ……。アレスめ、覚えていろよ、この痛みは何倍にもして返してやる！」


　これは白しろ魔ま術じゆつ師しでも呼よぶべきかとも思ったが、フィリップがその考えを実行に移うつすことはできなかった。


「入るぞ、フィリップ」


　とんでもない客人が現あらわれたためである。


「お、親おや父じ……!?」


　この世で絶対に逆さからうことのできない相手が、そこにいた。しかも、その顔には怒ど気きをみなぎらせて。


「フィリップ！　これは一体どういうことなのだ？　おまえが偶ぐう然ぜん浮ふ浪ろう児じに襲おそわれていた王女殿でん下かを救い、アレスの失点を見つけたというから、私はカルレーンと共にアレスを糾きゆう弾だんすべく査さ問もん会かいまで開かせたのだぞ。にもかかわらずだ──」


　ディルヴィレン侯こうはまくしたてた。


　アレスの弁べん護ご役を買って出たイザーレによって、どういうわけか事の責せき任にんはイザーレと、そして自分たちにあることにされてしまったのだと。


「ち、違ちがう親父！　そんなつもりはなかったんだ！」


　フィリップは弁明した。


　浮浪児を雇やとってアレスたちを襲おそわせたのは事実である。そうすることによってアレスを護衛の座ざから引きおろそうとしたのだと。そして浮浪児たちを口止めしようとしたものの、アレスたちに邪じや魔まをされた上に拘束され、今まで動くことができなかったのだと。


　しかし、父の怒いかりが解とけることはなかった。


「ふざけるな！　なぜもっと早く浮浪児どもの口を封ふうじられなかったのだ！　おまえはいつもそうだ、詰つめが甘あま過すぎる！」


　浮浪児の口を封じること自体には反対しないという点で、ディルヴィレン侯もフィリップの立りつ派ぱな父親だった。


「お、親父！　悪かった、こんなことになるなんて思わなかったんだ！」


「うるさい、黙だまれ！　この不ふ肖しようの息むす子こめ！　おまえのせいで私は大おお恥はじをかかされた上に、ファノヴァールを蹴け落おとす好機をも失ったのだぞ！」


　と、そのとき、ディルヴィレン侯は息子の腕に浮うかんだ真っ黒な痣に気付いた。


「おい、その腕はどうした？」


「え……？　いや、これはそのときアレスのヤツに……」


「なんだと！」


　ディルヴィレン侯の目がかっと開いた。


　初め、フィリップは父が同どう情じようしてくれるのかと思った。なにしろ、大事な息子が、憎きファノヴァール家の嫡ちやく男なんに傷を負わされたのだから。


　だが、フィリップの目もく論ろ見みはまたも外れた。


「どうやら私はおまえの育て方を誤あやまったらしいな。おまえがよりにもよってファノヴァール家に傷を負わせられるような惰だ弱じやく者ものだとは知らなかったわ！」


「え……」


　ディルヴィレン侯はフィリップに背せを向け、暖だん炉ろの方へと向かった。


「ファノヴァールに負わされた痣などいつまでも残しておいては先せん祖ぞに顔向けができん！　手っ取り早く消してやる！」


　ディルヴィレン侯が手を伸のばして摑つかんだのは、暖炉に挿さされていた火ひ搔かき棒ぼうだった。


「ま、待て！　待ってくれ親父！」


　父の意図を察したフィリップは声を張はり上げた。


　火搔き棒の先せん端たんは熱せられ、赤くなっている。少し近づけられただけで熱気が伝わってくるほどだ。それで何をしようとしているかなど、想そう像ぞうに難かたくない。


「うるさい！　我わが家名に泥どろを塗ぬったのだ、この程てい度どの罰ばつは甘あまんじて受けるがいい！」


　ディルヴィレン侯は火搔き棒を振ふり上げ、押おし付けた。


「ぐあああああああああああああ！」


　部屋はフィリップの悲鳴と、そして肉の焦こげる匂においで満たされた。





　父が去り、一人残されたフィリップは、床ゆかをのたうちまわりながら腕うでの激げき痛つうに悶もだえ苦しんでいた。


「アレス、アレス、アレス……！　おのれあの小こ僧ぞう、この恨うらみ、この痛いたみ、決して忘わすれぬぞ！　今はまだ……だが必ずや将しよう来らい、貴き様さまの名を地に貶おとしめ、その首を晒さらしてやる……！　すべての神ちかに誓って必ずだ……！」


　この日からフィリップは、右腕の火や傷けどを覆おおい隠かくすように、真っ黒な異い様ような籠こ手てを着けることとなる──。
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　木々に覆われた山道を、一頭の馬と一台の馬車が進む。


「……ようやく思い出した」


　アレスは苦々しげに呟つぶやいた。


　人の縁えんとは奇き妙みようなものである。クラウディアとの過か去このことを思い出そうとした結果、新たに近この衛え騎き士し団だん第三軍の将しようとなったフィリップがどういう人物であったかを思い出したのだ。フィリップとは、策さく略りやくを用いて自分だけでなくクラウディアをも危き険けんに巻まき込こみ、関係のない子こ供どもたちをも巻き添ぞえにしようとした憎にくき相手だったのだ。


　だが、あの一いつ件けんの後、アレスとクラウディアは旅の途と中ちゆうで暗殺者の一団に襲おそわれ、そしてパンドラとの出会いを果たすという余あまりにも劇げき的な出来事があった。まさしくアレスの人生を変えてしまうほどの大事件だ。それゆえにすっかり失念していた。


　ただ、それも幸運というべきなのかもしれない。将軍として赴ふ任にんしてきたフィリップと出会ったときにこのことを思い出していれば、とてもではないが平静を装よそおうことなどできなかっただろう。そうなれば左さ遷せんどころでは済すまなかったかもしれない。


　それにしても、結局のところアレスにとっての最大の悩なやみの種は解かい決けつしていなかった。


　クラウディアの言った、心惹かれた騎士とは一体誰のことなのかと。まさかフィリップのことだとは思えないが──。
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「あの……。アレスさまは一体どうなさったんでしょう？　なにやらさっきからずっと渋しぶい顔をなさってますけど」


　クラウディアの横で御ぎよ者しやを務つとめながら、シオーネはそんなことを言った。


　言葉どおり、確たしかにアレスは何か考え込むようにずっと渋い顔をして馬を操あやつっている。


「ひょっとしてクラウディアさま。また何か余よ計けいなことを吹ふき込まれたのではないでしょうね？」


「さてな。なんのことやら」


「もう。アレスさまの性せい格かくはご存ぞんじでしょうに。そうからかわないであげてください」


「分かった分かった」


　そう言いつつも、クラウディアの顔には人の悪い笑えみが浮かんでいた。


『おまえは知らぬだろうが、あの頃ころ、わたしには心惹ひかれる騎士がいてな──』


　クラウディアがその言葉を口にして以来、アレスはずっと頭を悩ませている。


　どうせアレスのことだから、騎士といえば騎士叙じよ勲くんを受けた者でなければならない、ゆえに当時十二歳さいだった自分では有り得ない──などと考えているのだろう。どうせアレスのことだから。


　だが、そんなのは男の世界で勝手に作られたどうでもいい決まり事だ。


　騎士とは──正せい確かくに言えば、すべての女じよ性せいにとっての騎士とは、自分を想おもい、自分を守ってくれる者の存そん在ざいのことを言うのだから。


「さあアレス、いつまで景気の悪い顔をしているのだ？」


　クラウディアは明るい声を出してはるか前方を見やった。


「我われらの目的地は──トゥールスレン城じよう砦さいは、もうすぐそこなのだぞ」
















　第四章　第二次トゥールスレン攻こう防ぼう戦せん
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「働き者ですねえ、王国軍は」


　眼め鏡がねを外したジェレイドは、その光景を見て他ひ人と事ごとのように呟つぶやいた。


　トゥールスレン城じよう砦さいの城じよう壁へきの上からは、王国軍の様子が手に取るように見えていた。平原の南には、王国軍の本ほん拠きよとなる強固な陣じん地ちが築きずかれている。前回の戦いのときのように奇き襲しゆうで本陣を攻こう撃げきされることを恐れてのことだろう。


　そしてトゥールスレン城砦の南側一帯には、封ふう鎖さ線せんとして柵さくが作られ堀ほりが掘ほられ、日に日に東西へと延のびている。典型的な攻囲作戦の一いつ環かんだ。


　南側とは逆ぎやくに、北側には今のところ王国軍の姿すがたは見えない。なぜか。明白だ、攻撃を誘さそっているのだ。段だん々だんと延びていく封鎖線を見せつけることでこちらを焦あせらせ、城砦から討うって出させようとしているのだ。王国軍からすれば、鉄てつ壁ぺきを謳うたわれたこの城砦を正面から攻せめるよりは騎き士しの本ほん領りようを発はつ揮きできる野戦の方が都合がいいのだから。


　それに、マシューに偵てい察さつさせたところ、平原周辺の森の中には多くの王国軍が伏ふせていることが判はん明めいしている。今補ほ給きゆう部ぶ隊たいの一つも動かせば、平原の出入り口辺りで蜘く蛛もの糸に絡からみ取られるように簡かん単たんに壊かい滅めつさせられるだろう。もっとも、こうなることは予想済ずみであったため、王国軍がやってきてからは補給も完全に停止させており、今のところ被ひ害がいは出ていない。


「やっぱり、当分向こうからは攻撃してきそうにないわね」


　眼鏡をかけ直すジェレイドの隣となりで、ミーアが気き難むずかしそうな顔をして言った。日々態たい勢せいを整えていく王国軍をただ見ているのは、彼女もあまりいい気分ではないらしい。


「誰だれだってこの鉄壁の城砦を正面から攻めようとは思わないでしょうからね。仕方ありませんよ」


　ミーアの気持ちは分からなくもないが、ジェレイドにしてみればすべて予想通りの展てん開かいである。今はただ彼女を含ふくむ部下たちをなだめ、待ち続けるしかなかった。


「だからってこのままでいいの？　あの封鎖線が完成したら、補給はもう諦あきらめないといけないし、討って出ることも難しくなるわよ。いくら籠ろう城じようして敵てきを疲ひ労ろうさせるのが狙ねらいっていっても、そのまま閉とじ込こめられちゃったらどうしようもないじゃない。なんだったら、あたしが行って少しでも蹴け散ちらしてくるけど」


「そう焦らないでください。封鎖線が完成するまでにはまだまだ時間がかかるでしょうし、あんな大工事をしてるだけでも多少なりとも王国軍は疲労します。今はまだ様子見の一手で充じゆう分ぶんですよ。問題ありません、こうなることを見み越こして当面必要な物ぶつ資しは運び入れてるわけですから」


「あんたがそういうならいいんだけど」


　もっとも、万をはるかに超こえる人数を養うための物資は膨ぼう大だいな量となる。一ひと月つきはどうにかなるはずだが、二月持つかとなると悪あく魔まのような計算をしなければならない。すなわち、一月後までにどれだけたくさん口くち減べらしができるか、である。根拠地たるボルネリア領ではもう小麦の収しゆう穫かく時期だが、補給路がこれでは期待できない。


　たかが二月分足らずの兵ひよう糧ろうで籠城戦をやるなど馬ば鹿かげているとしか思えないが、ない袖そでは振ふれないのだ。それに、悲ひ惨さんな未来が近づきつつあるにもかかわらず、解かい放ほう軍ぐん内部ではそれほど絶ぜつ望ぼう的てきな空気が流れているわけではない。


　ジェレイド自身が、この状じよう況きようにあってもまだ挽ばん回かいの策さくがあると自信ありげに言い放ってきたからだ。上じよう層そう部ぶが平気な顔をしていたがゆえに、兵卒たちもまた堂々としていられたのである。


　こればかりは士気を維い持じするためのハッタリというわけでもない。まず基き本ほん的てきに、三つの城じよう砦さい群ぐんと〈風の戦いくさ乙おと女め〉の力を合わせれば、王国軍がどれほど大おお掛がかりな攻勢に出てきてもそう簡単に負けることはないはずなのだ。


　残る最大の問題は兵糧だが、あの最悪の謀ぼう略りやくの成果さえ現あらわれれば、すぐにも状況は激げき変へんする。いつかは城砦から討って出ることになるとしても、それはあの謀略の成せい否ひを見み極きわめてからでいいはずだった。


　いかなる偶ぐう然ぜんか、王国軍に奇き妙みような動きが生じたのはジェレイドがそんなことを思っていたときだった。


「……ねえ、ちょっと。さっきからおかしいわよ、あいつら」


「はい？」


　何ごとかと、ジェレイドは遠くを見み渡わたすときには邪じや魔まとなる眼鏡を外した。


　ミーアの言った通り、王国軍に動きが生じていた。封鎖線を構こう築ちくする作業を行っていた王国軍の兵士たちが、一いつ斉せいに後こう退たいを始めたのだ。


「まさか休きゆう憩けいってわけじゃないわよね、まだ日も高いし。一体どうしたのかしら？」


「さあ……。どうやら、よくない兆候であるというのは確たしかなようですが」


　ジェレイドが何気なく口にしたその言葉は、ほぼ真実だった。もっとも、それが王国軍と解放軍、どちらにとってよりよくない兆候であったかが判明するには、さらなる長い時間を必要とすることとなる。
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　ジェレイドが王国軍の異い変へんを見取るその少し前のことである。


「将しよう軍ぐん閣かつ下か、一大事です！　ただいま北より伝令が届とどきました！」


　一人の騎き士しが、息せき切ってフィリップ将軍とギルマード、そしてベルフェルド副将らのいる天てん幕まくへと駆かけ込んだのである。


「どうした、何があった？」


　あまりに尋じん常じようではないその様子に、フィリップは無礼を叱しつ責せきするよりも先に問いかけた。


　そして、騎士は口にする。王国全土に驚きよう愕がくをもたらす、その情じよう報ほうを。


「ディレニアとミレスデンの両りよう軍ぐん勢ぜいが突とつ如じよとして進路を転向！　それぞれ東西より我わが国の国こつ境きようを目指して南下を開始したとのことです！」


「な、なにぃ!?」


　その報告を聞いて、動どう揺ようを隠かくせる者はいなかった。


「どういうことだ!?　その二国は互たがいに宣せん戦せんを布ふ告こくして戦争状じよう態たいに入ったのではないのか!?」


「仰おつしやる通りです。詳しよう細さいは分かりません、ですが両軍が我が国の国境を目指して進しん撃げきしていることは明白なる事実、このままですと半月のうちに我が国は東西より侵しん略りやくを受けることとなりましょう」


「やられましたな。第三次シエゴラス戦せん役えきの再さい現げん、ですか」


　ベルフェルド副将が淡たん々たんと口にする。一方、フィリップは激情を抑おさえきれなかった。


「馬鹿な！　なぜそんなことになるのだ！　しかも、この時節に！」


　その二国は国こく務む大だい臣じんカルレーン侯こうの策によって相争うことになるはずだった。だからこそ王国軍も反はん乱らん軍ぐんを相手に長期戦を挑いどむ態たい勢せいを整えることができたのである。それが今になって、根本から状況が一変しようしていた。フィリップの動どう揺ようは大きく、平静さを取り戻もどすのは容よう易いなことではなかった。


「フィリップさま」ギルマードがたしなめるようにその肩かたに手を置く。「ここでフィリップさまが動揺なされては兵士たちに影えい響きようが出ます。今は事実を事実として受け入れ、将として堂々と振ふる舞まうべきでしょう」


「……もっともだな。ああ、分かっている」


　頭を冷やすように顔を手で覆おおい、気分を切り替かえる。


　恐おそらく、策士と恐れられたカルレーン侯こう爵しやくも歳としのせいで耄もう碌ろくしたのだろう。そうとでも思う他なかった。あの老人の言を易やす々やすと信じた自分が馬鹿だったのだ。


「それにしても厄やつ介かいなことになったな。まさか今北が動き出すとは」


「考えようによっては有り得ないことではありませぬ」と、ベルフェルド。「北にすれば、我われらが国内で争っている今こそが攻せめ込こむ好機。恐らくディレニアもミレスデンも、最初から我が国へ侵しん攻こうすることを企き図とした上で、偽ぎ装そうの宣戦布告をしたのではないかと」


「確かにそう考えれば辻つじ褄つまが合うな。北にも悪わる知ぢ恵えの働く人間がいるということか」


　ベールセールも北の侵攻を防ふせぐため、その国境には頑がん強きような城じよう砦さいを作って備そなえている。先の第三次シエゴラス戦役においても、国境の東西に作られた城砦のうち、東のダルム城砦は最後まで敵てきの侵入を許ゆるさなかった。しかし西側の国境線はあっさり破やぶられたし、ダルム城砦とて今回も同じように持ちこたえられるという保ほ証しようはなく、急いで援えん軍ぐんを派は遣けんする必要がある。ただでさえ偽装の宣戦布告によって時間的優ゆう位いは北に奪うばわれてしまったのだ、猶ゆう予よは幾いくばくもないだろう。


　だが、最大の問題は目の前の障しよう害がいを無む視しして援軍を送ることはできないということだった。


「やむを得ん。もはや一いつ刻こくの猶予もなさそうだ、今すぐに反乱軍への攻こう撃げきを開始するぞ」


「……御ぎよ意い。今は多少の犠ぎ牲せいを覚かく悟ごしてでも、国内の憂うれいを取り除のぞくべきでしょうな」


　万事に慎しん重ちようなベルフェルドでさえも、このときばかりは反はん論ろん一つしようとしなかった。


　王国軍と反乱軍が一対一で戦っている間はよかったが、ここにレアニールという第三勢せい力りよくが加われば状じよう況きようは激変してしまう。ベルフェルドもそのことをよく理り解かいしているのだろう。


　これで反乱軍には、二つの道が開けてしまった。一つは和平だ。王国軍としては、最大の仇きゆう敵てきが攻せめてきたとなれば一いつ刻こくも早く総そう力りよくを結集して国内の防ぼう備びを整えなければならない。そこに反乱軍がつけ込み、有利な立場で和平を求めてくる可か能のう性せいは大いにある。


　そしてもう一つは、反乱軍がレアニール連合軍と手を結ぶことだ。内と外、両方から乱みだされれば撃げき退たいは容易ではない。


　あるいは、その両方を取るという手もある。つまり、レアニールと手を結ぶフリをして王国軍に和平を迫せまるのだ。


　いずれにせよ王国にとっては悪あく夢むである。貴き族ぞく殺しを含ふくめ、いくつもの罪つみを犯おかしてきた反乱軍と和平などできるわけがないし、フィリップ個こ人じんとしても、せっかく苦心して将軍になったというのに、戦果の一つも上げることなく和平などできるわけがない。


　これに対たい抗こうする有ゆう効こうな手しゆ段だんはただ一つ、北が攻め込んでくるよりも先に反乱軍を鎮ちん圧あつすることだ。よしんば鎮圧までいかずとも、大きな打撃を与あたえることができれば降こう伏ふく同然の和平条じよう項こうを突つきつけることぐらいはできるだろう。そして然しかる後、北との戦いに全力を注ぐのだ。


「ベルフェルド、攻城戦の用意はできているな？」


「は、怠おこたりはありません。して閣かつ下か、どう攻めるおつもりですか？」


「トゥールスレン城砦は後回しだ。まず小隊を派遣し、敵てき城じよう砦さい群ぐんの出入り口を封ふう鎖さする。その上で、あの西側の──ロムルース砦とやらへ残りの兵力を叩たたきつけるのだ。あヽれヽを使うぞ、ベルフェルド。あの程てい度どの砦とりでならばそれで問題なく落とせるはずだ、我らは敵の喉のど元もとに剣けんを突きつけることができる」


「それが今の我らにできうる最さい善ぜんの策でしょうな。しかし……やはり時間はかかりましょう。拠きよ点てんの一つを落とされれば反乱軍も動揺するでしょうが、それだけで降伏までいくかどうか……」


「問題ない、それも考えている。いいか、全軍に厳げん命めいせよ。砦を陥かん落らくさせた折には一人でも多くの捕ほ虜りよを得るようにとな」


「は……？　確たしかに砦を落としたとなれば捕虜も得られましょうが……。お聞きしてよろしいでしょうか、それは一体何を企図してのことでしょう？」


　このとき、フィリップの顔が愉ゆ悦えつに歪ゆがみ、思わずベルフェルドは背せ筋すじに薄うすら寒いものを感じることとなる。


「決まっているであろう？　城砦に引き籠こもる奴やつ等らの目の前で、一人ずつ捕虜を串くし刺ざしにしてやるのよ。白しろ魔ま術じゆつで治ち癒ゆを施ほどこしながら、決して死なぬよう注意を払はらいながらな。反乱軍など所しよ詮せんはジェレイド一人にたぶらかされて集まった烏う合ごうの衆しゆうだ、目の前で断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて永えい遠えんに苦しみ続ける仲間たちを見れば、早々に戦意など失うせるだろうよ」


「…………」


　余あまりに卑ひ劣れつな策に、ベルフェルドは言葉を失った。


　フィリップはベルフェルドの反はん応のうを楽しむように、なおも言った。


「不満があるなら言っていいのだぞ、ベルフェルド。ただし──この策より速く反はん乱らん軍ぐんを降伏させる方法が他にあるのならばな」


「……いえ、不満などありませぬ。今は一刻も早く北を迎むかえ撃うつ態たい勢せいを整えることこそが肝かん要よう、仰おおせの通りにいたしましょう」


「うむ。では早々に準備にかからせよ」


「は」


　ベルフェルドは兵士たちに指し示じを出すべく、その場を後にした。


　一方、フィリップの傍そばに残ったギルマードの表ひよう情じようには、ベルフェルドと違ちがって動どう揺ようはまったく見られない。別に彼からすれば驚おどろくようなことでもなかったためだ。長い付き合いのあるフィリップがどのような思考をするのかを、ギルマードはよく知っていたからだ。


「あのような策をああも簡かん単たんに受け入れるとは、さすがベルフェルド副ふく将しようですな。軍事というものが決して奇き麗れい事ごとだけでは済すまないということをよくご存ぞんじのようで」


「うむ。伊だ達てに戦歴を積んでいるわけではないようだな」


　フィリップは満足げにあごをしゃくったが、その表情はすぐに引き締しめられた。これから行われる戦いくさのことを考えれば、自然と険けわしい顔にならざるを得なかったのだ。


　つくづく、反乱軍が憎にくらしい。


　前回の戦いでは、反乱軍は自ら鉄壁を謳われたトゥールスレン城砦を出、わざと大きな隙すきを見せることで王国軍の攻こう撃げきを誘さそった。そのため、王国軍は陣じん地ちを作ることはもちろん行軍の疲つかれを取ることもできず攻撃を開始することとなり、結果的にその隙を突かれる形で敗北したのだ。


　厄やつ介かいなことは、フィリップから見てもそのときの王国軍の判はん断だんが間違っていたとは思えないということだ。トゥールスレン城砦を正面から攻め立てるよりは、どんな形であれ野戦の方がはるかに楽なのだから。問題は、王国軍の予想を上回ってジェレイドと〈風の戦いくさ乙おと女め〉が狡こう猾かつだったということだ。


　そして今回もまた、王国軍は状じよう況きようの変化に対たい応おうするため、攻こう囲い戦せん略りやくを中ちゆう途と半はん端ぱに切り上げてやむを得ず攻勢に出ようとしている。王国軍の反乱軍に対する相あい性しようは、よほど悪いようだった。
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「……来ますね、これは」


　城じよう壁へきの上で王国軍の動きを観察しながら、ジェレイドは悟さとった。


「やっぱりあれ、あたしたちを攻撃するつもりなのかしら？」


　ミーアの問いに、そうですね、と頷うなずいて返す。


　王国軍は、明らかに攻囲から強きよう襲しゆうへ移い行こうする様子を見せていた。一いつ旦たん陣地へ兵を退しりぞかせたかと思えば、今度は三つの城砦を包囲するように部隊を動かしている。


　城砦を囲む封鎖線は、まだ南側しか完成していない。にもかかわらず、なぜ攻囲作戦を中途半端に止め、方ほう針しんを変えたのか。


　幸か不幸か、心当たりはあった。あの最悪の謀ぼう略りやくが、効こう果かを見せ始めたのかもしれない。


「ジェレイドさま！　ただいま〈風の報しらせ〉が届とどきました！」


　息を切らせながらやってきた一人の兵卒が、ジェレイドの前で膝ひざを突ついた。


「内ない容ようは？」


「は！　北が──レアニール連合軍が、この国を目指して進撃を開始したとのことです！」


「ちょっと、何よそれ！　一体どういうこと!?」


　ジェレイドの顔色は瞬しゆん時じに真っ青となり、ミーアの口からは今後王国全土において何度となく繰くり返されることになる疑ぎ問もんがこぼれた。
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　そのころ解放軍の兵站を一手に管理する立場にあるオリビアは、トゥールスレン城じよう砦さい内ないの廊ろう下かにまで溢あふれた補ほ給きゆう物ぶつ資しの山と格かく闘とうしていた。


　何しろ現げん在ざい三つの砦とりでには、馬を入れれば二万人近い穀ごく潰つぶしがいるのだ。その一月、二月分の補給物資ともなると恐おそろしく膨ぼう大だいな量になる。しかもかなり慌あわただしく運び入れたため管理が行き届いておらず、オリビアの確かく認にんを必要とする物資が山ほどあった。


　城砦内の状況も、悪いとは言わないが決して良くもない。城砦の外で野や営えいができたときはまだよかったが、二万という人の数は、籠ろう城じようするにはあまりに多おお過すぎる。今や三つの城砦郡の至いたるところに兵士が雑ざ魚こ寝ねし、非ひ戦せん闘とう員いんも一いつ箇か所しよに集められ、やがて始まるであろう戦いの恐きよう怖ふにさらされながら身を寄よせ合っているという状じよう態たいだ。何も知らずに辺りを駆かけ回る子供たちの無む邪じや気きな声は、いっそ慰なぐさめのようにも聞こえる。


　幸いなのは、こうなることを予よ測そくして念入りな準じゆん備びをしていたということだ。上水、下水の処しよ理りの目め処どもどうにか立っているし、補給物資も一月は間違いなくもつ。


　だが、たとえば二万人もの人々を風ふ呂ろに入れるような余よ裕ゆうはない。ただでさえ夏のこの時期、石いし造づくりの城砦内は温度、湿しつ度どともに上がる。実じつ際さいのところ、もし外部から人がやってくれば誰だれもが鼻をつまむだろう。城砦内に充じゆう満まんしているであろう人の体たい臭しゆうに。もう自分の鼻など、とうの昔に狂くるってしまってるに違ちがいない。


　──そう考えると、やっぱりあと一月が限げん界かいね。


　食料や武ぶ器きの問題ではない。一月以上この状況が続けば、衛えい生せい的てきな問題が浮ふ上じようする。疫えき病びようの一つも蔓まん延えんすれば、籠城どころではない。


　ついでに、いよいよ金もない。二つもの砦を作るには莫ばく大だいな費用が必要だった。必要だった木材の数は五千本をはるかに超こえるのだ。その多くは近くの森から調達できたものの──おかげでトゥールスレン平原の面積は少々広まってしまった──門などの要所には適切な木材を別べつ途と購こう入にゆうする必要があったし、釘くぎに縄なわ、槌つちといった道具も山ほど必要だった。


　必要な資し材ざいを調達する資金、運ぶ資金、ついでにいえばそれらを王国軍の目から隠いん匿とくするための資金まで必要だったのだ。おかげで財ざい政せいはもうすっからかんだ。もし王国軍のように兵士たちに給料を支し払はらう必要があったとしたら、確実に破は産さんしている。その点、解かい放ほう軍はとりあえず食事さえ支給できれば兵士たちがついてきてくれるのは幸いだった。


　ジェレイドがオリビアによくこぼしていた愚ぐ痴ちがある。


『僕ぼくたち解放軍の財ざい源げんは、ボルネリア侯こうが長年に亘わたって人々から搾しぼり取ってきた多た額がくの税ぜい金きんです。それを浪ろう費ひして贅ぜい沢たくを繰り返していたボルネリア侯と、人殺しのために浪費している僕たちとでは、果たしてどっちが罪つみ深ぶかいんでしょうね？』


　……歴史は勝者のものだという。もし解放軍が敗北してしまえば、後世の歴史家はひょっとすると解放軍こそ諸しよ悪あくの根源だと断だん罪ざいするかもしれない。


　不ふ安あん要よう素そは数かず限かぎりない。だがそれでも、ジェレイドはこの絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようを見み越こした上で、なおも対たい処しよ法ほうを考えているといった。ならばオリビアはそれを信じるだけである。


　一人の兵卒が彼女の元へやってきたのは、そんなときであった。


「オリビアさま。ジェレイドさまがお呼よびです。緊きん急きゆうの会議を開くとかで」


「分かりました、すぐ行きます」


　緊急の会議。あまり響ひびきのよくない言葉だ。つまり、そんなものを開かなければならないような事態が起こったということだろうか。


　不安に駆られながら、オリビアは補給物資の山を後にした。
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　オリビアが会議室へ入ると、すでにジェレイドが待ち構かまえていた。


　補給を管理するオリビアの居い場ば所しよは、ジェレイドのすぐ傍そばである。与あたえられた席に座すわり、会議の始まりを待つ。


　やがて主要な幹かん部ぶが揃そろったところで、ジェレイドは切り出した。


「先ほど、〈風の報しらせ〉が届とどきました」


　それはいささか異い例れいだった。挨あい拶さつも慰い労ろうの言葉もなく、それどころかいつもの食べ物さえ用意されていないにもかかわらず、ジェレイドはいきなりそう切り出したのだ。


「聞いて驚おどろかないでください。北が──レアニールが、この国を目指して進しん撃げきを開始したそうです」


　──え……！


　オリビアは息を呑のんだ。


　それは驚くなという方が無理というものだった。会議室はたちまちどよめきに包まれる。


「落ち着いてください、みなさん。残念ですがこれは事実です。目を逸らしても仕方ありません、まずは受け入れましょう」


「しかしジェレイドさま」千人長の一人が声を上げた。「そんなあまりにも突とつ飛ぴな知らせを、疑うたがいもせず信じろと仰おおせられるのですか？　誤ご報ほう、あるいは王国軍が流した偽ぎ報ほうという可か能のう性せいもあるのではないでしょうか」


「残念ですが、証しよう拠こもあります。先ほどから王国軍に動きが生じています。封ふう鎖さ線せんを作る作業を中断し、強きよう襲しゆうしてくる構えを見せているのです。これは王国軍にも同じ情じよう報ほうがすでに伝わっており、それゆえに戦せん略りやくを転てん換かんしたと考えるべきでしょう。つまり、北が攻せめてくる前に我われ々われを鎮ちん圧あつしようというわけです。それができなければ、王国軍は獅し子し身しん中ちゆうの虫を飼かいながら強大な外がい敵てきと戦わなければならなくなりますから」


　いつもながら、ジェレイドの言葉は合理的で容よう易いに反はん論ろんの余よ地ちを見み出いだすことはできなかった。


「この国を欲ほしがってる北レアニールにしてみても、今こそが攻め込こむ好機だったのでしょう。しかし、我々にとっては悪いことばかりではありません。兵士たちにも伝えておいてください、状況は以前と激げき変へんしました。つい先ほどまで、我々は籠ろう城じようすることによって王国軍に出血を強きよう制せいし、然しかる後討うって出て戦い、勝利しなければ生き延のびる道はありませんでした。しかし、北の侵しん略りやくによってその必要はなくなりました。僕たちは王国軍に頑がん強きように抵てい抗こうし続け、容易に降こう伏ふくしないという気き概がいを見せ付けるだけでよくなったのです。王国軍は北への対たい応おうをせねばならず、いつまでも僕たちと戦い続けることはできません。近いうち、必ずや僕たちに休戦を申し出るでしょう。そうなればあとはこちらのものです、たとえば王国軍が北と戦い消しよう耗もうしている間に態たい勢せいを整えることもできるでしょう」


「た、確たしかに！」


　歓かん喜きのどよめきが上がった。


　解かい放ほう軍ぐんにとってはまさに吉きつ報ぽうと言うべきだろう。討って出る必要がなくなり、ただ城に籠こもっているだけで向こうから勝利がやってくるというのだから。


　だがそんな中、オリビアはただ一人妙みように引っかかるものを感じていた。


　兵へい站たんを預あずかる身として、解放軍の苦く境きようは誰よりも知っている。あと一月がせいぜいという現げん実じつを。その現実が、ここに至いたって一変しようとしているのだ。あまりにも都合が良すぎるというべきではないか。


　かつてジェレイドが、自分にしてくれたあの話を思い出す。もう少しばかり時間を稼かせぐことができれば、放っておいても生き延びることのできる手を打ったと。あまりにも悪あく辣らつで、地じ獄ごくに落ちることが確かく定ていするような手を。


　まさか──と思わないでもない。つまり、ジェレイドがレアニールの侵略を引き込んだのではないかと。


　裏うら付づける状じよう況きよう証しよう拠こもある。そう、王国軍が北の侵略を察さつ知ちしたがゆえに戦略を転換したのだとして、なぜジェレイドは同じ事実をこうも早く摑つかむことができたのか。砦とりでは包囲されており、外部からの連れん絡らく手しゆ段だんといえば風の黒くろ魔ま術じゆつを使った〈風の報せ〉に頼たよるしかなくなっている。国内のことならまだともかく、国外で起きたことを迅じん速そくに知り得るのは困こん難なんだろう。あヽらヽかヽじヽめヽこヽうヽなヽるヽこヽとヽをヽ予ヽ測ヽしヽてヽ備そなえヽてヽいヽなヽけヽれヽばヽ。


「……いえ、考え過すぎね、きっと」


　根本的な問題として、外国に干かん渉しようして自国に攻め入らせるなど容易ではないのだ。オリビアにはそれがよく分かる。軍を編へん制せいし、はるか彼か方なたへ遠えん征せいさせるには膨ぼう大だい、いや、莫ばく大だいな費用がかかる。策さくの一つや二つで都合よく他国の軍が動いてくれるわけがない。


　いずれにせよ、たとえ想そう像ぞう通どおりジェレイドが何かしたのだったとしても、何も問題はないのだ。これで状況が一気に改かい善ぜんすることは事実なのだから。


　無論、巻まき込まれて死ぬ者もいるかもしれない。だが、それは運が悪かったのだ。生き延びる資し格かくがなかったというだけの話なのだ。たとえ多くの犠ぎ牲せいが生まれようと、最終的にこの国が繁はん栄えいすればそれでいい。


　ジェレイドにならきっとそれができる。オリビアは誰よりもそのことを知っており、だからこそこのとき抱いだいたジェレイドに対する疑ぎ念ねんも、墓場まで持っていこうと決意するのだった。


　オリビアの心しん境きようを知ってか知らずか、ジェレイドは必要以上に冷れい淡たんに聞こえる声で続けた。


「さて皆みなさん。僕たちは重要な場面に立っています。僕たちはただ城じよう砦さいに籠もっているだけで王国軍を苦しめることができます。しかし逆ぎやくに和平を容易に認みとめられないであろう王国軍にしてみれば、なんとしても早期に我々を鎮圧したいところでしょう。恐おそらく、彼らの攻こう撃げきは当初予想していたよりも苛か烈れつなものとなります」


　いつものように、皆の緊きん張ちようを絶たやさぬよう、必要以上に冷静な口調で現実の問題を指し摘てきする。


「ですが、その攻こう勢せいを撥はね除のけて王国軍を苦しめることができれば、いよいよ僕たちの勝利は現実のものとなってくるでしょう。未来への道が開きかけた今こそ、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて事に当たってください。僕の話は以上です、これ以上長々と会議をしている時間はありません。それでは命令をくだします」


　ジェレイドは一軍の将しようとして、王国軍を迎むかえ撃うつべく必要な指し示じをくだしていった。





　……現げん在ざい、王国軍は兵力を分散させ、城じよう砦さい群ぐんの東西南北に部隊を配している。ただし、接せつ近きんしてくる様子はない。恐らく狙ねらいは出入り口を封ふう鎖さすることのみにあるのだろう。砦から解放軍が討って出ればすかさず矢の雨が降ふってくるのだろうが、向こうから積極的に攻撃してくることはまず有り得ない。


　その一方で、西ロムルース砦の北・西・南の三方向に大きな兵力を集中させている。


　至し極ごく合理的な戦略だ。こちらの動きを封じた上で、砦の一つを全力で落としにかかるつもりだろう。無む論ろん中央のトゥールスレン城砦を落とされない限かぎり負けではないが、一つでも砦を落とされれば敵てきは勢いきおいづき、味方は少なからぬ敗北感に襲おそわれることとなる。


「しかし、このトゥールスレン城砦の東側と西側の出入り口は王国軍も封鎖することはできません。もちろん、それを意図したからこそ東西に二つの砦を作ったわけですけどね。我われ々われはこの空間を利用して隊列を整えて出しゆつ陣じんし、あるいはロムルース砦に絶え間なく援えん軍ぐんを送り続け、王国軍に出血を強きよう制せいします。ですが、我々最大の武ぶ器きは、なんといってもあなたです、〈風の戦いくさ乙おと女め〉」


　人々の視し線せんが英えい雄ゆうと謳うたわれる一人の少女に集まった。


「そんなに重じゆう圧あつかけないでよ」と、ミーアが苦笑する。「まあいつものことだけど。で、あたしは何をすればいいのかしら？」


「ひとまずロムルース砦へ行き、敵の矢から味方を守ってください」


「分かった。ヘルヴォル隊で出なくてもいいの？」


「北の侵しん略りやくによって状じよう況きようは変わりました、よほどのことがない限かぎり討うって出る必要はありませんよ。それにロムルース砦も一日や二日で陥かん落らくすることはありません、まずは敵に疲ひ労ろうを強しいるためにも防ぼう衛えいに徹てつします」


「そう、分かったわ」


「僕はこの城砦の南西の塔とうに登って戦況を見み極きわめます。ベルハルト、あなたも来てください。状況によっては僕の指示で動いてもらわねばなりませんので」


「は、承しよう知ちしました」


「他の部隊も直ちに所定の位置につき、訓練どおり迎え撃つ態たい勢せいを整えてください。大だい丈じよう夫ぶ、深しん刻こくに考える必要はまったくありません。王国軍は北の動きに釣つられるようにして動いているので充じゆう分ぶんな準じゆん備びができていません。反対に我々は、必要な準備はすべて終えているのですからね。そう簡かん単たんに負けることはありませんよ」


　ジェレイドの声それ自体は、声量も大きくなく、むしろ弱々しいとでも表現すべきである。


　だが、解かい放ほう軍ぐんの将兵にとってはその言葉はどんな励はげましよりも力強く響ひびいた。あのジェレイドが、農民を率ひきいて侯こう爵しやくをも打ち負かしたジェレイドがこう言っているのだ。我々は負けないのだと。


　もう何度目にもなる解放軍の命運を懸かけた戦いが、今再ふたたび始まろうとしていた。
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　フィリップは櫓やぐらの上からトゥールスレン平原を見渡わたした。


　戦場を見渡せるよう陣地内に作られた櫓である。さすがに城砦の向こう側は見えないが、それ以外の見通しは抜ばつ群ぐんだった。城砦群を包囲するように展てん開かいする部隊の動きが手に取るように見える。


「閣かつ下か。各部隊の配置が完かん了りようしました」


「そうか」


　ベルフェルド副将の報ほう告こくに、小さく頷うなずいて返す。


　フィリップにとって、これは将としての初めての実戦である。無論、これまでも兵を率いての戦いを行ったことはあるが、それも多くて数百人程てい度どである。万の軍ぐん勢ぜいを率いたことはない。


　だが、初めての経けい験けんを前にしても、フィリップには指し揮きに悪あく影えい響きようを与あたえる緊きん張ちようや恐きよう怖ふは一切なかった。それは、彼が極めて特とく異いな考え方の持ち主だったためである。


　この戦いは、自分がより大きな目的を達成するための踏ふみ台、通つう過か点てんに過すぎない。兵がどれだけ死のうと知ったことではなく、唯ゆい一いつ気にかかるのはいかに華はな々ばなしい勝利を得られるかという一点だけである。


　圧あつ倒とう的てきな自信家であり、そして人を人とも思わぬ性せい格かく。本来ならばそれは唾だ棄きされるべき人の気き質しつであったが、こと一軍の将となるとその評ひよう価かは反転する。自分の判はん断だんに常つねに自信を持ち、そして勝利のためならば容よう赦しやなく兵士たちを切り捨てる覚かく悟ごを持つ者こそが、名めい将しようとされるからだ。その意味では、フィリップは確たしかに将たる器うつわを持っていた。


「全軍、攻こう撃げき開かい始し！」


　フィリップが下す最初の命令は、威い風ふう堂どう々どう将兵たちの耳へ響き渡った。
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　ロムルース砦とりでの北、南、西。三方向から進軍を開始した王国軍は、大おお盾たてを構かまえた兵士たちを先頭に、ゆっくり着実に距きよ離りを詰つめていった。


　やがて、互たがいの矢の射しや程てい内ないに入る。


「弓隊、構え！　放てぇー！」


　王国軍指揮官の命令が轟とどろき、一いつ斉せいに矢が放たれた。黒い点となって空を覆おおい尽つくした矢の雨が、ロムルース砦に降ふり注ごうとする。


　だがこのとき、風が吹ふいた。ロムルース砦の中から、外へ向かって。その風に振ふり払はらわれるように、多くの矢が力なく地に落ちる。


　それはあまりにも馬ば鹿かげた光景だったが、王国軍にそれほど動どう揺ようは起こらなかった。


〈風の戦乙女〉。あの魔ま女じよが、噂うわさ通りのことをしでかしたという、ただそれだけのことなのだから。


　今度はロムルース砦から矢が放たれた。


　飛来してきた矢の雨は、雹ひようのごとく鈍にぶい音を立てながら地表に降り注ぐ。


　兵士たちは大盾を構えて防ふせごうとするが、矢の数は余あまりにも多かった。


　ある兵士は、運悪く盾を貫つらぬかれそのまま右目に矢の直撃を受けた。


　鋭するどい矢や尻じりは目を貫き、押おしつぶした。身も凍こおるような絶ぜつ叫きようが兵士の口から立ち上り、目から噴ふき出した黄色いどろっとした液えき体たいが地面を濡ぬらす。


　いくら訓練を積んできた兵士といえど、正せい視しできる光景ではない。すぐ後ろでその光景を目にしてしまった別の兵士が、嘔おう吐としたくなる衝しよう動どうに駆かられ膝ひざを突つく。


　しかしその行動が彼にとっては命取りとなった。なおも容よう赦しやなく降り注ぐ矢が、その背せに突き立てられる。


　再さい度ど絶叫が響き渡る。力なく倒たおれこむ兵士。


　そしてその絶叫は、間もなく断だん末まつ魔まの悲鳴となる。後続の仲間たちが容赦なく彼の体を踏みつけ、それがために彼は絶命したからだ。


　あまりにも非ひ道どうなその行動は、この状じよう況きようでは正しいものだった。次から次へと矢が降り注ぐ中、負ふ傷しようした仲間を助けるようなことをすれば、自分が新たな犠ぎ牲せい者しやとなるだけである。今はただ盾を構えて前進し、一いつ刻こくも早く防ぼう壁へきに取り付くしかない。そうすれば敵てきの目を逸そらすことにもなり、地面に倒れた味方も運がよければ助かる。


　彼らを援えん護ごするように、王国軍は第二第三の矢を放った。


　そのほとんどは、風に逸らされ無意味に吹き飛ばされていく。しかし〈風の戦いくさ乙おと女め〉と言えど何千という矢すべてを払うことはできないようだった。風の合間を縫ぬうようにして、ロムルース砦にも少なくない数の矢が降り注ぐ。


　多くの兵士たちは丸太で作られた防壁によって身を守っていたが、運悪く体を射い抜ぬかれた者も皆かい無むではなかった。


　しかも降り注いだ矢のうち、半分は火矢だった。木もく製せいの防壁に対たい抗こうするための当然の選せん択たくである。もっとも、解かい放ほう軍ぐんもまた無む策さくではなかった。防壁に使われた丸太の表面には土が塗ぬり込こめられており、しかも開戦の直前にたっぷりと水が染しみ込ませてあった。散発的に火矢が防壁に突き刺ささるものの、延えん焼しようする速度は遅おそく、そこへ兵士たちが上から水をかけ、次々に消していく。


　しかし解放軍の側には大きな被ひ害がいこそなかったものの、怪け我が人にんの治ち療りようや消火作業に手を取られるようになり、王国軍の進軍を阻はばむ矢の密みつ度どはわずかながら減げん少しようしていった。


　さらに、ロムルース砦に降り注ぐ矢に、拳こぶしほどの石が混まじりだした。紐ひも状じようの投石器を用いた投石によるものだ。紐に石を包み、ぐるぐると振り回してから放つ原始的な武ぶ器きである。その威い力りよくは矢に劣おとるものではない。もっとも、矢を放つときは大盾に隠かくれながら射しや撃げきができるが、投石器の場合は全身を使って紐を振り回さなければならず、必然的に矢面に身をさらさなければならない。ゆえに攻こう城じよう戦せんでは有ゆう効こうな武器とは言いがたかったが、〈風の戦乙女〉が相手ならば矢を用いるよりは効果的だろうとベルフェルドの命によって用意していたのである。


　狙ねらい通り、凄すさまじい勢いきおいで降り注ぐ石は、矢のように風で振り払われることはなかった。解放軍の被害自体は軽けい微びなものだったが、いつどこから飛んでくるか分からない石に兵士たちは怯おびえ、必然的にその行動は鈍りがちとなる。


　その隙すきを突くように、王国軍は前進を続けた。盾以外に矢を防ぐ術すべを持たない王国軍であったが、よく訓練された彼らは、たとえ目の前で味方が射抜かれようと隊列を乱みだすことなく前進を続け、とうとうロムルース砦に取り付くことに成功した。


　しかし攻城戦はまだこれからが本番である。なおも防壁と深い堀ほりという二つの障しよう害がいが、王国軍を阻はばまんとする。


　次に王国軍が行ったことは、堀を越こえるだけの長さを持った梯はし子ごを防壁に立てかけることだった。そしてその梯子を乗り越え、砦内へ侵しん入にゆうしようとする。


　もちろんそれをじっと見ている解放軍ではない。容赦なく矢を射いかけ、阻そ止ししようとする。梯子をかけようとする最中に、あるいは梯子を上る途と中ちゆうで、襲おそい来る矢を防ぐのは至し難なんである。無む防ぼう備びな体を射抜かれた兵士たちが、次々と堀へと落ちて行く。


　とはいえ、防壁に取り付いた王国軍を射抜くには、解放軍も防壁の間から身を乗り出さなければならない。そこへ王国軍が射い掛かける矢と石が雨のように降ふり注ぎ、王国軍ほどではないものの、解放軍の負傷者もまた時間とともに増ふえ続けていった。


　こうして攻城戦は、いよいよその凄せい惨さんさを増ましていった。





　　　　　◆





　トゥールスレン城じよう砦さいの城壁上には、いくつもの塔とうが作られている。ジェレイドはその南西にある塔から、ベルハルトと共にロムルース砦の戦局を見み渡わたしていた。


「狙い通り、善ぜん戦せんしているようですな」


　傍そばに控ひかえるベルハルトが言った。


「ええ。これならば当分は持ちこたえられるでしょう」


　胃がキリキリと痛いたみ出すのを感じながら、ジェレイドは答えた。


　極きよく度どの緊きん張ちようのせいか、最近は戦いが始まるといつもこんな様だった。最前線では兵士たちが死し闘とうを演えんじているというのに、自分はただ見ているだけにもかかわらず体に不調が生じるのだ。


　自分の体ながら情なさけなくて仕方がない。それでも今日の体はまだマシな方だと言えた。北の侵しん略りやくによって、状じよう況きようが一気に改善したからだろう。少なくとも前回の決戦のときのように、無様に血を吐はいて倒たおれるようなことはしないで済すみそうだった。


　自分の体ばかり心配していても仕方がない。ジェレイドは気分を切り替かえるように、戦場に目を向けた。


　王国軍の動きにはどうにも不ふ可か解かいな点があった。


　彼らが三つの城じよう砦さい群ぐんのうち一つに狙いを絞しぼって攻せめ立てようとしているのは分かる。そして、それを邪じや魔まされないよう残る二つの城砦を包囲しているというのも分からなくはない。


　しかし、王国軍からすれば一刻も早く勝負を決したいはずである。ならば残る二つの城砦など放っておいて、ロムルース砦に全兵力を叩たたきつけるべきではないのか。もちろんそうなれば、こちらとしてもロムルース砦を守るために砦から討うって出ることになるが、野戦を望むはずの王国軍にとってはその方が好都合のはずである。


　にもかかわらず、なぜ王国軍はそうしようとしないのか。敵てき将しようが無む能のうだからと考えるのはあまりに危き険けんだ。ひょっとすると、何か奥おくの手でもあるのかもしれない。


「……これだから、防ぼう衛えい戦せんというのは好きになれないんですよね」


　拠きよ点てんに籠こもっている限かぎり、自然と機先は敵に制せいされやすくなる。後手に回るというのは、ジェレイドがもっとも嫌きらう状況だった。





　　　　　◆





「忌いま々いましいものだ、あの風は」


　フィリップは苦々しげにその光景を見つめた。


〈風の戦いくさ乙おと女め〉が吹ふかせているらしい不自然な風のせいで、味方は優ゆう勢せいとは言い難がたい立場に立たされている。予想していたとはいえ、実じつ際さいにその光景を見せ付けられるのは至し極ごく腹はら立だたしい。


「しかしフィリップさま」と、ギルマードがたしなめるように言った。「少しずつ我われらの矢も届とどくようになっております。さすがの〈風の戦乙女〉も、無む限げんの力を持つというわけではないようですな」


「当然だ、そう都合よくいってたまるものか」


「将しよう軍ぐん閣かつ下か！」


　威い勢せいのいい声がした。


　一人の若い伯はく爵しやくが現あらわれ、跪ひざまずく。


　グロースター伯だ。いかなる局面であっても矢や面おもてに立つことを厭いとわぬことで知られる勇ゆう壮そうな貴き族ぞくである。先のトゥールスレン平原の戦いにおいても、重じゆう装そう歩ほ兵へいを率ひきいて果か敢かんに出しゆつ陣じんし、反はん乱らん軍ぐんを苦しめたという。


「どうした、グロースター伯」


「はっ！　私に出陣の機会を与あたえて頂いただきたく参上いたしました！」


「ほう」


　フィリップは舌したを巻まいた。


「よいのか？　攻こう城じよう戦せんには危険が伴ともなうし、貴公のような貴族がすべき仕事でもないと思うが」


「御ぎよ意い。なればこそ、我わが武ぶ勇ゆうを知らしめる好機と存ぞんじます。我が自じ慢まんの重装歩兵ならばあのような矢の雨など恐おそれるに足りませぬ、何なに卒とぞご許きよ可かを！」


　思わず苦笑したくなる。


　勇壮なことだ。そういえば先の戦いにおいても、グロースター伯は本来貴族が出るべきではない危険な序盤の戦いに敢あえて参戦し、武名を馳はせたらしい。


　こういう武人には、望むだけ戦う機会を与えることで恩おんの一つも売っておくべきだろう。攻城戦は負ふ傷しようの確かく率りつは高いが追つい撃げきされる危険がない分、死に至いたる可か能のう性せいはやや低い。やりたいというのならばあえて反対する理由もなかった。


　それに、今反乱軍の目を防ぼう壁へきに向けさせることには大きな意味がある。あれの準じゆん備びが、間もなく整うからだ。


「いいだろう。名を上げられるがよい」


「ありがたきお言葉！」





　　　　　◆





　間もなく部下たちの元に戻もどったグロースター伯は、自慢の大声を響ひびかせた。


「よーし、前進開始だ！　矢の千本や二千本恐おそれることはない、全軍、我らの名を知らしめるのだ！」


　四〇〇からなる配下の兵士たちが、大声でこれに応おうじる。


　最前列に立つのは甲かつ冑ちゆうと大おお盾たてで身を守る自慢の重装歩兵だ。その後ろに他の兵が付き従したがい、襲おそい来る矢をものともせず前進を開始する。


　新たな強敵が現れたと反乱軍も悟さとったのか、接せつ近きんを阻そ止しすべく雨あられと矢が降ふり注いだ。大盾だけでは防ふせぎきれない矢が甲冑を貫つらぬき、あるいは隙すき間まに突つき刺ささり、小さからぬ被ひ害がいを出す。


　だが、勇ゆう猛もうな指し揮き官かんに率ひきいられた勇ゆう壮そうな兵士たちは、甲冑に矢を突き立てたままなおも怯ひるむことなく前進し、ロムルース砦とりで西側の防壁に取り付いてみせた。


「弓隊、放てぇー！」


　グロースター伯の命令一下、重装歩兵たちに守られていた弓兵の一いち団だんが、大盾の隙間から矢を放った。


　至し近きん距きよ離りから防壁の上をなぎ払はらうように放たれた一いつ斉せい射しや撃げきである。もし〈風の戦乙女〉がその場だけに力を注ぐことができれば、あるいは防ぐこともできただろう。だが〈風の戦乙女〉の力はロムルース砦の全ぜん域いきに、文字通り拡かく散さんしていた。至近距離からの矢は少々の風で吹ふき飛ばされることもなく、防壁上の敵てき兵へいをなぎ払う。


「今だ！　こんな堀ほり、埋うめてしまえ！」


　グロースター伯率いる部隊が最前線に出たことで、彼らの後ろには矢の密みつ度どの薄うすい小さな道ができた。そこへ土ど囊のうを担かついだ兵卒たちが次々と走り寄より、大盾の後ろから土囊を放り投げては一目散に逃にげ帰っていく。


　堀を埋めて道を形成し、防壁に直ちよく接せつ取り付くためだ。それができれば、木でできた壁かべなど、燃もやすことも破は城じよう槌ついで叩たたき壊こわすこともたやすいだろう。


　しかし反乱軍もただ目の前の敵を眺ながめていることはなかった。


　彼らもまた投石器を持ち出し、至近距離から拳こぶし大だいの石をぶち当ててくる。人に当たればもちろん、大盾に当たればその衝しよう撃げきで大きく揺ゆらぐ。その隙を突いて矢を射い掛かけ、隊列を崩くずさんとするのだ。





　　　　　◆





　ジェレイドが見たところでは、戦局はまだまだ自軍に有利のようだった。〈風の戦いくさ乙おと女め〉のおかげで、味方に降り注ぐ矢の数が大きく減へっていることがその最大の要よう因いんだろう。


　しかし〈風の戦乙女〉の力も無む限げんではない。あれほど広こう範はん囲いにわたって風を起こし続ければいつか限界がくる。その前に休息を取らせなければならないだろう。


　それでも、元農民の兵士たちが作った砦とりでは決して簡かん単たんに落とせるものではない。硬かたい地面を深く掘ほって作った堀は、なおも王国軍の侵しん入にゆうを拒こばみ続けている。


　──このままいけば、負けることはなさそうですね。


　だが、そう安心しかけたのも束つかの間だった。


《厄やつ介かいよ、ジェレイド》


　まるで全身をなでるように、周囲の風がざわめいた。


　と同時に、ミーアの声が響く。もっとも、本人の姿すがたはない。


　ロムルース砦にいるミーアが、風の精せい霊れいに声を運ばせたのだ。と同時に、こちらの声も向こうに運ばれているはずである。


《元気な重じゆう装そう歩ほ兵へいの一隊が西側の防壁に取り付いたわ。ちまちま矢や石をばら撒まいても追い払うのは面めん倒どうそうよ》


「それは確たしかに面倒ですね」


　ロムルース砦の西側とあっては、さすがにここからでは見えない。ミーアの力でその戦せん況きようが即そく時じに伝えられるだけありがたいというべきだった。


「すいませんが今しばらくそのまま頑がん張ばってください。まだ戦いは始まったばかりですからね、そう焦あせる必要はありません」


《分かったわ。でも、あんまり気分のいいものじゃないわね》


　ミーアの返事と共に、周囲の空気の揺らぎがなくなる。


　彼女も実戦の経けい験けんは豊ほう富ふだが、さすがにこれだけ大きな攻こう城じよう戦せんとなると気が急せくらしい。


「いかがでしょう、ジェレイドどの」


　と、後ろでミーアの声を聞いていたベルハルトが切り出した。


「試ためしに第五大隊をこの城砦の西門から出撃させ、南へ動かしてみるというのは？」


　その意図を察する。


「なるほど、つまり嫌いやがらせですか」


「は。部隊が南進することで王国軍が釣つられて前進してくればロムルース砦とトゥールスレン城砦からも矢を放ち、敵を消しよう耗もうさせることができましょう。逆ぎやくに王国軍が動かなければ、そのまま部隊をロムルース砦の南へ回すのです。さすればロムルース砦の南側を攻せめている敵の圧あつ力りよくを減げん少しようさせることができ、西側に取り付いたという王国軍に力を傾けい注ちゆうすることができるようになります」


　経験豊富なベルハルトらしい堅けん実じつな策さくだった。状じよう況きようを改かい善ぜんする策というよりは、敵に変化を促うながすことで、これ以上の状況の悪化を防ぐ策である。


　敵に包囲された状じよう態たいでは奇き策さくの類たぐいは難むずかしい。今はそのような堅実な策をこそ重じゆう視しすべきだった。


「いいでしょう、やってみる価か値ちはありそうです。ただし、第六大隊を後ろに付けてください。万が一に備そなえ、退たい却きやくの際さいには援えん護ごさせるように」


「なるほど。では早速両部隊に出しゆつ陣じんの命を出します」


「くれぐれもロムルース砦とりでとトゥールスレン城砦の攻撃範囲より南には出ず、矢戦を射い掛かけ敵てきに圧力をかけるだけに──」


　ジェレイドの言葉はそこで途と切ぎれることになる。


　ドォンという轟ごう音おんが響ひびいたからだ。


　二人の視線が瞬しゆん時じに音のした方へ、ロムルース砦へと向けられる。


「そ、そんな！　まさか！」


　この戦せん闘とうが始まって、初めてジェレイドは戦せん慄りつした。


　ロムルース砦南側の防ぼう壁へき。


　その一角──丸太二本分に過すぎないが、それが薙なぎ倒たおされていた。その後ろに隠かくれていたらしい兵士たちをも巻まき添ぞえにして。


「ジェレイドどの！　あれを！」


　何が起こったのかはすぐに分かった。ベルハルトが指差したはるか先──トゥールスレン城砦から見て南西、王国軍本陣のすぐ北西側に、いつの間にか投石機ヽが組み上げられていたのだ。


「まさか……あんなものを用意していたとは！」


　しかもその投石機は、かつてジェレイドが見たことも聞いたこともないような形状をしており、その上巨きよ大だいだった。大きな木の片かた方ほうを細く、もう片方を太くし、両りよう端はしの重さの差を利用して人の頭ほどもある石をはるか彼か方なたから飛ばすらしい。その射しや程てい距きよ離りは、一五〇間（およそ二七〇メートル）、いや二〇〇間はあるだろう。兵士たちが使う紐ひもでできた投石器ヽなど比くらべ物にならない、まさに機械と呼よぶに相ふ応さわしい攻城兵器だ。


　解かい放ほう軍ぐんでも投石機自体は作れる。しかし作れるといっても、もっと小型で使える弾たまも距離も比べ物にならないほど劣おとるだろう。


　──どうやら、見み誤あやまっていたようですね。


　大だい貴き族ぞくの息むす子こであるという敵てき将しようフィリップ。


　その父が息子のために、大金を投じてどこかからあの投石機を手に入れたといったところだろう。いや、敵将を過か小しよう評ひよう価かするのは危き険けんだ。むしろフィリップが父の権けん力りよくを利用して手に入れたものかもしれない。


　ジェレイドとしても、王国軍が投石機を使ってくることは予想していた。しかしその射程はせいぜい五〇間（およそ九〇メートル）ぐらいで、はるか彼方の縄なわさえ射い抜ぬくリーエンノールや〈風の戦いくさ乙おと女め〉がいれば対たい処しよは可か能のうだと考えていた。


　だが、王国軍が今使っているあの投石機は、弓の射程を遥はるかに超こえ、王国軍本陣のすぐ傍そばから石を放っている。さらにその周囲は騎き士し団だんによって固められており、破は壊かいは不可能だろう。


「……そうか。王国軍が戦力を分散したのはこのための布ふ陣じんだったというわけですね」


　王国軍は、兵を分散して三つの城じよう砦さい群ぐんすべてに包ほう囲い網もうを敷しいている。その理由が今なら分かる。こちらが討うって出てあの投石機が攻こう撃げきされることを嫌きらったのだ。その危険を避さけるために、兵を分散することになってでもこちらの出入り口を塞ふさぎにきたのだろう。敵の包囲陣形が完成している今、討って出てあの敵中にある投石機を攻撃しにいくのは、火中の栗くりを拾いに行くようなものだ。たとえ機動力に長たけたヘルヴォル隊であっても、包囲殲せん滅めつされる可か能のう性せいがある。


　兵力が分散された分、ロムルース砦を攻撃するための兵力ももちろん減少するが、あんな兵器で石を打ち続けられれば木でできた防壁など長くは持たない。そして防壁が破やぶられれば砦とりではお終しまいなのだ。


　二発目の石が飛んできた。


　幸いなことに命中精せい度どはよくないらしい。その石は防壁には当たらなかった。代わり、砦の中へ飛び込こんだ。しかも不運なことに、一人の兵士の頭部に直撃した。よく熟うれた果物のように、人の頭が簡かん単たんに砕くだけ散るのが見える。


「……あれはまずいですね」


　あんな死に様を見せ付けられては、兵士たちは一気に動どう揺ようするだろう。


　それに何十、何百と打ち続けられては、いつかはまた防壁に当たり、穴あなは拡かく大だいするだろう。そうすれば王国軍は簡単に砦の内部へと殺さつ到とうすることになる。防壁だけではない。決して防ふせぐことのできない、しかも反撃さえできないまま一方的に攻撃されることは、兵士たちにとってもどれほど精神的負ふ担たんとなることか。


《ジェレイド！　見てるんでしょ!?　どうするのよ、あれ！》


　切せつ羽ぱ詰つまったミーアの声が響いた。


「ミーア。風の力で、飛んでくる石を逸らせることはできますか？　いえ、完全に反らせなくてもいい、せめて防壁に当たらないようにして欲ほしいんです」


《しんどいわね。多分できないことはないけど、その間は矢が防げなくなるわよ？》


「構かまいません、今は投石機の方が厄やつ介かいです。飛んでくる矢を防ぎつつ、石が飛んできたら全力で防いでください」


《難むずかしいことを簡単に言うわね》


「承しよう知ちしてます、でもやってください。できないと困こまるんです」


《はいはい、分かったわよ！》


　苛いら立だたしげなミーアの声を最後に、周囲の空気の揺ゆらぎがなくなる。


　三発目の石が飛んできた。しかしミーアが力を集中させたためか、砦の中に飛び込むことなく堀ほりの中へ落ちる。


「厄介なことになりましたな。とにかく、第五、第六大隊を動かしてみましょう」


「ええ、お願いします」


　ベルハルトの策さくにあらためて許きよ可かを出す。とはいうものの、それもこの状じよう況きようを一変させるようなものではない。夏だというのに、ジェレイドは背せ筋すじに冷たい汗あせが流れ落ちるのを感じ始めていた。


　多少の犠ぎ牲せいが出ることを承知で軍ぐん勢ぜいを出し、あの投石機を破壊しにいくべきか。あるいはミーアの力を信じ、今しばらく様子を見るべきか。それはジェレイドでさえ判はん断だんに困る命題だった。


　結局、選んだのは後者だった。とにかく、攻こう城じよう戦せんが始まってまだ一いつ刻ときと経たっていないのだ。どれだけ強力な投石機であっても、一機ではすぐさま砦が陥かん落らくするわけではない。


　今は力を温おん存ぞんしつつ敵てきに出血を強きよう制せいし、状況の変化を待つことこそが重要──のはずなのだ。


　一時は治おさまったように思えた胃の痛みが、またぶり返していた。





　　　　　◆





「ふふふ、反はん乱らん軍ぐんどもめ。さぞかし肝きもを冷やしているであろうな」


　フィリップは快かい調ちように石を飛ばす投石機を見やって唇くちびるをゆがめた。


　それは古いにしえの時代、古の帝てい国こくによって作られたものだった。トゥールスレン城砦を作った彼らは、鉄壁の城じよう壁へきを作るのと同時に、その城壁を攻こう略りやくするための技ぎ術じゆつをも保ほ有ゆうしていた。


　その技術自体は帝国の崩ほう壊かいと共に失われたが、グリア大陸のはるか東方の国には似にたような物を作る技術が残されており、フィリップは父の力を利用してその現げん物ぶつを手に入れたのだった。もちろん莫ばく大だいな金はかかったが、効こう果かは十二分にあった。もし北の侵しん略りやくがなく、時間的余よ裕ゆうがあり、かつ三つの城砦群を取り囲む封ふう鎖さ線せんが完成して〈風の戦いくさ乙おと女め〉を拠きよ点てん内に閉とじ込めることができていれば、あの投石機一つでトゥールスレン城砦を陥落させることも可能だっただろう。


「将しよう軍ぐん閣かつ下か！　ロムルース砦とトゥールスレン城砦の間に敵部隊が現あらわれました！　数はおよ二千、二つの砦の間で隊形を整えております！」


　忌いま々いましい報ほう告こくが届とどく。


　ただの城しろ攻ぜめならば、一度城を包囲してしまえばそうそう敵が出撃することなど有り得ない。城から出陣する際さいにはどうしても隊列が細くなり、そこへ矢の雨を降ふらせば簡単に蹴け散ちらすことができるからだ。


　しかしジェレイドはそれを見み越こしてトゥールスレン城じよう砦さいの東西に砦とりでを作り、今のように討うって出ようとしている。忌々しいという他なかった。


「まあよい、うろたえる必要もない。千や二千程てい度どの敵に敗れるような包ほう囲い網もうは敷しいておらん。相対する部隊に決して持ち場を離はなれず応おう戦せんせよと伝えろ」


「ははっ！」


　フィリップは解かい放ほう軍ぐんの狙ねらいを正せい確かくに読み取っていた。この辺り、ただの親の七光りではなく、彼自身の才覚を証しよう明めいする采さい配はいであった。





　こうして二人の指し導どう者しやが下した命令によって、戦線に加わる兵士の数はさらに増ふえていくことになる。


　両軍の争いはいよいよ過か酷こくなものとなっていく──はずであった。


　だが、この頃ころ。


　トゥールスレン平原の南なん西せい端たんに数人の人ひと影かげが現れたことを知る者は、誰だれ一人としていなかった。
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　アレスは愛馬の足を止め、トゥールスレン城砦周辺で行われている苛か烈れつな戦せん闘とうを見やった。


「間に合わなかったか……」


　悔くいるように呟つぶやく。


　ここまでの道中で旅の商人などの話を聞いた限かぎりでは、王国軍と反乱軍が本ほん格かく的てきな戦闘に入るまでには、まだ余裕があると思っていた。


　しかし、それは誤あやまった見方であったらしい。何があったかは知らないが、王国軍は持じ久きゆう戦せんの道を捨すてて攻こう撃げきを開始し、戦端はすでに開かれていた。


「起きてしまったことは仕方あるまい」


　そう呟いたのは、アレスの後ろに続く馬車に乗っているクラウディアである。


「むしろ決着がつく前にここまで来れたことを幸運と思うべきだろう。どのみち、我われらのなすべきことに変わりはないのだからな」


「は。それはそうですが……」


「シオーネ、すまぬがここで一度別れるとしよう。どこかの町に避ひ難なんしていてくれ」


　忠ちゆう実じつな侍じ女じよは、クラウディアの考えを悟さとったのか真しん剣けんな面持ちで問い返した。


「それは構かまいませんが……。まさかクラウディアさま、あの戦場へ飛び込むおつもりでは……？」


「それしかあるまい。戦いが始まっているからといって、臆おくするわけにはいかぬ」


「危き険けんです！」間かん髪はつ入れずアレスは叫さけんだ。「あの混こん乱らんした戦場です、反乱軍はおろか王国軍だって我らを敵てきと見み間ま違ちがえかねません！　危険過すぎます！」


　しかし、クラウディアは頑がんとして首を横に振ふる。


「こればかりは譲ゆずれぬ。アレス、わたしはこんなときのためにおまえを連れてきたのだぞ。それに、今こうしている間にも人は傷きずつき死んでいる。今動かずして一体何のために我らはここに来たのだ？　躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない、やるのだ。やるしかないのだ」


「…………」


　返す言葉は思い浮うかばなかった。


　せめてシオーネに反はん論ろんしてもらおうとその顔を窺うかがってみるが、彼女もまた諦あきらめたように、あるいはクラウディアの意思を尊重するかのように首を振って見せるだけだった。


「……分かりました」


　アレスは荷物の中から赤いマントを取り出した。ここまでの旅路は人目を忍しのぶものだったのでこんな目立つものは着けていられなかったが、ここからは違う。これを着けることで貴き族ぞくだと思われれば、少なくとも王国軍から攻撃される可か能のう性せいは低くなる。どうせなら近この衛え騎き士しの証あかしたる赤い甲かつ冑ちゆうもあればよかったのだが、何しろ慌あわただしい旅路だったので持ってこられなかった。


「お乗りください、クラウディアさま。必ずやジェレイドの元へお連れいたします」


「うむ、頼たのんだぞ」


　手を伸のばし、華きや奢しやなクラウディアの体を引っ張ぱり上げ、自分の背せに乗せる。


　クラウディアはアレスの腰こしに腕うでを回し、しっかりと体を密みつ着ちやくさせてきた。


　──う……！


　背中一いつ杯ぱいに広がる少女の体温に、少しばかりアレスは動どう揺ようしかけたが、今はそんなことを気にしている場合ではない。気の迷まよいを振り切るように、目の前の目標に集中する。


「それではわたしは一いつ旦たんこの場を離はなれます」シオーネは主あるじの無事を祈いのるよう、深々と頭を下げた。「事が一いち段だん落らくしましたら駆かけつけます。どうかご無事で」


「うむ、おまえがいてくれなければ不便で仕方ない。必ずまた来てくれ」


「はい、必ず」


　アレスは馬首を三つの砦とりでに向けた。


　西側の砦では、激しい攻こう城じよう戦せんが行われている。


　一方、中央のトゥールスレン城じよう砦さいの周辺ではあまり大きな戦いが行われている様子はないが、その西側──城砦と砦の間に反乱軍の一部隊が現れ、南側の王国軍と矢戦を始めている。


　その他の場所はすべて王国軍が包囲しているし、反乱軍もまた堅かたく門を閉とざしていることだろう。機会があるとすれば、トゥールスレン城砦の西門へと、状じよう況きようを見み極きわめて一気に駆け込むしかない。


　大だい丈じよう夫ぶだ、と自分に言い聞かせる。千の軍ぐん勢ぜいに切り込むことを考えれば、ただ駆け抜ぬけるだけなどそう難むずかしいことではない。


　まして、自分にはパンドラがいる。この状況では自分が死ねばクラウディアも死ぬだろう。しかし、自分が死なない限りはクラウディアを守りきれるだけの自信はある。そして少なくともパンドラの助言がある限り、自分が死ぬことは考えられない。


「クラウディアさま。行きますよ……！」


「うむ、頼んだぞ、アレス！」


　愛馬オルトスのいななきが、辺りに轟とどろいた。
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「やはり矢戦では埒らちが明かんな」


　フィリップは唇くちびるを嚙んだ。


　ロムルース砦とトゥールスレン城砦の間で新たに発生した戦いは、敵味方共に前へ出ることを嫌きらい、遠くから矢戦を仕し掛かけるだけに終始した。挙あげ句く、両軍ともに何ら得るところなく後こう退たいして行く。


　生じたのは大量の怪け我が人にんだけである。死者の数は大したことはないだろう。鋭えい利りな矢といえど、上半身を防ぼう具ぐで守っていれば命を落とすことは稀まれだ。これが野戦ならば、たとえ小さな怪我でもそれが原げん因いんで敵中に孤こ立りつし、命を落とすこともあるかもしれない。だが矢戦ならば、死にさえしなければ後方に下がらせて白しろ魔ま術じゆつによる治ち癒ゆを受けさせることができる。


　そんな無意味な消しよう耗もう戦せんが、白魔術師を含ふくめた全軍の疲ひ労ろうが限げん界かいに達するまで続く。それが攻城戦だ。


　しかし、今王国軍は優ゆう位いにある。グロースター伯はくが実行している堀ほりを埋うめる作業が完かん了りようすれば、あるいは投石機による攻こう撃げきで砦に大きな損そん傷しようを与あたえることができれば、戦況は一変するだろう。そしてそれは、遠い未来のことでもないように思えた。


「フィ……フィリップさま。あ、あれは、なんでしょう」


　不意に、ギルマードが北西を指差しながら奇き妙みようなことを言った。


　あれとは何か。ここは戦場なのだ、存そん在ざいするのは兵士以外にないだろう──。


　そう言いかけたフィリップは、ギルマードの指差した先を見たところで同じことを口にすることとなる。


「な……なんだあれは？」


　激はげしい戦いが行われているロムルース砦。その南側の王国軍兵士たちがうごめく平原を、一頭の騎馬が駆け抜けようとしていた。


　敵てき──ではないように思えた。なぜなら、その騎手は貴族の証たる赤いマントを翻ひるがえらせていたからだ。


　それはあまりにも無む謀ぼうだった。そこは何百という兵士たちがうろつき、思わぬところから矢の飛んでくる危き険けんな戦場である。そこを馬で駆け抜けるなど、的も同然である。


　だがその貴き族ぞくは目を見張はる手た綱づなさばきで速度を落とすことなく障しよう害がい物ぶつをかわし、襲おそい来る矢を二ヽ本ヽのヽ剣ヽでいともたやすく打ち落として突つき進んだ。


「……に、二本の剣だと？」


　その事実に気付いたフィリップは、戦せん慄りつを覚えた。


　実じつ際さいにその場面を見たわけではないが、噂うわさには聞いていた。今この王国には、二本の剣を同時に操あやつるけったいな武ぶ人じんが一人いると。しかもその武人とは、フィリップがもっとも嫌う相手だという。


「あれはもしや……ファノヴァール伯ではありませんか!?」沈ちん着ちやく冷静を絵に描かいたようなベルフェルドも、驚おどろきを隠かくせない。「ま、まさか……単たん騎きでトゥールスレン城砦に突とつ入にゆうする気では!?」


　考えられるとすれば、それしかなかった。攻こう城じよう戦せんにおいて馬が役に立つ場面は非ひ常じように限かぎられる。その一つが、城内に逃げ込もうとする敵を追撃し、そのまま中へなだれこむことなのだ。


「ば、馬ば鹿かな！　たとえそうだとしても、たった一人で城砦を落とせるものか！」


「しかし閣かつ下か、ファノヴァール伯の武勇はまさしく一騎当千、たった一人でも、いや、たった一人だからこそ敵を混こん乱らんさせることもできるかもしれませぬ。ここは我われらも呼こ応おうして兵を動かすべきでは──」


「無む視ししろ！　あのような単たん独どく行こうが容よう認にんできるか！　たった一人のために全軍が危機に陥おちいる可か能のう性せいもあるのだ、絶ぜつ対たいに無視しろ！」


　そのフィリップの判はん断だんは、決して間ま違ちがったものではなかった。もしアレスが本当に単騎でトゥールスレン城じよう砦さいに奇き襲しゆうを仕掛けるつもりだったのだとしたら、前もってそのことを自分たちに教えておくべきなのだ。それが軍というものである。


　今アレスに呼応するように兵を動かすのは簡かん単たんだ。だが、アレスが単騎で突っ込んだ挙句、簡単に捕ほ殺さつされるようなことがあれば、今度は王国軍全軍が危険にさらされることになる。フィリップの無視しろという判断は当然だった。それゆえに、ベルフェルドもそれ以上異い議ぎを挟はさもうとはしなかった。


　だが、フィリップたちの疑ぎ問もんは絶たえなかった。


「あいつめ！　私は故こ郷きようへ帰れと命令したはずだぞ、一体何を考えているのだ!?」


　そしてこのときフィリップは、もう一つ信じられないものを見ることになる。


　それは、遠目ゆえはっきりとは分からなかった。むしろ最初は自分の見間違いだと思ったほどだ。


　アレスの背せ──赤いマントの下に隠かくれるようにして、小さな子こ供どもが乗っているように見えたのだ。
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「くっ！」


　飛んできた矢を、アレスは剣を振ふるって叩たたき落とした。


　自分を狙ねらったものではない、恐おそらく流れ矢だ。だが、戦場にあっては無む秩ちつ序じよに飛んでくる流れ矢の方が恐ろしいこともある。しかも愛オル馬トスの前には多くの王国軍兵士が散在している。盾たてを構かまえて防ぼう壁へきに取り付こうとしている兵士たち。あるいは地面に転がり苦く悶もんの声を上げる兵士たち。


　そのすべてが、今のアレスにとっては大きな障害だった。味方を踏ふみ潰つぶすようなことはできず、アレスは空と地面、全方位に神経を集中させつつ手た綱づなを操った。


《ぬるいな》


　パンドラの声が脳のう裏りに響ひびいた。


《この程てい度どでは我の助言など不要だろう。どのみち、汝なんじが望んで飛び込んだ危地だ、自力で切り抜ぬけるがよい》


　勝手なことを言う。しかしどのみち、パンドラがなんと言おうと切り抜けなければならない局面なのだ。


　背中には、自分を強く抱だきしめてくれるクラウディアの存そん在ざいがある。彼女には傷きず一つつけるわけにはいかない。六年前とは違うのだ。今の自分には力がある。クラウディアを守り、その大望をかなえるための力が。


　きっと自分は、このときのためにこそ今まで力を蓄たくわえてきたのだ。


「うおおおおおおお！」


　気合の声を張はり上げ、戦場を駆かけ抜ける。


　間もなく、愛オル馬トスはロムルース砦の南側を駆け抜けた。


　散在する王国軍の姿すがたはなくなり、代わりに現あらわれたのは反はん乱らん軍ぐんである。
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　一方、ジェレイドは未いまだアレスの存そん在ざいに気づいていなかった。


　それは無理からぬことというべきだった。ジェレイドたちのいるトゥールスレン城砦南なん西せい端たんの塔とうのすぐ下では、王国軍と解かい放ほう軍ぐんの部隊が後こう退たいしつつ矢を射い掛かけあう小こ競ぜり合いが行われていたためである。そちらに目を向けていたため、たった一騎で駆けてくる騎馬の存在には気付けなかったのだ。


　だが、それも時間の問題だった。


　第五大隊が安あん全ぜん圏けんともいえるトゥールスレン城砦とロムルース砦の間に入り、後ご詰づめの第六大隊が城砦内への退たい却きやくを始める。赤いマントを翻ひるがえらせた騎き馬ばが、風のような速さで第三大隊の中へ飛び込んできたのはそのときだった。


「な、なんだあれは!?」悲鳴のようなベルハルトの声が響いた。「まさか、王国軍!?」


　ジェレイドもようやく気付く。二ヽ本ヽのヽ剣ヽを振り上げ兵士たちの間を駆け抜ける赤の騎馬の存在に。


「二本の剣……!?　ま、まさか……！　アレス!?」


　ジェレイドが知る由よしもないが、それは王国軍の幹かん部ぶたちが示しめしたのとまったく同じ反はん応のうだった。


　──油ゆ断だんしていた……！


　自分の判断の甘さを悔くいる。


　つい半月前、身を挺ていして教えてくれた者がいたばかりではないか。決してあの騎士を甘あまくみてはならないと。単騎で戦せん況きようを変えうるとんでもない騎士が、王国軍には存在するのだと。


　左さ遷せんされた形で故郷へ戻もどっていたとはいえ、いつか戦場に戻ってくるであろうことは予よ測そくしていたはずなのだ。攻こう城じよう戦せんならば出番はないなどと、対たい策さくを後回しにしたのが間ま違ちがいだったのかもしれない。


　それにしても、まさか──とは思う。まさか、単騎で飛び込こんでくるとは想そう像ぞうを超こえている。


「阻そ止ししろ！　なんとしてでも止めるのだ、絶ぜつ対たいに城じよう砦さいの中に入れてはならん！　急いで城壁を閉とじるのだ！」


　ベルハルトが声を張り上げ、必要な指し示じを出す。しかしそれすらも、手て遅おくれのようにジェレイドには感じられた。
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　アレスの駆る馬は、反乱軍の兵士たちの中をまるで泳ぐように駆け抜けた。


　たった一騎とはいえ、いや、たった一騎だからこそ、誰だれにも止めることはできなかった。時折、どうにか阻止しようと槍やりを突つき出そうとする者もいたが、指し揮きの執れていない散発的な攻こう撃げきは、簡かん単たんにアレスの剣によってはじかれた。城壁の上には多くの兵士が弓を構えていたが、この混こん乱らん下かで矢を放てば味方に当たるため、結局動くことはできなかった。


　その隙すきを突くように、アレスの駆る馬は一気にトゥールスレン城砦西門との距きよ離りを詰つめる。


　ここに至いたって、兵士たちも二振ふりの剣を振るうその騎手が誰なのかを悟さとった。


「あ……〈赤の悪あく魔ま憑つき〉だ！」


　悲鳴が上がった。


　その声は瞬しゆん時じに広がった。何度となく自分たちを苦しめたあの悪魔。それが今になって突とつ然ぜん現れたのだ。対たい処しよできる兵はおらず、それどころか命からがら逃にげようとする兵士が続出した。


「うろたえるな！　絶対にヤツを中にいれるんじゃない、槍を持つ者は門の前で隊列を組み直せ！」


　それでもさすがは名めい将しようジェレイド率ひきいる軍ぐん勢ぜいというべきか、隊たい長ちよう格かくらしき男がそう叫さけぶと、一部の兵士たちが西門の前で隊列を整え槍やり衾ぶすまを形成し始めた。


「くっ！」


　唇くちびるを嚙かむ。唯ゆい一いつの入り口をああも固められては、このまま飛び込むわけにはいかない。


　アレスの判はん断だんは一瞬だった。


「クラウディアさま！　申し訳わけありませんが、しっかり鞍くらに捕つかまっていてください！」


「な、なに!?　いや、分かった、好きにせよ！」


　即そく座ざに意図を察してくれたのか、クラウディアはアレスの腰こしに回した手を放はなし、代わりに鞍をしっかりと摑つかんだ。


「行きます！」


「う、うむ！」


　槍衾へ向かって真まっ直すぐに馬を走らせる。


　そしていよいよ槍衾が回かい避ひできなくなるというそのギリギリのところで、意表を突くように馬首をめぐらせ左に逸そらせた。


「うおおおおおお！」


　直後、誰もが驚おどろくべき行動に出る。馬から、文字通り跳とび出したのだ。


　高く舞まい上がったアレスの体は、突き出された槍衾を軽々と飛び越こえた。


「な、なにいい!?」


　兵士たちから驚きよう愕がくの声が上がる。落ちてくるアレスを串くし刺ざしにすべく槍を天へ向けようとするが、密みつ集しゆうしていたがゆえにその行動は遅れた。かろうじて数本の穂ほ先さきがアレスに向けられるが、振るわれた二本の剣によって簡単に打ち払はらわれる。


「はぁぁああ！」


　敵てき兵へいのただ中に躍おどりこんだアレスは、容よう赦しやなく右の剣を振るい槍を切り落とし、左の剣を振るって敵をなぎ払った。


　ただでさえ槍兵は懐ふところに飛び込まれれば対処のしようがない。もはやアレスを阻止することはできず、西門前の反はん乱らん軍ぐんは文字通り蹴け散ちらされた。まばたきを数回するほどの間の出来事である。
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「オルトス！」


　愛馬の名を呼よぶ。するとまるで人語を解かいしたかのように、鞍にクラウディアを乗せた愛馬が円を描えがいて駆かけ寄よってくる。アレスは飛び乗るようにしてその背せに戻もどった。


「まったく、あまり危き険けんなことはするな！」


「は！　すいません！」


　主といささか奇き妙みような会話を交わす。


　西門が閉しまり始めたのは、このときだった。


　門の前で阻止することは諦あきらめたのだろう。味方を外に残してでも侵しん入にゆうを阻止しようというのだ。


　吊つり上げ式の城門である。その気になれば、門を吊り上げている縄なわを断たち切ることで即座に閉とじられてしまうだろう。そうなればアレスといえど突とつ破ぱはできない。


　だが、反乱軍にはそれができなかった。〈赤の悪魔憑き〉を恐おそれ、あるいは外に取り残される恐きよう怖ふに駆られ、門に兵士たちが殺さつ到とうしたためである。


　今門を落とせば、彼らを下した敷じきにすることになる。あるいは仲間を巻まき込んででも門を閉めろという命令も出されていたのかもしれないが、どこかの誰かが躊ちゆう躇ちよしたのだろう、門が閉じる速度は一向に早くならなかった。


「クラウディアさま！　飛び込みます！」


「う、うむ！」


　アレスの腰にクラウディアの腕うでが回される。それを確かく認にんしたアレスは、愛馬の速度をさらに上げた。





　　　　　◆





「……参りましたね、これは」


　ジェレイドにも多少の自負、あるいは自信というものがあった。策さくの仕し掛かけ合いならば、いかなる名将にすら負けないという自信が。だが、万の敵と戦えるだけの策はあっても、ただ一人の傑けつ出しゆつした武ぶ人じんを相手にすることはできないらしい。


　結局、阻そ止しする手立てすら浮うかばないまま、赤い騎き馬ばは西門へと飛び込み、塔とうの上にいるジェレイドたちの視し界かいから消えた。


「まさか、たった一人でこの城じよう砦さいを攻せめ落とす気か!?」


　ベルハルトがうめくように声を上げる。


「有り得ますね。この城砦には何千という非ひ戦せん闘とう員がいます。もし〈赤の悪あく魔ま憑つき〉がその中へ飛び込めば想そう像ぞうを絶ぜつする混こん乱らんが起こるでしょう。そこへ呼こ吸きゆうを合わせて王国軍が総そう攻こう撃げきを仕掛けてくれば……！」


「な、なんと!?　で、では急いで対策を、非戦闘員の避ひ難なんを！」


「……残念ですが、手て遅おくれでしょう」


　完全に機先は制せいされたのだ。今非戦闘員に避難命令など出せば、さらに混乱が悪化するだけだろう。


　ジェレイドは塔の内側に移い動どうした。そこからなら城砦内の動きがすべて見えるからだ。


　意外なことが起こっていた。


　あの〈赤の悪魔憑き〉が飛び込んできた以上、そこでは血の雨が降ふり注いでいてもおかしくはない。しかし、せっかく城門の中に飛び込んだにもかかわらず、アレスはそのまま奥おくへ切り込もうとせず、馬の足を止めていたのだ。


「控ひかえよ！　我われらは戦いに来たのではない、話し合いに来たのだ！」


　聞き間ま違ちがえようのない、アレスの声が響ひびいた。喉のどの弱いジェレイドからすれば、思わずうらやましいと感じるほどの、よく通る大きな声である。


　それにしても、話し合いとは一体どういうことか。戦闘の最中、しかもたった一人の伯はく爵しやくに、一軍と対等に話し合いのできる権けん限げんがあるとは思えない。あるいは、話し合いと称しようして時間を稼かせぐことでも狙ねらっているのだろうか。


　そうこうしているうちに、アレスは馬を降おりてしまった。


「あ、あれは……？」


　そして、同時に気付く。馬に乗っていたのは、アレスだけではなかった。もう一人、全身をローブで覆おおった子こ供どもが乗っていたのだ。


　不意に、アレスが剣けんを抜ぬき払はらった。ただし、敵てきを斬きるためではない。飛んできた矢を斬り払い、その子供を守るためだった。恐らくは城砦に入り込んだ〈赤の悪魔憑き〉に恐怖を抱いだいた味方が放ったのだろう。


「控えよ！　控えぬか、この無礼者め！」


　アレスの怒ど声せいが城砦内に響き渡わたった。


「ここにおわすお方をどなたと心得る!?　ベルセルム四世国王陛へい下かがご息女、クラウディア王女殿でん下かにあらせられるぞ！」


「なっ──なんですって……!?」


　ジェレイド以下、トゥールスレン城砦は驚きよう愕がくに包まれた。


　あの騎士に驚おどろかされることは一度や二度ではなかったが、これはその中でも最たるものだった。


　アレスが連れて来た子供が、顔を覆っているフードを降ろした。


　遠目でもはっきりと分かる、豊ゆたかな黄金色の美しい髪かみが露あらわになる。


「……まさか、本当に王女を連れてきたというんでしょうか」


　分からない。さっぱりわけが分からない。


　この戦時に王女が王都を出ることがあるとは思えない。


　この危き険けんな場所に、王女がその身をさらす理由も分からない。


　なぜ一いつ介かいの伯爵に過すぎないアレスが、王女を連れてこられたのかも分からない。


　むしろあれは王女ではなく、偽にせ者ものだと思う方が合理的だった。しかし、あの潔けつ癖ぺきの塊かたまりのようなアレスが、たとえ偽者であったとしても小さな女の子を危険にさらすようなことが果たしてあるのだろうか。


「大たい将しようジェレイドはどこにいる!?　我らは貴き公こうに会談を申し入れる！」


　アレスが再さい度ど声を上げた。


　もしあの少女が王女なのだとして、本当に会談をしにきたのなら応おう対たいしないわけにはいかない。


　だが、一方でそう易やす々やすと信じるわけにもいかなかった。やはりこんなところに一国の王女が現あらわれるとは思えないのだ。これは王女を連れて来たと偽いつわることで自分をおびき出し、殺すことを目的としたアレスの策さくではないか。そう考える方が自然だった。


　あのアレスが騙だまし討うちのようなことをするとも思えないが、人の心なんていつ変化してもおかしくはない。自分が死ねば多分この戦いくさは終わるのだ。一人でも多くの持たざる者を守るためなら、騎き士し道どうを捨すてることもやむなしとアレスが決けつ断だんしたとしても不思議ではない。


「ジェ、ジェレイドどの」


　信しん頼らいすべき将たるベルハルトが、脂あぶら汗あせを流しながら体を震ふるわせていた。


「ベルハルト、どうしました？」


「……私も元は騎士の端はしくれ、王女殿下のご尊そん顔がんを拝はい見けんしたことぐらいあります。間違いありません。あの顔立ち、あの気品、あの少女こそクラウディア王女殿下に相そう違いありません……！」


「……そうですか」


　もちろんジェレイドとしては、ベルハルトのように確かく信しんを抱くことはできない。


　とはいえ、あの少女がクラウディア王女ではないという証拠もないのだ。もし仮かりに本物だったとすれば、この危険な地に王女を連れ出すことに一体なんの意味があるのかを考える。


　少しばかり思い当たることがないわけではない。以前アレスと密みつ会かいしたとき、彼はこう言ったではないか。自分は一介の騎士に過ぎず、出来ることといえば王家との会談の場を設もうけることだけであると。


　つまり、アレスは王女を連れてくるという形でそれを実行したということではないのか。だが、話し合いというものは双そう方ほうが対等の立場に立ってこそ成立するものだ。敵の巣そう窟くつへまともな護ご衛えいも連れずやってくるなど、対等どころではない。これではまるで、人ひと質じちに取ってくれと言っているようなものである。


　──いや、人質……!?　そうか！


　一つだけ、合理的な理由に思い当たった。


　それはジェレイドからすれば、あまりにも馬ば鹿かげた考えだった。


　だが、アレスという騎士が、たとえ解かい放ほう軍ぐんが相手といえど無用な殺せつ生しようを好まないという騎士の鑑かがみであると仮か定ていした場合にのみ、王女を連れてくることに非ひ常じように合理的なある理由が生じる。かつてアレスは何度となくこう言ったではないか。クラウディアという王女もまた自分と同様、王国軍であれ解放軍であれ無む辜この民が傷きずつくことなど望んでいないと。


　考えをまとめたジェレイドは、忠ちゆう実じつな副将に声をかけた。


「……ベルハルト、これから僕ぼくの言うことをよく聞いてください」


「は、なんなりと」


「僕はこれからあの二人と会談の場を持ちます。至し急きゆう〈風の戦いくさ乙おと女め〉をここへ呼よび戻もどしてください。相手が〈赤の悪あく魔ま憑つき〉とあればこちらも充じゆう分ぶんな護衛が必要です、対たい抗こうできるのは彼女だけでしょうからね。ベルハルト、あなたはしばらく僕の代わりに全軍の指し揮きを執とってください」


「承しよう知ちしました。しかしこの重要な局面で、我わが軍の要となるお二人に戦線を離り脱だつされては……」


「分かっています。ですが攻こう城じよう戦せんなんてそう簡かん単たんに終わるものではありません。守りに徹てつしていさえすれば、一いつ時ときやそこらで状じよう況きようは変わりません。それに、あえて危き険けんを冒おかす価か値ちはありますよ。もし僕の予想が当たっていれば、もうすぐ戦は終わるはずですから」


「い、戦が終わるですと……!?」


　あまりにも飛ひ躍やくした話である。ベルハルトが驚おどろくのも無理はなかった。


　しかし、だからこそどれだけ重要な局面を迎むかえているかということも理解したらしい。すぐに平静さを取り戻して背せ筋すじを正す。


「……分かりました。後のことはお任せください」


「ええ、頼たのみます」





　　　　　３





　ジェレイドが会見の場に選んだのは、トゥールスレン城じよう砦さいの屋上だった。


　屋外での会見というのも奇き妙みようなものだが、ここならば風が吹ふき、〈風の戦乙女〉が存ぞん分ぶんに力を発はつ揮きできるし、城砦の外で行われている戦況も窺うかがえる。それに階下に兵を配置しておけば〈赤の悪魔憑き〉の逃にげ道を塞ふさぐこともできる。


　相手は一いち応おうは一国の王女である。まさか立ちっ放しで会談をするわけにはいかず、綺き麗れいな二つの椅い子すとテーブルが置かれ、さらにソフィアが気を利きかせてくれたのかお茶と果物を盛もった籠かごまでもが用意されていた。


「本当に〈赤の悪魔憑き〉と王女さまがやってきたっていうの？」


　ミーアが問いかける。彼女だけではない。彼女の護衛であるルーク、それに弓の名手であるリーエンノールも呼んである。解放軍が誇ほこる最強の武ぶ人じんたちだ。彼女らがいれば、〈赤の悪魔憑き〉がどのような動きを見せようと対応はできるはずだった。オリビアの姿もある、道理の通った助言ができるのは彼女だけだからだ。


「ええ。ベルハルトの言葉です、信用していいと思います」


「ならいいんだけど。でも、今こうしてる間にも、でっかい石がぽんぽん飛んできてるのよ？　あたしまでこの場に呼よびつけて、ただ時間を無む駄だに過ごしました、なんてのは勘かん弁べんして欲ほしいんだけど」


「大だい丈じよう夫ぶです。どうなるかは分かりませんが、危険を冒おかすだけの価値はあるはずですから」


「信じるしかないわね。あんたがそう言うなら」


　やがて、そこへアレスとクラウディアが姿すがたを見せた。案内役はマシューだ。


「……あれが、聡そう明めいと名高き王女殿でん下かですか」


　ジェレイドにとっては、生まれて初めて目にする一国の王女である。


　人の顔だけですべてを判はん断だんするのは愚おろかなことだが、一方で人の歩いてきた道というものは、わりと顔に表れるものでもある。


　その王女を表ひよう現げんするならば、可か憐れんという一語に尽つきただろう。もし自分が王家に忠ちゆう誠せいを誓ちかう騎き士しだったならば、喜んで命を捧ささげる気にもなれたかもしれない。


　だが、それだけではない。まっすぐな瞳ひとみと固く結ばれた唇くちびるからは、まるでアレスのような誠実さと意い志しの強さとが見て取れる。


　なるほどと思った。これならばアレスが心しん酔すいするのも分かるような気がする。ただし、外見がどうであれ所しよ詮せんは子こ供どもだ。どこまで物事を深く考えられるのかはまったく未知数である。


　ここでマシューが足を止め、案内してきたアレスに向き直った。


「悪いがその剣けんを預あずけてもらえないか。一応、うちの大たい将しようの安全を守らなきゃならないんでな」


「お断ことわりする」


　力強く躊ちゆう躇ちよのない即そく答とうだった。断られると思っていなかったのか、マシューが言葉を失う。


「私は王女殿下の護ご衛えいとしてここにいるのだ。いついかなるときでも王女殿下の身命を守るべく最さい善ぜんの状じよう態たいでいる義ぎ務むがある。この剣を預けることなどできん。どうしてもと言うのであれば、力ずくで奪うばってみるのだな」


　そして、鬼き神しんのごとき顔つきで辺りを睨にらみつける。


　マシューだけではない、その雰ふん囲い気きに気け圧おされたように、誰だれもが絶ぜつ句くしてしまった。真夏だというのに、空気が凍こおりついたように冷たい。周囲から聞こえる戦いくさの音だけがむなしく響ひびく。


　──目が怖こわ過すぎですよ、あれ。


　なんとなく、子供を守る獣けものというのはああいうものなのだろうと思う。どんな獣であっても、子に手を出せば親は命を懸かけてそれを守ろうとする。今のアレスはまさしくそれと同じだ。しかも、獣は獣でもあれは獅し子しか大おお熊くまの類たぐいだろう。


「その辺にしておけ、アレス」


「……は」


　少女の声が響いた。


　それだけで、凍りついたような空気が溶とけたようだった。武人の心得などないジェレイドでさえ感じていた恐おそるべき殺気が瞬しゆん時じに霧む散さんする。


　舌したを巻まく思いだった。クラウディアからしてみればただ王女として従じゆう者しやに命令を出しただけという話なのかもしれないが、あの猛もう獣じゆうをああも簡かん単たんに従したがわせるなど並なみの主あるじにはできないだろう。


「我わが護衛が失礼した、ジェレイドどの。この者は我が身に危き機きがおよばぬ限かぎり、貴き公こうらに刃やいばを向けることは決してないと保ほ証しようする。ゆえに剣の一本や二本、見み逃のがしてやってはくれぬか」


「……分かりました。一国の王女の護衛に武器を手放せという方が不ぶ躾しつけというべきなのでしょう、そのままで結けつ構こうです」


　首しゆ肯こうする。というより、他に返事のしようがなかった。無理にでも武ぶ器きを奪うようなことをすれば、冗じよう談だんではなく血が流れかねない。


「感かん謝しやする。さて、で早速だが本題に入らせてもらうとしよう。こうしている間にも戦いは続いている、時間は貴重だ。貴公もそう思うだろう？」


　クラウディアは自分から用意された椅い子すに座すわると、そう切り出した。


「……ええ、まったくです」


　半ば啞あ然ぜんとしながら、ジェレイドは答えた。


　──それは、僕が言うべき台せ詞りふなんですけどね。


　ジェレイドには、自分に武人としての才さい能のうなどこれっぽっちもないという自覚があった。だがその代わり、弁べん舌ぜつだけは少々自信があった。


　ましてここは自分たちの本ほん拠きよ地ちであり、周囲には数え切れないほどの味方がおり、その上、相手は王女といえど自分の半分ほどしか生きていない子供である。


　それだけの好こう条じよう件けんであるにもかかわらず、この二人が会談の場に現あらわれてからというもの、主しゆ導どう権けんが奪われっ放しだった。


　気を取り直すように、一度大きく息をする。これから解かい放ほう軍ぐんの命運のかかった会談を行おうというのだ。主導権は自分が握にぎるべきなのだ。


〈赤の悪あく魔ま憑つき〉の武勇は認みとめる。千の軍ぐん勢ぜいを二度も退しりぞけたという事実を軽けい視しするつもりはない。しかしこの城じよう砦さいには万の兵と優ゆう秀しゆうな将がおり、アレスにはクラウディアという護衛対象がいる。この場合、それは足あし枷かせと同どう義ぎだ。


　すなわち、この二人の生せい殺さつ与よ奪だつを握っているのは自分なのだ。会談をするに当たってこれほど有利な条件はないだろう。主導権は自分が握れるはずなのだ。


　ジェレイドは一度眼め鏡がねをかけ直すと、できる限り厳おごそかな口調を作って言った。


「では早速ですが伺うかがいましょうか。王女殿でん下かであるあなたが、危き険けんを冒おかしてまでここへきた理由を」


「簡単だ。このくだらない争いを今すぐに止めるためだ」


「ほう。どうやって止めるかはさておき、くだらない争いと仰おつしやいますか。しかし、これは僕たち農民が人として生きていくために必要な避さけることのできない戦いで──」


「御ご託たくなどどうでもよい」


　鋭するどい口調で阻はばまれる。


「……ご、御託、ですか」


「貴公らの大たい儀ぎを侮ぶ辱じよくするつもりはない。だが、いずれにせよ今こうしている間にも人は死ぬのだ。父と母に愛されてこの世に生を受け、そして誰かを愛し誰かに愛されることになるであろう掛かけ替がえのない人の命が失われ続けているのだ。そんな無む益えきな争いを、くだらないと称しようして何が悪いというのだ？」


「…………」


　言葉に詰つまった。


　正せい論ろん。恐るべき正論だ。反論の余よ地ちすらないほどの。


　ジェレイドは気を取り直すように、中指を伸のばして眼鏡をかけ直した。


「……い、いいでしょう。目的とお考えは分かりました。ですが、どうやってこの戦いを止めるというのです？　あなたは戦いを止めたいと仰る。いいでしょう、僕も部下を失うことは本意ではありません、喜んで停戦には応おうじたい。しかしながら王女殿下、僕はあなたに一度始まった戦いくさを止められるような権けん限げんがあるとは思えないのです。あなたが停戦の使者だというのなら、なぜ前もって連れん絡らくもなく、あんな戦場を突つっ切るような形でここへ来たのですか？　王国軍にも同様の停戦命令は出ているのでしょうか？　僕たちが矛ほこを収おさめた瞬間、彼らが喜び勇んで僕たちの首を取りにこないという保証はどこにあるのです？」


　言葉を畳たたみ掛ける。次々と矛む盾じゆん点てんを突きつけることで相手の動どう揺ようを誘さそうという狙ねらいであったが、クラウディアに効こう果かはない様子だった。


「それならば心配はいらぬ。確たしかに貴き公こうの言う通り、わたしにはなんら権限が与あたえられているわけではない。だが、多少なりとも利用できる肩かた書がきと立場は持っているのでな」


「…………」


　権限が与えられていない。それはつまり、父たる国王に命じられたわけではなく、彼女個こ人じんの意思でここへやってきたというわけである。当然だ、公式な使者としてここへ来たのだとすれば、護ご衛えいがアレス一人ということはないだろう。


　ここでクラウディアは、身に付けていた指輪を外した。


　指輪といっても、宝ほう石せきの類たぐいが付いているわけではない。ただ、まるで印いんのように精せい緻ちな彫ほり物がされている。


「……それは？」


「すぐに使者を立てられよ。この指輪は王家の証あかし。王国軍の将軍はフィリップと聞いている。それを届ければここにわたしがいることが理り解かいされよう。その上で、直ちに攻こう撃げきを止めるよう伝えるがよい」


　王家の証。言われて気付く。


　指輪の表面に、ベールセール王国の証たる二本の剣けんと盾たてが刻きざまれている。


　そういえば、聞いたことがあった。この国が建国された折、ドワーフの職しよく人にんがいくつかの金細工を王家に献けん上じようしたと。その品には決して余よ人じんにはマネできぬような精緻な彫り物がなされ、以後、王族のみがその身の証として所持するようになったという。


　ここに至いたって、ジェレイドはようやく確かく信しんを抱いだいた。


「あなたがなぜここへ来たのかが分かりましたよ」


　やはりそうなのだ。信じがたい話ではあるが、やはりこの王女はそのために来たのだ。


　すなわち──自ら人ひと質じちになるために。


　クラウディアは国王ベルセルム四世の一ひと人り娘むすめであり、しかもゆくゆくは友好のため隣りん国ごくへ嫁とつぐことになっていると聞いている。間ま違ちがいなく現げん時じ点てんでの最高の人質だ。もしクラウディアがここにいると知れば、絶ぜつ対たいに王国軍は攻撃を停止せざるを得ない。王国軍の幹かん部ぶは王家に忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎き士したちで構こう成せいされている。その王家に係わる者の命が危険とあれば、軽々しく動くことはできない。少なくとも、どう対応すべきか国王にお伺いを立てなければならないだろう。


　いや、そうなれば国王でさえ容よう易いに判はん断だんはくだせないだろう。自分の娘を見殺しにすることはできないだろうし、娘を見殺しにしたという汚お名めいを着ることもまたできない。王国軍はもはや、解かい放ほう軍ぐんと戦うことができなくなるのだ。待ち望んだ和平の機会が、向こうからやってくるのだ。


　このクラウディアという少女が、並なみ々なみならぬ大器であることがあらためて分かる。そして、あのアレスをも従したがえている理由も。発想が尋じん常じようではない、まさか自ら人質になりにくるなど。自分の立場をよく理解し、そして自らの命すら惜おしまぬ自じ己こ犠ぎ牲せいの精せい神しんがなければできることではない。


　──感かん謝しやしますよ、あなたのご決けつ断だんには。


　ジェレイドからすれば、感謝の気持ちを飛び上がって表現したいほどだった。


　解放軍は下手をすればあと一月ももたないことを、ジェレイドは知っている。だが幸いなことに、北の侵しん略りやくという大きな変化が生じた。


　これによって和平への道は一挙に近づいた。だが、王国軍とて貴族殺しの解放軍が相手ではそう簡単に和平などできるわけがなく、ここへきて大だい攻こう勢せいに打って出てきた。一挙に解放軍を制せい圧あつし、北の侵略が始まる前に国内の憂うれいを断たつことを目もく論ろんだのだろう。


　解放軍としては、それをしのいで見せる必要があった。ここで解放軍手て強ごわしと思わせることができれば、一いつ刻こくも早く北への対たい応おうをしたいであろう王国軍は和平に動かざるを得なくなる。


　いずれにせよ、王国軍と解放軍は少なくとも一戦交える必要があったのだ。戦いとなれば敵てき味み方かた双そう方ほうに多くの死し傷しよう者しやが出ることは避さけられないし、勝敗は兵家の常つね、敗北の可か能のう性せいだってあるのだ。それがジェレイドの最大にして最後の懸け念ねんだった。


　だが、クラウディアが人質として身を投じてくれたおかげで、その懸念が消え去ったのだ。これ以上王国軍と戦わずとも和平できる機会が到とう来らいしたのだ。しかも一国の王女の人質という存そん在ざいは、来るべき和平会議の場においてもどれだけ有利に働くことか。


　クラウディアの決断には感謝してもし足りない。本当に飛び上がって喜びたいほどだ。


　とはいえ、交こう渉しようの技ぎ法ほうとして、ただ相手の提てい案あんを鵜う呑のみにすることはできない。


　ここでジェレイドは、内心の喜びを押おし隠かくすように眼め鏡がねをかけ直した。せっかく解放軍の立場を格かく段だんに向上させる札が向こうから飛び込こんできたのだ。利用できる限かぎりは、利用し尽つくすべきだった。


「あなたの申し出には感謝します、王女殿でん下か。あなたの献身的な行動によって、我われ々われが流す血はより少なくなるでしょう」


「同意頂いただけたなら嬉うれしい。では早さつ速そく、停戦命令を発してもらいたいのだが」


「しかしです。今の僕ぼくたちには、唯い々い諾だく々だくとあなたのご提案に従うより、より大きな利り益えきを得る方法があるんですよね」


「…………」


　クラウディアはこちらの真意を推おし量ろうとするように沈ちん黙もくした。


「何が言いたいのだ？」


「僕たちは、人として生きる権けん利りを得るために王国軍と戦ってきました。停戦は結けつ構こう、ですがそれだけでは僕らの望みがかなうという保ほ証しようはどこにもありません。むしろ多少の犠牲が生じるのを覚かく悟ごで王国軍との戦いを続け、そして勝利することによって得られる利益の方が、今停戦に応じる利益よりも非ひ常じように大きいとは思いませんか？」


「ほう。しかし、それはいささか見通しが甘あますぎるというべきではないか？　王国軍とこのまま戦いを続けて勝利が得られるという保証がどこにあるのだ？」


　ここでジェレイドは眼鏡をかけ直した。日の光を反はん射しやして、硝ガラ子スが光を放つ。


「もっともなご指し摘てきですね。ですが王女殿下、たとえばこういう策さくはどうでしょう？　あなたを丸太に縛しばりつけ、先頭に押し立てて全軍討うって出るのです。王国軍は我々を攻撃できないでしょうからね、わりと容易に勝利を得られることでしょう」


　小さなざわめきが起こった。それもミーアを初めとした、解放軍の幹かん部ぶからだ。


　仲間であるはずの彼らを動どう揺ようさせるほどの辛しん辣らつな策だということである。もちろんジェレイドとしても本気で言ったわけではない。そんな人心を失いかねない策を実行に移うつす利点などなにもないのだ。


　だが、これでクラウディアも理り解かいしただろう。生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握にぎっているのが誰かを。もはや自分の言いなりになるしかないのだということを。


　しかし、目の前の少女には相変わらず動揺という感かん情じようが微み塵じんも見られなかった。それどころか、まるで鼻で笑い飛ばすような子こ供どもらしからぬ冷たい微ほほ笑えみさえ浮うかべている。


「よかろう、もし貴公がその道を望むというのであればそうするがよい。ただし、覚えておけ。わたしはいかなる理由であれ、救える命を見み捨すてようとする者を許ゆるすことはできぬ。そのときは貴き公こうを私し利り私し欲よくで人々を傷きずつけるこの王国の敵とみなし、排はい除じよする道を選ぶ他なくなるであろう」


　大したものだとあらためて思う。この少女は、いつ殺されてもおかしくないことを知っているにもかかわらず、微塵も怯ひるむ様子を見せないのだから。


「お言葉ですが王女殿下。僕を排除と仰おつしやいましたが、どうやってそんなことができるというのですか？　今あなた方の生殺与奪を握っているのは、僕なんですよ？」


「貴公こそ分かって言っているのか？　それともわざと分かっていないフリをしているのか？　わたしの後ろに立っている者が、誰だれかということを」


「…………」


　言われて、ジェレイドはようやく気付いた。


　王女の後ろに立つ騎き士しが、まるで鬼き神しんのごとき殺気を身にまとわせながら、自分を睨にらみつけていることを。


　だが、こちらには万の軍ぐん勢ぜいに〈風の戦いくさ乙おと女め〉までいるのだ。このときばかりは無意味に怖こわがる必要もない。


「ジェレイドどの。一つよろしいでしょうか」


　不意に、アレスが口を開いた。


「は？　なんでしょう」


「これを頂いてもよろしいでしょうか」


　アレスが示しめしたものは、テーブルに置かれていた籠かごにあるりんごだった。


　──なぜにりんご？


「はあ。ええ、構かまいませんが」


「感かん謝しやします。では不ぶ躾しつけですが、そのりんごを貴公の手のひらに載のせて掲かかげて頂けますか？」


「はあ？」


　さっぱりわけが分からない。


　それが王女殿下との大事な会談を中断してまでやることなのかと問い質ただしたい欲よつ求きゆうに駆かられる。しかしアレスもクラウディアの表情も真しん剣けんそのもので、どうにも断ことわれる雰ふん囲い気きにはない。


　とりあえず言われた通りりんごを手に載せてみる。


　その直後だった。





　アレスの体が、動いた。





「…………」


　ジェレイドは無表情のまま戦せん慄りつを覚えていた。


　それは、驚おどろくべき神かみ業わざだった。百ひやく戦せん錬れん磨まの解放軍の幹かん部ぶたち──その誰もが制せい止しする間さえなかったのだ。


　ただ、いつの間にかジェレイドの前には、剣を抜ぬき終えたアレスの姿すがたがあった。


　しかも──なぜか、手の平のりんごが半分ほどずヽれヽてヽいる。


　分断されていたのだ。いつの間にか抜かれたアレスの剣によって。


　見せ付けるように、アレスはゆっくりと剣を収おさめた。


「ジェレイドどの、これだけは覚えておいて頂きたい。今貴公が生きていられるのは、我わが主君クラウディアさまが貴公に話し合いの機会を与あたえているからに過すぎないのだということを。もしクラウディアさまが話し合いの余よ地ちなしと判はん断だんされれば、あるいはもしクラウディアさまの身に何かあれば、私はまばたきする間に貴公の首と胴どうを切り離はなして御ご覧らんに入れよう」


　誰もが言葉を失った。


　この騎士は、自分たちを脅きよう迫はくしているのだ。


　事実、ジェレイドの手の平のりんごはまばたきする間に、アレスの剣によって分断されていたのだ。〈風の戦乙女〉はもちろん、弓の速そく射しやを得意とするマシューやリーエンノールでさえそれを阻そ止しすることはできなかった。


　もし狙ねらわれたのがりんごではなく、自分の首であったら──。


　考えただけでもぞっとする。これまでに経けい験けんしたどんな危き機きよりも現げん実じつ的てきな恐きよう怖ふが、ジェレイドを襲おそった。


　だが、この場で弱気になることはできない。勇気を振ふり絞しぼって虚きよ勢せいを張はり続ける。


「……なるほど。確たしかにあなたならば、僕の命を奪うばうことも容よう易いかもしれませんね。しかしです。もしここで僕が殺されれば、我が解放軍全軍、一万を超こえる兵士があなた方を生かして返すことはないでしょう。いくらあなたでも万の軍勢を敵てきに回して勝ち目があるとは思わないでしょう」


「では、老ろう婆ば心しんながらもう一つだけ申し上げておきたい」


　脅おどしはまったく通用せず、それどころかアレスは即そく座ざにそう言い返してきた。


「……なんでしょうか？」


「よヽろヽしヽいヽのヽでヽすヽかヽ？」


「は？」


　ジェレイドは小首をかしげた。


　アレスが何を言わんとしているのかがさっぱり分からなかったためだ。


「すいません、どういうことでしょう？」


　当然の疑ぎ問もんを口にするジェレイドに、アレスは言い放った。





「私を止めるにたった一万でよろしいのかと、そう申し上げているのです」





　部屋を沈ちん黙もくが覆おおい尽つくした。


　まるで誰もが呼こ吸きゆうすらやめてしまったかのような、重たい沈黙である。


　──誰か、笑ってくれませんかね。


　ジェレイドは心の底からそう願った。


　なんという大たい言げん壮そう語ご、なんという自じ信しん過か剰じようだと、誰かが笑い飛ばしてくれればそれでいいのだ。それでアレスのハッタリは効こう力りよくを失うどころか、居い心ごこ地ちの悪い思いをさせることもできる。


　しかし、アレスの言葉を笑い飛ばそうとする者は一人もいなかった。


　恐おそらく、誰もが自分と同じように考えているからだろう。


　アレスがこれまでになしてきた実じつ績せき。そしてその身にまとっているあまりにも鋭するどい殺気。


　もしクラウディアに指一本でも触ふれようとすれば、即座に〈赤の悪あく魔ま憑つき〉は剣を抜くだろう。そうなれば、たとえ一万の兵をもってしても制止することは不ふ可か能のうではないのか。そう思えてしまう。


「これ、アレス。我われらは話し合いに来たのだぞ。脅かすのはその辺にしておけ」


　恐らく、この場でただ一人動じていなかったクラウディアが叱しつ責せきする。


「は。失礼いたしました」


　それはあまりにも奇き妙みような会話であった。


　今この場で主しゆ導どう権けんを握っているのは、間ま違ちがいなく自分であるはずだった。しかしこの王女と騎士はそうは思っていないらしい。


　──どうやら、僕は一つ大きな思い違いをしていたようですね。


　ここへ至いたって、ようやく悟さとる。クラウディアとアレスがここへきた真の理由を。


　クラウディアは、人ひと質じちになるためにここへ来たのではなかったのだ。人ヽ質ヽにヽなヽるヽフヽリヽをヽしヽてヽ、自ヽ分ヽをヽ脅ヽ迫ヽすヽるヽたヽめヽにヽこヽこヽへヽ来ヽたヽのヽだヽ。


　そのために、護ご衛えいと称しようしてアレスに剣けんを帯びさせたままここへ連れてきたのだ。その上で停戦を要求し、断ことわるならば国家の敵とみなして斬きる──まさしく脅迫以外のなにものでもない。


「ついでだ、ジェレイドどの。その林りん檎ご、半分だけでも頂いただけるかな。せっかく愛すべき臣民が汗あせを流して作った食べ物だ。無む駄だにするわけにはいくまい」


「……い、いい考えですね」


　ひょっとしたらアレスの剣に毒でも塗ぬられていたのでは──という考えが頭をよぎりもしたが、自分の命をいつでも奪える〈赤の悪魔憑き〉を従したがえた王女がそんなことをする意味もないだろう。


　それに、会議の折には果物を食べるのが解かい放ほう軍ぐんの慣かん習しゆうだ。これを食べれば気分を変えることもできるかもしれない。ジェレイドは切断された林檎の上半分をクラウディアに手て渡わたすと、自らもかぶりついた。


「……うぐ」


「うむ、うまい」


　クラウディアが頰ほおをほころばせる。


　一方、ジェレイドは「噓うそだ」と叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられていた。季節にはまだ少々早かったのか、林檎は渋しぶく、また酸すっぱかった。思わず顔をしかめたくなるほどだ。


　しかしクラウディアは微み塵じんも表ひよう情じようを歪ゆがめることなく、それどころが微ほほ笑えみさえ浮うかべてうまいと言ってのけたのだ。


　──これは、認にん識しきを改めねばなりませんね。


　年ねん齢れいや外見に惑まどわされてはならない。目の前にいるこの二人は、誰よりも恐れるべき強きよう敵てきなのだ。それも信しん頼らいすべき強敵──いや、信頼ができるからこその強敵というべきか。


　ジェレイドが一つの決けつ断だんをくだしたのはこのときである。そして、二人を試ためすかのごとき行動を取ったことで、無む為いな時間を費やしてしまった自分の愚おろかさを悔くいる。


「全軍に伝令を。たった今より一切の戦せん闘とうを停止するようにと」


　ジェレイドの言葉に、その場に集っていた解放軍の幹かん部ぶたちは目を丸くした。


「いいの？　今そんなことしたら、王国軍が喜び勇んで攻こう撃げきしてくるかもしれないのよ？」


　皆みなの心しん境きようを代だい弁べんするように、ミーアが言った。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、どうやら王国軍の将しよう軍ぐんはわりと優ゆう秀しゆうなようですからね。この状じよう況きようで僕たちが突とつ然ぜん攻撃を停止すれば、向こうで勝手に策さくを警けい戒かいしてくれるでしょう。いえ、たとえ攻撃が続いたとしても、白旗を掲かかげた使者が出て行けば止まるでしょう。オリビア？」


「は、はい」


　突然話を振ふられると思ってなかったのか、オリビアはやや上ずった声で返事をした。


「話は聞きましたね？　護衛を連れ、今すぐこの指輪を持って停戦の使者として王国軍の陣じん地ちへ赴おもむいてください」


「構かまいませんが……いいのでしょうか？　わたしのような女の身で」


「女じよ性せいだからいいんですよ。騎き士し道どうを重んずる王国軍は、女性を手て荒あらに扱あつかうことはできません。話を聞く前に殺されるようなことは絶ぜつ対たいにないでしょうから」


「分かりました」


　ジェレイドの命令を実行するため、伝令が飛び出し、それに続いて慌あわただしくオリビアが出て行く。


　それを横目で見ながら、クラウディアは小さく頭を下げた。


「こちらの申し出を受けてくれたことを、まずは感かん謝しやしよう」


「お互たがい様ですよ。僕ぼくとしても戦闘を続けるのは本意ではありませんでしたからね。停戦のきっかけを作ってくれたことには深く感謝します」


　やがて、決して止むことのなかった戦場の音が、次し第だいに静まりだした。





　　　　　４





「なんだ？　なにが起こっている？」


　フィリップを初めとする王国軍は、突然の戦況の変化に戸惑っていた。


　先ほどまで雨あられと降ふってきていた矢が、突とつ如じよとして止やんだのだ。


「なぜ突然攻撃を止めた？　これもジェレイドとやらの策さく略りやくか？」


「有り得ますな」と、ベルフェルド。「たとえば一時的にロムルース砦とりでの中に我われらを侵しん入にゆうさせ、逆に各かつ個こ撃げき破はしようというのかもしれません」


「なるほどな」


　フィリップは、反はん乱らん軍ぐんの兵士をできるだけ多く捕ほ虜りよにするよう命じた。反乱軍もまた同じような企たくらみをしているのかもしれない。


　たとえば、王国軍は封ふう鎖さ線せんを構こう築ちくする作業を突然中断し、反乱軍に総そう攻こう撃げきをかけたのだ。反乱軍からすればなぜ突然戦略が転てん換かんされたのか、事情を知りたいところだろう。そのために、あえて王国軍を砦とりで内ないに誘おびき寄よせた上で殲せん滅めつし、捕虜を得ることで情じよう報ほうを得ようとしているのかもしれない。


「ここは堅けん実じつな策を取るとしよう、梯はし子ごでの侵入を中断させよ。その代わり、せっかくの好機であることには違いあるまい、堀ほりを埋うめる作業は続行させよ。投石もそのままだ」


「は」


　フィリップの命を受け、直ちに伝令が走る。


「……まさか」


　と、不意にギルマードが呟つぶやいた。


「なんだ？　何か思い当たることでもあるのか？」


「は。まさかとは思いますが……先ほどトゥールスレン城じよう砦さいに駆かけ込こんだファノヴァール伯はくが何かしでかしたのかもしれませぬ」


「…………」


　フィリップの背せ筋すじを冷たい汗あせが流れ落ちた。


　アレスと思おぼしき騎馬がトゥールスレン城砦へ駆け込んだ直後の、この不ふ可か思し議ぎな戦況。何か関係があってもおかしくはない。


　──馬ば鹿かな！　ここまできて！


　自分のここまでの苦労を思い出す。南東の国境線で妖よう魔まどもを相手にした命いのち懸がけの戦いでいくばくかの功を上げ、父の自分に対する評ひよう価かを改めさせ、その力を借りることでようやくこの将しよう軍ぐんという地位を得ることができたのだ。将軍になれるのは近この衛え騎き士しだけという慣かん習しゆうを破やぶってまで。


　今ここで戦功を立てることができなければ、自分は親の七光りで将軍になった無む能のう者しやと謗そしりを受けることになるだろう。それだけは我が慢まんがならなかった。なんとしても自分の手で解かい放ほう軍ぐんを打ち砕くだかねばならない。


「閣かつ下か！　トゥールスレン城砦の南門が開きましたぞ！」


「なにい!?」


　ベルフェルドの声に我に返る。


「南門だと!?　まさか奴やつら、討うって出てくる気か!?」


　城砦の南側には、すでに完成した封鎖線ができている。そこへ反乱軍が出てくれば、進撃を阻そ止ししつつ四方八方から矢を浴びせかけることができるのだ。そんなことが分からないジェレイドではないはずだ。


　だが、その推すい測そくは誤あやまりだと気付く。


　南門へと目をやる。出てきたのは、たった三騎。しかもそのうちの一人は、白旗を掲かかげていた。


「降こう伏ふく……ではないでしょう。軍使でしょうか」


「……だろうな」


　敵てきながらあれだけ善ぜん戦せんしていた反乱軍が、ここで降伏など有り得ない。


　やがて白旗を掲げた使者は城砦南側の王国軍と接せつ触しよくし、そして間もなくフィリップの元へ報告が届くこととなる。反乱軍の軍使が、将軍閣下との面会を求めていると──。





　フィリップの元へやってきたのは、驚おどろくべきことに女であった。


　女の軍使など聞いたことがない。しかしそれを言うなら、〈風の戦いくさ乙おと女め〉も女である。反乱軍にとっては性せい別べつなど大した問題ではないらしい。


「初めまして、フィリップ将軍閣下。ベールセール解放軍の指導者ジェレイドの名みよう代だいとして参りました、オリビアと申します」


　美人といえば美人だが、どこかしら冷たい印象を受ける若わかい女だった。


「前置きはよい。用よう件けんを言うがいい」


「はい。我わがベールセール解放軍は、王国軍との即時停戦を求めます」


「何を馬鹿なことを！」鼻で笑い飛ばす。「そんな戯ざれ言を要求する権けん利りがあると思っているのか!?　なにがベールセール解放軍だ、ただの反乱軍が偉えらそうに名乗りおって！」


　ことさら嘲あざけるように言い放つ。


　この使者を感かん情じよう的てきにさせるためだ。しかしやはりジェレイドが使者として寄よ越こしただけのことはあるらしく、彼女に動どう揺ようは一切見られなかった。


「あなた方が我われ々われをどう思おうと、それについて干かん渉しようするつもりはまったくありません。ですが、これはわたしたちだけの意思ではないのです。クラウディア王女殿でん下かの意思でもあるのです」


「はっ、なんの冗談だ？　王女殿下が貴き様さまらの味方などするわけがなかろう！」


「失礼ながら、それは誤った認識です。王女殿下は現げん在ざい、トゥールスレン城砦の中におられるのですから。あなた方もご覧らんになったはずです、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉が戦場を横切りトゥールスレン城砦に入ったところを」


　フィリップの嘲ちよう笑しようが凍こおりついた。


「……ま、まさか」


　不可思議なアレスの行動を目にしたのは事実である。


　そういえば、アレスの背中には子こ供どもが乗っていなかったか。


「王女殿下からこれを預あずかりました」と、オリビアは懐ふところから何かを取り出した。「将軍閣下にお渡わたしするよう申し付かっております。これを見せれば、王女殿下がトゥールスレン城砦にあることをご理解して頂いただけるだろうと」


「なっ──」


　今度こそフィリップは戦せん慄りつした。


　オリビアが取り出したのは、金の指輪だった。


　手にとって目を凝こらす。十年も前からクラウディアと接せつする機会のあったフィリップが見み間ま違ちがえるはずはなかった。二本の剣けんと盾たての精せい緻ちな彫ほり物がされたそれは、王家の証あかし。この国において、クラウディアにしか身に付けることが許ゆるされていないものだった。


「べ、ベルフェルド」


　力なく、副将の名を呼よぶ。


「は」


「ぜ、全軍に命令だ……。攻こう撃げきは即そく時じ中止、退たい却きやくせよ……」


　冷静なベルフェルドも、このときは動揺を隠かくせない様子だった。


「なんと……!?　それでは、本当に王女殿下が!?」


「ああそうだ！　とっとと命令を伝えろ！」


「はは！」


　即そく座ざに退却を命じる角笛が平原に響ひびき渡る。


　信じられない思いだった。まさか王女殿下が敵の手に落ちるなどと、一体誰だれに想そう像ぞうできただろうか。


　考えられることは一つしかない。アレスが裏うら切ぎったのだ。


　恐おそらくは故こ郷きようへ左さ遷せんという冷れい遇ぐうをされたがゆえに、王女という最上の手て土み産やげを持って祖そ国こくを裏切ったのだ。アレスは王女と個こ人じん的てきな繫つながりがある。恐らくはそれを利用してクラウディアをたぶらかし、連れ出したのだ。そうとしか考えられない。


　──アレス……アレス！　よくも、よくもやりおったな!!


　左遷などという生ぬるい方法で許すべきではなかった。やはりあれは生きて呼こ吸きゆうをする限かぎり自分の邪じや魔まとなる存そん在ざいらしい。


　──何度私の邪魔をすれば気が済すむのだ！　許さん。許さんぞ、いつか必ずこの俺おれの手で殺してやる！


　フィリップは、黒い籠こ手てをつけた右手を強く握にぎりしめた。





　　　　　５





　戦場の音が止やんだことに、ジェレイドは気付いた。


「どうやら、王国軍も停戦を受け入れてくれたようですね」


「当然だ。わたしがここにいると知れば、誰も攻撃などできぬ」


　まったくその通りだった。


　一方で、一ひと度たびこの状じよう況きようになれば、もはやジェレイドもクラウディアには絶ぜつ対たいに手を出せなくなる。絶対に。


　万が一クラウディアの身を害するようなことがあれば、今度こそ国王はたとえ国が滅ほろびることになってでも容よう赦しやなく解かい放ほう軍ぐんを潰つぶしにかかるだろう。それどころか、クラウディアの嫁とつぎ先といわれる隣りん国ごくエディンバラも動くかもしれない。


　逆ぎやくにいえば、もし今この国の混こん乱らんを望む者がいるとすれば、この城じよう砦さい内ないにあるクラウディアを殺しその罪つみを解放軍に着せようとするだろう。自分たちには、なんとしてもクラウディアの身を守らなければならない義ぎ務むが生じたのだ。もっとも──放っておいてもクラウディアには最強の護ご衛えいがついているが。


「王女殿下。よろしければ、二つほど質しつ問もんしていいでしょうか」


「なにかな。わたしに答えられるのであれば」


「大した質問ではありません。あなたは恐きよう怖ふを感じないのですかと問いたいだけです。いくら屈くつ強きような護衛がいるとはいえ、敵てきのただ中へ自ら飛び込こんでくるなど正気とは思えません」


「ジェレイドどの、それはわたしへの侮ぶ辱じよくと見なすぞ。自らの命と引き換かえに無む辜この民たみを救うことができるというのなら、躊ちゆう躇ちよを抱いだくような者は我わが王家にはおらぬ。それに、敵というが貴き公こうらも我が王国の民であろう。民を愛すことこそあれ、敵として怖こわがる必要などどこにあるというのだ？」


　──これが十三の少女の言ですか。


　会話を重ねるたび、末恐ろしいという思いが強くなる。十三でこれでは、このまま成長して経けい験けんを積めば一体どうなるのか。


「……ではもう一つ。今回あなたがしたことで、王国の武ぶ人じんたちは多かれ少なかれあなたを恨うらむようになるでしょう。あなたが勝手なことをしたせいで、彼らは手て柄がらを立てる機会をフイにされたわけですからね。そのことについて、どうお考えなのですか？」


「考えなどあるものか。わたしに言えることがあるとすれば、たった一つだ。そヽれヽがヽどヽうヽしヽたヽ、とな」


「……え……」


　予想を超こえた返事に、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。


「武人が手柄を望む、それは結けつ構こうなことだ。だが今彼らが相手にしているのは残ざん虐ぎやくな侵しん略りやく者でも悪あく辣らつな妖よう魔までもない。彼らが武力で事を解決しようとする限り、傷きずつくのは愛すべき我が国の民なのだ。わたしがなんと思われようと知ったことか、民を救うことができるのであれば、頭の固い武人などどうでもよい。付け加えれば、わたしは遠くない将しよう来らい、他国へ嫁ぐ身だ。この国で誰に嫌きらわれようと関係がない」


「…………」


　不公平だと思った。


　神々は──五ご彩さい神しんは、この世に二人もの代理人を遣つかわしたらしい。アレスが赤神オディウスの申し子ならば、さしづめクラウディアは白神フォードあたりの申し子か。しかもその両方を王国の側に配するとは、不公平にもほどがある。こちらには蒼そう神しんラクリナースの申し子しかいないというのに。





[image: ]


　──まあ、ないものをねだっても仕方ありませんね。


　解かい放ほう軍ぐんは王女という望外のカードを手に入れることができ、未来への道が繫つながりつつあるのだ。充じゆう分ぶんに満足すべき状況である。


　ジェレイドは椅い子すから立ち上がった。


「さて、王女殿でん下か。停戦は叶かないましたが事じ態たいはなんら解決していません。恐らく王国軍は今いま頃ごろ事の真しん偽ぎを確たしかめようと必死でしょう。それに、彼らが今後の方ほう針しんを決めるには国王にお伺うかがいを立てなければならないでしょうしね」


「もっともだな。それで？」


「今日ぐらいは休息を取る余よ裕ゆうもあると言いたいのですよ。僕ぼくの使っている部屋の隣となりにあなた方の部屋を用意させます。今日のところはお休みください」


　周囲がまたさざめきたった。


　理由は分かる。ジェレイドの部屋は寝しん室しつと執しつ務む室しつを兼かねている。その傍そばに王女とその護衛の騎き士しを控ひかえさせるということは、解放軍の機き密みつが筒つつ抜ぬけになりかねない。


　なにより、王女の傍にはあの〈赤の悪あく魔ま憑つき〉がいるのだ。


「なるほど。それは貴公がわたしの気に食わぬことをした場合、即そく座ざに寝ね首くびを搔かいてよいということだな？」


　さすがというべきか、クラウディアが正せい確かくな洞どう察さつをしてみせる。


「僕から申し上げることは何もありません。とりあえずは、あなた方への信しん頼らいの証あかしとご解かい釈しやくください」


　この王女とは、公的にも私的にも親しくしておくべきである。ジェレイドはそう判はん断だんしたのだ。そのためなら、自分のすぐ傍にいてもらった方が都合がいい。


「ではその申し出は遠えん慮りよなく受けさせてもらうとしよう。王都からここまでの旅路はいささか疲つかれたからな。できれば早く下がらせてもらいたいものだ」


　それが、この会談を締しめくくる一言となった。





　　　　　６





　アレスとクラウディアは、小さな個こ室しつへと案内された。家具にテーブル、ベッドと最さい低てい限げんの家具はあるが、逆ぎやくに言えばそれだけしかない。本来なら一国の王女が滞たい在ざいするような部屋ではないだろう。


　しかし、窓まどが二に箇か所しよもあり、空気もよどんだ様子がない。恐おそらく、この石いし造づくりの城じよう砦さいの中ではもっとも快かい適てきに過すごせる部屋の一つなのだろう。


「む……。ベッドが、一つしかないな」


　なぜか動どう揺ようしたようにクラウディアは呟つぶやいた。


「ア、アレス。どうする、おまえはどこで寝るのだ？　その、別に構かまわんのだぞ、おまえがどうしてもというのであれば──」


「ご心配は不要です。私わたしはクラウディアさまの護ご衛えいです、毛もう布ふでも借りてこの部屋の前で寝るといたしますので」


「…………」


「ど、どうかしましたか、クラウディアさま。確たしかにいい部屋とはいえませんが、そんなに不ふ快かいなお顔をなさらなくとも……」


「ええい、なんでもない」


　なぜかクラウディアは怒おこったように大おお股またで部屋を横切ってベッドの横までいくと、


「ふう」


　そのままばったりとベッドに倒たおれこみ、大の字を描えがいた。


「ク、クラウディアさま。そんなはしたないことを……」


「はしたないもクソもあるか。王女の役やく柄がらを演えんじ続けるのがどれほど大変か分かるか？　もう限げん界かいだ、今日はもう動かんぞ。アレス、おまえもこっちへこい、命令だ」


「はあ……」


　言われた通り、ベッドに近ちか寄より、直立不動の体たい勢せいとなる。


「そんなところで突つっ立ってどうする？　わたしはおまえにこっちへ来いと言ったのだぞ」


「え？　ですが、しかし……」


「いいから、ここへ座すわれ」


「は、はあ」


　言われるまま、ベッドの縁ふちに腰こしを下ろす。


　クラウディアのとった行動は意外なものだった。アレスの体を背せもたれのようにしてよりかかったのだ。


「ク、クラウディアさま!?」


「ええい、いちいちうるさい。別によいであろう、この方が楽なのだ」


「は、はあ」


　こんな形で自分の体がクラウディアの役に立つというのなら、まあいいんじゃないかと思ってしまう。それにアレスとしても、クラウディアの体を感じられるその体勢は嫌きらいではなかったのだ。


　しばらくそのまま沈ちん黙もくが続いた。


　やがて、ぽつりとクラウディアが口を開く。


「どうにか、うまくいったな」


「……はい」


「ジェレイドという男、さすがだったな。わたしが人ひと質じちになるフリをしてジェレイドの方を人質に取りにきたのだという目もく論ろ見みを、あっさりと見抜いたようだ」


「は。敵てきながら大した人物です。おかげで事はうまく運びましたが」


「やってみるものだな、こんな身一つで民たみが救えるとは。もっとも──正直、怖こわかったのだぞ。ここへ来ること自体もそうだし、ジェレイドがわたしを磔はりつけにするなどと言い出したときもな」


「ご安心を。私がいる限かぎり、そんなことは決してさせませんゆえ」


「そうだな。わたしはおまえが後ろにいてくれたがゆえに、堂々としていられたのだ」


「……も、もったいなきお言葉です」


「相変わらず堅かたいな。誰の目もないのだ、もっと気楽にしてはどうだ？　それとも、わたしとこうしていることがそんなに嫌いやなのか？」


「いっ、いえ！　そんなことは！　で、ですがしかし。王女殿でん下かともあろうお方が、私のような一いつ介かいの騎き士しなどとこんなことをしていては、その、非ひ常じようにまずいのではないかな、と」


「別に誰も見ている者などおらぬ。わたしとおまえが黙だまっていればそれで済すむ話ではないか」


「そ、それはそうですが」


「……もうよい。とにかく色々あって今日は疲つかれた。わたしは少し休むぞ。よいな」


「は……分かりました。どうかごゆっくりお休みください」


「うむ……」


　王都からここまでの慣なれぬ旅路。そして戦場を駆かけ巡めぐり、命を賭としてジェレイドを説得し、二つの軍ぐん勢ぜいの衝しよう突とつを食い止めた。この出来事が、クラウディアにどれだけの疲ひ労ろうを強いたのかは想そう像ぞうに難くない。


　そのことを証しよう明めいするように、すぐに安らかな寝ね息いきが響ひびいてアレスの傍そばから気き丈じような王女が消え去った。代わりに生まれたのは、あどけない寝顔をした無む防ぼう備びな少女である。


「…………」


　せっかくの長い髪かみが乱みだれてしまっている。もし変な寝ね癖ぐせでもついてしまったら一大事である。


　アレスはそっと手を伸のばし、クラウディアの髪を整えた。


「……ん」


　くすぐったそうなクラウディアの寝言が聞こえた。


　なんとなく、その顔に触ふれてみたくなり、少しだけ──と思いながら手を伸ばしてみる。


《せっかくの好機だというのに、相変わらずの意い気く地じなしだな、我わが契けい約やく者しやよ》


「────!!」


　突とつ如じよとして脳のう裏りに響いた声に、慌あわてて出しかけた手を引っ込こめる。


　気配を感じてふと顔を上げると、薄うす笑わらいを浮うかべたパンドラの姿すがたがあった。


「な……な、何の用だ。今になって突然……」


　何かやましいことをしているところを見られたような気になってしまい、アレスの顔に朱しゆが差す。


《我われと汝なんじの仲だ、今いま更さら何の用だもなかろう。我は用事がなければ汝の前に姿を現あらわすことはないが、必要とあればいつでも汝の前に現れる。それだけのことではないか》


「…………」


　それは逆ぎやくに言えば、今はなんらかの話をする必要が生じているということだった。


　自然、アレスは自分の精せい神しんが張はり詰つめていくのを自覚した。パンドラがしゃしゃり出てきたということは、また何か余よ計けいな知ち識しきを与あたえてくれようとしているのか、さもなくば自分の命に危き険けんが迫せまっているということでもあるのだ。そしてもし今自分に危機が迫るとすれば、それは間ま違ちがいなくクラウディアをも巻まき込むことにもなる。


「少し待ってくれ」


　自分の体にもたれているクラウディアの体を、ゆっくりとベッドに寝かせ、枕まくらを頭の下に差し入れる。


「クラウディアさまを起こしてしまうようなことはできん。外で聞かせてもらおう」


《相変わらずの奴ど隷れい根こん性じようだな。まあ好きにするがよい》
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　幸いなことに、部屋の外の通路に人ひと影かげはなかった。護ご衛えいという名の見張りでもいるのかと思ったが、そのつもりはないらしい。


　いずれにせよ今のアレスには好都合である。あらためて宙ちゆうに漂ただよう少女の形をした精せい霊れいに向き直る。


「で、何があるというのだ？」


《そう構かまえるな、別に汝の身が危あやういというわけではない。一つ、とっておきの情じよう報ほうを与えてやれと黄たそ昏がれの主が仰おおせなのだ。これを教えておけば、今はともかく将しよう来らいへの布ふ石せきとなるかもしれぬからな》


「前置きはどうでもいい！　で、何が言いたいのだ？」


《相変わらずせっかちだな。汝にとっても興きよう味み深ぶかいことだと思うぞ。なにせあのジェレイドの秘ひ密みつなのだからな》


「なんだと？　あの男の、秘密？」


　いつもながら、聞き逃のがせないことばかりを口にする。


　そしてパンドラは、いつものようにそんなアレスの心しん境きようを見み透すかしたように悪あく魔まのような微び笑しようを浮うかべるのだ。


《心して聞くがよい。よいか、あのジェレイドはな──》





　　　　　７





　クラウディアと違ちがい、解かい放ほう軍ぐんの最さい高こう責せき任にん者しやであるジェレイドは、まだ休むことはできなかった。


　別にやるべきことがそうあるわけではない。部隊の再さい編へん制せいなど、そのうちやらねばならない仕事も生じるかもしれないが、まずは今日の戦いの被ひ害がい状じよう況きようを調べるのが先だし、そういったことはほとんどベルハルトがやってくれる。


　それでも部下が動き回っているのに自分だけ昼寝を貪むさぼるわけにもいかず、もっともらしい顔をして机つくえに向かい、いつ誰だれがやってきても対たい応おうできる態たい勢せいを整えていなければならなかったのだ。


　果たして、その努力が無む駄だになることはなかった。


　扉とびらが開いたのだ。ノックもなく、まるで足で蹴け飛とばされたように、乱らん暴ぼうに。


「あ……あなたは!?」


　入ってきたのは、部下ではなかった。


　全身に怒ど気きをめぐらせた〈赤の悪あく魔ま憑つき〉である。しかも部屋へ入ってくるなり、まるで自分を殺さんばかりの眼めつきでにらみつけてくる。


「……ずいぶんと乱暴なご入室ですね。一体何のご用ですか？」


　恐きよう怖ふを押おし隠かくして問いかける。


　答える代わり、アレスは剣けんを抜ぬき放った。


「…………！」


　小心者の心しん臓ぞうが高鳴りだした。


　尋じん常じような事じ態たいではない。つい先ほど話し合いがうまくまとまったばかりだというのに、この変へん貌ぼうぶり。


「い、一体なんなのですか、突とつ然ぜんそんな剣を突つきつけて！」


「貴き様さまが……！　貴様が北を、レアニールの侵しん略りやくを招まねいたのだな!?」


「なっ──！」


　それは、何もかもが突然過すぎた。


　思わず動どう揺ようが顔に出そうになり、ジェレイドは息を呑のんだ。


「と、突然何を仰おつしやるのですか、言いがかりも甚はなはだしい。いくら大切な客人とはいえ、そのようなわけの分からない言いがかりは、あなたの主あるじの名めい誉よをも汚けがすことになると思いますが」


「とぼけるな！　私は知っているのだぞ、おまえが商人を介かいしてミレスデンとディレニアに一通の密みつ書しよを送ったことをな！」


「………！」


　今度こそ動揺は隠し切れなかった。


　思わず頰ほおが引きつるのを感じ、眼め鏡がねをかけ直すフリをすることでどうにか表情を隠す。


　なぜ、そのことを知っているのか。外部に漏もれぬよう最大限の注意を払はらったそのことを。


　しかもアレスの表情を見る限かぎり、はったりや出まかせを言っているようには見えない。なにか確信があるとしか思えなかった。


「……なんのつもりかは知りませんが、いいでしょう。僕ぼくもよく分からない濡ぬれ衣ぎぬを着せられるのは我が慢まんなりません。教えて頂いただけますか、そこまで僕を謗そしるのでしたら、もちろん何か具体的な証しよう拠こがあるのでしょうね？　僕と北の侵略とを関連付けるような何かが」


　ここでアレスは顔を背そむけた。


「証拠は……ない」


　心底安あん堵どする。当たり前だ。そんなものが存そん在ざいするわけがない。


「そうですか、ではご理解頂けますね？　あなたが今していることは、ただの言いがかりです。今は王国軍と解放軍がこれ以上の血を流さずに済すむかどうかという極めて大事な時節なのです。軽々しい言動で、お互たがいの仲を損そこねるようなことは遠えん慮りよして頂けますか？」


「くっ……」


　ようやく、アレスは剣を収おさめた。


　よほど悔くやしいのか、血が滲にじむほどに強く唇くちびるをかみ締しめている。


「いいご判はん断だんですね。ご安心ください、今回のことは僕の胸むねの内にしまっておきますので。それに、よく考えてください。いかなる形であれ今あなたが僕に手を出せば、王女殿でん下かの身もただではすみませんよ？」


「……止やむを得ん、この場は退ひいてやる。私の身がどうなろうと構かまわんが、今は我わが主の名誉のために、な。だが──」


　アレスは目を見開き、声を荒あららげた。


「だが、私は知っているのだ、おまえが何をしたかをな！　いいか、次も私が大人しく剣を収めるとは決して思うな！」


　背せを向け、足早に部屋を出て行く。


　心しておきましょう、とジェレイドは心の中で呟つぶやいた。


　なにしろ、この場合正しいのは多分アレスの方だからだ。自分は斬きり殺されても当然のことをしたのだ。少なくとも今は殺されるわけにはいかないという身勝手な理由があったがゆえに舌した先さき三さん寸ずんで言い逃のがれる道を選んだが、もし自分が解放軍にとって不要な存在になっていれば、潔いさぎよく殺される道を選んでいたかもしれない。


　かなり前の話である。ジェレイドは、レアニール連合王国に属ぞくするミレスデン王国とディレニア王国に、それぞれ密書を送った。それは次のような内ない容ようである。


『国内に乱らんを抱かかえるベールセール王国が今もっとも恐おそれているのは、レアニール連合軍の侵略である。それを防ふせぐため、必ずやベールセールが何らかの策さくを講こうじることは容よう易いに推すい測そくができる。もっとも効こう果か的てきな方法は、ベールセールと国こつ境きようを接せつするミレスデンとディレニアの両国を相争わせることである。


　両国がもともと不仲であり、毎年のように戦火を交えていることは周知の事実である。ベールセールからすればその状じよう況きようを利用しない手はないと考えられる。


　恐らく、ベールセールの策略により、ごく近いうちに両国の国境付近で紛ふん争そうが起こる可か能のう性せいが非ひ常じように高い。もしこれが現げん実じつとなった場合、対たい抗こうするもっとも有効な手しゆ段だんは一つ。ミレスデンとディレニアの両国が、表向きはベールセールの思おも惑わく通どおり互いに宣せん戦せんを布ふ告こくする一方、裏うらでは過か去この行き掛がかりを捨すて秘ひ密みつ裏りに手を結ぶことである。


　両国の争いは頻ひん発ぱつしており、今年新たな紛争が起こったとしても不ふ審しんに思われることはまずない。こうすればベールセールに警けい戒かいされることなく兵力を集め、兵へい站たんを整えることができる。そして然る後、軍の進路を東西ではなく南へと変へん更こうし、油断しているベールセールの国境を突くのである。ミレスデンとディレニアが相争っても得られるものは少ないが、この策が成功すれば両国が長年に亘わたって求め続けてきた不ふ凍とうの大地を得ることができるだろう──』


　アレスの言っていることは正しい。確たしかに、北の侵しん攻こうを招まねいたのは自分なのだ。ベールセールが考えつくであろう策を推測し、そのもっとも効こう率りつのいい対たい処しよ法ほうを教えたのは自分なのだ。


「それにしても、奇き妙みようですね」


　分からないのはアレスだ。アレスは一体どうやってこの謀ぼう略りやくに気付いたのか。それも先ほどの言動を見た限りでは、まるでつい今さっきそのことを知ったがゆえに、怒いかりに任まかせてここへ来たという印象を受ける。


　いや、それ自体はある意味ではおかしくない。もしアレスがこの城じよう砦さいへ来る前に真実を知っていたとすれば、今度こそ自分を敵てきとみなし、王女を連れてきて和平の機会を作ってくれることすらなかっただろう。


　そうだとすると、アレスは先ほどの会談を終えてから今までの間に、その情じよう報ほうを得たことになる。


　しかしそれも有り得ない。アレスを刺し激げきしないために、その周辺には誰も近づかないよう厳げん命めいしてある。この城砦の中にいる限かぎり、アレスはクラウディア以外の人間と接せつ触しよくする機会はないはずなのだ。


　さらに、分からないのはアレスがこう言ったことだ。「商人を介かいしてミレスデンとディレニアに一通の密みつ書しよを送ったことを知っている」──と。


　それはまったく正しい。否定すらできない明白な事実だ。ただし、正せい確かくを期して表現するのならば、事実の一いつ端たんというべきだろう。


　アレスはなぜか「一通の密書」と言った。証しよう拠こすら残っていないはずの密書に感付いたのだ。ならば、そヽのヽ他ヽのヽ自ヽ分ヽがヽ行ヽっヽたヽ工ヽ作ヽにヽつヽいヽてヽもヽ気付いていておかしくはないはずである。


　そう、自分は他国を戦争に駆かり立てようとしたのだ。一つばかり策を弄ろうしただけで国が動いてくれるわけがない。ましてレアニールは過去三度にわたる大だい規き模ぼな侵略作戦を実行に移うつし、そしてそのすべてに失敗している。よほど美味な餌えさがなければ食いついてくるわけがないのだ。


　そう、自分が仕掛けた策はまだ序じよの口に過ぎない。確かに現げん在ざいの状況で他国の侵略を誘ゆう発はつすれば、解かい放ほう軍ぐんの立場は一気に強まる。だが、それだけでは不足なのだ。


　ジェレイドには今後の展てん開かいが目に浮うかぶようだった。


　王女を盾たてにした和わ平へい交こう渉しよう。その場で恐らく王国軍と休戦協定の一つも結べるきっかけにはなるだろう。ひとまず兵ひよう糧ろう攻ぜめの恐きよう怖ふから逃のがれ、生き延のびることはできる。


　だが、農民たちの地位向上という条じよう件けんは認みとめられないだろう。それは貴き族ぞくたちの特とつ権けんの剝はく奪だつに繫つながるからだ。北が攻せめてきた以上、国王にとって貴族たちの協力はより不可欠となっている。この状況で国王が彼らの不ふ興きようを買うことはできまい。


　現状で王国軍にできる最大の譲じよう歩ほは、恐おそらく貴族殺しと反はん乱らんの罪つみを許ゆるし、無む罪ざい放ほう免めんとした上で今後は過か大だいな税ぜいをかけることを禁きん止しする代わり、すぐに軍を解散して農民として元の生活に戻もどることを許される──というところだろう。案外、亡なきボルネリア侯こうの後あと釜がまに自分を据すえるぐらいのこともしてくれるかもしれない。


　それでも、軍を解散するようなことは絶ぜつ対たいにできない。そんなことをすれば、農民たちは抵てい抗こうの刃やいばを失い再ふたたびただの奴ど隷れいと化してしまう。北という脅きよう威いがある間はともかく、それがなくなればいずれまた貴族たちの搾さく取しゆが再開されるだろう。それも、今度は反乱を起こす余よ裕ゆうすら生じないよう徹てつ底てい的てきに。


　まして、首しゆ謀ぼう者しやだった自分が生き残れる道理などない。最終的にはどこかの貴族が放った刺し客きやくにでも暗殺されるだろう。そうなればいよいよ元の木もく阿あ弥みである。


　それを防ぐために、自分たちの地位をなおも向上させるために、ジェレイドは第二、第三の手を打ったのだ。


　アレスがどうやって第一の手に関する情報を得たのかは分からない。しかも、アレスにその情報を流した何者かは、あえて情報を小出しにしているとしか思えない。


　なぜそんなことをする必要があるのか。


「……考えられることは一つしかありませんね」


　ジェレイドの中で、一つの答えが生まれたのはこのときである。


〈赤の悪あく魔ま憑つき〉。余あまりにも物ぶつ騒そうなその二つ名は、背はい後ごからの攻こう撃げきすら難なんなくかわしてみせるアレスの人にん間げん離ばなれした戦いぶりを見た者たちが自然と名付けたものだという。


　そう、真実は最初からすぐそこにあったのだ。


　すなわち──アレスには、本当に悪魔がとりついているのだ。


　思考を放ほう棄きしたような、非ひ現げん実じつ的てきな回答である。だが、そう考えるとあらゆる疑ぎ問もんに答えが出てくるのだ。


　なぜアレスは二本の重い剣けんを木の枝えだのごとく振ふり回し、鬼き神しんのごとき戦いをすることができるのか？　悪魔が力を与あたえたからだ。


　なぜアレスは後ろから飛んでくる矢さえもかわすことができるのか？　アレスに死なれてはまずいと、悪魔が教えたからだ。


　なぜアレスは誰も知らないはずの北の侵しん略りやくを誘発する謀ぼう略りやくを知っていたのか。それもまた、悪魔が教えたからだ。それも全部ではなく、一部のみを教えることでアレスを惑まどわそうとしたのだろう。


　なぜ悪魔はそんなことをするのか？　悪魔だからだ。


「我われながら、馬ば鹿かげた思考ですね」


　自じ嘲ちようするように呟つぶやいたジェレイドだったが、その顔は真剣そのものだった。


　笑えない。なにしろこの世には鉄てつ壁ぺきを謳うたわれた城じよう壁へきを打ち砕くだくとんでもない精せい霊れいがいるぐらいである。それを考えれば、悪魔のごとき助言を与える精霊がいたとしてもおかしくはない。


　それに、たとえば風の精霊使いであるミーアにも、火の精霊は見えないという。となれば、アレスにしか扱あつかえない特とく殊しゆな精霊がいたとしても不思議ではない。実じつ際さい、人に助言を与えるという精霊など聞いたことはないが、昔話やおとぎ話には神が遣つかわした精霊が人々に叡えい智ちを与えるというものもあるのだ。


　いささか仮か定ていの話が多おお過すぎる。だが、仮定を積み重ねて辿たどり着ける真実もある。本気で考えてみる価か値ちはあるだろう。


　ジェレイドは中指を伸のばし、眼め鏡がねをかけ直した。


「いずれにせよ、本当の悪あく夢むは、まだ始まってもいないんですからね」


　北に仕し掛かけた第二、第三の謀略が効力を発はつ揮きするにはまだもう少し時間がかかる。


　本当の悪夢は、まだこれからだ。


　自分の地じ獄ごく行きが確定するのは、まだまだこれからなのだ。
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　すいません。今回もページ数が増ふえてしまったため、あとがきが二ページしかありません。仕方がないので改行を最低限にしております。ちょっと見えにくくなっていたらすいません。しかしよく考えると前巻から二ヶ月しか経っていないわけでして、引き籠こもり専業作家にそうそうあとがきで書けるようなネタがあるわけもなく、これはこれで助かるなあ、なんてことは全然思ったりしてませんので念のため。


　さて、本書で五巻目となるこのシリーズですが、三巻目とか五巻目というのはわりと打ち切りの危き機きが生しようじたりする時期でもあります。まして本シリーズは四巻が出た際のファンタジア文庫二〇周年フェアでわりとたくさん重版して頂いただけまして、「これ売れ残ったら相当まずいんだけど、どうしよう」などと編集長から脅おどされておりましたが、幸いなことにどうにかはけたらしく最近また重版がかかったそうでして一安心、これで当初の構想予定通り最後まで突っ走れそうです。それもこれもすべて読者の皆様のご支し援えんあってのことでございまして、毎度のことですが厚あつく御礼申し上げます。このご恩おんに報むくいるにはもう面おも白しろい続巻を一刻も早くお手元にお届とどけするしかありませんよねきっと。


　幸いというべきか物語の方はいよいよ中ちゆう盤ばんに入って参りました。新シリーズの立ち上げ当初というものは世界観やキャラクターの説明と物語とをバランスよく組み上げていかなければならないのですが、五巻六巻ともなれば物語のみに傾けい注ちゆうすることができるようになるわけでして、最近になって筆者の筆もわりと快調に動くようになっております。問題なのは巻を重ねる度にページ数が増大していることですが……。


　そんなわけで、第六巻は来年の春ごろ、きっと三月ごろには出せるんじゃないかなと思います。サブタイトルは四文字熟じゆく語ご辞じ典てんを調べまくって決めました、『哀あい鴻こう遍へん野や』です。さっぱり聞き慣なれない言葉ですが、意味は「敗はい残ざん兵へいや難なん民みんがいたる所に見られる惨さん澹たんたるさま」だそうで。というわけで火の国、風の国物語第六巻『哀鴻遍野・前編（仮）』、血で血を洗あらう侵しん略りやく戦争の始まりです。アレスたちの活かつ躍やくにご期待ください。


　ついでに宣伝なのですが、一二月二五日にセガから発売予定のニンテンドーＤＳソフト「ファンタシースターＺＥＲＯ」というゲームの開発に、シナリオ絡がらみで少しばかり携たずさわらせて頂きました。シナリオの方はもちろん頑がん張ばらせて頂きましたが、何より多人数プレイが面白いこのゲーム、年末年始は是ぜ非ひお友達とご一緒にいかがでしょうか。


　では、いよいよ字数が限界にきたのでお見苦しいですがこの辺で。じ、次回こそ……。
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　ドラゴンマガジン


　　２００８年４月号～２００８年11月号





※本書は連載原稿を大幅に加筆、修正したものです。







師走トオル





著者


師走トオル


●しわすとおる





東京生まれの東京在住。でも東京といっても名ばかりで、家の前は畑で後ろが川、少し先にはでんと山がそびえたつ。近所に湧いてる湧水でご飯を炊き、近所の無人販売所で野菜を買っては自炊という生活を送る。「そんな環境だから引き篭りが悪化するんだよ！」と某先輩作家に諭され、現在引越しを画策中。今度はもっと都会に行こうと思います。





火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり５


王女勇躍





師し走わすトとオおルる
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